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日 本 寄生 中 学会 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 内 





海 人 草 の 純粋 有効 成分 だ サン ト 
ニン さそ を 最も 効果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 率 を 角 揮 する …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 上 虫 薬 マク 
ニン SS は 、 そ の 高い 駆虫 率 が 多数 の 号 床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン は ほ は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 中 を と る と と が で きま きす 。 








団体 用 お よび 学 章 用 マク ニン S は 、 
< 硬 全 で 、 高い 駆虫 率 を も ち 、 配布 に 
集 品 字 便利 な の で 集団 式 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低 謙 な の で 、 学校 、 工場 
会 往 和 で 非 営 な 好評 を えて いま す ぁ 





( 包 装 ) 3 錠 て 大 入 一 人 分 ) 80 円 ・6 僅 59 円 
団体 用 2 続 X190 て 大 人 100 入 分 ) 





大 巡 市 東 区 道修 町 本 沢木 品 東京 ・ 福 岡 ・ 札 幌 
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静岡 県 下 に お ける いわ め ゆる 野犬 の 寄生 帳 東 
(3) 大 四 加 , 犬 系 状 虫 な よび 血色 食道 昌 
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静岡 大 学 教育 学部 保健 教室 


野 日 政 輝 記 


月 


久 前 川藤 人 半 


静岡 県 立 衛生 研究 所 
(昭和 33 年 7 月 15 日 受領 ) 


犬 192 頭 を 1956 年 か ら 1957 年 の 間 に 解 前 し て , 
久 虫 を 調査 し た 。 第 1 報 
は 犬 回 由 お よび 犬 釣 虫 に つい 
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に 証人 衝 


その 寄生 
の 概況 を の べ , 第 2 報 で 
し た が , 本 報 で は 他 


の 寄生 線 虫 類 , すなわち 犬 鞭 皮 , 犬 糸状 由 お ょ び 血 色 食 


こっ +- ラ 
告 す や っ o 


道中 の 3 種 に つい て 報 
犬 組 虫 (7Zzz/zzzzS 2 の Zs Smith, 1908) 


犬 鞭 下 の 寄 生 率 は 192 頭 中 61 頭 で , 31.722 に 達 し, 
川 ら (1938) の 神戸 に お ける 56.122 に は 及ば な か つ 
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Fig. 1 Histogram of the number of worms in each dog 


JIRO ITO,* Kyozo WATANABE,* MASATERU NO- 
GUCHTL,** HIiSASHI MOCHIZUKI** TOZO MAE- 
KAWA**. An jinvestigation of the helminth 
parasites of dogs in Shizuoka Prefecture (3) 77:- 
ez72S 2 の ZS, の 772772 7 の 7272272S and の ZZ0C67C7 S の 6g- 
24Oz7Z (*Hygiene laboratory, Faculty of Educa- 
tion, Shizuoka University,** Shizuoka Prefectural 
Hygiene Research Laboratory,*** Department of 
Public Health, Shizuoka Prefectural Ofce) 
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が , それ に 続い て 第 2 位 の 高 率 を 示し た 。 寄 生息 体 数 は 
被 寄生 犬 1 頭 あ た り , 最低 1 匹 , 最高 500 匹 。 総 昌 体 数 
1691 匹 , 平均 体 数 27.7 匹 で あつ た 。 寄 生息 体 数 の 度数 
分 布 を 第 1 図 に 示し た が , 犬 釣 虫 の 場合 と 同様 に 少数 寄 
生 例 が 最も 多く , 10 匹 以下 の 寄生 例 が 全体 の 約 半数 
(33 例 ) を 占め , 100 匹 以上 の 寄生 例 は 3 例 ぐ で あつ た ( 写 
真 参照 )。 

静岡 県 下 19 カ 所 の 保健 所 を 東部 か ら 西 部 に 配列 し て 大 
鞭 虫 の 地域 的 分 布 を 示し た の が 第 1 表 で ある 。 そ と それ に と よ ょ 
る と 明か に 中 部 地区 に 犬 鞭 虫 が 少く , 清水 , 静岡 。 藤 
枝 , 検 原 , 島田 掛川 な ど 6 保健 所 か ら 
合計 60 匹 の 野犬 中 犬 鞭 虫 の 寄生 犬 は 只 1 
頭 で あ つた 。 第 2 表 に は 犬 鞭 東 の 手 節 的 
変動 を 掲げ れ に ょ る と % 検定 の 
も と に, 有意 差 を も つて 冬期 に 犬 凌 が 
少な か つた 。 し か し な が ら 冬 期 検査 の 4 
地区 中 3 地区 が 県 中 部 に 相当 し , また 県 
中 部 の 6 地区 中 3 地区 は 冬期 に 検査 が 実 
施さ れ た の で , と れ だ け の 資料 で は と その 
いづ れ に 重点 が ある か に わか 結論 を 下 
まま ど お 志 な か つた 。 

犬 鞭 虫 の 寄生 犬 61 頭 中 の 35 頭 か ら え ら 
れ た 総数 962 匹 の 虫 体 に つい て その 人 性 列 
を みる と , 3$ 由 348 匹 , \ 下 619 匹 と な 
り ,。 $ 虫 に 対す る \ 虫 の 比率 は 1.80 で あつ た 。 寄生 犬 5 
頭 中 , 単 性 寄生 例 が 5 頭 で 14.8% に あたり , 内 容 は 8$ 息 
の み が 2 頭 ( 各 1 匹 づつ の 寄生 ), * 虫 の み が 3 頭 (1 中 
刀 至 2 匹 寄 生 ) で あつ た 。 上述 の 如く 虫 体 性 比 の 総 平均 
が 1.80 で あつ た が , 寄生 虫 体 数 の 少 い 場 合 は と の 性 比 が 
大 きく 変化 し , 性 比 が 5.0 以 上 の 例 が 3 例 に も 及 ん だ 。 
然し 性 比 が 1.0 以 下 C? 虫 が $ 虫 より も 少 い 場合 ) の 例 
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3 歳 雄 の 犬 に な ける 犬 凌 虫 の 多数 寄生 例 


(静岡 上 





富士 宮 保健 所 管内 ) 


は 皆無 で あつ た 。 


野犬 の 年 齢 と 犬 鞭 虫 の 寄生 率 お ょ び 寄 生 濃 度 と の 関 
係 を 第 3 表 に 示し た 。 その 相関 係数 を 算出 する と r= キ 


0.5 と な り , か な り 高 い 係数 を 得 た 。 す な わ ち 寄生 事 
寄生 虫 体 数 も と も に 年 齢 の 高く な る ほど 大 で あり , 前 報 


の 犬 釣 虫 の 場合 と 反対 の 結果 を 示し た 

野犬 の 性 別 と 犬 間 由 の 寄 生 素 お よび 寄生 由 休 数 の 間 
に は , 検定 の 結果 , 有意 の 差 を 見 い だ さ ず , 中 に 野 大 
の 品種 と の 関係 も 第 1 報 に 記し た 如く 結論 は 得 ら れ な か 
2 たっ 

虫 体 の 寄生 部 位 は 総 べ て 大 腸 部 で 特に 盲腸 に 最も 多く 
な 虫 体 の 史 弟 状態 
に つい て は 特に 105 匹 に つい て 詳細 な 観察 の 結果 , 91 
が 粘 有 内 に 深く 挿入 され て 民 『 り , 残り の 14 匹 ば 1 腸 内 に 革 
離 の 状態 で あつ て , 前 報 の 犬 釣 虫 の 場合 に 近似 し て い 


と 
* こ に OO 


8 頭 の 野犬 に つい て の 解剖 結果 は 56 頭 (32.4 多 ) に 
犬 ro 認め , AMS 員 法 に よる 虫 卵 検査 で は Y0 頭 
(40.5 欠 ) ( こ 虫 卵 き 認 2 め の ※ た の と (第 1 報 の 第 4 表 参 照 )。 し か 
し て 下 体 と 昌 卵 が 共に 陽性 で あつ た 例 は 44 頭 で , 検便 区 
か 2 
よる 適 中 率 は ーー 検便 に よる 見 逃し 


ー63 多 で あり , 


Table 1. Geographical and seasonal distribution of 77zcZzz22S 2 の ZS and 


7o7 姓 ZZ 7272772S in Shizuoka Prefecture 





アル Zo7 が 727 22272272S 











Date of No. of 7 ァ zc7ZZ677S 2 の ZS 
Locality dogs No. of Total Average No. of Total Average 
eXarnd。 2 dogs No. of No. of 4 dogs No. of No. of 
infect. WOrm1S WOrrnS infect. WOrrnmS WOrInS 

Shimoda Apr. 10 2 6 3.0 1 12 12.0 
Shuzen1i Feb. 10 3 90 30 .0 2 8 4.0 
Atamni May 10 5 129 25.8 1 8 8.0 
Gotemba Sept. 10 0 ーー ーー 0 ーー ーー 
Misima Mar. 10 7 61 8.7 6 37 6.1 
NumazZu Aug. 10 8 81 10.2 2 20 10.0 
Yoshiwara Aug. 9 5 24 4.8 3 30 10.0 
Fujinorniya Sept. 9 7 563 80.4 5 61 12.2 
Shimizu July 10 0 ーー ーー 3 78 26 .0 
Shizuoka JDec. 10 0 ーー ーー 5 13 2.6 
Fujieda Oct. 10 1 9 9.0 の 29 14.5 
Haibara Feb. 10 0 ーー ーー 7 33 4.7 
Shimada Jan. 10 0 ーー ーー 5 19 3.8 
Kakegawa Nov. 10 0 ーー ーー 5 99 19.8 
]Mori Nov. 10 1 1 1.0 2 51 25.5 
Iwata ン Oct. 10 に 162 32 4 4 59 14.7 
Futamata July 9 3 43 14 .3 4 88 22.0 
Hamarmatsu Oct. 15 13 494 38.0 9 216 24.0 
Mikkabi June 10 1 28 28.0 5 69 13.8 

Total 192 61 1691 27.7 71 930 13.1 
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Table 2. 





Relation of infection rate of 7zzz/zzzZS 2 の Zs and 77o7/g7ZZ の 72272S to the season 































No. of No. of No. of worrmms 
Season dogs dogs 久 
exarnd。 infect. Total Average 
Spring (Mar.-May) 30 14 46.7 196 14.0 
プア Py 00 の は Summer (June-Aug.) 48 17 35.4 176 10.3 
Autumn (Sept.-Nov.) 74 27 36.5 1229 45.5 
Winter (Dec.-Feb.) 40 3 7.5 90 30.0 
(Z* 三 13.0, Pr<0.01) 
Spring (Mar.-May) 30 8 26.6 57 も 
の oop 000 Summer (June-Aug.) 48 17 い 35.4 285 16.8 
プー 。 、 Autumn (Dec-Feb) 74 27 36.5 515 19.1 
Winter Sept Nov. ) 40 19 47.5 73 3.8 
=3. の pr>0.30) 
Table 3. Relation of infection rate of 77zcgzzzs て 寄生 素 が 高く , 192 例 中 71 頭 (36.4%) を 認め た 。 寄 


2 の zs to age and sex of dogs 





No. of No. of Number of worms in 

















だ dogs dogs を each dog 
exarmd, infect. Min. Max. Total | Ave- 
Tage 
1 age 43 8 18.6 1 一 90 140 17.5 
2 53 20 37.7 1 一 51 269 13.5 
3 51 21 41.2 1 一 500 851 40.5 
4 26 8 30.8 2 一 231 328 41.0 
人 3 33.3 3 一 62 275 25.0 
Total 182 60 33.0 1-500 1663 27.7 
(r 三 十 0.5) 
Sex of dogs 
Male 91 28 30.8 1 一 500 886 31.5 
Female 91 32 35.1 1-ー231 777 23.5 
(ZZー0.39, Pr>0.50) 
うー ダ 7 2 で あつ た 。 更 と 疑 陽性 例 が 回 昌 の 場合 と 近似 
し て 非常 た 高く ,。 で =37 用 に お よん だ 。 以 上 の 如き 解 
章 所 見 と 検便 結 ほ の 著しい 不一致 he 
も の べた ご ど とく , 束 卵 検査 に の み 依存 する 場合 に 重 


要 な 問題 で あら う 。 


犬 炒 状 虫 (zo7 太 ZZ 22277S Railliet et Henry,1911) 
糸状 虫 は 獣 色 医学 的 見 地 か ら ゃ 相当 
Ne て 調査 され て い 
開か な い 。 今 


重視 され , 本 邦 各 


が , 静岡 県 か ら の 報告 は 未だ 
\ て は 既往 諸家 の 成績 に 比 し 


る 
回 の 調査 に お し 


( 3) 


生 貝 体 数 の 度数 分 布 を 第 1 図 に 示し た が , 最少 1 匹 , 最 

高 6Y 匹 , 平均 18.1 匹 の 寄生 貝 体 を 示し た 。 犬 銘 虫 , 納 * 

虫 な ど と 同様 に , 10 匹 以下 の 少数 寄生 例 が 過半 数 を 

て は いた が , 60 匹 以上 の 寄生 例 が 8 例 に も 達し た 。 2 
ょ うな 多数 寄生 例 で は 虫 体 木 来 の 寄生 部 位 で ある 右 心 室 

を と えて 大 静脈 , 肺動脈 内 に も お ょ び , 心臓 は 著しく 有 取 

大 膨満 し , 昌 体 の 一 部 が 心臓 壁 や 肺 胞 を つき や ぶつ て 露 


出し て いる る ぁ る の も あつ た 。 

犬 糸 状 虫 の 寄生 率 と 季節 と の 関係 を 第 2 表 に 示し た 
が , Z* 検 定 の 結果 有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 地域 的 
な 分 布 に つい て は 第 1 表 に 示し た が , 下田 , 修善 寺 , 熱 
海 , 御殿 場 な どの 県 東部 が 一 般 に 寄生 素 の 低い 傾向 が 認 
め ら れ た 。 

野犬 の 年 齢 と 犬 糸 状 虫 の 関係 は 甚だ 顕著 で あつ た 。 す 
な わ ち 第 4 表 に 掲げ た 様 に , 年 齢 の 進む お 程 寄生 率 が 高く 
な り , 寄生 貝 体 数 も また 次 第 に 多く な る 傾向 が 認め られ 
た 。 そ とれ らち の 相関 係数 を 算出 する と r ニ = 十 0.7 と な り 
吉川 ら 1988), 井上 (1936), 上 訂 峰 ら (1955) の 諸 報 告 
一 致し た 結果 が 認め られ た 。 野犬 の 性 別 と の 関係 で は 
Me 雌 犬 の 寄生 率 が 全く 等 し く , 検定 を まつ 
まで も な く 両 者 の 差 が 認め られ な か つた が , その 点 に つ 
いて る 片上 ら (1955) の 結果 と 一 致し た 。 

野犬 50 頭 に つい て は 特に 心血 を 採取 し て 厚 層 塗 抹 精 本 
を 作成 し ,。 ミク ロフ ィ ラ リア の 検出 と 成 点 の 寄生 状況 と 
の 関係 を し ら べ た 。 成虫 の 寄生 例 18 頭 (36%) に 対し て 
ミク ロフ ィ ラ リア の 検出 例 は 15 頭 (802) に お よび , 両 
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容 物 が 充満 し た り し 
で あ り y を の た め 


Relation of infection rate of zo7Z2Z72 


222272S to age and sex of dogs 


able 4. 





No. of No. of Number of worms in 

















者 は 略 々 一 致し た o 
リア の 陰性 例 が 4 頭 あ つた を が, とれ ら は いづ れ ま ゃ 成 点 1 
匹 の みみ の 寄生 状況 で あつ た 。 さら を 成虫 が 陰性 で ミク ロ られ 
フィ ラリ ア の み 検 出さ れ た も の が 1 頭 あ つた が その 原因 呈 
な は 不明 で あつ た 。 困難 で め つ だ て : ど と は 鈴木 
血色 食道 虫 S ヵ zzocezZ sgxz22 の 72 Seurat, 1913) い 。 即ち < 
- ド FFP 
は 小野 ら (1929) に ょ り 報 告 せ られ て いた が 。 我が国 
(に お いて は あま り そ の ま と まつ た 報告 を みず , 近年 岡野 ら 。 


作 お い 
ョ ルン た = 同 A ) 
的 に 年 齢 と 


(1957) に ょ り 京 都 の 野犬 ae (0.8 多 ) の み 


て の 年 齢 抵抗 は 銘 ん ど 


ル デ あ - 
K-/ こ の ぅ 


今回 の 調査 結 











県 西部 に 局 限 され , 岡野 氏 の 報告 と あわ せ 考 えて みる 摘 さ きれ て いる 。 
に , 我が国 で は 本 寄生 虫 は 極め て 低 率 で は ある が 存在 し 完 に 対し 

て いる 。 恋 保健 所 管内 の 1 頭 は 5 歳 雌 の 雑 犬 で , 食道 層 率 が YO0.8 狗 で ある 
の 特有 の 交 か ら 18 匹 を 検出 し , 二 ei の 2 頭 は と 

5 歳 雌 の 雑 大 と , es の 雑 犬 で 。 虫 体 数 は それ ぞ 
匹 お ょ び 8 匹 で あつ た が AOP 施し 
が , いづ : し も 虫 は 認 ちな か つた 。 、 半 常に 高 か 


疑 陽性 率 2 
の 数 字 z 
考 察 


犬 凌 虫 は か な り 普 辺 的 に 分 布 し て いる も の と 考え られ 
る が , 既往 の 諸 報 告 で は , 豊田 (1928) の 20.3, 吉川 
ら (1938) の 56.1 多 , 岡野 (1957) の 15.7 狗 友 ど を みる 
に すぎ な い 。 お そら く 寄 生 局 所 の 盲腸 部 , 大 腸 部 は 腸 内 


犬 弥 状 虫 の 実態 調査 に 
作 本 中 下 レン つ いで て 
は 東京 地方 の 56 頭 を 


5 野犬 
明 し , さら に 当時 まで の 


(4 ) 


詳細 に は 成 了 虫 寄生 例 で ミク ロフ ィ ラ た が , 野犬 の 年 齢 この 間 ! 


。 と の と と に つい て の 詳 


が , 固有 宿主 の 犬 に 対す < 


て 検便 - ご は 10.6 多 を 得 , 
っ で 雪 生 で て し 
た 調査 で は 犬 鞭 虫 寄生 率 が 

れ 4 い 。 すなわち 今回 の 成績 は 4 の 
た 犬 回 虫 の 場合 と 同様 に 一 過 性 の 下見 
SH 人 
人 体 の 場合 に も 


検便 の 場合 に は 注意 され な けれ 


て 固く 粘着 ! し て いる 


の 性 別 の 間 に は 1 過 玩 【 


こ は 明 か に 
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め に 調査 が 困 


め に 調査 が 充分 に 実施 され な か つた を 
め と 考え られ る 。 検便 の みみ にょ つて 犬 鞭 虫 の 寄生 率 を 調 


テ ke dogs dogs 中 dog ーー 査 し た も の に 安藤 ・ 小 堀 (1926) その 他 2, 8 ある が , 何 
examnd. 1nfect. Min. Max. Total 3agG 比較 的 作 事 て こ * 真 の 寄生 率 % を 示し て は いな い と 考え 
1 age 43 5 ーー 30 6.0 られ る 。 以 上 の 様 な わけ で , 犬 鞭 虫 の 季節 , 地域 と の 関 
2 53 22 41.5 1 一 45 265 12.1 係 , 犬 年 齢 と の 関係 , 虫 体 数 , 虫 体 の 雌雄 比 な ど 詳 細 な 
3 。 51 22 45.1 1 一 67 394 17.9 資料 に 極め て 乏しい 。 
5 and 了 12 46.2 1 一 36 109 9.1 今回 の 調 で は 。 人 期 に 大 上 が 少く 。 県 中 部 一 
amd TnmOTG の ee aE 6 
than 5 9 ひび 55。5 2 一 228 63 12.6 割合 に 少な か つた と 門 \ う 結 : 染 に な ま ゃ うつ 光 カ が 。 それに つい で 
Total 182 66 36.2 1 一 67 861 12.9 は 虫 卵 の 発育 期間 , 下 卵 の 角 皇 。 貝 体 の 寿命 な どい ろ 
(r 三 二 0.7) いろ 考え られ る けれ ども ゃ 。 な お 店 褒 は 得 られ な いと 考え 
Sex of dogs られ る 。 さ ら に と の 様 な 資料 の 増加 を まつ て 判断 し , ヵ 
つ そ と それら に 作用 する 諸 層 的 に 追求 され な けれ ぼ ば 
Male 皇 - 39 462 1 0 44.2 Po 
Female 91 33 36.2 1 一 62 391 11.7 So 
N 意 差 は 認め られ な か っ つ 


と 正 の 相関 が 認め られ 
: 細 な 文献 当 天川 (1938) 6 人 み 


た 犬 の 年 齢 と の 間 ( 相関 を 認 め る 


大 中 を マツ ス に 感 
り 報 告 さ れ て いる 


、 (1934) に よ 


報告 され た 。 今回 の 調査 に よ つ て 更に 192 頭 中 3 頭 (1.6 みる と と が で きよ う 。 
多 ) すなわち 訂 保 健 所 管内 で 10 月 に 1 頭 , 二 條 保健 所 鞭 旧 に つい て その 解剖 
管内 で 7 月 に 2 頭 の 被 寄生 犬 を 発見 し た 。 い ずれ も 静岡 代 は 。 代 田 (1929 


る っ 突 際 は 甘 間 に し 
今回 の 調査 結果 か ら す れ ば , 犬 鞭 虫 は 犬 対 し 
な い ゃ もの と 考え られ る 。 
員 に は 犬 鞭 虫 虫 体 の 寿命 が 比較 的 長い と する な 
は 説明 ほれ よう 。 人体 の 鞭 虫 も 砂 革 
正 相 関 の 様相 を 示す 場合 が 多い の と よく 一 致 


せ て 再 感染 の 


し て まだ 知ら な 


その 人 物 定 


に こよ ょ ES 
『 川 ら (1988) な ど に ょ 


よわ ち 代田 氏 は 解剖 所 見 の 20.8 


ル デ エ 上 
w- ひ 


吉川 氏 ら は 検便 の 適 中 
る 。 さ ら 人 安藤 氏 ら の ど 


著 し く 低 


ぇ られ 


く 
考え ! 


これら 


いて は , 上 述 の 諸 報 告 の ほか 


の 3 の 商科 が み られ る 。 井上 (1936) 


解剖 し て 33.9 狗 の 犬 糸状 虫 を 族 


の 犬 弥 状 虫 の 諸 報告 を 比較 検討 レ 
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困 て いる 。 板垣 ・ 久 米 (1938) も また 専門 的 立場 か ら 寄 生 (11) , 1459-1466. 一 7) 岡野 薫 (1957) : 京都 市 に 
- た 事 , ミク ロフ ィ ラ リア , 地理 的 分 布 な ど を 詳 述 し た 。 近 ける 所 講 野 犬 の 寄生 中 に つい て (2), 和 寄生 虫 誌 。 6 
調 年 片 峰 ・ 藤 巻 ・ 釘 田 ・ 瀬 井 C1955) が 長崎 の 野犬 に つ (3-4), 358. 一 8) 小野 定 雄 (1929) : 南 満 洲 に お け 
何 いて 犬 糸状 の 成 昌 及び 仔 昌 の 広 な 検索 を な し , 内 外 る スピ ル ラ 科 (Spiruridae) の 中 間 宿 主 と し て の ズラ 
3 We * ジュ コロガシ (Cy の の zzZS SS) の 研究 (第 一 
和え の 文献 に よる 木 束 の 地理 的 分 布 を 姓 祭 し た 。 報 ), 月 獣 雑 , 8, 51-58. 一 9) 鉢 木 淳 三 (1934) : 凌 
関 以上 の 諸 報 告 と 比較 する と , 今回 の 静岡 県 に お ける 犬 虫 の 重複 感染 に 関す る 研究 。 慶応 医学 。 14. 一 10) 
な 糸状 虫 の 寄生 率 は 極め て 高 系 と いう と と が で きよ ょ よう 。 寄 豊田 一 長 (1928) : 犬 猫 の 寄生 虫 に 就 いて , 動 雑 。 40 
上 人 数 も 。 最 高値 し めい て 非 上 (1996) の 7G 相 板 王 ik 
ba 6 2 と は お ょ ば みい が 。 今回 9 ゆ 茂 (1938) : 神戸 市 の 犬 寄生 上 虫 に 就 い て IL, 中 央 獣医 
(に ら (1938) の 92 匹 に は お よ ょ ば な い が 。, 今回 の 調査 で 60 匹 礁 。 51 (6)。535-543. 
て 以上 が 稀 で ご は な か つた 。 
る 犬 和 糸状 fa の 寄生 素 と 地 節 と の 関係 , び 犬 の 性 Summary 
ん え 列 と の 関係 は , 片 峰 ら (1955) の 結果 と 一 致し て いづ れ Parasitic helminth of 192 dogs in Shizuoka 
か た ゃ も 有意 の 差 は 認め られ ず , また 犬 の 年 齢 と の 間 に は , Prefecture was examined by autopSsy in the period 
ば 電 上 G996). ら (1988), 片 峰 ら (1955) と 会 く 同様 Ed 5 ba PTe hd Ws 
了 OR の 当 FE 中 人 vations on 7 ァ zzz/zzZZS 96 の ZS, 77772747 7 の 272772S, am 
に 極め 度 の EN 認め られ た が 興味 ある 事実 て あ ぐ /ZZoce7CZ Sg267720/e2272 Were reDorted in thiS Daper。 
ラフ ろう 。 The infection rate of 77zcZze7Zs 2 の Zs was 31.7 め , 
れ and the average number of worm in each infected 
み 要 約 dog was 27.7. Dogs from the middle areas of the 
> Sn 1 記 m 3 Prefecture were infested somewhat lighter than 
了 1. 替 2 報 ` て 本 報 て は 犬 圭 取 。 犬 糸状 虫 お よび those from the other areas of Prefecture. At the 
の ーー いて 報告 し た 。 same time, the infestation of 77zz/z7ZS WaS comn- 
る 2。 犬 鞭 昌 の 寄生 率 は 31.72, 平均 貝 体 数 27.7 匹 。 由 paratively lighter in the winter, though the reason 
た な 人 の 雌雄 比 は 1.8 で 雌 虫 が 多 か つ た 。 犬 の 年 齢 と 寄生 素 WaS unknown、 No Significant tf Of infes- 
' 5 の 相 四 tation was observed concerning the sex of dog, 
と は 十 0.5 の 相 cats 悪 め られ た 。 but the age of dog. The younger was the dog, 
定 3. 犬 糸状 虫 の 寄生 率 は 36.422, 平均 点 体 は 18.1 匹 , the lighter was the infestation, the correlation 
な 犬 年 齢 と の 間 に は 十 0.7 の 強い 4# AM が 認め らち れ た を 。 index of them was 十 0.5. The number of female 
載 4. 血色 食道 は 192 頭 中 3 頭 ( 1.6) に 認め られ wormm of 77zzcZzz77S WaS Superior to that of male 
致 いづ れる 食道 呈 の 交 か ら 合計 25 匹 の 東 体 を 認め た worm, they were in the ratio 1.80: 1. It was 
Dr noticed that 26 out of 70 positive cases of stool 
5. 以上 の 諸 結果 を 文献 と 比較 し つ ゝ 考察 を お なっ examination were false positive。 
し た 。 As to the adult worm of zz42 の 77 が 5, the 
つっ infection rate was 36.4, the number of worm 
.3 文 責 in each infected dog was from 1 to 67 and the 
中 average was 13.1. There exisSted the clear cor- 
3 1) 交 藤 亮 ・ 小 犯 太郎 (1926) : 岐阜 県 下 肺 デスト relation between the age of dog and the infestation 
ニ マ 病 流行 地 に お ける 犬 猫 の 養 便 検 査 成 績 に つい て : of の zzo7 太 7 the correlation index of them was 
低 愛知 医 雑 , 33(4 ), 619-634. 一 2) 井上 太郎 (1936) : 十 0.70. No remarkable data of infestation con- 
* の yg 77S の 寄生 状態 及び 未成 熟 虫 の 季節 的 cerning the sex of dog or the seasonal fluctuation 
る 出現 に 就 て , 慶応 医学 。 16 (11), 1737-1754. 一 3) were obtained. 
さ 板垣 四郎 ・ 久 米 清 治 (1938) : 犬 糸 状 虫 oy7Z Among 192 dogs, there were three cases of 
ネ 22772S の 研究 ,。 中 央 獣医 雑 , 51 (2), 1059-1063. ぐ の z7oce7C の SgZ720/6272. wo caseS were 5 years 
ら ー4) 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 張 三 ・ 野 口 政 輝 ・ 望 月 久 ・ 前 川 old female dogs, and the another one was 2 years 
藤 造 (1959) : 静岡 県 下 に ける いわ ゆる 野犬 の 寄生 old male dog. The number of worms in each 
か 敵 虫 (1 ), 概況 , 寄生 虫 誌 , 7(6 ), 674-679. 一 5) dogs was 13, 4, and 8 respectively. No egg of 
伊藤 二郎 ・ 渡 辺 張 三 ・ 野 口 政 灯 ・ 望 月 久 ・ 前 川藤 造 : SZzZoce7C の in the dog feces was observed in every 
犬 回 虫 名 よび 犬 釣 虫 , 寄生 虫 誌 。8( 1 ), 23-28, 一 6) CS6。 
叶 旧 峰 大 助 ・ 藤 巻 朝 教 ・ 釘 田 芳 女 ・ 瀬 井 義 浴 (1955) : 
レ 長崎 市 に お ける 大 の 糸状 虫 に つい て , 長崎 医 雑 。 30 
(5) 
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映 虫 卵 の 経 気道 感染 に 関す る 研究 
C4 ) 風塵 と し て の 恋 卵 の 吸入 む よ び る 


れ に よる 


経 気 道 感 菜 成立 の 有無 に つい て 


中 山 


= 子 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 10 月 2 日 受領 ) 


まえ が き 

いわ ゆめ る 風 慶 に よ つ て 斑 虫 卵 の 経 気 道 感染 が 成立 する 
か どう か , と いう 問題 を 追求 する た め に , 私 (1956) は 
手 初 め と し て , 顕現 了 質 と し て の 性 質 を も つと と 
を , その 水 中 交際 度 の 面 か ら 論 し た が , と れ を 簡単 に 
いえ ば , 顕 虫 卵 は 物理 的 に 塵 頑 の よう な 存在 に な りう る 
と いう と と で ある 。 

と の 頭 虫 卵 を 含む 糞便 が 耕地 に 肥料 と し て 搬 布 され た 
場合 に は , 顕 虫 卵 の 土壌 粒子 に 対す る 附 着 の 有無 が 問題 
と な つて くる 。 よ つて 私 (1958a, b,) は , 顕 虫 卵 が ど 
の 程度 に 土壌 粒子 と 附 着 する も の か を 実験 的 に 観察 し て 
みた 結果 , この 附 着 が 非常 に ょ く 行 われ る と と , そし て 
それ は 上 虫 卵 自 身 の 附 着力 に よる も の で ある と と を 明 ち ら 
か に し , 併せ て その 附 着力 を 測定 し て , まだ 仔 虫 形成 能力 
を 和 失う に 至ら な い ほ どの 乾燥 状態 に ある 加 虫 卵 は , 100 


ー 200 ダ イン /cm: の 濁 断 ご その 50~60 多 が 飛散 され 
る 程度 の 。 か な り の 附 着力 を も つて いる と と を 報告 し て 
お いた 。 


と の 耕地 土壌 粒子 に 附 着 し た 鍋 虫 卵 が , 風塵 と し て 土 
援 粒子 と と も た 飛散 する も の か 3 うか , そし て 吸気 に よ 
つて 人 の 気道 に 侵入 する 可能 性 が ある か どう か , も し あ 
る と 3 人 紹 打 導 の で ご の 部 位 ま で に 達する で あ 
た それ に よ つ て 感染 発症 が お と こり うる も の か どう か 。 ど と 
に 衝 し :. こ さら な 科 の 届 絆 あび 訂 潮 の 天 
験 結果 を 併せ て 検討 し , いさ ゝ か の 考察 を 加え て みた 


い 。 


ズム ぁみ ゴ 
2 の つが が 





KUNIKO NAKAYAMA : Studies on experimental 
ascariS infection through respiratory tract (4)Po- 
Sibilities of developing ascaris infection through 
reSpiratory tract by the inhalation of aerosolized 
ascaris eggs (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) 


土壌 に 附 着 し た 久 虫 卵 の 飛散 に つい て 


単独 の 頭 虫 卵 が 風 府 に な りう る 性 質 を も つて いる と ょ 
は , 既に 述べ た と と ろ で ある が , それ が 土壌 粒子 に 附 薄 
し て いる 場合 に は どう で あろ うか 。 一 般 に 直接 風 に さら 
され る 土壌 粒子 は 風速 が ある 値 以下 の と き は 静止 し て い 
る が , それ 以上 に な る と 動き 始め る 。 と の と き の 風 速 を 
限界 風速 と いう 。 河村 (1951) に よれ ば , ある 風速 の 風 
が 吹い て と の 粒子 が 動き 始め る と き の 限 界 摩 久 速度 を Va 


V=(-) tane) アー ga ……1) 
と ゝ に og は 粒子 の 密度 。d は その 粒 径 , 4 は 容積 素 , 
p は 空気 密度 , w。 は 静 摩 換 角 . 
と の と き の 地 面 か ら の 高 さ (用) に お ける 風速 を Vg 
と する と, 
30Z 
V ゥ 三 5.75p V. log10 eeeeeeeeeeeee ( 2 ) 


と k は 面 の 粗 度 を 表わす も の で , 面 に 存在 する 
凹凸 に 関係 する 長き の 次 元 を も つ 量 で ある 。 平坦 な 土 幸 
面 の 場合 に は 大 体 土壌 粒子 と 同 程度 の 大 き さ を も つと 考 
えら れる 。 

即ち , 土壌 粒子 の 粒 径 と 密度 お よび その 容積 率 を 測定 
する と と に より , (1), NM 一 定 粒 径 の 土壌 
子 の 飛散 を 始め る 限界 風速 を 知る と と が で きる 。 と の 値 
に きれ る 反 の 剛 人 和 了 の も の て あれ に ば 。 そ 
の 壊 粒 子 は 容易 に 風塵 と な る で あろ う 。 と の よう に し 
3 な に 肖 :CNME 0803 近 
虫 卵 お よび 土壌 粒子 に つい て , その 名 値 を 上 述 の 理論 氷 
に 入れ て 計算 を 試み , それ ら が 風 記 に な りう る と と を カ 
学 的 に 裏付け する の も , 充分 に 可能 な わけ で ある 。 

し か し その よ ょ うに 単に 理論 の 面 か ら だ け で は な く , ど 
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30 1.4 0 0.3 02 0.1 008 007 007 ぼ ト 
秘 笛 am (風洞 実験 古 国 風速 7-8 %) 
第 1 図 防風 垣 前 後に 堆積 し た 土壌 の 粒 径 分 布 


土 震 水 分 含有 率 12 一 18 多 ( 田 中 らち , 1954 に よる ) 


で は や ゃ もつ 


と 実際 的 な 資料 に 基づい て 論 を 進め て いき た 
い 。 耕地 の 土 嬢 は 一 般 に 種々 の 粒 径 の も の か ら 成 つて お 
る が , その 例 と し て わが 国 の 代表 的 耕地 の 飛 土 粒 径 分 布 
を , 第 1 図 に 示し て みた 。 と の 成績 か ら も 判る よう に 。, 
粒 健 0.1~ 0.8 mm の も の の 含有 率 が 非常 に 高い 。 私 
(1958 a) が 遇 虫 卵 の 附 着実 験 に 使用 し た 土壌 粒子 の 粒 
と , と の 事実 と が よく 一 致し て いる 点 に 留意 し て 頂け 
ば 幸い で ある 。 こ と れ ら 衝 粒 径 の 土壌 粒子 か ら 成る 実地 
NAM と の 飛散 と 風速 と の 関係 を 実際 に 
負 窒 し た 結果 が , 第 1 表 に 示さ れ て いる 。 と れ に よる と 
風速 6 m/sec を 越え れ ば 耕地 土壌 粒子 の 飛散 が 多く な つ 
て くる と と が 判る 。 と の 程度 の 風速 は 。 わが 国 で は よく 


* 
奏 き され る も の で ある 。 


ゝ ( 


第 1 表 飛 土 と 風速 と の 関係 





風 速 


風 土 の 状 惑 





風洞 内 地 E 小 3 星 間 
1.0cm 地上 3.0cm 
4.7m/s 4.0-4.5m/s Surface creep で ある 
5。5 4.5>4.8 僅か に 飛 土 
6.2 5.1<5.3 飛 土 断続 的 
6.6 5.5~6.0 飛 土 積 ょ 目立つ 
の 6 .5<7.1 飛 土 多い 
9。.5 8.2<8.8 飛 土 激しい 





(乱れ 35<38 め , 土壌 水分 両者 共 12<18 田 中 


ら , 1954 に よる ) 


で は 魚 虫 卵 が 附 着 し た 土壌 粒子 で は どう で あろ うか 。 
私 (1958 a) の 実験 に よれ ば , 粒 径 0.1 一 0.3mm の 土 
壌 粒子 1 個 に 附 着 する 顕 虫 卵 数 は , 多く の 場合 に 1 個 で 
2 上 附 着 し て いる の は ずつ と 少な く な つて 
くる 。 そ し て と の 頭 虫 卵 の 大 き さ が , 未 乾燥 の と で も 


長径 約 6 ミク ロン , 短 径 約 560 ミ クロ ッ と 土壌 粒子 に 戦 


. 風速 に 及ば す 影 響 は , さ ! 


点 を 


16T 


一 


べ て は る か に 小さ いも の で 。 実際 に は 乾燥 に よ つ て も つ 
てこ ょ い (乾燥 率 47% の と き に は 長径 
56 ミ クロ ン , 人 42 ミク ロン と な つて いる )。 と の 明 
昌 卵 の 附 着 数 と 大 き さ を , 土壌 粒子 の 大 き さ と 対比 し て 
考慮 し て 久 る と まき に は , 顕 虫 卵 の 附 着 が 土壌 粒子 の 限界 
ま ど の や も の で は な いと いう と と 
が 出来 よう 。 以 上 の と と か ら み て , 銅 虫 卵 附 着 土壌 粒子 
は , 耕地 の 全量 が 低い と き に は , . 容 易 に 風塵 た りう る 
わけ で ある 。 

そし て ひと た び 舞 い 立つ た 顕 虫 卵 風 塵 は , 気流 状態 の 
HH 何 に よ ょ つて は さら 高く 吸い あげ られ , 硝 方 に 運ば れ 
- か な り 広 い 箇 囲 に 搬 布 さ れる こと と ゝ な る 。 事実 上 に お 
ハ て も , 西村 (1952), 今 園 (1953), 小林 (1955) ら 多 
く の 人 < 々 は , 座 換 中 に 頭 虫 卵 を 証明 し レ , Na 
地 土 壌 に よる も の で , と れ が 風塵 と し て 運ば れ て きた 可 
能 性 を 指摘 し て いる 。 


つぎ に に , と の いわ 


『 ヤ 
宣 
軸 
Fa 
NN 


ある 果して 感染 力 を も 

肖 題 と な つて くる が , 越知 Ce96 
角 (1955) ら に よれ ば , 耕地 に 搬 布 され た 昭 虫 卵 は 相当 
長期 間 生存 する do と と に 秋 に 耕地 に 播 か れ た も の 
は , 悠々 と 冬 を 越し て 奉 乃 至 夏 に な る まで 依然 と し て 仔 
上 形成 能力 を 失わ な い 。 > また 風塵 と し て 飛散 中 に その 乾 
燥 度 が 進み , 日 光 の 影響 る 受け る 可能 性 が ある か も し れ 
な い が , 私 (1958 a) に よれ ば , 乾燥 度 60% を 越え て 

まだ 仔 虫 形成 力 を 失わ な いも の が ある し , 高崎 (1931) 
に ょ れ ば , 冬期 の 直射 日 光 下 で 80 時 間 照 射 さ れ て 感染 旋 


つて いる か どう か が 


を 失わ な いと いう か ら , 風 鹿 と し て 運ば れ た 顕 虫 卵 の あ 
る も の は , な お 感 6 \ 力 き : 保 ~ ノ で し る と 見 散 さ な けれ ば な . 
ら な い 


風 必 と し て の 融 虫 卵 の 気道 供 入 に つい て 
うに 普 昌 卵 が , それ 単独 で も 土壌 粒子 と 附 


着 し て v ずれ に し て も , 容易 に 風塵 と な りう る と 
すれ ば , と の 股 座 を 呼 胡 作 用 に より 明 入 する と と に ょ つ 
, 占 虫 卵 が 気道 内 に 達する こと あぁ, Me られ る 

と ころ で あろ う 。 と の と と を 明らか に する た め に 。 私 
つぎ の よう か 実験 を 行 つ て みた 。 

(a) 予備 実験 と し て の 気道 内 顕 虫 卵 の 検出 法 

風塵 と し て の 頭 由 卵 が の 吸入 され た と 仮定 し て 
ゃ 。 と の 上 虫 卵 を どう し て 見 出す か ゞ 問題 に な り , と の 
解決 し て お か ね ば な ら な い 。 久 下 卵 の 検索 手 
上 に は 比重 法 に よる も の , 染色 法 に よる も の な ど , 目的 
に 応じ て 諸家 の 方 法 が ある が , 粘膜 面 か ら の 検出 に は い 


RT か 上 


| 
則 衝 し レ だ さぶ 
いて や いす 3 


一 


% み 


ビ 湊 、 さき に 解 















第 2 表 予 
に ょ る 気道 粘膜 及び 敵 虫 卵 の 


融解 の 有無 





備 実 験 と し て の 気道 内 虫 卵 の 検索 法 一 尾 白 分 解 酵 素 処理 
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き 宮 / 藻 


0.3 ぢ HHCI-pepsin 溶液 (pH 1.8) 
モル モッ ト の 気道 粘 有 





1 Trypsin 溶液 (pH 8.0) 


モル モッ ト の 気道 粘 妥 




































は 和 際 な 


と 与え な 


する の に 行 * 


蛋白 膜 を 緊 縮 さ せ 普 





証 十 は 朋 解 が : みとめ られ ぬ も の , 


人 
ど ン 四 織 成 分 を 融解 する が 顕 虫 卵 の 
いも の と し て ,。 算 白 分 解 酵 電 の 仙 用 ト 
細菌 例え ば 類 責 た と 集 間 


る 。 と の 予備 実験 に つい 


組織 か 


っ うれ て いる 方 法 で あ 


た ゃ も の を 


便 中 の 人 上 顕 虫 卵 に 酷似 させ : 








織 成 分! 


キキ 融解 は じ め た も の 。 ーー 


結 果 に こつ いで ( 
う に, 両 液 と も る に 48 時 間 を 経過 すれ ば 切 骨 を 除い た 組 
ま 融 解す る が , 
Pepsin Mr 電電 と と も に 次 第 に 名 虫 卵 重 白 膜 


(b) 風塵 と し て の 遇 虫 卵 の 吸入 実験 


浸 注 虫 卵 - 融 虫 卵 - 
時 間 邊 腔 咽頭 喉頭 気管 上 腔 明 頭 足 頭 気 和 
6 時 間 十 十 十 十 十 十 † + 
24 時 間 十 ーッ 十 十 士 十 士 十 キキ 十 
48 時 間 上 S r M】 癌 2 記 に 
< 蛋白 膜 膨 化 は じ む 軟骨 の み 残 存 す 軟骨 の み 残 存 す 
十 ー ー ー ー 寺 ー ー ー で 
者 白 膜 膨 化 融解 軟骨 も 圧迫 すれ 蛋白 膜 不変 , 軟骨 も 圧迫 すれ 
72 時 間 を は じ せ , 半数 ば 容易 に 月 壊す 単細胞 の み , ば 容易 に 月 壊す 
は 2 細胞 期 る よう な 状 吉 変性 は じ め た る 状態 
も の を 認 む な 
十 ー ー ー ー 十 ー ー ー 
蛋白 膜 膨 化 , 一 軟骨 少し 輪状 軟 痢 白 膜 不変 , 軟骨 圧迫 すれ ば 
部 に 取 去 られ た 残る が 圧 骨 融 解 , 単細胞 の み , 容 易 に 崩壊 する 
96 時 隊 も の あり , 4 細 迫 に より 次 性 卵 増加 の 状態 
胞 期 出現 容易 に 崩 傾向 認 む 
解す る よ 
うな 状態 
十 ー ー ー ー + ー ご で ら 、 
履 白 膜 は 殆 ん ど 彼 白 膜 不変 。 
10 日 取 去 ち れ る,。 大 粒 変性 卵 は 
部 分 は 4 細胞 期 (か び の 発生 を 認 む ) 約 半数 で 他 の (か ぴ び の 発生 を 認 わ ) 
も の は 単細胞 
に 止ま る 
二 
2 周 痢 白 膜 不変 , 
(か び ぴの 発生 著 明 ) 変性 卵 増 加 (か び の 発生 著 明 ) 
十 
3 週 蛋白 膜 不変 , 
(か ぴの 発生 著 明 ) 苑 ん ど が 眠 粒 (か ぴ の 発生 著 明 ) 
容 伯 因 





は 融解 し た も の 


よ 。 第 2 表 に 示し た 成績 に 見 ち れ る 


プー ルル ヽ 
/ ふ ママ パ o 


遇 虫 卵 の 融解 は 起 ら な 


た ゞ 


て 少し く 説 明 し て みた い 。 モ ル モ ツ ッ ト の 倫 気 道 部 分 、 即 の 膨 化 が 始ま り , 10 日 を 経過 する と ほとん ど 和 属 白 膜 は 融 
ら 鼻 膝 , 咽頭 (」 " 明 頭 中 明 頭 , 下 咽 頭 ) の 粘膜 を 鋭 蝶 解除 去 さ れる 。 と れ に 対し て Trypsin 液 で は , 3 週 を 
に て すべ て 揺 き ほとり, で きる だ け 細 か く 刻 む 。 喉頭, 気 越え て も 和 蛋白 膜 に 依然 と し て 変化 が 起 ら ず , 鏡 検 の 際 に 
管 は その ま ゝ と り 出 し て 細か く 刻 む 。 こ と れ ら の 材料 お さぶ 孝 合 が ト い 。 

び 咽 虫 卵 を , それ ぞ れ 0.8 多 HCLpepsin 溶液 (pH 1.8) それ ゆえ に 本 実験 に は , 1 22Trypsin 液 を 使用 する と 
と , 1 Trypsin 溶液 CpH 8.0) に 別々 に 浸漬 し 37'C と に し た 。 と の 方 法 に よれ ば 極め て 簡単 な 操作 で , 全 握 
に 一 定時 間 保 つた の ち , その 融解 有無 を 検査 する 。 名 下 道 か ら 鋭 租 顕 虫 卵 を 検出 する と と が で き , 私 の 実験 の 
卵 に は , 私 (1958c) の 方 法 に よ つ て 豚 頭 虫 子宮 内 卵 の 目的 と する と と ろ に 甚だ 好適 な わけ で ある 。 
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は 30'C の 骨 卵 器 内 で 5 て 7 日 間 乾 燥 させ た も の (使用 で 10 分 間 に 約 3.000 個 に 近い 顕 上 卵 を Py る 計算 と 


齋 卵 数 大 約 10,000 個 ), 土壌 粒子 に 附 着 させ た も の と な る 。 実際 に は 容器 内 風塵 を 均一 に する と と が 気流 の 動 
し て は 3 g の 土壌 粒子 ( 六 原 Bz 0.01<0.02mm 粒 径 ) き 方 に よ つ て 非常 た 困難 で ご あり, モル モツ トメ が 顕 虫 卵 を 


に 大 約 20,000 個 /cc の 名 虫 卵 を 含む 浮 渡 液 3cc を 混合 吸入 する 機会 は この 計算 値 を 相当 に 下 廻 わる と 思わ れる 


し , 室温 で 5 7 日 自然 乾燥 させ た も の の の 量 を 用 い が , それ ID と に か く と の 条件 下 で 行え 
た 。 な お 対照 と し て 単独 で 使用 し た 土壌 粒子 は , 附 着 材 ば , モル モツ ト が 充分 に 顕 虫 卵 を 吸入 する 機会 を も つと 
料 の も る の と 同じ で ある と と は と と わる ne な い と は , 疑い uo ある 。 どう oo 


吸入 方 法 と し て は , 直径 約 26cm, 高き 10em ec た 頻 束 卵 の 大 部 分 は 呼気 に まつ て 再び 排出 され る が , 一 


トー 距 を 入れ て お く 。 吸入 材料 を 容器 底面 に 接し て 側 能 性 の 有無 を 調べ る た め に と 本 実験 が 行 われ た わけ で あ 

面 に あけ た br nmVL9epd ー 連 球 を る 。 

さ し 入 れ て 空気 を 送り と み , 吸入 材料 を 吹き と ば し て 容 (c) 気道 各部 位 ょ り の 吸入 急 虫 卵 の 検出 

Prereeesft と の 風 鹿 を モル モツ ト が 呼吸 吸入 実験 が 終 つ た モル モツ ト は , 上 直ちに 取り 出し て 軽 

の か うり 生野 隊 訟 すま う 弥 度 の エー テル 麻酔 の の ち , 心臓 宰 球 に て 失血 死 さ せ 皮 を 
吸入 時 間 は 10 分 間 と し : 頭 か ら 頸 部 まで 名 ぎ と り , 人 気道 を 解剖 に ょ つて と り 出 


モル モツ ト の 幅 由 定 胡 入 量 は 。 と の 実験 条件 か ら す 。 気道 の 組 毛 上 皮 作 用 は 動物 の 死後 で も 存在 する の 
# ち に 算出 で きる 。 即ち 風 鹿 の 全 容量 は , プラ スチ ツク で , 解剖 お よび 解剖 後 の 組織 摘出 に 際 し て は , で きる 限 


人 積 か ら そ モメ ル モ ツ ト の 体積 を 差し 中 いて 凡そ 5000cc り 短 時 間 に 行 う ょ よう! feas 心臓 宰 刺 俊 各 組織 の 摘 
あり , と の 中 だ 大 約 10,000 個 の 顕 昌 卵 を た 入れ る わけ 出 が 終る まで に 約 30 分 を 要 し た 。 な お 解剖 の と き に は 。, 
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実験 動物 に は , 体重 200~ 300g 以 上 の モル モッ ツ ト を で ある か ら 。, 容器 内 の 風塵 が 均一 で ある と する な ら ぽ , 
用 し た 。 大 体 2 個 /cc, の 割 句 虫 卵 を 含む と と に な る 。 一 方 モル 
吸入 材料 は , 土壌 粒子 附 着 題 虫 卵 , 顕 虫 卵 単独 , 土 蘭 モツ ト の 1 分 間 の 呼吸 は Guyton (1947) に よれ ば 。 呼 
子 単独 , の 三 群 に 区 別 し た 。 顕 虫 卵 は , 私 (1958 c) 吸 数 約 90, 呼吸 量 約 158cc で ご ある か ら , 10 分 間 で は 結 
方 法 に よる 前 記 の 実験 用 普 虫 卵 を 用 い , 単独 の 場合 に 1.550 cc と な る 。 と の 割 で いく と, モル モツ ト は 容器 内 


ババ 


チッ ク 製 の 透明 円 筒 器 ( 蓋 付 ) を 用 い , と れ に モル モツ 部 は 気道 内 台 ( NM し レ て 残存 する か も し れ な い 。 od 


第 3 表 風塵 と し て の 融 虫 卵 及び 土壌 粒子 の 吸入 実験 成績 





実 験 動 物 ER 気道 に 於 ける 顕 虫 卵 及び 土壌 粒子 の 検索 部 位 
番 号 体重 気管 直径 3 邊 腔 咽頭 喉頭 気管 




















3 和 す 108 個 74 個 0 個 0 個 
No. 1 290g 2.3mm 人 18 11 0 0 
A 7 142 81 0 0 
No. 2 275 2.2 環 虫 卵 15 10 0 0 
コ 呈 \ ま ヶ に ニ 3 
土 欄 尊 子 附 章 ~ 5 120 79 0 0 
炉 由 族 下 入 基 AS 200 24 基 虫 久 16 9 0 0 
土壌 粒子 156 85 0 0 
No. 4 1.140 3.2 Ua yu Ke 6 る 
土壌 粒子 85 23 0 0 
No. 5 265 2.1 人 上 AR ム a 
SB No. 6 270 2.0 京 名 37 9 0 0 
No. 7 275 2.1 名 虫 卵 25 10 0 0 
』 l 斑 中 卵 吸 ノ | も 。 の 
Noel8 290 2.2 類 喜 男 。 25 61 価 大 判定 つか ずり 
C 6 
単独 二天 粒 子 表 入 群 No. 9 6 280 叶 2.1 土 絆 粒 子 108 > 58 0 0 
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気道 内 径 の 計測 も 併せ て 行 つ て その 結果 を 記載 し た 。 分 
離 し た 各 気 道 部 分 は , 予備 実験 の 項 で 述べ た よう に 処理 
し て , それ ぞ れ 1 易 La 溶液 て pH 8.0) に 浸漬 し , 
87?C に 5 日 間 保 つて 組織 成分 の 融解 を まち , 境 心 し 
て 例 沈 溶 を 鏡 検 し た 。 

と の 成績 に つい wo に 示し た 通り で , 鼻腔 , 咽 


頭 の 粘膜 に は て それぞれ の 吸入 計 料 に つき , 顕 虫 卵 , 土壌 
粒子 と 馬上 す さと と か * で きた が , 喉頭 , 気管 か ら は 
検出 する と と が で き な み か -~ ゅ 沈 。 

考 投 


以上 に 述べ た と と ろ に ょ つて , 風塵 と し て の 環 虫 卵 お 
ょ び 土 壌 粒子 は , 呼吸 に より 吸入 され て 鼻腔 , 咽頭 まで 
に は 達し うる が , 喉頭 入口 部 を 通過 する と と は で き な い 
と と が 知ら れ た 。 モ ル モ ツ ト の 気管 は , 内 径 が 大 体 2 
3 mm で 銅 虫 卵 が 通過 し うる 大 き さ は ある わけ で ある が 
それ に も か > ゝ わら ず 気 管 に 虫 卵 が 認め られ な い の は , 
SYSOfearkA 
頭 入口 部 は 通過 し に くい か ら で あ ろう と 思わ れる 。 

私 の 実験 結果 は モル モツ ト に つい て ゞ さあ つた が , つぎ 
に 人 の 場合 に つい て 考察 し て みな けれ ば な ら な い 。 今 園 
(1951) が 埼玉 県 下 の 学童 1085: 2 人 の や の 失 人 
に 環 虫 卵 を 発見 し , 強風 の 吹く と ろ に は これ が 多く な る 
と 述べ て いる と と ろ を , 私 の 実験 結果 と 考え 併せ て みる 
と , 顕 虫 卵 風 塵 を 人 が 呼吸 に より 吸入 する と と は 充分 に 
あり うる 管 で ある 人 の 絡 に 。 と の 殆 入 され た 巴 上 朗 
が 気道 の どの 部 位 に まで 達する で あろ うか 。 

鐘 に で な 本 信 ボッ 
ロン の MgO 粒子 を 2064 個 /cc ee 使 
用 し て , 人 の 鼻腔 の 粉 摩 濾過 能 に 究 を 行い , 健康 
ceWo6Xzre2 れ CH ナ 5s で Fs 
れる と と を 明らか に し , 甘 縮 性 鼻 類 な ど で は と の 濾過 能 
SSR 
風 妄 遇 虫 卵 の 吸入 の 場合 に つい て 推測 する と , その 大 き 
さか ら み て 顕 虫 卵 が 後 鼻 孔 に 達する まで に , その 相当 数 
人 で て 鼻腔 
粘膜 に 附 着 し た も の も ゃ も, 多く は 生理 的 清浄 作用 で 間 も な 
く 鼻 汗 と と も に 排出 され る か , 役 鼻 也 か ら 咽 頭 を 経て 食 
道 に 流入 する で あろ う 。 切 岡 ・ 稲 留 (1925) は モル モツ ト 
の 両側 固有 鼻腔 に 虫 卵 を 30004000 個 直接 に 送 入 し , 
時 間 の 経過 に ょ つて どの を 観察 し た 結果 , 


+ ろ 》 デ と テカ スカ 
に ) に な る か 


1 6 時 間 ま で に は 下 鼻 道 , 後 鼻孔 附近 に 多数 み ら れ た 
魚 虫 卵 が , 時 間 が た つと と も に 次 第 に 減少 し , 48<72 了 時 








( 10 ) 
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間 後 で は 鼻腔 , 咽頭 の いずれ の 部 位 に も 殆 ん ど 魚 虫 卵 を 
認め る と と が で きず , 鼻汁 の 流動 と と も と 排出 な いし ほ は 
後 鼻 也 より 咽頭 を 経て 食道 に 流入 し た と 述べ て いる 。 
も し 鼻腔 の 濾過 装置 の 影響 を まぬがれ て , 仮に 虫 卵 
が 喉頭 に まで 入 つ た と し て も , 気管 まで に は 達する と ょ 
は 困難 で あろ う 。 と の と と は , 私 の 実験 結果 だ け で な く 
Findeesn 009) に よる 第 4 に 天 し た 中 よ つ で 
Me 
づけ る と と ろ で あろ う 。 と の よう な 考察 か ら , 顕 卵 が 
自然 踊 入 に より 人 の 気管 妃 到 肪 に まで 至る と と は , まず 


起り に くい と と ゝ し て 差し つか え あ る まい 。 し か し 何 ち 
みか の 理由 で 急激 な 吸気 運動 が 行わ れ た り , 気道 の 濾過 能 
が 病気 な ど で ひ どく 低下 し て いる と き に は 例外 の こと と ょ ゝ 


第 4 表 卒 瑛 粒子 の 大 き と そ の 深 鞍 伯 
(Findeisen, 1935) 





章子 大き 粒子 の 達し 得 る 部 位 





春 位 で は 気管 まで 達する 。 分 岐 部 以上 は 深 
達せ ず 
10 Bronchioli terminales 迄 達する 


30 


3 Ductuli alveolarii 迄 達する 


1 Ductuli alveolarii 及び Saculi alveolarii 
で 大 部 分 沈着 (2.6 銚 再 呼出 ) 


0.3 Saculi alveolarii で 大 部 分 沈着 (65 再 呼 軸 ) 


大 計 は < 


0.03 Ductuli alveolarii 及び Saculi alveolarii 
き oe (34 再 呼出 ) 





と の 場合 に も , や が て ! は 忠 療 な ど と と も に 排出 され る 
が 普通 で あろ 内 ec 
る と き に は , 到 肺 に 名 虫 卵 が 附 着 する と と に な 
る 。 と の 場合 4 人 だ 困難 で , 病理 解剖 の 際 な ど に 
偶然 発見 され る ほか は な いと 考え られ る が ,。 その よう な 
例 は 殆 ん ど 見 当ら ちぬ よ う で ある 。 
以上 の ょ うに, 私 は 風塵 に よる 上 虫 卵 の 経 気道 感染 の 
問題 を , 主 と し て 眼下 の 気道 信和 の 可能 性 の 面 2 か ら 鞭 
そし て と の 結果 , 風塵 と し て の 顕 虫 卵 は と 
be 
は 起り うる が , 気管 乃至 肪 
の 気道 感染 は 起り と く 


N 


) や ーー キア 


みか く 後 鼻 也 まで に は 達し , 
る と いう 非 経口 的 消化 器 感 
まで は 容易 に 達せ ず , 大 の 所 中 で 
いと いう 結論 と 至 つた 

し か し 感染 の 問題 は , た ゞ 病原 体 の 侵入 の み で は 論じ 
去る で き な い 。 一 般 に 微生物 学 で は 感染 と いう と 


どこ も 0 
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と は , 病原 体 の 侵入 だ け で な く , その 増殖 と いう 問題 と 
ey で ある 。 単に 侵入 と いう 場合 に も , と 
は 保 入 すれ は ば 欄 了 す と いう 前 提 の も と に いわ れ て い 
る 。 と れ と 同じ ょ うな 概念 を 顕 虫 卵 の 感染 に も 適用 し て 
みる と , 顕 虫 の 感染 と いう と と は , 虫 卵 の 侵入 お よび 成 
長 , さら に 寄生 部 位 の 撰 択 (体内 移動 ) と 生殖 細胞 の 形成 
(生活 環 の 一 巡 ) と いう と と に な ろう 。 病原 体 の 宿主 内 
で の 態度 を 決め る も の は , せ ん じ つ め れ ば いわ ゆる Host- 
parasite と いう と と に な り , 感染 経過 の 
如何 は これ に ょ つて 左右 され , 免疫 現象 と も 不可 分 の 関 
係 に な つて くる 。 

遇 虫 卵 の 気道 感染 と いう 題目 を 掲 ( Kan 単に 
侵入 の こと だ け で な く , 顕 虫 卵 に と つて は 気道 と いう 2 特 
所 と あい て の , この 画 か ちの 的 計 を る 加え て お みな 
けれ ば な ら な い 筐 で ある 。 と の と と は し か し , 顕 虫 卵 の 
山 化 の 問題 な ど , 現在 な お 未 解決 の 事柄 に 関連 し て く 
る 。 て そし て 例え ば 顕 虫 卵 の 息 白 膜 融解 の 問題 に 限 つ て み 
て も , 私 (1957) が 以前 に 報告 し た よ うに , 簡単 に は 解 
従 つ て と の 面 か ら の 論 及 は 現 自 
訂 で は 一 応 哉 け て 。 と ゝ に に WS の の ポ み 
ら 咽 虫 卵 の 気道 感染 と いう 問題 を 検討 し て みた 次 第 で : 


る po 


yh て ま 。 滞 、 
決 さ れ そ うに も な い 。 


結 


風塵 と 上 し て の 顕 虫 卵 は , 呼吸 に よ つ て と も か く 後 鼻孔 
に 達し , と それ か ら 咽 頭 を 経て 食道 に 至る 非 経口 的 消化 器 
感染 は 起 し うる が , 喉頭 , 気管 , 刀 至 肺 ま で は 容易 に 達 
せ ず , 従 つ て 真 の 意味 で の 経 気道 感染 は 起 


り に く い 。 


稿 を 終る に あたり , 終始 御 懇 篤 な 御 指導 と 御 校 闘 を 頂 
きま し た 予 研 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 心から の 感謝 を 
捧げ ます と 共に , 種々 御 助言 及び 御 協力 を 頂い た 予 研 寄 
生 躍 部 先輩 各位 に 厚く 謝意 を 表し ます . 
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査 と と れ が 発育 経過 に関する 実験 的 観察 。 大 阪 大 学 
医学 雑誌 , 4 (2, 3), 125-132. 一 13) 越智 シゲ ル 
(1936) : 自然 界 に お ける 虫 卵子 の 発育 及び その 感 
染 径 路 に 関す る 実験 的 研究 , 日 新 医学 , 21(5), 733 
-784. 一 14) 角 博道 (1953) 自然 界 に お ける 問 虫 
卵 の 発育 お よび 生存 期間 に 関す る 実験 的 研究 。 地表 
に 撤 布 きれ た 普 虫 卵 の 運命 , 日 新 医 学 。 40(9), 514 
-518. 一 15) 高崎 秀 市 (1931) : 乾燥 人 誤 虫 卵 ( 成 
寺 ) の 動物 感染 に 関す る 実験 的 研究 , 実験 医学 , 19 
(5), 608-692. 一 16) 田中 貞雄 ・ 谷 沢 恒夫 ・ 小 寺 新 
二 (1954) : 耕地 の 風 触 に つい て (1), 農業 気象 , 
9 (3, ④, 45-46. 一 17) 高 本 高 安 (1951) : 鼻腔 の 
粉塵 濾過 能 に 関す る 研究 , 医学 研究 , 21 (4), 429- 
439。 


SurmmmarY 
Ascariasis through alimentary tract can be caused 
by the nasal inhalation of aerosolized ascariS egg ぇ 
For the eggs, however, 弟 isS extremely 中 人 抽 cult 
to attain as far as larynx or trachea, and therefore 
辻 iS concluded that ascariasiS through respiratory 
tract js hard to take place。. 
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虫 の 虫 卵 陽性 者 率 と 真 の 感染 者 率 , 単 性 感染 者 率 
及び 平均 感染 束 数 と の 関係 に つい て の 考察 
C2) 理論 模型 の 作製 


伏 見 純 
学 微生物 病 研究 所 寄生 上 虫 原虫 


大 阪 大 


ーー 


を 部 (部 長 森下 医 教 授 ) 


(昭和 33 年 10 月 2 日 受領 ) 


ルー キミハ ブイ 時 』 
Wo\ い ハハ 理 吐 


型 作製 の 基礎 に な る 既知 資 大 

の 主要 な も る の に つい て 。 検討 を 行 つ た が 。 本 篇 で は 。 そ 
れ に ひき つづ いて , 理論 模型 の 組立 て と , その 棋 型 を 利 
用 し て , 実際 の 検便 成績 な ら 顕 虫 の 感染 状態 を あら わす 
に 必要 な , 実測 不能 の 諸 値 き 5 臣 出 す る た め の グ ラフ の 作 


製 及 び これ に つ し と 


ム マ アー し = 
和 1 区 


いて の の 批 + 判 を りら り べ る と と と する 。 
え , Y,Z,F。M 間 の 量 的 構造 的 関係 
理論 模型 の 組立 て 


ムー ez y = どの デ 込 上 とう と ee 
1 ょ や で きた と と を も と に し て 。 


醒 題 の 関係 


を で で 


る っ 。 
まず 。,。 魚 虫 の 感染 数 の 分 布 型 ご ある が , 前 章 に は , 
write 

ヽ て は , 大 体 Plya-Eggen- 


で ある と の べた 。 


其 さ 


ンカ が 
(て 4 し ん 


多い 集団 ( 約 1000 例 ) 
berger 型 と 見 な し うる ょ 2? 
と の と と ょ り , 相当 大 胆 ざ で は ある が , 一 応 均質 と 考え 
られ る , 例 数 の 数 百 例 以 上 ある 集団 の , 魚 虫 の 感染 数 の 
分 布 型 は ,。P-E 型 で ある と いう と と と する 。 
P-E 型 に は , 平均 値 (h) と 伝播 常 数 (① と ッ 
つの 母 数 が ある 。 百分率 が 得 ら れる よ 3 
集団 を 想定 し , h と d と に , 順次 に 多く の 数 値 を あて 
は め て いき , 感染 虫 数 が 010 の 間 の 各 k に 応ずる 人 
員数 の , 出現 の 確率 を る 。k が 10 よ り 大 きく な る 
JUNICHI FUSHIMI: A consideration on the cor- 
relation between so-called the egg positive rate 
and the agenuine infection rate, the rate of the 
uniSexual parasitiSm or the number of the infected 
worms in case of the ascarid infection (2) The 
conStruction of the theoretical model (Department 
of Parasitology, !Research Institute for Microbial 
Diseases, Osaka University) 


> ろ ルン 
ブ W- ぅ * 


- を ーー 
1 見 す 


(2 


RON と の k の ag 人 員 の 出現 率 が , 非常 に 小さ く な 
。 省略 し うる か ら で あ る 。 

今 , を の 確率 を , 各々 no, mi。 nz "mi と すれ 

ば , 真 の 感染 者 率 ( 叉 ) に , 確率 的 に , 100 一 n。 と し て 

和則 られ , いわ ゆる 平均 感染 濃度 CN) は , 確率 的 に 


100 hX と し て 得 ら れる 。 


次 に , と の 集団 の , 雌雄 の 単 性 感染 者 の 出現 確率 を , 
それ ぞ れ E, M と すれ ば 。 それ は け は 。 次 の ょ らし て 算出 
し うる 。 即ち, ある g に 対応 する 人 員 の 出現 確率 を m 


単 性 感染 者 の 出現 確率 は 
第 1 章 に 雄 は nPF と な る 。 
従 つ て , gk が 1 か ら 10 迄 に つい て , ぅ > の 値 を 計算 し 
を 加え れ ば , F,M が 得 ら れる 。h や dqd が ホホ 
k は 5 迄 で 充分 で ある 。 と と 大 , P,Q の 


C の べた よう 佐 。 それ ぞ 補 ああ 敵 


と すれ ば ,。 その gg の 場合 の 。 


の べた こと ょ より,。 雌 は nQF, 
だ れ と 
と れ ぞ # 
さい 時 に は , 
値 は , 第 1 章 ・ 
くわ け で ある 。 


* ゞ みろ たつ 力 のみ 上 H 士 ルー ルキ 
が 与え ら え 4 し / と 時 に ーV さ スタ 


X 

び N が , 確率 的 に は , 算出 し うる と と と な る 。 
ーー Y に 対す る 不 受精 卵 の あ 
の 陽性 者 率 を 用 と すれ ば , 近似 的 に , 次 の 二 つ の 式 が 成 


ヘー な 


r す る の て あろ 2。 


レ L 


PE Z 二 B/A・F/ (メー (2 ) 

染 者 率 か ら , 雄 皮 の み の 感 染 者 率 を 

5 引 し た る の の うち 。 何 多 が 。 その 時 の 検 人 方 で 机 
し うる みか と いう 場合 の 検出 率 で あり , B は , 雌 の み の 童 
predWaresffD の 0 

E 出 者 の 検出 率 に 近い 値 * 。 従 つて , 不 受精 卵 は 
eeeo>ccheed 同人 990 率 を も つも の と すれ 
ば , A 二 B と な る 。 と の 時 は , (2) は (8) の ょ 2 う 幻 
な る 。 


Y= テ A (メーM) … 
A は , 感 


デー デル ー 
ーー Vー ぁ s 





日 


SS ェ 一 


6YX 





渦 ぷ 


Lo こ 】 
ペン 


4 


SS 性 甘 選 











昭和 34 年 4 月 (1959)} 


Z 二 F/( 信 ーM)…・ (3) 

今 , AB と いう と と として, (3) 式 を と る と と と 
レ よ う 。 なお, (2) 式 あ る い は ( 3) 式 が 成立 する た 
め に は , 不 受精 卵 の み の 検 出 者 は , 雌 の み の 感 染 者 で あ 
と いう 前 提 が 必要 で ある 。 
さて , と と で 問題 は ,。 A に どの よう な 値 を 
ある 。 閉 者 は , 塗 抹 標 本 1 枚 の 場合 を 主として 
考え , 守屋 ら (1986) の , 沙 抹 院 本 1 枚 の 場合 の 各 卵 検 
出 素 で ある 0.838 と いう 値 か ら 考 えて , 0.8 と いう 値 を 
と る て と と する 。0.83 と いう 値 は , 感染 息 数 か 数 隻 以内 
の 場合 の , 産卵 され 沢 虫 卵 に 対す る 検出 素 で ある か ら , 
産卵 し な ee を 含め て の 全 感 染 雌 下 の 存在 の 検出 率 よ 
り は 大 き 方 , 感染 虫 数 が 大 きい 場合 に は , 小さ きす 
。 値 に な る 可能 性 が 大 きい 。 即ち, A は 0.7 1.0 だ に 

の の よ ょ うに 考え られ る 。 と と ろ が , と れ 
で は 。 取扱 いえ ない から, 便宜 上 , A は 0.8 と の 

で ある 。 > て 。 hd が と も に 大 きく , が 大 きい 
衝 に は , Y は 小さ く 出 る 傾向 が か ある と Ye 

な お , 厚生 省 の 指針 に ある , CR 考え て 
お ぉ お く 必 要 が ある の で , ・ Se 
お いた 。 と の 場合 に は , 守屋 ら (1956) に 』 ょ れ ば 卵 検 
半生 100 狗 に 近い 。 従 つて ,。 A に は 0.95 と いう 値 を と 


し レコ 1 
と る か と い 








以上 の よ ょ うに 考え て くる と , Y, 2 と いう 実測 し う 
人 > 稀 博 し えな い 交 設 穫 と いう 竹 と が 。 は を 
介し て , 定量 的 , 構造 的 に 関係 ざ ず けら れる と と と な る 
これ が X 2. NF AI 聞 の 量 的 生 千 的 導 の 理論 


(4 し ん う * 


や 


型 で ある 。 
この 理論 模型 は , - 
と する 集団 の 質 を 重視 し , 
り , hd を 変え て いく と 
決定 論 的 立場 の , 純 か 理 論 横型 て は な い 。 従 つ て 
ぇ の 具体 的 ケー ス に 対す る 適合 度 は , 2Sfe9 告 で ある 
も , と れ が 理論 模型 で ある 以上 , 個々 
まる 具体 的 な 値 は 得 ら れ な い 。 個々 の 
ケー ス に あて は まる 具体 的 な 値 は , 再現 性 が な いか ら , 
いく ら 精 密 に , 個々 の 値 を 求め て も , それ だ け か ら は , 
牧人 の 、 Rhr 
る 具体 的 な 値 が 得 ら れ な いか ら と を そ , 再現 性 の ある 理論 
模型 で あり うる わけ で ある 。 
/ だ だ 。 本 理 計 
い 。 従 つて 木 理論 


- 種 の 確率 模型 で あり , 考え る 対象 
し か も 集 陸 KG よ 


ペ た ee 
と いう いき 方 を 9 う て い る か ら 。 


か ゃ + っ ル デ * 室 み 
か いか が に 同 ヽ 


の ケー ス に と あ ・ 


型 の 適 合 度 は 。 eno 
S 評 で 1』 し いか と いう と と 


9 が かど 
は 厳密 に は いう と と で きか い : や かも 本 計ら 


LT Y 


計算 し て 


( 13 ) 





うと と は , 非常 に 困難 で あり , お 


正 し さ を 実証 する と v 
そら く ,。 近い 将来 まで に は , 不可 能 に 近い で あ 
れ 故 に , 本 理論 模型 が 生れ た と も いえ る の で ある 。 


Y, の, h,d の 関係 グラ フ 


前 に の べた 理論 模型 の 作製 に より , 私 た ち は , Y, ZZ 
と い 5 実測 し うる 値 か ら , 文 , N, F, M 等 が 求め うる と 
こ な る 。 と の た め に は , Y, 用 か ら hd を 求め 。 そ 
れ か ら 叉 , N, F, M を 求め る と と に な る 。 と と ろ が , 
hd が 与え られ れい ば, 叉 , N, F, M が 求め られ , それ か 
ら Y, 2Z が 求め られ る が , Y, 妥 か ら hld を 間 邊 する 
良 法 は な い 。 従 つ て 。 Y, ク か ら hld き Se。 め る に は , 
h, d に 次 々 。 いろ ん な 数 値 を あて は め て , Y,Z を 算出 
レ し , Y,Z と h,d と の 関係 を 示し た グラ フン を つく つて お 
き , 実測 し た Y, 有 2 か ら , グラ フン に より h,d を 求め る 
方 法 キ と ら ね ば な ちら な い 。 1h, d が 求め られ れ ば , 前 述 の 
通り に し て , 叉 , N, ML F が 求め られ る 。 

と うい うた め に だ, 作 つ を グラ フン が 第 1。 2 図 で ある 。 放 
射線 状 に で て いる 線 が h で あり , と それ に に 変 叉 し て いる 
線 が d で ある 。 


え を られ た h, d 値 よ り 算 出し た 諸 値 
(グラ フ 作 製 の 基礎 ) 
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と の 外 に も , 1hー3, d ニ 6 と か , h 三 9。d 三 9 と か と 
いう ょ うな, いろ ん な h, d の 値 に つい て , 庄 値 を 算出 
し た が , と と に は , グラ ン フン 作製 に , 最少 限 必要 な h. q に 
つい て の 計算 値 し か 掲げ な か つた . 

倫 , 塗 拓 2 枚 の 場合 の ど A を 0.9 と すれ ば , と の 際 の \ 
は , 0.8 の 場合 の Y の 値 に "/』 を 乗 ず れ ば よい 、. 


h, d の 値 を , 図 の 範 囲 に 限 つ た 理由 は , 次 の 通り で 
ある 。 

a) hd とも, その 値 が 大 きく な る ほど , その 増加 
対応 する Y の 増加 率 , の 減少 率 ぶ 減少 する 。 従 つて , 
Y が 大 きく な る ほど すす に は , h, d は 極端 た 
増大 し な けれ ば な ら な く な る 。 1h, d2 aa 湯 た する と 
4 6 か ら , h, d よ Y. ク の 
に 限 られ て くる 。 

ょ る ほど Z が 増大 する た め に は , 
度 に 減少 し な けれ ば な ら な い 。 一方, は 2 一 人 bh 
jog (d 十 1)} を 真 数 に 直し 100 ょ り 引 いた も の で ある 
か ら , d 時 と , {th/d・log (d 十 1) } が 極度 








に 大 きく な り 。, 1002 に な つて し まう 。 こ と うい うる 
と は 。 夫 \ ら 不 自然 で ある か ら ,。 も 。 自ら 
ある 値 よ り も 大 きく な れ な く な る わけ で ある 
E) 一 方 , h が 非常 に 小さ く な つて も 。d が 極度 に 大 き 
> + 上 中 プ 、 和 を 


\ 


、 な る 多 ロロ 及び , h が 大 き 、 x 0 d る * 極 度 ( に 3 
な る 場合 に は , 6 Y, は , 大 体 同じ よう な 値 を 


Ei NE 「 の ルト の / 寺 

ES 62.o 0e な 極端 な 地 5 合 は ,。 や は り 不 E ] 然 で で 
ある か ら , と と に また 。d の 大 き さ の 制限 が で て くる 。 
2AA し -、 こ R な みょう こ 
化 ノ フ E が 小さ い 場 合 。 は , の ま 2 小 さく な れ な $ 
eo 

/ よ や っ o 


d) Y 0.8 (ヌーMD) と いう 関係 か ら ,。 ヌ が 100 多 
M が 0 と いう 極限 に お いて 。 Y は 80 多 な の で ある か 
ら 。 A が 0.8 の と き は , ek co りゃ 大 き 
く なれ な い 。 と と に Y の 制限 が で て くる の で ある が , と 
の と と は , いろ ん な 問題 を 含ん で いる 。 0.8 を 0.9 と か 
0.95 と か に すれ ば よい の で ある が , YY の どの あたり か らち 
0.9 に する か 。0.95 に する か が わか ら な いか ら 。, 今 の ぁ 
と ろ は , 致し 方 が な い 。 と うい う 制 約 の た め , A が 0。8 
の と き は , 立 が 602 ぐ らい ょ り 大 きい と と ろ で な 
より や , 駐 や NN の 値 が 大 きく で て いる と いう と と は 
意 し て お く 必 要 が ある 。A が 0.95 の 場合 に は 。 と の 種 
制限 は , 殆 ん ど 間 題 で は な い 。 

こう し て つく つた グラ フン を 使 つ て 。 用 か ら 叉 , 寺 
M,F を 簡単 に 求め る 方 法 は , 第 1, 2 図 の 説明 に 示し た 
通り て ある が 。 計算 例 を 次 に 示す と と と する 。 但 し, A 
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Fig. 1 Correlation between h. d and Y.Z(A 三 0.8) 
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> か 

包 f90 グラ フ の 見 方 と X, N.MF の 邊 出 法 

と ee グラ ラフ の 放射 状 の 線 は h, それ に 直交 し て いる 線 は 9 

80 で ある . 線 と 線 と の 間 の 値 は 。 大 体 計算 尽 の 目盛 聞 の 値 

70 を 読み と る つも り で , で きる だ け 正 確 に 読み と る と と . 

革 、 60 と うし て , h,d が 求 あ られ る と , 次 の よう に し て , 簡 

) と 50 単に 文 , N,M,F を 算出 する と と が で きる 。. 

).8 40 玄 …・…2 一 h/ ロ ・log (d 十 1) 一 真 数 に 直す ーー100 ょ り 引 く 。 

剛 30 N・…・100 h/X, MX メーY/A, F……Y・ZZA 肥 は Z 

(ヌーJM) . 

留 の 計算 例 : マ ・・・38.5,Z・‥・・40.5 包 で ある と , グラ フ 

の 10 より , h 王 2, d 三 3 と な る . (但し , A 三 0.8 の 場合 ) 文 
ーーーーーー と 90.1 100 か ら 引 く と 60.9 (NN…109X2080.9 

1 」 1 ] >] PE まま 

O102030405060 の 6809700 3.3( 叙 )) MG0.9 一 48.1 三 12.8 (時 ) , F…・・48.1X 

人 0.405 三 19.5 () ある い は , 38.5 0.405/8.8 ニ 19.5 ( 久 ) . 

。 党 上 記 の よう に , 用 は , その まま 使わ な いで , 100 で 除 

A Fig. 2 Correlation between h.d and Y.Z(A 三 0.95) し て 用 いる の で あ る 。. 
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三 0.8 の グラ フン を 使 つた 場合 の み と す る 。 な お ,。 = 
0.8 人 区 ーM), 2Z=F/( ズ ーM), と いう 二 つ の 式 か ら , 
ニーY・Z/ 0.8 と いう 関係 が かみ ちび か れる 。 従 つて , だ 
け は , グラ フン を 使わ ず と も , も と の まま の Y,Z の みか 
ら 求 め る と と が で きる 。 と うし て 求め た と 。 グラ フン を 
通じ て 求め た F と が , 大 きく 違え ば , 文 の 求め 方 , 即ち 
グラ ン フン の 見 方 が 正確 で な いと と に な る か ちら, ぅ ぁ う 一 度 見 
な お し て みる 必要 が ある 。 即ち 両 法 に ょ る の 値 の 対比 
は 一 種 の 検定 法 に な る 。 

例 : マー…38.5 多 ,。 用 へ …40.52 で 
グラ ン フン を 見 る と, h ニ 2,d= 8 で ある 。 
2 一 h/d・log(d 二 1)= 2 一 2/8・1og 4 三 1.5918 
真 数 に 直す と , 39.1 と な る 。 100 か ら 引 く と , 60.9 
(の ) 


あつ た と する 。 


・100h/ メ = 100x2/60.9= 3.3 ( 隻 ) 

ML…… ズ メーY/ 0.8 ニ 60.9 一 38.5/ 0.8=12.8 (% 

下 …… ク メーM) = 0.405x48.1 ニ 19.5 (%) 

ある い は , Y メ Z/ 0.8= ニ 38.5X 0.405/ 0.8 ニ 19.5() 

即ち , 文 =60.9 多 , = 3.8 隻 , M= ニ 12.8, F ニ 
19.5%, と いう と こと に な る 。 し か も TFT を マ Y・ZZ/ 0.8 と し 
て 求め た 値 と 一 致し て いる 。 

な お , A=0.95 と し た と き は , M ニ ヌーY/0.95, 
= テ Y/0.95X 必 と すれ ば よい だ け で ある 。 

本 理論 模型 の 批 刊 

第 1 に , 本 理論 模型 は , 感染 に 対す る 生活 隊 境 及び 宿 
主 の 感染 され や すさ の 均質 な 集団 に つい て , 駆虫 薬 を 投 
与 し な いり 場合 に , し か も 例 数 の 数 百 以 上 の 場合 に つい て 
は , 顕 虫 の 感染 数 の 分 布 型 は , P-E 型 と 見 な し うる と い 
うと と を 前 提 と し て いる 。 

第 2 に , 上 記 の ょ うな 場合 に は , 各 感 染 虫 数 の 人 員 の 
分 布 は , 正確 に P-E 型 に 従い , し か も , 感染 虫 数 k の 
人 員 n 中 の , 単 性 感染 者 の 率 は , PE, で ある と し て 
いる 。 

第 8 に , 上 記 の よう な 
る と し て いる 。 

第 4 に , 不 受精 卵 の み の 検出 者 は , 
者 で ある と し て いる 。 

第 5 と, 不 受精 卵 と 受精 卵 と は 同数 産卵 され , 同じ 率 
で 検出 され る も の と し て いる 。 

第 6 に , 塗 抹 1 枚 の 場合 , 雌 虫 寄生 者 に 対す る 虫 卵 陽 
性 者 率 を 0.8 と し て いる 。 藩 抹 8 枚 の 場合 は , 0.95 と し 
て いる 。 

以上 の 6 つの 前 提 の も と に , 本 理論 模型 は 組立 て られ 


合 に は , P= ニ 7 Q ニ 7』 で あ 


だ け の 単 性 感染 
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て いる 。 従 つ て , 本 理論 模型 へ の 批判 は , 第 一 に , と れ 
ら の 前 提 へ の 批判 で あり , 第 二 に , 組立 て 方 へ の 批判 で 
ある 。 

し か し な が ら , と れ ら の 批判 の 相当 部 分 は , 今 ま で に 
も , と と ろ ど と ろ の べ て きた か ら , 重ね て の べ な いと ょ と 
と する 。 た だ 。, 批判 の 対象 を 明確 に 列挙 し て お く と と は 
大 切な の で ,。 の べた に すぎ な い 。 

以下 に は , 批判 し な か つた と と , 及び ぴ , 実際 応用 に 大 
切な 駆虫 の 影響 と いう と と に つい て の べ る と と と する 。 

1) 駆虫 の , 感染 虫 散 の 分 布 型 に 及ぼ ばす 影響 

今 ま で , 著者 は 意識 的 な 人 工 の 加わ ら ぬ 自然 的 条件 下 
に お ける , 顕 虫 の 感染 し て いる 集団 に つい て , 考察 を 加 
えて きた 。 し か し , 現在 に お いて , と うい う 集 団 の み を 
対象 と し て は , 本 理論 模型 の 反映 すべ き 姿 の 集団 は , あ 
まり に ゃ も 少な すぎ る 。 ど うし て も ゃ , 駆虫 の 行わ れ た 集団 
に つい て も 考察 し て お か ね ば な ら な い 。 

今 , ある 集団 の 全員 ( 虫 卵 非 陽性 者 も 含め て ) を , 
つう の 駆虫 薬 で 駆 由 し た と する 。 と の 時 に は , 人 
現象 が な お と る で あろ うか 。 

まず , その 集団 の 中 の 顕 虫 感染 者 の 80> 100% か ら , 
いく ら か ずつ の 虫 が で て くる 。 しかし, いわ ゆめ る 陰 転 す 
る も の は , 50 多 位 で ある 。 

と の 際 , 大 ざ つ ぱな 傾向 か らい つて , 多数 感染 者 は , 
陰 転 し に くく , 少数 感染 者 は 陰 転 し や すい と いう と ょ 
は , よく 知ら れ て いる と と で ある 。 と の と と と , 駆虫 薬 
の 効力 擦 示 方 法 と し て , いわ ゆる 陰 転 者 率 を と つた 時 
は , 駆虫 対象 集団 の , 感染 数 の 多少 に より , 効力 は 大 き 
く 違 う が , いわ ゆる 個人 卵 減 率 平均 を と つた 時 に は , 駆 
虫 対象 集団 の 感染 数 の 多少 は , 大 き な 影響 は な いと いう 
と と (伏見 ,1956) と を 併せ 考え る と , 駆虫 薬 は , 全 感 染 
者 か ら , 一 定数 の 顕 虫 を 前 り と つて いく と いう より も ゃ , 
各 感 染 数 に つい て 同率 で は な い が , 感染 数 が 多く な る ほ 

, より 多く の 数 の 虫 を 削り と つて いく と 考え た 方 が ょ 
いよ ょ うに 思わ れる 。 と の と と は , 今 ま で の 駆虫 時 の , 排 
虫 観察 の 際 に も , よく 気付 か れ た と と で ある 。 

と うい う 現 人 象 の 起 る 理由 は , あき ら か で は な い が , 主 
と し て 考え られ る と と は , 薬物 液 に 接触 する 機会 の 問題 
と , 寄生 部 位 の 問題 と で ある 。 

と の ょ うに 考え て くる と , P-E 型 の 集団 を 駆虫 する と 
P-E 型 は , 相当 な ひずみ を うけ は する が , や は り , PLEg 
型 に 近い も の が 残る も の の よう に 思わ れる 。 駆虫 後 も や 
は り P-E 型 と 見 な し うれ ば , 1, d の 変化 に つい て 考え 
る と, h や ゃ 減少 する が , d が と く 飼 減少 する 箸 で ある 。 
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と の よう な 問題 を 考え る に は , 雌雄 の 駆 由 され や すさ 
の 相違 と いう と と を 除外 する と と は で き な い 。 と の 問題 
は , 陰 転 率 と 完全 駆虫 と の 関係 と いう と と に つい て , 非 
常に 重要 な と と で ある の で , いろ いろ 考え て き て いる 。 
それ ら に よれ ば , 何れ か が , より 駆虫 され に くい と は , 
考え られ な いよ ょ う で ある 。 著者 (1956) は , Alkylresor- 
einol 系 の 化合 物 の , 7zo の 殺虫 時 間 を 目安 と し て 
と の 問題 を 考え て みた が , 少く と る, 殺虫 時 間 ょ より 推定 
する 限り , 雄 が 雌 よ り も , 駆虫 され に くい と は 考え られ 
た い 結 果 を 得 た 。 又 , Santonin の zo の 作用 に お 
いて ぁゃ. 雌雄 に ょ る 差異 は , み と め ら れ な か つた (1958), 
と の よう な と と か ら , 駆虫 が 行わ れ た 集団 を も , P-E 型 
と 見 な し うる と 考え て よさ そう に 思わ れる 。 

か し , と の 考察 は , 全員 駆虫 の 場合 に つい て で あ 
。 実際 と は , 検便 を し て , 虫 卵 検出 者 に の み 投薬 する 
と が 多い か ら , 上 に の べた と と と は , 全く 違 つて く 
る 。 即 ち 第 8 図 の 如く , まず , 雄 の 単 性 感染 者 が , 駆虫 
対象 人 員 か ら 省 か れる 。 従 つて , 駆虫 後 の 分 布 は , 雄 の 
単 性 感染 者 の 多い , P-E と は 違 つ た も の と な つて いる 泡 
で ある 。 単 性 感染 者 は , 低 数 感染 者 . こと と に, 1 2 隻 


5 人 の 5 


y 


感染 者 に 多い か ら , 駆虫 後 の 感染 数 の 分 布 は , k が 1 一 


2 で n が 大 きい , 変 な 分 布 型 を 呈す る で あろ う 。 従 つ 
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第 2 表 真 の 感染 虫 数 分 布 と 駆虫 対象 人 員 
の 感染 虫 数 分 布 

右 欄 の 数 字 は , k が 以 1 
上 で は , 検便 の 下 卵 陽性 
Mn 者 の 感染 上 数 分 布 ( 守 ) で 
。 1 7 mao ちり, た が 0 の 数 字 は 
3 7.15 0.46 6.69 検 人 と えす 。 周夫 革 胃 人 
4 

5 

6 





k n() n る 8 





44.72 0 54.24 
17.88 7.15 10.73 


5.01 0.13 4.88 れ ら れる 人 人員 の 百分率 で 
3.56 ある . 但し , A 三 1.0 と 
2.63 し て ある 。 


3.60 0.04 
2.64 0.01 





上 記 の n ( 包 ) は , h=2, d= ニ 4 の 場合 の 感染 数 分 布 
で あり , n2 る は , その と き の , 雄 の 上 単 性 感染 者 の 出現 席 
数 で ある . と の 分 布 の と き の 又 は , 55.27 を , Y は 36。 
多 で ある . と と ろ が , 駆虫 対象 人 員 は , A 三 1.0 と し て 
100 一 54.24 三 45.65 ( 多 ) し か な い . 雄 の 単 性 感染 者 で あ 
る 6.52 ダ は , kー 0 の 中 へ 入れ られ る . 

て , 後 検便 の Y,Z か ら , 双 , N,M,F 等 を 求め て も , と 
れ は 実際 と は 大 きく 違 つ た も の に な る で あろ う 。 と の ひ 
ずみ は , 何 ヶ ケ月 も た て ば , 徐々 に な お つて くる で あろ う 
が , 短期 間 に , 駆虫 を キ を くりかえし て いる 集団 で は , 徐々 
に 。 MI が 大 きく な り , PE 型 と は , 相当 は な れ た 分 布 を 
し てい る も の と , 考え ね ば な ら ぬ で あろ う 。 

従 つて , 本 理論 模型 が , 駆虫 を , 短期 間 内 に , 何 回 も く 
りか え し て いる 集団 の 姿 を 反映 し た も の と ,。 考え て は な 
ら な い の で ある 。 

2) 計算 上 得 ら れる 確率 値 と , 個々 < の 具体 的 実測 値 と 
の 相違 

即ち , 石井 ら の 豚 釧 中 に つい て の 例 を あげ る と , 次 の 
よう で ある 。 

即ち , k の 18 ま で に つい て ,。 1h, d を 算出 し , 各 k に 
つい て の n を 計算 し , それ に つい て , P= リ 。 と し て 。 
竹 n に 対応 する 単 性 感染 豚 敷 を 算出 する と , 第 3 表 の 
通り に な る 。 n が 8 まで に お いて , F(Cul.) は 39.2。 ME 
(Cul.) は 18.5 で あり , 実測 値 は 。 それぞれ , 28, Y で 
ある か ら , 随分 大 き な 差異 が ある わけ で ある 。 と と ろ が 
と れ ら の 大 き な 差 は , 主として , k が 1 の と と ろ で 生じ 
て いる の で あつ て , gk が 2 以上 で は , 大 き な 差 は な い 。 
それ は , k が 1 の 場合 の , 《 と n と が , 非常 に 相違 し 
て いる か ら で あ る 。 つ まり , kk が 小さ いり 場合 の f と nm 
と が , 大 きく 違う と き に は , 単 性 感染 者 率 は , 随分 違う 
と いう と と で ある 。 従 つ て 。 と れ を も と に し て ,。 と 関 
連 ず けれ ば , 実際 と は , 大 きく 違う h,d を 求め る と と 
と な り ,。 ひ いて は 。 駐 , N, F, M も , 実際 と は 違 つた も 
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の hd か ら 叉 N を 求め る と 
Y.88 と な る 。 一方, 実測 値 は , 
る か ら 違 





第 3 表 S 例 に つい て の , 理論 度数 と 実測 度数 










































メ 2。 1 
る で ある か ら , 又は , 殆 ん ど 違 わな い が 。 NN は 相当 違 つ て 
1 19 31.43 14 20.95 5 10.48 くる 。 し か も , と の と き は , PE,M の 値 を , 実測 し た # か 
0 20388. 7 イン 科 2.31 ら 算 出し た も の で あり , 実測 値 と その まま で は , 未だ 少し 
39 15.06 、2 4.46 0 0.56 ずれ る 箸 で ある 。 
し 和 抽 と 2.24 0 0.14 と の ょ うに 。N が 異 る 理由 は 。 前 に も の べた よう に 。 
馬 和 0 1】 1.15 0 0.04 k が 1 の と き の が, n と 売 常 に 違う か ら て ある 。 
し 3 Ah 。 Ne 一 方 , 性 比 え ,。 P= ニ 。 と し な いで , も と の まま の 眉 
5.4。 6 。 っ 5 
8 4.35 0 0.17 1 0.oo こし て 系 条 二 章 レ ピー デ タン 
4.2。d 二 10 と な る 。 Ak 文 , N を 求め る と , 駐 = 
計 28 。 39.15 7 13.54 63.4822, N ニ 6.62 と な る 。 と の 場合 は , 実測 し た X,N 
で と 閣 う の は 当然 で ある が 。 志 想 し た ほど の 大 き な 相 中 
es が で て と な い の も 事実 で ある 。 
芝 か 伯 以上 の 例 か ら 考 えら れる と と は 。 MLF の 値 が 相当 
1 19 11.400 7.600 52 だ が 違 つ て も , 叉 ,Z か ら グ ラフ を 通じ て 算出 し た 駐 ,N の 値 
220 7.220 * 3:200 ^ 下 =24.55ap=12.9(5) = ビ ・ 大 きく と も , 共に ぶす 半 発 9 際 還 で 仁 ん と う 
3 13 2.808 0.832 M=12.15/189= 6.4(%) て と 適合 する と いう と と て あう ろう 。 従 つて 。 最大 限 
4 13 1.677 0.333 ・ マ = ニ 0.8(59.3 一 6.3) と れ く らい の 差異 の ある と と を 見 込ん で お け ば , 本 法 の 
5 10 0.770 0.102 三 42.3( め ) 実際 面 へ の 適用 は , 安心 し て 行い うる と いえ る 
6 5 0.230 0.021 クニ 12.9/52.9 三 24.4 () 
7 0.168 0.010 この ZZ ょ り , グラ フ か 終り に あたり , 御 激励 , 御 校 関 を いた だ いた , 森下 教 
8 0.050 0.002 ら hd を 求め る と , 授 並 びに , 討論 の 相手 と な り , 種々 御 助言 いた だ いた , 
23.323 12.100 4.5, d 王 15 と な る ・ 阪 市 大 医学 部 の 杉山 講師 に 謝意 を 表す る . な お , 貴重 な 「 
! ! と の hd か ら , XN 実測 デー タ や 論 廊 別 玉 分 御 恵 与 下 ょ つた , 石井 博士 , 横 4 
23.35. 12.15 "と ボ め る と 。 田 博士 ちら に も 感謝 の 意 を 表す る . 
S 例 の デー タ よ り メー57.5( 多 ) 本 偏 の 要旨 は , 1957 年 11 月 23 日 , 日 本 寄生 躍 学会 机 
メー=112/189=59.3() パー7.8 日 本 支部 第 13 回 大 会 で 報告 きれ た .。 ] 


N =309/59.3 ニ 5.2 と な る ・ 


Sie 文 責 
の を 得る と と に な る 。 を と を れ が , 実際 に , どれ 位 違 うか を 
次 に 示し て よう 。 1) 福士 勝成 (1950) : 虫 症 の 病理 的 研究 (1) : 人 
尼 体 に 於 ける 顕 虫 (1 ) 日 本 病理 学会 誌 。 39, 261-265. 


Wー い 5 グラ を う た を 
8 の 例 に つ ラフ を 使う た め , を ck ー2) 伏見 純一 (1956) : 駆 遇 虫 剤 の jn vitrotest に 
F, M を 算出 し , それ より , \,Z を 求め ,。 グラ フン に より 関す る 研究 , 第 6 報 , Alkylresorcinol に ょ る 豚 毅 曳 
h, d を 求め る 。 と うす る 上 h 二 4.5, d 呈 15 と な る 。 と の 致死 時 間 の 分 布 様式 に つい て の 考察 , 寄生 虫 誌 , 5 


第 5 表 





H, M を も と の まま と し て , P 三 */。 14.81 44.44 4.2 63.48 


の グラ フク フ を 使用 し た と き 





F 
M 
P= ツ 。 と し , デー タ の f より, FM F 
を 算出 し , グラ フ を 使用 し た と き M 
F 
M 





次. 上 打 基 . 美 デ ソー - ま 















法 の 





昭和 34 年 4 月 





(1959) 〕 





(④, 444-448. 一 3) 伏見 純一 (1956) : In vitro の 殺 
問 中 性 より みた Alkylresorcinol 系 化合 物 の 化学 構 
造 と 駆虫 効力 と の 関係 に つい て の 研究 (IV) In vitro 
の 殺虫 性 と 駆虫 効力 と の 関係 に つい て , 薬学 研究 , 
28, 596-608. 一 4) 伏見 純一 らち (1958) : 虫 の ガラ 
ス 管 内 の 挙動 と , それ に 及ば ぼ ばす サ ント ニン の 央 響 に 
就 て 。 第 2 報 , 38CC に お ける サン トニ ン 水 溶液 中 の 
挙動 と , サン トニ = ン 作用 の 指標 に 就 て , 薬学 研究 ,30, 
555<569. 一 5) 石井 進 ら (1954) : 豚 癌 上 の 寄生 実 
態 調査 , 日 本 獣医 学会 誌 , 7, 113-115. 一 6) 美馬 孝 
夫 (1942) : 豚 問 虫 の 統計 的 小 観 察 , 慶応 医学 , 22, 
1213-1217. 一 7) 守屋 価 二 ら (1956) : 寄生 東 卵 検査 
に つい て 。 寄生 虫 誌 。5(4), 474-479, 一 8) 横田 譲 
ら (1951) : 豚 の 遇 虫 寄生 状況 並び に 豚 遇 虫 の 計測 , 
医学 と 生物 学 , 18, 228-231。 


SummaryY 


In the previous paper, the author described on 
the results of examination of the fundamental 
materials for the construction of the mutual rela- 
tionship of 又 , Y, Nand MM 

In this paper, author describes on the construc- 
tion of above mentioned relationship. 

Polya-Eggenberger distribution has the two para- 
meters h and d. 

If we take the arbitrary values to h and d, and 
one hundred to the case number, we wil be able 
to calculate the percentage of probable theoretical 
number (n) of the frequency, corresponding to the 
arbitrary value of K。 There, we have to calculate 
n corresponding to 0-15 of 氏 . 

Then, the values of 又 N, M,F may be calc- 
ulated as follows. 


X100 一 n, N=100/X, M テ (2/5) me 


kー ョ 





Fe 35) mx 


On the other hand, following formulae may be 

accepted, 

YA (スーM) , Z テ F/ (ズーM) 
where, A ijS constant and iS regarded as about 0.8 
in case of the examination by one fecal smear。 
In case of the examination by three fecal smearSs, 
A is estimated as about 0.95. Z is the egg po- 
sitive rate of the unfertilized eggs only to Y. 

Accordingly, 下 we can calculate the values of 
h and d from those of Yand ZZ we may obtain 
the values of 双 . N, M, F from the result of 
ordinary examination by the fecal smears. For 
this inverse calculation, the author prepared two 
graphs (see Fig. 1,.2) corresponding to each values 
of A. 

It goes without saying that the relationship and 
calculation may be applied to such case, at which 
the frequency distribution of the number of infec- 
ted worms in each member of a hurman group 
can be regarded as Polya-Pggenberger type and 
the case number iS more than several hundreds. 

And also this calculated values of 双 .N, M,F 
may indicate probable values, so, commonly, the 
values may not always correspond to the values 
observed in each case exactly. The significance 
of thiS relationship and calculation in reality has 
not been fixed to prove, because of its technical 
di 人 抽 culties under present circumstances. In these 
di 抽 culties the reason for necessity of such con- 
Sideration may be found. 





集団 訳 昌 か ら 得 た 排 虫 数 で 釣 虫 分 布 を 推定 する 方 法 に つい て 
(1) 集団 駆 上 な よび 入院 駆虫 に よ 





る 駆 出 時 間 別 釣 虫 の 排 下 数 


卒 田 ロロ 利 幸 
三井 鉱山 三池 鉱業 所 保健 課 


中 


正 


鹿児島 大 学 医学 部 第 二 病 理学 教室 
(昭和 33 年 10 月 3 日 受領 ) 


緒 言 


ズ ビ = 釣 虫 (4. み ) と アメ リカ 釣 虫 (Mg.) の 2 種 釣 
虫 は 属 を 異 に し , 人 に 対す る 病害 性 に 著しい 相違 が み ら 
れる 。 し た が つて と れ ら の 2 種 釣 虫 が 地域 に ょ つて 単独 
に 分 布 す る か , また は 何れ か の 一 方 が 優 占 的 に 分 布 し て 
いる か に つい て の 詳細 な 知見 を 得る と と は 予防 お ょ び 治 
療 対策 樹立 の 上 か ら 極め て 重要 な 問題 で ある と と は 言 を 
また な !【 

戦後 よう や く こ の 問題 の 本 格 的 な 研究 に 着手 され た が 
最近 と の 必要 性 が 益々 認め られ 急速 ( ea 
る 。 し か し 諸 報 告 の 調査 濯 は まち まち で ,。 研究 者 に 
て 菩 養 ・ 殿下 の 何れ か ゞ 名 用 され 。 更 ( ia 
いて も 駆 出 時 間 の し めき り に 著しい 長短 が み ら れ る 。' レ 
た が つて 各地 の 釣 虫 分 布 の 実態 な ら び に それ に 関与 し て 


edo と れ ら の 資料 に 基づい て 比較 検討 する と 
と に は 相当 の 疑義 が 持た れる 
| 手元 の 資料 を 基 理 し 。 95 


て 少し く 検討 を 加え て みた の で (に と の 成績 を 『 す 
る 。 
研究 方 法 
& 集団 駆虫 の 対象 お よび 方 法 


4 の, 2. 両 種 釣 虫 が 濃厚 に 分 布 し て いる 宮崎 県 融 


* YOSHTYUKI MUTAGUCHI 錠 **TADASHI NAKA- 
SHIMA : Studies on the estimation of a geogra- 
phical hookworm distribution by means of the 
nurmber @f hookworm discharged by mass treat- 
ment (1) Exarmination of hookworm at varying 
intervals of time after mass and hospital tre- 
atments * キ (Section of Health, Miike Mining Com- 
pany.。 **Department of Pathology, Faculty of 
Medicine, Kagoshima University) 





間 地 方 の 郡司 部 , 上 千野 , 黒井 の 3 部 落 を 撰 出し Stoli 
法 の 検便 で 釣 虫 陽性 を 示し た 成年 男女 を 対象 と し て , 雅 
虫 前 日 夕食 を ぬき , 下剤 ( 確 マ 30gr) を 100cc (茶わん 
一 杯 量 ) の 温湯 に 消 か レ し て 服用 させ 翌 早 朝 集 会 所 に 集め 
下剤 の 効果 を 確か め た 後 と それ ぞ れ に 駆虫 薬 ( ネ マ トー ル 
5 球 十 四 塩化 エチ レン 5 球 ) を 服用 , 服薬 2 時 間 後 に 後 
下剤 を 同様 の 方 法 で 投与 , 夕方 まで と さめ お き 絶 食 さ せ 
た 。 排 虫 検査 は 服薬 か ら 8 時 間 後 と 24 時 間 後 の 2 回 に っ 
いて 調べ た 。 

b 入院 駆虫 の 対象 お ょ び 方 法 

串間 地方 に 居住 し て いる 成年 男女 が , 国保 病院 に 釣 県 
駆除 を 希望 し て 入院 し た 者 を 対象 と し て , 駆虫 前 日 の 
食 を ぬか せ 夕 刻 下 剤 ( 硫 マ 80 g ) を 投与 , 1 時間 後 か 性 
マグ ネ シ ャ ー 1 g を 服用 させ , 翌朝 駆虫 薬 ( ネ マト ー ル 
5 球 十 四 塩化 エチ レン 5 球 ) を 投与 , 服薬 か ら 2 時 間 後 
下剤 を か け , 夕方 まで 絶食 させ , 8 時 間 後 と 24 時 間 後 に 
排 虫 状態 を 調べ , と > で 再び 第 1 日 の 要領 で ネ マ トー ル 
3 球 , 四 塩 化 エ チレ ン 3 球 を 投与 し て 後 下剤 を 服用 さ 芋 
つぶ ゞ いて 382 時 , 48 時 , 60 時 , 72 時 と 排 虫 状態 を 調べ , $ 
週間 後に 検便 し た 。 


成 精 


a. 集団 駆虫 に お ける 両 種 釣 虫 の 排 虫 数 と 駆 出 時 間 と 
の 関係 
集団 駆虫 を 受け た 釣 虫 保有 者 の 中 か ら 4. み . Ag 同 
種 釣 虫 が 重複 感染 し て いる 者 22 名 を 抽出 し , 服薬 か らき 
時 間 以 内 の 排 虫 数 お よび 8 計 間 後 み ら 24 時 間 以内 の 希 
数 を 調査 し て みる と 第 1 表 の 通り で ある 。 全員 の 4. 排 
hara は 0~ 8 時 間 ,81.5 多 , 8 24 時 間 ,18.5 で あり ぁ 
. 排 虫 状態 は 0 て 8 時間 , Y6 .122. 8 て 24 時 間 , 29.9 
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第 1 表 集団 駅 虫 に お ける 重複 寄生 者 の 両 種 鈴虫 の 排 数 と 駆 出 時 間 と の 関係 

















で 震 科 人 
an 0 一 8 時 間 8 っ 24 時 間 計 0ー8 時 間 8<24 時 間 計 

No. ヽ 、 史 数 2 拓 平均 
匹 数 百分比 匹 数 百分比 匹 数 駅 出 匹 数 百分比 匹 数 百分比 匹 数 駆 出 
< に 時 間 PO 隊 EMR 
1 2 2 18.2 11 6.2 1 100.0 1 16.0 

2 1 100.0 1 4.0 300 98.4 5 1。6 305 4.2 

3 * 2 100.0 2 4.0 39 92.9 3 7.1 。 松 4.9 

4 2 100.0 2 16.0 9 60.0 る @ 40.0 . 拓 4 き 

5 2 100.0 2 4.0 24 92.3 2 7.7 26 4.9 

6 1 100.0 1 16.0 10 100.0 10 4.0 

7 1 100.0 1 16.0 2 28.6 きま 71.4 7 16.6 

・ を 067 は せ - * 時 二 20 3 人 

9 3 100.0 3 4.0 26:、 得 を まま: 111 枯 に 

10 1 100.0 1 16.0 を 1 まま 1 撤 二 7 2 村 3 太 首 

11 1 100.0 1 16.0 33 37.1 56 62.9 89 11.6 

12 3 100.0 3 4.0 5 62.5 3 扶 :0 8 8.5 

13 3 50.0 3 50.0 6 10.0 3 75.0 1 25.0 4 7.0 

14 4 100.0 4 4.0 3 100.0 3 16.0 

15 3 100.0 3 4.0 4 80.0 1 230.0 ある Se 

16 25 86.2 4 33.8。 29..5.4 119 94.4 7 5.6 126 4.7 

17 100.0 1 16.0 24 48.0 26 52.0 50 10.2 

18 人 8.2 46 5.0 34 66.6 17 33.4 51 8.0 

19 1 100.0 1 4.0 32 89.2 22 40.8 記 8.9 

20 講和 66.7 3 12.0 2 100.0 ・ 2 4.0 

21 1 100.0 1 4.0 9 81.8 2 : 8 お 3 の 

22 は AD 20.0 5 6.4 8 80.0 2 20.0 10 6.4 

計 106 81.5 24 18.5 130 6.2 686 76.1 216 23.9 902 6.9 





ょ り 早 目 に 駆 出さ れる 傾向 に ある 。 


駆 出さ 2 名 , 両 時 間 に 


に 

で ある 。4. み 0 ん . の. ODN 
駅 出 時 間 を rf みる Ms . 6 時 間 12 分 ,. 6. 6 時 
て 少し く 早 目 に 駆 出 き れ 
る 傾向 が みみ We: en Weche Test で 検定 する と 


間 54 分 で , 4.Z は 


者 2 名 , 
つて 駆 出 され た 


2 で ある 。 次 に 両 種 釣 虫 の 排 虫 関係 を 調べ て みる と , 総 
Aero 
みか し 個々 の 資料 を 
詳細 に 観察 する と, bh すす 9 季 あか ツン 
9 も 名 , 両 時 間 に 理 つ て 
駆 出さ れ た 者 7 名 と な つて いる 。 
Moo 


IX」 一 | = ニ 0.70<t (@ 三 175, e 三 0.05)。 





S, S。 
ア ェ (n-1) + す て) oh 


両者 の 間 に は 巻 違 


め る こと と が で き な か つた 。 つ ゞ さい て 個々 の 4. み お よび 
rg. の 虫 体 当り 駆 出 時 間 を 算出 し , 両 種 の 平均 駆 出 時 間 
Neo 
>te 三 1.74}>0.05 で , 両者 の 間 に 関係 を 認め る と と は で 
き な か つた 。 


b. 入院 駆虫 に お ける 両 種 釣 虫 の 排 虫 数 と 駆 出 時 間 と 


8 24 時 間 の 関係 
者 18 名 


入院 駆虫 を 受け た 両 種 釣 虫 の 重複 感染 者 の 中 か ら 完 全 
駆 眼 に 成功 し た 者 9 名 に つい て 4., rc. の 排 政 数 を 
調査 し て みる と 第 2 表 の 通り で ある 。 4. み は 0 一 24 時 
聞 63. 2 24 て 48 時 間 25.2, 48 て 72 時 間 11.022,72 時 間 
以上 0 多 で あり , Me. は 0 っ 24 時 間 74.32, 24 一 48 時 間 
20.0 多 ,。 48 て 72 時 間 5.7 多 , 72 時 間 以 上 0 2 と な つた 。 
次 に 4., /.g の 1 虫 体 当 り の 駆 出 時 間 を 求め て みる と 


代 を 認 。 4 な は 20 時 24 分 ge は 14 時 間 45 分 で , 本 成績 で は -4。 み 
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第 2 表 入院 駆虫 に お ける 重複 寄生 者 の 両 種 魚 虫 の 排 虫 数 と 駆 出 時 間 と の 関係 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 号 











FE ビ = 釣 東 し 全て 5 放 放 。 AS 3 5 
へ 、 澤 時間 24 こ 48 48 こ 72 + 24 つ 48 48 っ 722 : 
5 0 一 24 時 間 凌 間 時 間 計 0~24 時 間 門 間 時 間 叶 





匹 数 を ・ 


平均 


2 平均 
No. 下 数 百分比 下 数 上 分 下旬 上 分 政 駆 遇 匹 数 百分比 下 数 明 グ 本 数 分 贅 


時 間 








1 8 100.0 8 5.5 917 95.8 40 4.2 957 5.5 
2 8 36.4 8 36.4 6 27.2 2230.9 213 73.7 7224.9 4 1.4 289127 
3 7 100.0 710.9 660 66.2 33633.7* 1 0.1 997 17.1 
4 8 2 議 六 4 66.7 645.3 16 6.7 5924.8 16368.5 238 50.8 
ョ 1 4.3 22 95.7 23 35.1 167 97.7 4 2.3 171 4.9 
6 2 100.0 2 4.0 45 56.3 3543.7 80 18.3 
7 拉 2 邊 駐 9:23.5 40 16.3 8 100.0 8 8.5 
8 2 100.0 216.0 14 48.3 1551.7 29 13.9 
9 43 81.1 2 3.8 8 15.1 5314.1 181 82.3 8716.8 2 0.9 22013.5 
計 104 63.8 41 25.2 18 11.0 163 20.4 2221 74.3 59820.0 170 5.7 2989 14.8 








第 3 表 入院 駆虫 に お ける 第 1 回 服薬 が 24 時 間 以 内 
と 24 時 間 以 上 と の 両 種 移 虫 の 排 虫 数 の 比較 
N 種別 





Ne ズ ビ ニ = 釣 昌 アメ リカ 次 東 

\ 出 時 間 0<24 24<72 0<24 24<72 
\ い ーー 時 間 時 間 時 間 時 間 

間 間 iu 半 均 。 半 知 … 症 和 光生 和 
人 "時 間 時間 。 時間 時 間 








1 8: あ .5 を 一 の 7 2 40305.0 
2 8 4.0 14 46.3 "213 4.0 76 37.3 
3 4。9 テー ーー 。00 4 の 9 は 
+ 2 16.0 4 58.0 16 11.5 222 53.6 
5 1 16.0 22 36.0 167 4.1 4 36.0 
6 作っ 9 ペー OF 45 4.5 35 36.0 
7 31 10.6 9 36.0 8- お 5 ーー 
8 3 旨 0- mr em 14 11.7 15 36.0 
9 43 34.6 10 55.0 181 8.4 39 や 





| 


104 7.3 59 人 3 2221 5. ad 768 4. 2 


は が z. に 比 し て 駆 出 に 長い 時 間 を 必要 と し て いる 6 よう 
で ある 。 検定 し て 屈 一 | 5.60>t (@ 三 257,e ニ 0.01), 


S, S。 と to 
ya (mn-1) ー4.38 で 確か に 44@ は 駆 出 時 


Ta (nz-1) 








間 が 長い と と が 認め られ た 。 し か し 個々 の 資料 に よ # 
4., が r.g. 共に 宿主 に よ つ て 駆 出 時 間 が まち ま 
4. み と rg. の 平均 駆 出 時 間 の 相関 性 は r ニ 0 
(0.0 <Pr.{ 町 >t。 三 1.64} <0.20) で , 認め られ な い 。 
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c. 服薬 みか ら 24 時 間 以 内 と 24 一 72 時 間 と の 両 種 釣 束 の 
琲 下敷 の 比較 

入院 駆虫 の 資料 を 整理 し て 4., rg, 両 種 釣 虫 の 駆 出 
時 間 別 排 虫 数 と 平均 駆 出 時 間 を 比較 し て みる と (第 3 表 ) 
4. み の 総 排 豆 数 163 匹 の 中 で 0 8 時 間 に 駆 出さ れ た 数 
は 75 匹 の 46.022, 0 24 時間 に は 104 匹 の 63.82, rg, 
の 総 排 昌 数 2989 匹 の 中 で 0 8 時 間 に 駆 出さ れ た 数 は 
1924 匹 の 64.42。 0 224 時間 に は 2221 匹 の 74.832 と な つ 
こい る 。 次 と 両 種 釣 虫 の 0 ee ら び に 24 て 72 時 間 
の 1 虫 体 当り 駆 出 時 間 を 比較 し て みる と, 前 者 は 4. み 7 
時 間 18 分 に 対し て Ag. 5 時 間 36 分 , 後者 で は 4.. 48 時 
間 18 分 に 対 て rg. 41 時 間 12 分 で ある 。 0 24 時 間 , 
人 ek こ 比 し て 

はやめ に 駆 出さ れる 傾向 を 示し た が , 検定 の 結果 で は 前 
導 の 。 有意 性 が 認め られ た 


練 括 お よび 考察 


近 時 , 本 邦 に お ける 釣 虫 感染 率 お よび 4. み , Ag。 両 竹 
釣 虫 の 分 布 状態 が 次 第 に 明らか に な つて きつ ゝ ある が 
いま だ 1 部 分 に すぎ ず , 更に 広汎 な 調査 が 必要 と され て 

分 布 釣 虫 の 調査 に つい て は , 小宮 , 小宮 山 , 松崎 , 策 
木 , 吉田 , 永吉 , 河井 ら , 小牧 , 川本 ら , 浅田 ら , 村 
古賀 , 新 門 , 小林 , 水野 , 大 場 , 栗林 。 浦 , 村上 , 宮崎 
弾 沢 ち , 岡部 ら , その 他 諸 氏 の 報告 が ある 。 小宮 は 埼玉 
県 の 農村 を 駆虫 し (服薬 後 10 時 間 以 内 ) 4.. 4 名 の 504 
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政 , re. 95 名 の 4800 匹 , その 比 1 : 9.5 を 得 , 小宮 山 は 
川崎 市 の 農民 を 駆虫 し (服薬 後 6 時 間 以 内 ) 4.. 35 名 の 
78 匹 , /.g. 60 名 の 874 匹 。 比 1 : 4.8,。 松崎 は 神奈 川 , 
埼玉 茨城 千葉 , 栃木 新潟 富山 の 各 県 お ょ び 東京 
都 の 35 地 区 8 会 社 448 名 の 黄 便 を 培 差 し 。 その 内 4. み 
が eg. より 多い 地区 28, 6. が 多い 地区 7 で あつ た と 

告 し た 。 鈴木 は 宮城 県 の 各 農 村 を 駆虫 し (服薬 後 8 時 
間 以 内 ) 4. 169 名 の 1235 匹 eg. 224 名 の 5039 匹 , 比 1 : 
4.04 を 得 , 吉田 は 京都 府 お よび 香川 。 高 各 , 兵庫 , 福井 
の 各 県 を 調べ , 福井 は 培養 か ら 4. の 232 例 , Ar 2. 28 例 
兵庫 は 駆虫 か ら 4. 869 匹 lg. 215 匹 (1 : 0.25). つ 
いで 供養 か ら 4.. 215 例 , Arz. 19 例 , 高知 は 駆 由 か ら 
4.2. 353 匹 , .g. 362 匹 (1 : 1.08), 香川 は 駆 旧 か ら 4. み 
645 匹 , g. 109 匹 (1 : 0.17), 培 養 か ら は 4. み 196 例 
We. 19 例 を 得 , 永吉 は 宮崎 県 南部 地方 で 多数 駆虫 し ( 服 
薬 後 24 時 間 以 内 ) 4. 1139 名 の 25296 匹 , ん .g. 1077 名 の 
104737 匹 (1 : 4.1), 山 口 は 福岡 県 久留 米 地 方 で 駆 昌 し 
4.2 99 名 の 502 匹 , Mg. 10 名 の 718 匹 て 1 : 1.4), 河 
井 ら は 茨城 県 を 駆 由 し 4. 2015 匹 , .g. 13485 匹 ( 1 : 

6.7), 小牧 は 宮崎 県 中 部 を 駆虫 し (服薬 後 24 時 間 以 内 ) 
小児 1 : 1.4, 中 学生 1 : 1。1, 成人 1 : 5.9 で あつ た 
と い ゝ , 川 本 は 山口 県 の 1 炭鉱 で 駆虫 し 4.. 21 匹 。 rg. 
2 匹 (1 : 0.1), 浅田 らち は 広島 県 で 入院 駆虫 を 行い , 成 
人 は 4.. 63 名 の 607 匹 , Mg. 184 名 の 9880 匹 (1 : 
15.3), 小児 は 4. み 63 名 の 391 匹 , g. 53 名 の 1149 区 
(1 : 2.8), 古賀 ら は 九州 北部 の 離島 を 駆虫 し 4.. 22 名 
の 171 匹 , rg, 6 名 の 75 匹 て 1 : 0.44), 松田 は 広島 市 で 
駆 点 し 4. み 10 匹 , 2.22 匹 (1 : 2.2), 栗林 は 神戸 市 の 
ー 工 場 で 駆 中 し 4.@ 1678 匹 , rg. 938 匹 (1 : 0.56), 
浦 ら は 京都 府 で 駆 昌 し , 4. み の み 1288 匹 , 村上 は 高知 市 
の 1 病院 で 駆 中 し 4.@. 27 名 の 1084 匹 , Az. 3 名 の 98 
忠 (1 : 0.09), 宮崎 は 鹿児島 市 の 大 学 病院 で 駆虫 を 行い 
4.. 90 名 の 2179 匹 , ALg. 80 名 の 159 匹 て 1 : 0.0Y) を 
得 た 。 

如 上 の 成績 を 詳細 に 観察 する と , 報告 者 に よ つ て 調査 
方 法 が 異な り , 培養 , 入院 駆虫 お ょ び 集 団 駆 中 の うち 何 
れ か の 方 法 が 採用 ほれ て いる 。 次 集団 駆 由 に つい て みみ 
る と , 服薬 後 8 時 間 以内 , 24 時 間 以 内 。 極め て 少な い が 


5 日 間 の 長い 日 時 を か け て 採 上 レ し た 場合 も みみ られ る 。 
釣 虫 の 分 布 状態 お よび 両 種 釣 虫 の 分 布 比較 お よび 優 占 
性 な ど を 知 ろ うと すれ ば , 能力 の ゆる す 限 り 広 な 地域 
で , 数 多く の 宿主 を 対象 と し て , 完全 駆虫 を 実施 する と 
と が 望ま れる 。 し か し その よう な 


査 は 決し て 容易 な 作 
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hPa 実態 は 前 記 こ 示し た 通り で 完全 駆 上 を 実施 
うと すれ ば 作業 に 大 き な 奉 力 が 必要 と な り , いき お 


あか し ば ら な け な け れ ば な ら な く な る 。 ま た 満足 
する 宿主 数 を 確保 し よう と すれ ば , 服薬 後 の 採 虫 時 間 を 
Na ら な けれ ば な ら な く な り , 末 排 虫 数 を 増す 結 
果 と な り と う で ある 。 そ と で と の 際 , 最良 の 方 法 を 研究 
レ 。 方法 を 統一 し て お か な けれ ば 将来 混乱 が 生じ る 
可能 性 が 大 で ある 。 

著者 は ,。 と の 問題 に つい て 解決 の ロロ を 引出 す た め 。 


乏しい 資料 を 整理 し , 一 指針 を 得 た 。 先 ず 集 団 駆 虫 を 受 
けた 人 の 中 か と 両 種 釣 虫 を 保有 し て いた 者 22 名 を 抽出 し 
服薬 後 か ら 8 時 間 以 内 お よび 8 ~24 時 間 の 両 種 釣 虫 の 排 
虫 数 を 比較 し て みた 。 木 成績 に よれ ば 両 種 共 0 ~ 8 時 間 
に 多 敷 の 虫 体 が 駆 出さ れ , 両 種 は 1 虫 体 当り の 駆 出 時 間 


と 差 が み られ な か つ た 。 


レ か し 0~ 8 時間 の 排 豆 数 は 0 24 時 間 の 排 和正 数 の 75 
ー80 少 に 過ぎ な い 。 次 に 個々 の 両 種 釣 虫 の 東 体 当り 平均 
駆 出 時 間 を 比較 し て みる と , 宿主 に よ ょ つて 4.@ み が ん Arg. 
ょ り は や め に 排出 され た り , また は Wg. が は や め に 駆 
出さ れ て いて 平行 的 関係 は 示し て いな い 。 完全 駆虫 に つ 
いて も ゃ 同様 な 方 法 で 観察 を こと ゝ ろ み る と , 両 種 共 0 24 
時 間 で 大 部 分 の 貝 体 が 駆 出 され , それから 日 時 を 経る に 
レ た が つて 排 虫 数 は 急減 し て いる 。 し か し 44.@ は rg 
ょ り 平 均 し て 時 間 が ずれ て お り , 虫 体 当り 駆 出 時 間 を 算 
出 比較 レ し て みる と , 確か に 4. み は が .z. より 遅れ て 駆 
出さ れる と と が 認め られ た 。 個 々 の 宿主 と つい て 同様 な 

比較 を 実施 し て みる と , 必 ら ず し ゃ 4. み が 2. より 
遅れ た 駆 出 成績 を 示さ ず , むし ろ 相 関 関係 は みみ られ な か 
つた 。 人 小宮 ら は 埼玉 県 の 農村 を 集団 駆虫 し , 服薬 後 か ら 
5 日 まで に 理 つ て 排 虫 数 を 調べ た 結果 , 何れ の 駆虫 剤 を 
使用 し て も 排 虫 総数 の 902% が , 24 時 間 以 内 に 駆 出さ れ た 

と 報告 し て いる 。 

以上 の 成績 を 合 し て 考え られ た こと と は 駆 昌 の わ ず ら ちら 
わし い 釣 虫 の 場合 に か ぎ つ て 充分 な 宿主 数 を , 同時 また 
は 短期 日 に 完全 駆 由 する こと と は と う て い 不可 能 な と と 
で , 実際 に 最良 な 方 法 は 服薬 後 24 時 間 以 内 に 採 虫 する 集 
団 駆 上 で ある 。 著者 ら の 場合 寄生 数 の 60 一 80 多 が 24 時 間 
以内 に 得 られ た 。 集 団 駆 中 か ら 4.9. と Arg. の 匹 数 比 を 
求め て みる と , 0~8 時 で は 4. み 1 : g. 6.5, 8 24 
時 間 は 4. 1 : lg. 9.0, 0~24 時 間 は 4. 1 : 
6.9 と な り , 完全 駆 忠 か ら 同様 に 求め る と , ! 一 8 時間 
は 4. み 1 : Wa.25.6, 8 24 時間 は 1 : 10.8, 24 一 48 時 
間 は 1 : 14.6。 48 て 72 時 間 は 1 : 9.5 と な り , 0 一 24 時 


W 。 

















178 





間 は 1 : 21.4, 0~48 時 間 は 1 : 19.4 で , 総 排 和正 数 の 
4.2 1 : og. 18.1 に 比べ て 0 て 8 時 間 の 成績 ょ り 0 て 
24 時 間 の 方 が 相当 に 接近 し て いる と と か が 判明 し た 。 . 


結 議 


きた, 著者 ら : チタ 
し た が , 寄生 数 を 駆虫 か ら 得 た , 匹 数 が 駆 出 時 間 , 
長短 に 影響 され る と と vs が ょ び 入 院 駆 
了 東 の 資料 を 分 折 し, 寄生 数 に つい て 下記 の 如き 成績 を 得 
た 。 

1) 本 駆虫 法 に よれ ば , 集団 駆虫 で は 両 種 釣 虫 共に 服 
薬 後 8 時 間 以 内 の 排 数 は 0 ~24 時 間 の 排 虫 敷 の 75 て 80 
究 で あり , また 0 0 の 如 区 訂 て は 開 栖 の 間 な 拓 
出 時 間 の 相違 は み ら 和 な い 。 し か し 個々 の 資料 に よれ ば 
必 ら ず し ゃ 4.@ と Ag の 駆虫 状態 が 平行 的 で は な い 。 

2) 入院 駆 中 に お ける 両 種 釣 虫 の 駆 出 時 間 別 排 虫 数 は 
0<8 時 間 4.2 46 多 。 ん rg, 64.4, 8 24 時 間 4. み 
17.8, re. 9.922, 24 て 48 時 間 4.. 24.222, が rg.20.1 
久 , 48 時 間 以 上 4. 12.0。/ ん .g. 5.6 で , 24 時 間 以 内 
60 て 80% の 排 虫 が み られ , それ か が 日 時 が た つと 共に 
急減 し た 。 虫 体 当り 駆 出 時 間 は 4.. 20 時 間 243 分 2. 14 
時 間 48 分 で , 4. が 平均 し て 遅れ て 駆 出さ れ て いる が , 
両者 の 相関 性 は 認め られ ず , 宿主 に よ つ て は 4.@ 
の 駆 出願 序 は 相違 し て いる 。 

$) 如 上 の 成績 か ら , 作業 能率 や 精度 な ど を 合 し て 
服薬 後 24 時 間 以 内 で 採 虫 する 集団 駆虫 が 目下 の と と ろ 最 
良 の 方 法 と 考え られ た 。 


び Ow 
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SummarY 


In the previous reports a method of presurnption 
for a geographical distribution of hookworrm Wa8 
suggested. In this paper the examination of ho- 
okworms at varying intervals of time after In288 
and hospital treatments. Results are as folloWS。 

1) The numbers of both species of hookworm 
expelled by mass treatment in less than 8 hre. 
after administration amount to 75<80 多 of those 
discharged within 24 hrs.. In the latter caSe, 10 
difference are observed between the number of 
both species expelled. 

2) Hookworms are dischaged during the reSDeCc< 
tive periods by hospital treatment. Exarnination 
in 0-8 hrs. give 46 め , 64.4 ダ (4. の , が . @ の ): 電 
8-24 hrs, 17.8, 9.9: in 24-48 hrs., 24.2%, 
20.1 ダ : over 48 hrs. 12.0, 5.6% respectively。 
In short, 60<80 め of them are discharged within 
24 hrs. after administration. 

3) Examination within 24 hrs. after adminiStr< 
ation proved to be most satisfactory for the eSti 
mation of a geographical hookworm distribution. 
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塗 抹 法 に ょ る 検便 成績 か 6, 上 虫 の 真 の 感染 者 率 , 
平均 感染 虫 数 を 推定 する 伏見 の 方 法 の 実際 応用 例 
大 阪 市 の 二 小 学校 児童 の 6~8 年 間 に 証 る 名 虫 感染 状態 の 推移 


伏 見 純 一 


西 村 狂 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教授 ) 
(昭和 33 年 10 月 9 日 受領 ) 


まえ が き 


私 た ち が , ある 集団 の 魚 虫 の 感染 状態 を 云々 する と き 
に は , ふつ う は , 沙 抹 標本 (1 ~ 2 枚 ) に つい て , 糞便 
中 の 虫 卵 の 有無 を 目安 に し , 息 卵 陽性 者 率 が 何 多 あ る か 

いう と と を も つて する 。 沙 抹 標本 を も つと 正確 に つく 
り , その 中 の 卵 数 を か ぞ え た り , Stoll の 諸 変 活 に よ つ 
て , 計 卵 する と と は , ひろ く 一 般 的 に は , 行う と と が 難 
か し い 。 し た が つて , 平均 感染 濃度 が , どう 変動 する か 
と いう よう な と と は , どく 大 ぎざぎざ つ ぱな , 十 斗 井 と いう よ 
うろ な 記号 に よ ょ つて あら わす 以外 に は , よい 方 法 は な い 。 
双 , た と え , 計 卵 が 一 応 正確 に 行い えた と し て も , 雄 だ 
け の 感染 者 は , 全然 考慮 に いれ られ な いか ら , まだ まだ 
不 充分 で ある 。 

著者 ら の 一 人 で ある 西村 は , 1949 年 の 秋 よ ょ り , 九条 北 

小学 校 CK 校 と 略記 ) の , 1982 年 秋 よ り , 雇 合 小学 校 
(T 校 と 略記 ) の , 年 3 > 3 回 行わ れる 集団 駆虫 に 関与 す 
る と と と な つた の で , 年 2 3 回 ずつ , と れ ら 小学 校 児 





JUNICHI FUSHIMI 層 TAKESHI NISHIMUR^ : An 
example of the practical application of the : Shi- 
mi's method, by which the quantitative eSrirna- 
tion of the genuine infection rate and the infec- 
tion density on ascariasiS from the result of the 
ordinary fecal smear examination are enabled. 
On the quantitative annual change, extend over 
Six or eight years, of the infection rate and infec- 
tion density on the two primary schools in City 
Osaka, in which the mass treatment of ascariaSiS 
has been repeated (Department of Parasitology, 
Research Institute for Microbial Diseases, Osaka 
University) 


( 25 ) 


童 の 集団 検便 を 行う こと と な つた 。 そ と で 西村 は , 駆 昌 
を くり か え し て 行う こと に より ,。 下 卵 陽性 者 率 (Y) が 
どの ょ うに た 変 つ て いく か , それ に 伴 つ て 不 受 精 卵 の 陽性 
者 率 , 十 斗 民 等 の も ゃ の の 率 が 。 どの よう に 変 つ て いく か 
を 調べ ベ ,。 それ に より , で きれ ば 感染 量 の 変化 を つか みた 
いと 考え た 。 そ と で , デー タ の 信頼 性 を 高め る た め , 終 
始 一 人 で , 入念 に , 沙 抹 一 枚 と い 5 条件 で , 今日 まで 6 
ー 8 年間 。 上 記 の いろ ん な 値 を 実測 し て きた 。 

と と ろ が ,。 上 記 の いろ ん な 値 を , あれ と れい じ つ て みみ 
て も , Y が 減少 する に つれ , 感染 量 が 減少 し て いる よう 
だ と いう と と は いえ て も や, 量 的 に それ を 云々 えす る と と は 
で き な か つた 。 

一 方 , 著者 ら の 一 人 で ある 伏見 は , や は り 1949 年 と , 
雄 だ け の 単 性 感染 者 率 と いう と と を 考え , と れ が 平均 感 
染 虫 数 と 感染 虫 数 の 分 布 型 と に 関連 する も の で ある と い 
うと と を , 量 的 に 考察 し た が , 感染 虫 数 の 分 布 型 と いう 
と と が , な か な か 複雑 な 問題 な の で , 一 応 と その まま に 放 
置 し て お いた 。 と と ろ が , その 後 分 布 型 に 関す る いろ ん 
な 資料 も で て きた の で , 種々 検討 の 上 。 分 布 型 を PQlya- 
Eggenberger 型 と 見 な し て , 考察 を すす め て いく と と 
に , 一 応 の 自信 を 得 た 。 

そ と で , 伏見 Q959) の よう な 理論 模型 を つく り 。 ふ 

の 検便 成績 か ら , 真 の 感染 者 率 ( 駐 ), 平均 感染 和 
数 (N), 雄 , 雌 の 単 性 感染 者 率 (M, せ F) を , 一 応 推 
定 し うる グラ フ を つく つた 。 

そ と で ,。 西村 の 実測 デー タ に つい て 。,。 伏見 の 方 法 を 用 
い 。 西村 は , その 目的 と する 感染 虫 数 の 推移 を 知 ろ うと 
レ , 伏見 は , その 方 法 の , 実際 的 応用 の 適否 を 知る 一 助 
と し レ し よう と し た 。 

















こよ ょ り , 著者 ら は 連名 で , 今回 の 





西村 の 得 た デー 嫌 の 検討 


西村 の 得 た デー タ は , 第 1, 2 図 に 示す 通り で ある 。 
(の デー タ か ら と 直接 に ちか る と と は 。 次 の 通り て ある 。 

a:Y の 減少 に つい て , 絹 は 者 明 に 増加 し 。 還 校 と も , 
Y が 10 多 前 後 , 用 が 80 多 前 後 で , 一 定 し て き て いる (第 
1, 2 図 ) 

b:Z が 増加 する か ら , 当然 の こと と で は ある が , 受精 
卵 (混合 卵 も 併せ ) の 排出 者 率 が 著 明 に 減少 し て き て い 
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c: 不 受精 卵 , 混合 卵 も 併せ 。 十 の も の の 率 が 増加 し 
て き て いる 。 
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q: 填 , 所 の も の の 束 は , 大 体 減少 し て き て いる 。 

e: K 校 の 1950 年 の 後期 に お いて , YY の み が , その 前 
後に くら べ て , 著 明 に 減少 し て お り , 1954 年 の 後期 に 於 
いて , YY は その 前 後に くら べ て , 特異 な 値 を 示さ な い の 
た, 用 が 閉 る を く 減少 し て いる と と 。 と の と き に は , 当 
然 の と と な が ら , 受精 卵 の 排出 者 率 が 閉 明 に 増加 し て い 
る 。 


f : マ が 20% 以 下 , 用 が 80% 前 後に な る まで は , YY と 
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と の 関係 は , 両校 に お いて 違 つ て いる 。 
以上 の 事実 を どう 考え て みて も , 感染 虫 数 の 変化 に ~ 
いて は , た だ 単に ,。 Y が 減少 する に つれ て , 感染 虫 数 が 
減少 し て いる らし いと いう と と 。 両 校 と も に , と と 数 年 
は , Y や や も 大体 一 定 し て き て いる よう だ と いう と ょ 
し か v 9 
と で 。 伏見 の 方 法 を 適用 し て みよ うと いう と と に な 

つた の で ある が , その 時 に は , SM 民 T 両 校 の 児童 
の 。 顕 虫 感染 に 対す る 均質 性 に つい て , 検討 し て お か ね 
ば な ら な い , 

と の 均質 性 と いう と と は , 感染 の 機会 の 均質 性 と , 感 
受 性 の 均質 性 と に わけ て 考え ね ば な ら 和 ぬ 。 

まず , 感染 の 機会 の 均質 性 の 問題 で ある が , 校 より 
考え て みる 。 区 校 の 校区 は , 大 阪 市 内 西部 の , 工業 を 主 

と する 商工 業 地帯 に あり , 人 


レス 


は , 一 般 的 に 低い 。 家 家族 の 職業 は , 主 て 工員 , 小売 
業者 及び と の 他 の 下級 賃金 生活 者 で ある 。 畑 地 は 全く な 
い 。 従 つて , 第 一 の 均質 性 は , 相当 高い も の と 考え られ 
や っ o 

T 校 の 校区 は , 大 阪 市 内 東南 の , PT 
化し て きた 地区 に あり , 旧来 の 農家 コン クリ ー 
ト 住宅 が , 次 々 Dear 
主として いた 農家 が , だ ん だ ん 野菜 作 に 変り 。 し か も る 作 
地面 積 は 急激 に 減少 し て き て いる 。 従 つて , 農家 の 大 部 
Pr つて き て お り , 純 農家 は , 現在 で 
は ,。 .4 用 ほど で ある 。 即ち , 農村 的 環境 か ら 都 市 的 虹 
Sai0 ポ ーー 。 従 つて 。 第 一 の 
均質 性 は 相当 に 低い と ころ で ある が , 近年 は 均質 性 が 高 
まつ で きつ つ あ る と い 半 よう 。 

第 二 の 感 受 性 の 均質 性 で ある が , 両校 と も 小学 児童 で 
あり , 全校 児 童 を 対象 と する も の で ある か ら , 一 応 相当 
高い も の と 考え て よい 。 た だ し , 両校 と も , 特に T 校 % 
転入 者 が 多い か ら , 転入 者 の 先住 地 の 如何 に より , 第 一 
の 均質 性 は 。 大 きく ディ スタ ー ブ さ れる 可能 性 が 大 き 
い 。 

以上 の ょ うな , 問題 以外 に , 均質 性 に つい て は , 駆 虚 
に よ ょ る 影響 を 考え ね ば な ら な い が , と れ は ,。 あ と で の 
る と と と する 。 

第 二 の 問題 は 例 数 ご で ある が , 表 に 示し た よう 人 , 両 近 
と ぁゃ 年 々 増加 し て いる 。 こ と れ は , K 桜 に お いて は 。 主 と 
レ て , 戦災 後 の 再 転入 者 と , 1947ー48 年 の 出産 の ピーク 
の た めで あり , T 校 に お いて は , 住宅 の 急激 な 膨 岩 と , 
上 記 の 出産 の ピー ク の た めで ある 。 
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第 1 表 九条 北 小 学校 ( 兵 校 ) の 検便 成績 
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A キ 
164 33 12 1 4 2 3 219 
FoA 9 売 ,0 。5.0 。&8 : が 5 も 9 。 な が の も 4 和 52 で 
8 っ 69 96 10 0 5 6 0 し 
人 13.5 
90 15 12 1 3 1 0 122 
he 3 73.7 12.3 9.9 0.8 2.5 0.8 0 10.5 中 62 
9 xi 2 20 5 本 0 0 は 
「 0 10.3 
75 10 0 0 1 0 0 86 
に 9 87.2 11.6 0 SS を jc 0 で 
で 1 97 21 2 0 3 3 0 126 だ 
77.0 16.6 16 0 2.4 2. 0 13.5 


| 員 





K 校 で は , 360 名 と か ら 1300 名 余 に 増加 し 。 下校 で は 。 
700 名 余り か ら 1400 名 に 増加 し て いる 。 例 敷 と し て は 。 
多い と は いえ な い が , 少な すぎ は し な い 。 

な お , は じ め に も の べた よ ょ うに, 校 は 年 2 回 , 〒 校 
は 年 8 回 駆 由 し て いる 。 と の 駆虫 に , 塗 抹 1 枚 で , 虫 卵 
を 検出 た も の に の み 投 業 し て いる の で ある か ら 。. 雑 だ 
け の 単 性 感染 者 や , 虫 卵 を 排出 し な い 雌 虫 の 感染 者 及び 
0 検出 され な か つた も の は , 駆 昌 の 対 
象 に は な ら な い 、。 伏見 (1959) も の べた よう に , と うい 
駆 昌 化 に は , 雄 虫 の 単 性 感染 者 が 非常 に 
多い , ゆがん だ , 感染 虫 数 の 分 布 型 を 示す よう に な る 。 
と うし て で きた ゆがみ は , 年 月 が た て ば , 是正 され て く 
る が , 短い 期間 を へ だ て て 駆虫 を くり か え し た 場合 に 
は , ゆがみ は , 増大 こそ すれ , 減少 は し な いで あろ う 。 
今 身 の デー タ は , 数 カ月 お き の 駆 虫 で ある が , と の 場合 
に , どれ 位 の ゆがみ が で きる か は , 何と も いえ な いし 


Re は 。 





又 , 年 に 1 回, 対象 集団 か ら , 6 年 生 が 除 か れ , 1 年 
生 が 入 つ て くる 。 し か も る 転入 学 児童 も 相当 ある 。 

と うい う 条 件 を 考え る と, 今 , 対象 と し し て いる 集団 
は , 果して, SN を 適用 し うる か どう か うた が ね わ : 
し いと いう と と に な る 。 少し 厳密 に 考え れ ば , 適用 し え 
間 DSSS う で ある 。 

し か し な が ら , と うい う 問 題 に 対す る 考慮 は , 一 応 よ 
く 払 いつ つる, 対象 集団 の 感染 虫 数 は , P 一 也 型 で ある 
と 見 な し て , 西村 の デー タ を 処理 する と いう 大 胆 さ を ゃ , 
つて , 供 見 の 方 法 を 適用 する と と と する 。 


伏見 の 方 法 に て 処理 し た 結果 


前 記 の 表 , 両校 の デー タ を , 伏見 の 方 法 で 処理 し , 
文 。 NN, , MM を 求め た 。 そ の 数 値 は , 第 3, 4 表 に 示 レ 
その 中 の 駐 と NN と の 関係 は , 第 3 4 図 に 示し た 。 

まず , 表 校 か ら み て いと う 。 1494 年 の 秋 に は , YY の 














第 2 表 應 合 小学 校 ( 校 ) の 検便 成績 














人" 300 0 20 人 半 -。 。」 
1952 28.2 4.2 188 177.8 "40.5 818 
S 。 名 0 467 18.5 37 232.2 740 
電 和 8 靖 間 キー 235.6 79 
W 26.5 。 35.5 121 59 231.2 875 
| で 寺 ・ ド の 30.4 79 
4 4 02 1 本 9 7 .1 228.5 981 
08 イオ 計 85 の 明 .4 2 クタ 1 108 
6 0。 01 を 5 8 アー 0 is5 1O85 
-。 2 凍結 イア で を 、 
し 守 寺 1 :346 : ま 4 て 3 6.8 1242 
人 
1966 1 A 2658 127 47 本 二 て 2 5 
に W 挟 コ .a Ar. 6 生み 
に 0 "7.8 1370 
し 二 9 6 生 共 

第 1, 2 表 の 話 


1) 十 , 村 , 掛 の 区 別 は , 厚生 省 編集 の , 寄 生 東 検査 指針 に よる . 但し 確 抹 標本 は 1 枚 を け で ある ・ 
2) 十 , 半 , 所 の 左肩 の 〇 印 は , 不 受 精 卵 を 意味 し , 右 肩 の へ 印 は , 受精 卵 を 意味 する . 従 つ て , 十 は 


不 受精 卵 と 受精 卵 の 混合 を 意味 する . 


3) S は 春季 , A は 秋季 , W は 冬季 を 意味 する が , 実質 的 に は , 1 学期 , 2 学期 , 3 学期 の 意味 で ある 

4) 各 S,A,W の 成績 の , 上 の 欄 の 数 字 は , 実数 で あり , 下 の 欄 の 数 字 は , 百分率 (少数 点 以下 1 位 迄 ) 
で あぁ る . 束 卵 検出 者 の 百分率 は , 検査 人 員 に 対し て で あり , その 他 の 欄 の 百分率 は , 虫 卵 陽 性 者 に 
対し て で ある . 即ち , 上 躍 卵 陽性 者 の 百分率 は Y に 当り , “ 十 の 百分率 は 用 に 当る . 

5$) 区 校 の 1949 年 の 検便 で は , 混合 卵 は 受精 卵 に 入 つ て いる . 校 の 1952>1954 年 も 同様 で ある. 

6) 氏 校 の * 印 の と と ろ は , 検便 成績 が な く な つた と と ろ で ある 。. 


72.4 め に 対し , 用 は 5.8 多 と いう 低 率 で あつ た 。 と の よ ょ 
うな 場合 に は , 計算 上 , 内 容 上 の 無理 の た め , 伏見 の グ 
フン に は , 1, d 値 が 記載 され て いな い 。 し いて , h, d 値 を 
算出 し て みる と , と も に , 数 10 と いう と と に な り , 文 は 
100 多 に 近く , NN は 数 10 と な る 。 も と も と 伏見 の グラフ 
の 。 A= 0.8 の 方 で は , と の あたり の \,Z か ら は , 正 


確 な 駐 , N 等 は 求め こく い 。 相当 大 きく 出す ぎる か ら で 
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ある 。 

と と ろ が , 駆虫 を 1 回 や つて , 半年 後に は , 又は や ば 
り 90 多 人 台 で ある が , NN は 5.8 と な り , 次 の イレ ギュ ラー 
な ケー ス を へ て , 3 回 駆虫 を し た 1 年 半 後 に は , 又は 己 
然 と し て 90 多 台 で は ある が , 区 は 最初 の 約 。 の 3.3 と 
な つて いる 。 と と ろ が , その後 は , 文 に くらべ て , NN ば 
徐々 に し か 減少 せ ず , それ か ら 3 年 間 に , 又は 以下 
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第 3 表 Y,Z ょ り 求 め た h, qd, 叉 , N, M,F ( 氏 校 の 場合 ) 








1) Z h d 文 N M F Y 広 め MX め MY ダ ジ 

1949 A 72.4 5.3 し か ーー ーー きき 4.8 も ーー ーー 
1950 / S 70.0 18.9 5 93.6 5.3 6.1 16.5 75 7 9 
し ん 48.0 26.5 4 66.7 6.0 6.7 15.9 72 10 14 

1951 / S 63.6 31 .9 3 0.5 91.2 3.3 まま 。7 25.4 70 13 19 
し A 58.6 34 .4 2.9 1 86.6 3.4 13.2 25.2 68 15 23 

1952 7 の 50.0 42.2 2.1 1 76.7 2.7 14.2 26.4 65 19 28 
1953 7 32.9 55.6 1.2 1 56.5 2.1 15.4 22.9 58 27 47 
1954 ) S 16.4 75.0 0.4 0.5 27.7 1.4 7.2 15.4 59 26 と 1 
A 13.5 37 .1 1 10 21.3 4.7 4.4 6.3 63 21 33 

1955 ) S 10.5 73.7 0.3 0.7 20.4 1.5 7.3 9.7 52 36 70 
AA 10.3 80.0 0.27 0.4 20.2 1.3 7.5 10.3 52 37 73 

1956 ) S 6.4 87.2 0.15 0.25 12.5 1.2 4.5 7.0 51 36 70 
A 13.5 77.0 0.35 0.5 24.7 1.4 7.8 13.0 55 32 58 





の 80 ほど に な り , NN は 約 リリ. の 1.4 位 に な つて いる 。 
その 後 は , 駐 が 再び ぴ び 殆 ん ど 減 少し な く な り , 202 前 後 の 
値 を 示し , も 1.2- 1.4 位 で , 大 体 一 定 し て き て い 
。 その間, 1954 年 の 秋季 に は , 前 に も の べた よ ょ うな, 
き な イ レギ ュ ラ ー な ケー ス が あつ た が , と の と き に は 
が 38 倍 余り に ふえ て いる と と に な る 。 しかし, と れ は 
N が と ん な に 増加 し た も の で は な く , お そら く , 女 布 型 
が P-E 型 よ り 大 きく 変異 し た た めで あろ うと 考え る 。 
以上 の ょ よ うに, 最初 の 駆虫 を あわ せ て 駆虫 は 3 回 , 期 
間 に し て 1 年 半 の 間 は , 又 は 殆 ん ど 変 化 な く , NN の み が 
少し て いる 。 それ か ら は , 区 の 減少 率 は 低下 し 


大 
N 


非常 た 
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文 の 方 が 大 きく 減少 し , 3 年 後に は , 駐 . N と も に 大 体 
一 定 し て いる 。 

T 校 に つい て みる と , 1952 年 の 最初 に は , Y が 40.5 名 
で , 用 が 28.2 狗 で あり , 散 校 の 場合 と は , 非常 に 異 つた 
値 を 示し て いる 。 と と ろ が , 年 に 3 回 駆虫 を し て , 1 年 
半 の 間 に , 又は 57ー5022 と , 大 き な 差 を 示し て いな い の 
に , NN は 最初 の /』。 に 近い 2 に 低下 し て いる 。 そ うし て 
丘 校 の 文 , N に 大 体 等 し い 値 を 示す よう に な り , その 後 
KK 校 と 殆 ん ど 等 し い 経過 を 示し て いる 。 

以上 の 関係 を , hid に つい て みる と , 素 校 で は , 最初 
は , h, d と も 数 10 と いう 値 を 示す が , 1 年 半 後に は , 











第 4 表 Y, 用 より 求め た h, q, 文 , N, M,F 
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(〒 校 の 場合 ) 











11.3 52 35 


6 Z b d 文 N M F Y 肥 M 反 め め MY め 
1952 W 40.5 23.2 5.1 18 56.6 9.0 6.0 11.8 72 11 15 
S 32.2 31 .0 2.8 10 48.8 5.8 8.6 12.5 66 18 27 
1953 は 35.6 41.8 まま 3 54 .4 3.1 9.9 18.6 65 18 28 
W 31 .2 46.5 1.3 3 50.9 2.6 11 .0 18.1 62 29 46 
S 30.4 60.1 1 0.9 50.6 2.0 12.6 22.8 60 25 42 
1954 『 28.5 59.2 1 1 50.0 2.0 14.3 21.1 57 29 50 
W 22.。1 67.8 0.65 0.65 39.4 1.6 11.8 18.7 56 30 53 
S 15.5 78.8 0.4 0.3 29.4 1.4 10.0 15.3 53 34 65 
1955 。 16.3 82.4 0.36 0.2 27.9 1.3 7.5 16.8 59 27 46 
W 16.8 75 .1 0.45 0.4 31.3 1.4 10.3 15.8 54 33 61 
S 12.9 79.0 0.34 0.35 25.2 1.4 9。1 12.7 51 36 71 
1956 し まま は 69.8 0.33 1 20.3 1.6 6.4 9.7 55 32 58 
W 8.7 79.1 0.22 0.5 16.3 1.3 5.5 8.6 53 34 63 
1957 に 7.8 83.1 0.2 0.3 16.0 1.3 6.2 8.1 54 39 80 
A 11.5 0.3 0.4 22.2 1.4 7.8 68 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


| 
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ve その 後 , 
8 沿 つ て 徐々 ( 0 
より 小さ く な 0.5 こ 1 の 間 に 入 り , h は 0.8 前 後 

Nb いき いあ 
校 で は , 最初 は , h は 5.1, d は 18 を 示す が , 1 

半 後に は , h ュ 約 4 の 1 に ,d は 約 m の 1 に 

れ ぞ れ 減 少し て , 式 校 の h, d 線 に 合流 し , 以後 氏 校 

大 体 等 し いか , ある い は , それ より も ゃ 小さ い h, d : 

す よ うに な る 。 即ち , h は 0.2~ 0.4, d は 0.2 一 

と な つて 一 定 し て き て いる 。 

と の ょ ぅ と, 駆虫 を は じ め て , 1 年 あま り の 間 (駆虫 
回 数 8 > 4 回 ) に , h も 減少 する が , 特に 
少し , 次 に , d が 大 体 一 定 で , 1 ae その 
後 , Si の 値 を 示す ょ うに る at うと 
と は , 文 .N に つい て いえ た と と と 同じ と と で , 非常 に 
興味 の ある こと て あぁ る 。 

た だ と ゝ で , 一 言 断 つて お か ね ば な ら ぬ と と は , と と 
で いう , 1, d は , 理論 疫学 で いう h,d と は 違う と と で 
ある 。 理論 疫学 で いう h,d は , 一 家庭 の 平均 感染 者 数 
と , それ の 伝播 常 数 と で ある が , と と に いう h, d は , 
一 人 の 消化 管内 の 顕 虫 の 平均 感染 数 と , それ に つい て の 
wma 5。 従 つて , と と で いう h, d を , その ま 


は 3, d は 0.5 と な り 


ii 


の 隊 ) 


UY 


同 


人 


『 員 
ea 


。 商学 で いう 1h, d に 結び つけ て は な ら な い 。 
ho M,F に つい 
ど 大 きく な る と と 


\ て みょう 。M,F は NN が 減少 する ほ 
> の いう まで や も な い 。 N な は , 普通 は , 





( 30 ) 


Y が 小さ く な る ほど 小さ く な る か ら , ML,F も , 大 体 は , 
て が まく か る 要 ど 大 まそ な る か し が あ 生 
小さ く な れ ば , YY に 対す る M,F の 率 は 大 きく な つて る 
M,F の 絶対 値 は , 又 小さ く な 本 な 本 栓 た い 。 従 つて 
ど と か で , ML,F の 最大 値 が で て くる 。 

MI に つい て は , 式 校 の よう な h, d 線 を 示す ケー ス で 
は , Y が 82.922 (又は 56.5%) の と き に , 最大 の 15.4% 
に 達し , T 校 の よう な ケー ス で は , Y が 28.52 ( 文 は 50 
多 ) の と き に , 最大 の 14.3 多 に 達し て いる 。 

F に つい て は , 苺 校 で は , Y が 50% (又は 76 .7%) の 
と き に , 最大 の 26.4 に 達し , T 校 で は , Y の 80.4 多 % 
( 文 は 50.62) の と き に , 最大 の 22.82 に 達し て いる 。 

つま り , 雄 虫 , 雌 虫 の 単 性 感染 者 率 は , と の 苺 校 や , 
1984 年 以降 の T 校 の よう に ,。 あと で も の べ る ょ うに, 典 
型 的 な Y 名 関係 Ch, 関係 ) を 示す ケー ス で は , 最多 


いと き に , それ ぞ れ , 15 多 ほど と , 26 旬 ほど で ある と ゆめ 
うと と が で きよ う 。 

次 に , M の 又 ,Y に 対す る 率 を みて みょう 。 い うま で 
も な く , 伏見 の 方 法 で は , を 7 で 40%) と じ て い る 
の で ある か ら , M の 又 に 対す る 率 は , 最大 の と き に ( 即 
ち , NN が 1 の と き ) 40 多 と な る わけ で ある 。 

反 校 で は , と の 率 は , 数 多 か ら 徐々 に 増加 し て , が 


10 多 位 ( 叉 が 20 多 位 ) で , 双対 し て 36 一 37, Y に 対 


し て 70<78 多 。 ほど に 達し て いる 。 い うま で も な く , 時 


校 に 於 いて も , 大 体 同 じ で あつ て , Y が 10 多 位 ( 文 が 20 
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% 位 ) の と き に , 双対 し て 85>39 欠 (Y に 対し て Y0> 
80%) を 示し て いる 。 

FTF に つい て は , N が 1 に な れ ば , 即ち , 伏見 の 方 法 で 
は ,。 文 が 0 に な る と き に に, に 対し て 10022 に な る わけ 
で ある か ちら, それ まで 増加 する わけ で あり , 特に いう と 
と は な い 。 

な お , Y の 文 に 対す る 比 き みて みょう 。 こ と の 値 は , 
が 減少 すれ ば , 減 少 する 管 で ある が , 表 校 で は , 80 多 以 
上 か ら 50% 余 り に 減少 し , 〒 校 で は 72% か ら 50 名 余り に 
な つて いる 。 即ち, 真 の 感染 者 率 は , 柳 抹 1 枚 の 虫 卵 検 
出 者 率 の 1.2~ 2.0 倍 位 の 値 を 占め る も の と 考え て よ 
く 。Y が 10 多 位 で は 。 文 は 20 多 位 と 考え て よい と と を 示 


し て いる 。 
考 導 


以上 に の べ て きた よう に た, 伏見 の 方 法 は , 実際 例 に 
は 際 な く 適用 し うる し 。 得 られ 6 
る の で あり , 意外 な も の で な いと と が わか つた 。 刀 伏見 
の 人 結 My Y ク 平面 上 に h, d の 値 を と る に 際 し , 内 

Ps 計算 上 無理 の な い 往 囲 に 限 つ た と の で ある が , 英 。 
Scekyz ま 0 
理論 模型 が , 実際 の 姿 を 大 体 正しく 反映 し て いる も の と 
見 な し うる と 思う (第 5 図 ) 。 

/ 
ーーK 引 
ーーー | 破 
ーー 増田 9 線 


し) kdo 算 ボ 才 





Y 
第 5 図 


従 つ て , 得 ら れ た 数 値 は , 実際 の 値 か ら 遠 いも の で は 
な いと 考え られ る か ら , 大 都市 の 市 中 及び 周辺 部 に お 
ける , 駆 虫 を 年 2 て 3 回 くり か え し 行 つ て いる 小学 児童 
の , 顕 虫 の 感染 状態 の 推移 が , 大 体 つ か み 得 られ た と 軸 
区 ち ・ 1900- 和 年 いう 。 だが 
- 高 率 で あつ た 時 で も , 表 校 の よう な 環境 の 小学 児童 
あめ る 
に は 大 差 は 見 られ な い が , NN は 非常 に 減少 し て いる し, 
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1952…53 年 (市 内 で は , 文 MN と も に , 相当 減少 し は じ め 


と と ろ で ある ) に お ける , 市 周辺 部 の 〒 校 の 児童 に つい 
て も , 同様 な と と が いえ る 。 そし て , その 後 は 。 両校 児 
童 と も に , 文 , NN が 人 徐々 に 減少 し , 数 年 後に は , 駐 が 20 
欠 ほ ど , が 1.2~ 1.5 程 度 で 一 定 し て き て いる 。 

と と ろ で , と の よう な 推移 を た どる の は ,。 どの ょ うな 
理由 に よる も の で あら うか 。 次 に , それ に つい て 。 考え 
て みた い 。 

て YY の 大 き な 集 団 を 駆 由 す る と , 排 虫 者 率 , 排 虫 数 は 多 
い が , 陰 転 者 率 は 小さ いと いう と と は , よく 知ら れ て い 
る と と で ある 。 即ち , 一 人 当り , 多数 に 感染 し て いる 軌 
虫 の , 多く の 部 分 は 駆 由 され る が , 全部 は 出 に くい か ら 
で ある 。 又 NN, 駐 が 大 きい 時 は , 大 体 再 感染 も 多い か 
ら , 陰 転 し て も , すぐ , 少数 な が ら 感 染 す る で あら う 。 

従 つて , 叉 . N が 大 きい 集団 に , 駆虫 を 数 回 くり か え 
又は 殆 ん ど 減 少し な い が , 区 の 方 は , 非常 に 減少 
う 。 つ まり , 感染 虫 敷 の 少 い も の の 率 が 増加 
うと と で あり , h や 減少 する が , と くに q が 減 
0 ヽ う と と で ある 。 感染 虫 散 の 少 い も の の 率 が 増 
る と , 雄 の 単 性 感染 者 が 増加 する か ら , 駐 に 革 べ 
> Y の 方 は , ある 程度 減少 する と と に な る 。 

と うし て , ある 程度 まで NN が 減少 する と , 駆虫 薬 に よ 
る 陰 転 者 率 が 高まる か ら , 駐 の 江 少 が 目立つ て くる 。 も や 
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征 6 図 
つと も ゃ , 再 感染 に よる 文 の 増大 も ある が , それ より も や 蔵 
少 の 方 が 大 きく な る ょ よう で ある 。 しかし, NN が 小さ いと 
再 感染 が N に 強く ひび き , 羽 の 減少 率 は 小さ く な る で あ 
な タム 
と の よ ょ うと 考え る と, 素 , 〒 両 校 の 文 。 NN の 推移 が 説 
明 で きる よう 人 思う 。 


で きる よ ブ 
し か し な が ら , 文 , 区 の 推移 は , 駆虫 の 効果 を 除外 し レ 
た 他 の 考え 方 ・ ご も 説 B で きる と いう ぅ と と と は , 考え て お か 


ば な ら な な し 
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つい て の YY とみ と 
係 は , Y 十 用 88. 
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く 。 質 の 異 つ た ・‥… 即 ち hd の それ ぞ れ 
に つい て の Y,Z を 平均 する と 
題 が あり , 著者 ら は 上 記 の Y ク 
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つの モデ ル 
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し 
と の 木 に 
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> うろ られ る 。 


を テ / や て D 考 


> ある 限ら れ た 地域 に , 同質 の ある 種 の 木 が , 均等 
な 間隔 で と 布 し て いる 5 と の 木 に は 。 
ある 種 の 蜂 々 作 織 (CmD を 作る 
卵 を 産み , 


る と 。 蜂 は 


容 し 








どの 木 に より 多く 卵 を 産む 必然 性 も る な いか ら , 上 蜂 の 数 区 
対し て ,。 木 の 数 が 充分 多い 時 に は ,。 一 つの 木 出 来る 
Gall 2 の 分 布 は , 大 体 Poisson 型 と 考え られ よう 。 
と 2 う , 何 回 も 蜂 の 群 が や つて き て , Gall を つく る を 
hs と , Gall の 数 の 分 布 は , Poisson 型 の 昧 積 と な つて 
大 体 P6jya-Eggenberger 型 に な る で あろ う 。 

と うし て , Gall の 出来 た 木 が 増加 し て いく Gall の 
出来 た 木 の 率 ( 叉 ) と , MdN と の 
次 の ょ うか な 関係 が 成立 する で あろ う 。 即ち , は じ め の 識 
は , NN は そう 増加 せ ず に , 駐 が PC ほほ く な り 。 粒 
が 大 きく な る に つれ 。 が 少し ずつ 大 きく な 9 
文 が 100 狙 に 近 ず くに - yo に する ょ う 人 を 
な る 。 抽象 的 に 考え る と, 

に 清和 

即ち 。 駐 が ある 大 き さ ま で は , メニ k log N (但し 

k は 比例 常 数 ) に 近い 関係 を 示し , 文 が 非常 に 高 率 に な 
る と 。 NN が 上 の 式 か ら 離 れ て , 急激 に 大 きく な る で あろ 
う 。 

と の 関係 を , 反対 に , 駐 NN が 大 きい 場合 か ら 減 少し で 
いく よう 人 克 考え れ ば , ‥…‥・ と れ に は , いろ ん な 問題 が 素 
て くる が , …… 文 NN が 減少 する 際 の 様相 に な る の で は 
な か ろう か 。 

再 感染 , 自然 排 虫 (寿命 ), 不 受精 卵 の 産生 と いう よ ょ 2 
な , いろんな 要因 が 複雑 に か ら み あい , 社会 的 な 要因 る 
多く 関与 する 顕 虫 の 感染 状態 の 推移 の 場合 は , と う て ゆ い 
の より 

染 に 対す る 感受 性 の 分 布 型 も わか つて は いな い が , 基本 
的 に は 。 上 ! に の べた Gall の 場合 と , 同様 な メカ ニズム 
が 慌 わ つて いる も の と 考え られ る 。 

と の ょ うに, モデ ル を つく つて 考え て みて も , 増田 の 
Y ク 関係 か らち ら み て も , 琴 校 の 駐 ぶ の 軌跡 は , 生活 環境 か 
ら 一 定 の 率 で 虫 卵 を 除去 し , 再 感染 を 減少 させ て いつ た 


や 和 を うっ 、 カ ララ ホ ふ の と = ラノ の ) こ 
場合 に , 描か れ る や の こと な も の る の V 


そそ 


第 5 表 増田 の Y,Z 関 係 に 相当 する 諸 値 (A 三 0.8) 
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M/Y 
M S 計 XY () F/M 














70.0 
60.0 
50.0 
4W0 
30.0 
20.0 


13.4 
23.4 
33.4 
43.4 
53.4 
63.4 


4.6 
2.9 
1.8 
1.1 
0.65 


2.4 
1.8 
1.2 


90.0 
83.3 
73.8 
60.1 
46.7 
34.8 


10.0 
5.5 
3.9 
3.0 
2.4 
1。9 

1.6 





3.6 4.7 
13.8 2.1 
22.6 1.9 
25.3 2.2 
30.7 2.2 
49.0 1.6 
57.0 


2.5 11.7 
8.3 17.6 
11.3 20.9 
10.1 21.7 
9.2 20.0 
9.8 15.9 
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あ も つと も と の よ ク 《 at えて は , 説明 ! ま いと 上 ゆ ) 


多い 。 た と えば 。 隊 の 区 の 科 味 の 説明 や 。 





(時 間 の 問題 な ど が と 


駆虫 要因 ? Sky ト よる と いう 考え 





> * モ 。1 
がき 】 っ (ー タ 
と ! < > コ か 、 

を ce ヽ / こ め ) の 


文 や NN が 大 


次 に , 回 の 結果 か ら 考 えら れる と と は , 


ほ きい 集団 3 人 で 。 Asa な い 場 合 (Y 
が 著しく 減少 【 駆虫 の 効果 が 上 ら な い 
と 考え て は な ら な いと いう と と で ある 。 が 著しく 潤 少 
し て いる と ょ と が 多い と , 考え られ る か ら で あ る 。 従 つ て 
て は , で きる だ け ,。 を を 実測 し て お く の 
T 校 の 場合 に 。 年 3 ee く 
る 。 2 年 間 は , ほとん ど Y に 大 き な か な 減少 2 つた の で 
相 当 失 記し 。 駆 昌 と 再 感染 と が 衛 胡 な ょ の で 

政 虫 和 を や に , 双 高 率 感染 状態 に 


を ぷぷ ょ テテ デビル 1 7] か ー 、 
まう だ ろう な ど と いわ れ た も の て ある 。 と と ク ろ 





年 計 の た 
が よい と 皿 わ れ : 


Ne バネ の 』J 





が , N は その間 に 約 80 多 も 蔵 少 し て いた の で ある 。Y だ 
7 を 日 安 に し て , も の と 考え て は , 大 き な あ や まり を 犯 
す と と に だ ヵ ぃ 実例 で ある 。 あ る 人 は , あ る 都市 の 市 
中 の 小学 校 で , 年 年 駆虫 を や つて きた が , Y が な か な か 
減少 し な い の で , 虫 卵 陽性 者 の み で は な く , 全員 に 駆虫 
し た と と ろ , その 人 後 検便 に 際 し , 非常 に Y が 減少 し て お 
り , その 後 の 駆虫 の あと の 検便 で も , Y が 下降 し て いつ 
た の で , 全員 投 業 が ト い と 主張 し た 。 こ と の ょ うな 事実 か 


- ご に な る 。 


と ルト リ も て 1 た リュ くろ る 生生 デュ トー ホー デデデ と 
" プ パ っ 、 タ 全員 投 薬 が よい = ) 結 靖 MV さっ ー oe 
本 フ _ Fi? 2 っ で oe 
な い が , その こと の 外 に , Y が 減少 し て いな く て も , 1 
が 相当 大 きく 誠 少 し て いる と と が 多い と いう と と 。 そし 


て , 丁度 全員 投薬 を を と ろ に 。 YY が 太 少 する 上 時期 に 


来 て いた と と は め あり うる と いう 


/ こ トー (VA は タ * 


^ 客 > ゥ ーッ 
- と 等 を 考え て みみ 


ュー ー / ハ の を モト ょ / 
に や > - の 人 の 結論 は , フ \ 


次 に , 著者 ら は , 今回 , 伏見 の 方 法 を 用 いて , \,Z か 
ら 双 , N を 求め て みた の で ある が , 叉 , N を 求め る に は 
か な ら ず h, d を 求め ね ば な ら な い 。 しかも, h は ,。 を 
の 調査 集団 全員 に つい て の 平均 感 s 下 需 ご ある 。 と の 1 ヵ 
d と を 見 れ ば , その 集団 の 感染 虫 数 の 分 布 型 が わか 
る わけ で あつ て , その 集団 の 顕 虫 の 感染 状態 を あら わす 
に は , も つと も ゃ ぞ 『 理 的 全て で ある 。 も つと る ぁゃ 。 と の hd 
が 合理 的 な 値 で # と ため に は 。,。 て そ NN 。 環 虫 の 感染 に 
Re ちり, 感 下 才 の 分 布 型 が P-E 型 で あ : 
条件 か いる が , も し , 伏見 の 方 法 に より 素 .N を 





求め る と と が , 広く 行わ れる の で あれ ば ぱ ば, 叉 , N の 代り に 
h, d を 用 い <: き と 最 

以上 。 いろんな と と を 考察 し て きた が , . 伏 見 の 方 法 は 
伏見 959) に も の べた 通り , 多く の 生 細 の (Loose ら 
れ た も の で あり , し か ゃ , 実験 的 に 検討 万 至 は 証明 が さ 
れ て いな い 。 今後 , いろ ん な と と ろ で , 検便 と 全員 投薬 
本 が 充分 に , 正確 に 行わ れ , 伏見 の 方 法 の 
適 償 が 。 充分 に 検討 され る と と が 翌 ま し い 。 


る 習慣 を つけ る べき 


終り に の ぞ み , 牧 激 励 , 御 校 開 を いた だ いた 森下 教授 
に 感謝 する 

本 交 の 要 紀 は 1957 年 11 月 23 日 , 
日 本 支部 第 13 回 大 会 に pre され た 。 
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SunmrmarY 


By the repeated treatment of ascariaSiS On a 
certain human group, We Can achieve generally 
the diminiShment of so-called egg positive rate. 
It is of interest to fined out how the genuine 
infection rate (XX) and the infection density (N)… 
the mean number of infected worms…wi 則 change 
quantitatively in correspond to the diminiShment 
above mentioned. It seems to me imnpossible to 
fined out these changes by comrmon way of dealing 
with the results of fec<i srmear exarmination. 

But this may be possible by application the 
method by Fushimi (1959) for the results from 
those group, in which the conditions for his method 
can be found。. 

One of the authors (T. N.) has made the fecal 
smear examinations before treatment on all child- 
ren of two primary schools of City Osaka. jm 
these schools the mass treatment has made after 
each examinations, twywice or thrice each year, 
extend over Six or eight years. 

When once i wi 骨 become clear that the method 
by Fushimi can be applicable to those groupS, 
examined by Nishimura, we may be able to fined 
out those changes and, at the same time, to eS- 
tablish the possibility of practical applicability of 
the method, fonnded by Fushimi。 

For the reason above mentioned, the authors 
tried to apply the Fushimi's methd to the Nishi- 
mura's results. At frst, the condition for the 
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Fushimi's method has been examined and the 
method applied to the results. 

The results of the application are shown in 
Table 3, 4. In these tables, M indicates the 
infection rate of the male worms only,andF 
indicates that of the females only. 

From these rsults, 計 may be acceptable for us 
that concluded as follows. At the circumstance 
and time as the treatment had been made, for the 
first two years after the mass treatment has begun, 


t 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 得 


the diminishment of 双 js very small and that of 
N jiS very large, for the next several years, Ns 
diminiShment ijS small but Xs diminishment jiS so 
large andfor the last few years, both 又 and N 
become very Small ones and maintain ahmost same 
values respectively (See Fig. 3. 4.6.). 

These facts are not far from our empirical ex- 
pectation and 半 may be said that Fushimi's 
method is a suitable one for applying to a practical 
CaSe。 
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昭和 34 年 4 月 (1959)〕 


種々 な 温度 に 訟 ける 釣 他 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 





(2②) 土壌 相 に 於 ける 4. zogezg/e 及び 4. czzzzzz2z 仔 昌 に つい て の 観察 


本 


村 。 


衝 


犬 須 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 ) 
(昭和 33 年 10 月 17 日 受領 ) 


私 は さ さ (1958) ( , 種々 な 温 ) 生 の 水中 で の , ヅ ツ ビ ゼニ = 
釣 虫 4. zogezZe 及び 犬 釣 虫 4. cgzzzzz 仔 虫 の 運 


動 能 を , 組織 侵入 性 と いう 面 を 通じ て 観察 し , その 結果 
を 報告 し た 。 即 ち 水 中 に お ける , これ 等 の 仔 虫 の 組織 侵 


入 性 は , 温度 の 変化 に と も な つて 変動 し ,。 し か も それ は 
24C 乃至 27?C 及び 36'C 用 至 89?C の 二 つ の 温度 領域 と 於 
いて 高まり , 双 両 種 韻 に いろ いろ と 差 が ある と と も 知 つ 
た 。 前 報 で も 述べ た 様 に , 釣 仔 虫 の と うし た 組織 侵入 性 
の 問題 は , 人 体 に 於 ける 仔 虫 の 経 護 的 侵入 の 機 序 解明 に 
関連 し て , 重要 な 意味 を も り 人 興味 深い が , と 
の 様 な 意味 か ら す れ ば , 土壌 内 の 仔 虫 の 態度 の 追及 は , 
より 必要 な 処 で は な か ろう か と 考え られ た 。 

私 は と の 様 な 考え か 才 今回 は 土壌 内 の 両 仔 虫 の 運動 
能 に つい て , 前 回 と 略 々 同様 の 方 法 を と つて , その 組織 
侵入 性 の 温度 変化 に よる rr 及 し , 若干 の 知見 を 得 
る こと が 出来 た 。 


実験 方 法 及び 材料 


ュー な 
つも の で あ ば 


実験 方 法 の 凡そ は 。 第 1 報 に 於 いて 述べ た と 略 々 同様 
た だ 前 回 と 異 り , 組成 の 複雑 な 土壌 と いう 因子 
が 加わ る た め , Neo 件 の も と で 行う 必 
要 に せま られ ,。 その 理由 か ら 土 壌 は 砂 土 を 使用 する と と 
と し た 。 砂 士 は 2 mm 目 の 「 ふ る い 」 を と うし て 得 た 一 
E の 粒子 の も の で ある 。 先ず 前 回 と 同様 の 操作 で 算定 し 
た 釣 仔 虫 を 実験 容 問 投入, 水道 水 20cc を 加え た 人 後 , 上 
記 の 砂 土 92g を 徐々 に 加え る 。 即ち 。 と の 様 に する と 土 
譲 の 厚 さ は 0.8cm と な り , その 表層 は 一 様 に 湿潤 し た 
状態 と な る ろ 。 その後 こ と れ を 所 定 の 温度 の 野 卵 器 内 に 2 時 


es NISHIMURA : Studies on the tiSSue- 
invading habit of hookworm larvae under variOuS 
temperatures (2) Observations in soil with 1ar- 
Vae of 44zcy/OsZo722 の zzoge の 77 と and 4. cg722226776 
(Department of Parasitology, Research Institute 
for Microbial Diseases, Osaka University, Osaka) 


な プ 








間 保 ち , 
腸 を 置 


水洗 し 


と の 表層 中 央 部 に 型 通り の 人 血清 入り 
いや と 2 時間 接触 せ し め , 

ちと, 租 織 内 太 血清 内 へ の 侵入 仔 虫 の 有無 
ぇ 確か め め た 。 仔 虫 の 侵入 を 認め た 場合 に は 全て そ Mr 
を 策 え た 。 実験 し た 温度 域 は , 水中 の 場合 と 同様 に , 
OC ょ り 42C の 間 で , 温 ) 上 M を を 37C と し て 一 つの 温 5 
つい て 10 回 宛 試み た 。 尚 1 回 の 実験 に 使用 し た 仔 昌 の 数 
は , ツジ ビニ ミニ 釣 仔 虫 500~ 800 隻 , 犬 釣 仔 虫 1000 て 2000 隻 
仔 虫 は すべ て , 培養 後 6 刀 至 8 日 の 感染 型 被 輌 
仔 昌 で ある 。 


系 小 
と これ 枯 取 り 出 し て 


で あり , 


実験 結果 


, 本 仔 虫 の 組織 内 及び 血清 内 へ の 
bool た と 略 々 同様 に , 温度 
即ち , 凡そ 15C ょ り 
る 所 従 つて , その 率 は 

R の 最高 は 27C の 場合 


第 1 表 に 示す う に 
侵入 率 は , 水中 に きい 
変化 に ともなう 0 : み ら と pe 
27C に 至る 間 で は , 温度 の 上 昇 す 
滞 次 高く な る 傾向 が み ら れ , 侵入 簡 
の 45.322, 最低 | 4 が 0 の 村人 の 0.1 多 と な つて いる 。 を そ 
し て 各 実 験 4 k 通 じ た 平均 より すれ ば , 27"C の 34.122 を 
高 と し , 42YC の 1.82 を 最低 と し て いる 。 た だ 水中 に 府 
ける 場合 と 異 つ て , 実験 温度 域 の 最低 量 高 の 問 格 の 温度 
に 於 いて , 夫々 1 回 宛 仔 虫 の 侵入 が 認め られ な い 場 合 カ 
起り , 且つ , 水中 の 場合 に 低 率 で あつ た 30'C と 於 いて , 
侵入 率 が 高く , 又 86C,。39*C の 高温 域 に 於 ける 再度 の 侵 
入 率 の 上 昇 が 。 左 程 顕 著 で な い 結 果 と な つて いる 。 即 
ち 。 と れ ら の 点 を 通 覧 すれ ば , 温度 の 変動 に と も な つ ・ 
起 る 仔 虫 の 組織 侵入 性 の 変化 は , 概ね 水中 の 場合 と な 
の 傾向 に ある が , 土壌 内 の 場合 に は , 実験 温度 域 の 全般 
その 侵入 率 が 水中 の 場合 に 比 し て 低く 。 水中 
に 訟 ける 最高 侵入 率 68.02 に 対し て 45.32, 最低 素 1.4 
22 に 対し て は 0.1% と な つて いる と と が 注目 され る と と 


ろ と し 1 い 得 る 。 
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ず 。27'Cc の 場合 と は 殆 衣 な く 。 舞 
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第 1 図 4. gzogezZ/e 

を 図示 する と , 第 1 図 と な る 
と 侵入 率 は , 277C を ビー 

5 が 。 再 び 386 で 乃至 89C で 若干 の 上 昇 を 示 
で 最も 低く な る こと が 明瞭 に 


: 目 目 )ー 人 4 2 
ほ 間 に 於 ! 区 八潮 

トキ 上 5 とり 下 
2 や ご ど ご 。 ょ 92 の ドン 


as 30'C の 場合 の 9 


『 と の 比較 は 出来 な か つた と 。 即ち , 
見 る と ょ 。15C。18'C,。 21'C と 尊 次 と の 


と と ふみ ごう て 斉 デー は 、 
ES 


つて ( 向 N / よ る 


ダ C に 至 つ て , それ が 極め て 明らか に ゐ 
88C と 42C の 間 に 
認め られ な い の に , 89 で と 39 で の 了 


埋 2 が 誌 〆 の 4 し / よ 


ら も の と いい 得る 様 で ある 


ES 


の 認め られ る と と は , 著 明 で は な \ い 





33C, 42C の 温 有 


て 
りら れず 。 他 の 過度 に の 
っ バ 刃 品 ※* 
が 認め と - 過 ささ 


7C の 場合 に 於 ! ナ る 4。22 多 ( 


ご ある 。 次 に と これ + 関 示す る 
GSR 
ら 点 。 及び 36'C。 39C に お い ゆい 





。 21C と 24C。 24 で と 27 
と 39C。27'C と 36'C, 24 で と 80'C。 24C と 86'C 


ンプ の a 日 HE 眼 5 
和則 度 間 w あ と の 他 (TP4 | 


いる と も いえ る が , 本 実験 の 
と 較 し て その 侵入 率 が 極め て 
『 よ りゃ も 著 明 に 侵入 率 が 低く 
ちな み に , 18'C と 21C。18 
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第 2 表 犬 釣 仔 虫 の 侵入 率 



































No. ュ 
0 は 、 き 3 4 人 も に 2 ーー 
15?C いで S 8 が YR い we Ad 
18 0 0 0 0 0O〈 0.09 0.09 0.09 0.09 0.39 0.075 0.014 0.10 喧 m 三 0.06 
21 0 0 0O 0O 0O〈 0 0.10 0.10 0,11 0.26 0,057 0.007 0.106 用 m 且 0.008 
24 0 0 0 0 0.09 0.09 0.18 0.27 0.28 0.56 0.147 0.033 0.249 放 ma 用 0.045 
27 0 0 0 0 0 0.24 0.28 0.42 1.60 4.22 0.282 0.269 0.598 用 m 且 0 
30 | RT 8 W YPR SC 2 Bd 20 3? で 、  20 ーー か 
33 の 2 生 こく べ い eu 3 ae 
36 0 0 0 0 0O 0〈 0O〈 0.09 0.09 0.19 0.037 0.004 0.073 用 m 且 0.001 
39 VN 9 和 織 雪 MO Si 7 AB で MS 
42 人 人 PO に 3 可 4 0 0 
の 抹 到 検定 の 結果 失 却 し た 
了 の に 於 いて 観察 され た , 水中 及び 土壌 内 に 於 ける ツ ビ = 釣 
5.0 人 た 温度 変化 に と る か つた 人 休 の 人 人 
に お ける 到 * と , いろ いろ な 面 に 於 いて 関連 性 が 認め 
1 。 人 一 若 し た 値 られ て よい は Ss と 考え られ る 。 即ち , 私 は と れ を 明 ち 
3 . か に する 手段 と し て , 釣 の 経 的 な 依 信 に 起因 する 
の < 和民 0 ぶれ ) を と りあ げ , それ が 起 る 時 期 と 
6 * の 関連 任 を 追肥 する と と に ょ つて 。 と れ を 知 ろ うと 考え 
に が 、 た 。 と の 点 に つい て 。 私 は 大 阪 府下 の ツ ビ = 釣 下 優 占 区 
* に 於 いて ,。 アン ケー ト に よ ょ る 農民 の “か ぶれ "の 調査 を 
0.1 1 ee = 行ない , この 結果 及び 諸家 の 報告 な ど を 参考 考 と し て 検討 
ロ を 試み た 。 
OO い り の 調 村 天 阪 府 和 宗 耐 市 の 
ペペ ヘ ン ペ ハス ペペ 即ち , 私 の 調査 は 。 大 阪 府 穫 面 市 一 諾 部 藩 の 住 民 
15 18 21 24 27 30 33 36 39 42C 112 名 に つい て 行 つ た も の て 。 農業 に 専従 し て いる も の 
温 度 の み を 対象 と し た 。 そ の 結果 は , 第 3 表 に 示す 通り で 。 
第 2 図 4, cz 対象 者 の 35.7 狙 に 当る 40 名 に “かぶれ” の 訴え が みち られ 
第 3 表 知 虫 感染 者 の 「 か ぶれ 」 調査 (大 阪 府 下 ) 
感 染 の 場 水 田 畑 地 
PE 導 科 科 期 閥 作業 部 位 時 期 農 作業 部 位 
有 に ーー の 。 音 共 大 間 ほ 章 
人 訴 0 析 07 939 6 克 取 足 手 5 | 8 9 | 12 取 引取 中 手 
邊 り 8 10 


8 植 


り 他 . 根 き ん り 
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その 内 , 水田 と 畑地 と に 於 ける “か ぶれ "” は , 水田 で は 
6 月 ( 草 と り ), 畑地 で は 9 月 ( 草 と り , 特に 大 根 の 若菜 
の 間引き ) に 】』 RG 押 3 多く 。 夫々 有 訴 者 の 27.5 多 , 82.5 
欠 を 占め て いる 。 併 し 征 ら , と の 調査 で 認め られ た “か 
ぶれ " の 全部 が , 釣 』 SI だ と する と と は ほ は , 水田 に 
於 いて は 。 棟 鳥 住地 吸虫 Cgg/o の ZZz27 sz72426 ど 
の ケル カリ ア の 侵入 に よる “か ぶれ "” が 考慮 に 入れ られ 
な けれ ば な ら ず , 疑念 が ある が , 少な く と も 畑地 に 於 け 
る それ は , 多 仔 昌 の 侵入 に ょ る 度 膚 炎 だ と し て 差 支 えな 
ーー MMS 
等 の , 広範 な 「 肥 が せ 」 或 は “か ぶれ ” の 調査 に よ つ て 
69 と れ が 釣 虫 性 
記 膚 炎 だ と され て お り , 氏 等 は , と の 基礎 の 上 に た つて 





感染 の 場 や 。 その 季節 的 消長 な ど に 言及 し て いる と と か 
ら ゃ も 誤り は な か ろう 。 以 上 に 述べ た と と ろか ら , 私 は 畑 


地 に 於 ける “かぶれ” に 重点 を お いて , 第 4 表 の 調査 資 
料 き r 基 に , と れ 等 の "か ぶれ 。 レン の 起 る 上 隅 『 寺 2 + 検討! ン て み 
た 。 第 3 図 は 。 大 阪 府 下 の 平坦 地 に 於 け Z 平 年 気象 を 基 


ツ 小 - 釣 生 中 の 細 剛 全高 まる 
C 栓 E さ 2 時 期 大 相 の の ま びく 
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第 3 図 大 阪 府下 平 垣 地 の 平年 気象 と 「 か ぶれ 」 

と し て ,。 と れ を 示し た も の で , 組織 侵入 性 の 高まり を 認 
め た 温度 域 を , 自然 界 の 気温 こと あ て は め て みる と , 7 月 
上 名 よ り 9 月 中 旬 ま で が と れ に 当る と と と な る 。 即ち 図 
に ょ つて 明らか な 様 に , 農作業 の 内 で も , 最も “か ぶ 
れ "* が 多い と され て いる 大 根 の 若葉 の ま び き が 行わ れる 
季節 (9 月 上 中 旬 ) は , 気温 が 24'C 乃 至 277C の 間 で あり 
上 記 の 温度 域内 に 含ま れ て いる の で ある 。 と の と と は , 
本 実験 に 於 いて 観察 し 得 た と ころ の , 組織 侵入 性 が 24'O 
乃至 80'C の 間 で 最も 高まる と いう 結果 と , よく 一 致し て 
いる と と を 示し て いる も の で あり , 私 の と の 欠 察 が , 少 


な く と も 釣 下 性 皮膚 炎 と 温度 上 の 関連 性 に 於 いて , 董 か 
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や 矛盾 が な いと と が 知り 得 ら れる 。 

商 釣 虫 感染 の 時 期 に つい て は , 小宮 等 (1953) は , 人 

と 於 ける 多 虫 の 再 感染 の 調査 を 行 つて 検討 し て いる が 
と それに よる と , その 再 感染 は 6 月 乃至 9 月 の 間 に あ る と 
いい 得る 。 即 ち , 侵入 性 の 高まる 温度 が 23*C 妃 至 90'C ょ 
いう 結果 は , 前 述 の 通り , Y 月 上 名 より 9 月 中 旬 に 至る 
時 期 の 気温 に 当り , 上 記 の 小宮 等 の 得 た 結果 と 大 き な 相 
違 は な い 。 勿論 この 感染 時 期 と いう と と に は , 経口 的 な 
侵入 も 考慮 に 入れ られ ね ば な ら な いし , 又 私 の 得 た 結果 
は , ツジ ビニ = 釣 仔 虫 に つい て の も の で , 経 農 的 感染 が 主 首 
と され て いる アメ リカ 釣 虫 ecZ/oz の 4672C2ZS (こつ い 

は , 何等 触れ る と と が 出来 な いか ら , と の 成績 と それ 

と を 結び つけ る と と は , 早計 の 慣れ が ある と と を 承知 し 
て いる 。 

以上 これ ら の 諸点 か ら 考 えて , 術 様 な 実験 方 法 に ょ つっ 
て 得 ら れ た , 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 の 観察 は , 自然 界 に 訟 
ける 仔 了 虫 の 経 詳 的 侵入 と , 直ちに 結び つけ る と と は 出来 
な い に し て も や 。 仔 虫 の 侵入 と 最も 重要 な 関連 を も つ 温 席 
上 の 条件 に つい て , ある 程度 まで の 推測 が 可能 で ある と 


と を 示す も の で は な か ろ 5 か 。 
人 - 地 * . 


釣 虫 及び 犬 釣 虫 の 位 

虫 の 組織 侵入 性 を , いろ いろ な 温度 に つい て 観察 し た 。 
即ち , これ 等 の 観 NE BR に ゆる の 人 
侵入 の 機 序 解明 に 役立つ も の と 信じ られ る が , と の 意味 
みか ら 今 回 は , 土壌 内 に 於 ける これ ら の 点 を 追 及 し た も の 
で あつ た 。 即ち , その 結果 で は , 土壌 内 に 於 ける 仔 昌 の 
生ま な 水中 5 半 な る 

その 温度 変化 に つた 侵入 率 の 変動 傾向 は , 両 種 仔 
取 を 通じ て 相似 し て いる と と を 知 つた 。 先ず, ツ ビ = 導 
他 虫 の 組織 侵入 性 に つい て は , その 侵入 率 は , 15'C ょ り 
温度 の 上 昇 に と も な い 次 高く な り , 24'C に 到 つ て その 
傾向 が 顕著 に な つて , 27C に 於 いて 最高 の 侵入 率 を 示す 
に 至 つ て いる 。 と の 結果 が , 水中 の 場合 に 得 た それと 暴 
つて いる 点 は , 土壌 内 で は 30'C の 場合 の 侵入 率 が 相当 に 
高い 値 を 示し て いる と と 及び 水中 の 場合 に は , その 侵 太 
率 が 36'C。39'7C に 於 いて 再度 高く な つた が , それ が 顕著 
に 認め られ ず 人 じ て 83'C。42Q 
の 場合 より も 高い と と が 知り 得 ら れる 程度 で ある と と な 
ど で あ る 。 と の 様 : な 諸点 の 5 ち で 特に 注目 され る と と は 
1) 27C に 於 ける 侵入 率 が , 水中 と 土壌 内 と い う 条件 差 が 
一 致し て 最高 の 値 を 示し , 且つ その 分 


ある た 拘ら ず よ く 
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散 比 が 小さ いと と , 2) 高温 域 に 於 ける 侵入 率 の 上 昇 が 
水中 の 場合 の 様 に 顕著 ご な いと と, の 二 点 で ある 。 即ち 
前 者 の 事実 か ら , ツ ビ ニ = 釣 仔 虫 の 組 識 侵入 性 は , 水中 で 
ある と 土壌 内 で ある と を 問わ ず 。 凡そ 23C 一 807C の 温度 
域 に 訟 いて 高まる が , その 領域 内 で も 27'C の 運動 能 は 
組 識 侵 入 性 と いう 面 で 最も 安定 し て いる と いい 得る 様 で 
ある 。 双 後者 の 事実 に つい て は , 水中 の 場合 に み ら れ た 
高温 域 に 於 ける 侵入 率 の 再度 の 上 昇 の 理由 が 解明 出来 な 
い 現 在 , と れ を 推 宗 す る こと は 早計 と いわ な けれ ば な ら 

な い が , 水中 と 土壌 肉 と で それ が 上 異 つ て いる と と は , 24'C 
<30'C に 於 ける 侵入 率 の 高まり と , 上 苦 か 違 つ た 因子 を 含 
む も の で は な いか と も 考え られ る 。 

次 に 犬 釣 仔 虫 に つい て は , 水中 の 場合 に 低 率 だ つた 侵 
入 率 は , 土壌 内 で は ょ り 低く ,18, 21, 24。 27, 30。 36 
39C の 衝 温 度 に お いて , 僅か 生 ら 侵入 を 認め 得 た に 軸 ぎ 
な い 。 即 ちと の 結果 か らい う と, 土 襲 内 で の 犬 釣 仔 虫 の 
運動 は ek も の の 様 で ある 。 と し て と の 様 
な 土壌 内 も 水 中 に 於 ける 実験 の 結果 を 併せ 考え る と き , 
本 種 と ツジ ビ ニ 釣 仔 虫 の 運動 能 が , 判然 と 違 つ て いる こと と 

を 明確 に 知り 得る も る の で ある 。 以 上 の 様 に , シビ ニ = 多 仔 
東 と 犬 釣 仔 虫 は , 種 的 な 差 は 別 と し て , 共に その 侵入 率 
が 水中 に 於 ける より も 土壌 内 で は 低い 。 と の と と は 土壌 
B と いう 矢作 2 が 。 人馬 に は それ 和 半 に は た りく 

ゃ の で は な く , 寧ろ 運動 能 の 発振 を ある 程度 阻止 する 

に 原因 し て いる の で は な い に 

の 旧 な 解 科 か ら す れ ば , 27'C の 温度 下 に 於 ける ツ ビ = 釣 
他 東 の , 水中 , 土壌 内 を 通じ て の 変 ち ない 高い 侵入 性 は , 
の 還 度 が と の 征 沼 の 間 剛 の 玩 誠 絡 上 ぬ 邦 滞 だ ある と 
と を 示す も の で は な か ろう か 。 又 と の 様 な 事実 に 関し て 
興味 深く 感じ られ る と と ろ は , 釣 虫 卵 の 発育 或 は 朋 化 
25~307C を 適温 と し , 就 中 27 で 前 後 の 温度 が 最適 と され 
て いる と と , 及び 原田 等 に よれ ば , 仔 虫 の 移動 性 或 は 炉 
物 登 は ん 性 が , 27'C 前 後 の 温 度 に 於 いて 高まる 事実 で あ 
る 。 即ち も 。 こ と これら の と と は 。, か 5 < や ・ rp され た 


を あッ の だ ゃ 
か と 考え て いる 。 を そし 


組織 侵入 性 の 問題 に も 直接 的 な 絡 が り を も つ も の で あ 
り 。27'C 前 後 の 温 度 に 訟 いて , SI る も よ 


発揮 され る と と を 裏書 きす る も の と 解釈 され る 。 以 上 
の 私 の 得 た 実験 結果 の うち , ツ ビ ニ = 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 
の 変動 を 招来 する 温度 要因 は , 自然 界 に 於 ける 本 種 の 人 
体 に 対す る 経 的 侵入 に 必ず 何等 か の 関係 
の 推察 か ら , 釣 虫 性 皮 虜 炎 を と りあ げ て , それ と の 温度 
上 の 関連 性 を 検討 し て みた 。 即 ち , と それ に ょ る と , 組織 
侵入 性 の 高まる 温度 領域 と , 釣 虫 性 皮 上 炎 の 発 する 地 


が ある も の と 
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節 の 温度 と の 間 に は 相互 の 関連 性 か 認め られ , 矛盾 の な 

いと と を 知り 得 た 。 と の こと と は , 自然 界 に 於 ける ツ ビ = 

人 Mai 染 に , 仔 虫 の 運動 能 が 密接 な 関係 を 
ゃ も つ 事 実 を 実験 的 に 証し 得 た た も の で あり 。, 換言 すれ ば , 

と の 様 な 方 法 に よる 組織 侵入 性 の 観察 に よ つ て , 仔 虫 の ・ 
経 剛 的 侵入 の 要因 と し て の 温度 条件 を , ある 程度 まで 

明 し 得 た の で は な いか と 


考え て いる 。 
む す び 


1. ーー 
侵入 性 は 。 水中 の 場合 と 略 々 同様 に , 温度 変化 に と も 
つて 変動 する 。 但 し と の 侵入 率 は , ooo 
一 般 的 に 低く , 特に 犬 釣 仔 虫 に つい て は それ が 閉 明 で 
ある 。 

2。 水中 に 於 ける より も 
つた 原因 は , 土壌 内 と い : ye 必ず し ゃ 仔 虫 の 運動 
に 最も 好適 な も の で な いと と を 示し て いる よう で ある 。 

3。 eee 合 と 異 つ て いる 点 は , ツジ ビニ = 劉 仔 


に 於 ける 侵入 率 の 低 か 


は 30'C に 訟 ける 侵入 率 が 高い と と , 及び 36'C, 39'O 
の ) 高 時 の 恨 入 率 の 上 界 か 顕著 ご で ない と と な ど で 


4。 ツ ビ ニ 銘 仔 虫 の 侵入 性 は , 24C<307C に 於 いて 最 
押さ れる も の の 位 で , 特に 水中 土壌 内 を 通じ て 


* 上 ぐ 
や ふ ハ \ 


3 
か ら , 27'C 前 後 が 最も 適当 レ 


の 負 宗 し た 温度 域 ご で は な いか 
と 思考 され る 。 


5。 ツ ビ = 釣 仔 昌 に つい て の と れ ら の 結果 は , 人 体 の 
釣 東 性 皮 憎 炎 と 深い 結び つき が ある で あろ うと の 推定 か 
ら ,。 とれ を 検討 し た 向 。 温度 上 の 関連 性 が み られ た 。 
6. 土壌 内 に 於 ける 犬 釣 仔 虫 の 侵入 率 は 極め て 低 か つ 
た が ,15C, 88 で C。42'C を 除く 各 温 度 に 於 いて な お 若干 
Ac 認め られ , その 傾向 は 水中 の 場合 と 概ね 似 て い 


y Tr 
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7。 5 の 事実 か ら , 組織 侵入 性 と いう 面 を 通じ て 銀 察 
待た 。 第 隊 か 釣 他 了 の 導 且 前 の 圧 な は 8 敵 科 は 
の 経 層 的 侵入 と 密接 な 関係 を も つも の と 推定 され る 。 
終り に 本 研究 に 終始 懇 人 篤 な 御 指導 を 賜 わ つ た 森下 教授 
並び に 御 助言 を 頂い た 伏見 博士 , 御 助力 を 頂い た 荒 賀 秋 
子 氏 , 大 阪 府 池田 保健 所 井田 博士 ら に 裏 心から 感謝 致し 
ます 、。 
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SumnrmarY 


・ 


In the previous paper (Report 1)。 the author 
reported the results of the experiment on the 
tissue-invading activity of hookworm larvae im- 
mersed in water of various temmperatures, Stating 
that the invading rates rise at temperatures from 
24"C to 27^C and again at 37"C for 4. odez2 め , 
and at those ranging from 21"C to 24"C and 
again at 36"C for 4. cg22424777. 

The present paper deals with the results of a 
Similar experiment, using Soil instead water as 
medium. As in previous experirment, tubular 
pieces of rabbit intestine containing hurman Serum 
were applied, in the mode that they are placed on the 
moist sandy soil with hookworm larvae of known 
number, and kept at various temmperatureS ranging 
from 15"C to 42"C. wo hours after each proc- 
edure the number of larvae which penetrated into 
tissue, was calculated. From these results the 
following conclusions are derived. 

1) As to the tissue-invading activity, the larvae 
of 4. zogezgZz and 4. cgz2222 in Soil showed 
ahmost similar tendencies to those seen in Water, 
although the invading rates are generaljy lower 
than those observed in the latter, and especially 
辻 was the case for 4. c2242422. 

2) For 4. zogezg/e, the notable di 作 erences fromn 


previous results are that the tissue-invading rate at 。 


30?C is higher, while the rise of the rates at 36"C 
and 39"C iS not prominent. 

3) The tissue-invading activity of this species 
ijS most remarkable at temperatures ranging from 
24“C to 30"C, having 27"C as optimum. 

4) In the connection with this fact, 近 1S Very 
interesting to find that the occurrence of dermnatitiS 
among farmers working in kitchen gardens iS moSt 
common in September, at least in Osaka Prefecture, 
when the temperatures are whithin range of those 
Suitable for activity of the larvae of 4. Zzzoge の eg。 
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5) For 4. cgzzzz, the larvae which penetrated 
the tiSsue were observed only at temperatures 
187C。 21"C, 24"C, 27"C 30?C 36?C and 39?C. 
Furtheremore, even in these cases the invading 
rates were very low, being 0.005-0.282. 

6) The facts mentioned above seem to reveal, 








195 





with the results of previous experirment, that the 
invading activity of hookworm larvae may be 
Stimulated by the temperature, and 27"C may be 
optimal for 4. gzogezg not only in soil but also. 
in water as preViously observed. 








小 人 " 義 孝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 10 月 20 日 受領 ) 


序 1 


日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 で ある ミヤ イリ ガイ の 殺 減 に 
当 つ て , その 模 息 環境 改変 を 行 つ て その 目的 を 達し ょ う 
と の 傾向 は 最近 本 邦 に お いて 強く な つて , 既に その 一 部 
は 実行 に 移さ れ て いる 。 日 本 住 血 吸 和 虫 慕 延 地 に お ける ミ 
ヤ イ リガ イ 本 息 溝 の コンク リー ト 化 , 同 地方 水田 の 畑 
作 転換 の 施策 な いし 構想 等 が これ で ある 。 一 方 , 之 を 実 
施す る に 当 つ て は , ミヤ イリ ガイ の 適応 の 限界 を 越え た 
その 環境 改変 を 加え る と と が か 必須 の 条件 で ある 。 

ミヤ イリ ガイ が , その 了 飛 境 的 諾 条件 に た いし て 果して 
どの 程度 の 適応 性 を 有する も の で ある か に つい て , 未だ 
充分 明 に され て いな い が , 筆者 ら は ミヤ イリ ガイ が , て と 
の 環境 諸 条 件 に 対し て 幾何 の 適応 性 を 有する か を 知る 目 
的 で , ま づ 乾燥 に 対す る 抵抗 性 の 研究 を 行 つ て いる ( 小 
宮 ら , 1958) が , と れ が 棲息 する 地域 に より , その 抵抗 
性 に 若干 の 差 上 果 の ある と と が 認め られ た の で 以下 と それ に 


つい て 報告 する 。 
突 験 方 法 


実験 は 1958 年 3 月 27 日 より 6 月 19 日 まで の 12 週 間 に 行 


。 
つっ か 
フン / こ o 


本 実験 に 供 さ れ た ミヤ イリ ガイ は 立地 条件 に お いて 夫 
ネ の 特徴 を 有する 各地 に お いて 採集 し た (第 1 図 参照 )。 

採集 地 は 次 の と お り で ある が , と れ を と その 状況 に より 
乾燥 地区 (A) と 湿潤 地区 (B ) と に 予め 大 別 し た 。 

A. 乾燥 地区 

1。 中 巨 障 郡 竜王 町 西入 幡 : 雑木 の 王 生 する 荒地 。 
雑草 密生 する 。 降雨 に ょ り 湿潤 する の み 。 産出 ミヤ イリ 
ガイ は 殻 頂 完備 し 大 型 


YosSHITAr KOMIYA 錠 TOsSHIHIKO HIJIMA : 
Local difference of the resistance of 〇 co 
の SO の Zo7 の , the vector Snail of ScZzsZ の so が 2 の 7 の の 0722- 
cz22 in Japan, to dryness (1) (Department of 
Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


【 


ミヤ イリ ガイ の 乾燥 に 対す る 抵抗 の 地域 差 に つ ぃ て 人 1) 





WY 


飯 詞 利 


2。 竜王 町 西 公 幡 : A, 1 に 隣接 する 凹 地 。 地 表 丈 
ど 露 出 。 5 一 10 月 洪水 する も 冬期 乾燥 甚だ し い 。 産出 ミ 


ヤ イ リ ダ イ は 帝 頂 完備 し て いる 。 




















第 1 図 宮入 貞 採 集 地 略 図 


3. 中 巨 麻 郡 白 恨 町 上 今 諏訪 : 堤防 と 桑園 に 挟ま れれ 
た 溝 選 で 通 水 は 6 ~ 9 月 の 間 稀 。 砂 土地 に し て 乾燥 甚だ 
し い 。 産出 ミヤ イリ ガイ の 殻 壁 は 厚く , 殻 頂 完備 。 

4。 中 巨 麻 郡 八田 村野 牛島: 水田 中 の 溝 で あつ 
て , 6 9 月 の 間 に 通 水 す る が , それ 以外 の 季節 は 水 は 
潤 れ て いる 。 産出 ミ ヤ イ リガ イ は 殻 壁 厚く 殻 頂 完備 。 

B. 湿潤 地区 
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第 1 表 地域 別 ミ ャ イリ ガイ の 死滅 状況 

















Su、 - 普 革 身 建 町 三味 町 基 草 村 玉 川 村 電王 証 自 根 町 信田 村 宣 時 温 府 
59 awa ama 

反骨 期 間 ヽ 、 死 死 厳 死 死滅 死 死 貴 死 死滅 死 死滅 死 死滅 死 死滅 死 死 臨 oo 。 w と 

人 失 守 月) \、 内 率 内 率 内 率 内 率 内 率 内 率 内 率 内 率 

8 半 痢 94 和 0 13. 0 2N 用 
第 1 選 ( SV) を T 全 NO 3W 64 5 6 0 10 12 3 3 14.5 5.1 67.5 20.0 
が 2 GOV) 、 港 ( 困 主 補 - 生 笠 0 9 あお: も 1 2 11 13 18.8 9.5 69。1 21.0 
/3 (17/IV) 22 27 40 50 41 51 14 35 7 8 7 8 4 5 17 .21 16.5 10。0 78.5 22.5 
/4 (24/IV) 40 50 65 81 63 78 29 72 27 33 19 23 18 22 37 46 27.1 12.0 85.0 22.5 
/5 (1/V) 6Z 83 75 93 74 92 36 90 42 52 35 43 32 40 62 Z77 24.5 17.1 20.0 12.0 
/6 .(8/V) 76 95 80100 76 95 40100 49 61 59 73 44 55 76 95 22.0 15.2 70.0 20.0 
/7 (15/V) 2Z9 98 80100 80100 40100 67 83 65 81 71 88 79 98 23.9 14.1 81.0 20.0 
/8 (22/V) 80100 80100 80100 40100 78 97 80100 79 98 80O 100 24.0 17.5 82.0 33.0 
/9 (29/V) 80100 80100 8O100 40100 80100 80100 79 98 80O 100 26.3 21.0 74.0 28.2 
/10 (5/VI) 80100 80100 80100 40100 80100 80100 79 98 8O 100 29.8 21.5 85.0 55.0 
/11 (12/VI) 80 100 80100 80100 40100 80100 80100 80100 8O 100 28.5 21.7 84.0 55.0 
/12 (19/VI) 80 100 80100 80100 40100 80100 80100 80100 80 100 28.3 21.5 90.0 40.0 
1. 西 人 代 郡 三 珠 町 大 塚 : 当時 湿潤 の 清華 。 産出 ミ 

実験 成績 


ャ イリ ガイ は 腕 頂 完備 し 比較 的 大 型 。 

2. 中 巨摩 郡 若草 村 鏡 中 条 : 湿原 に し て 常 水 を 洪 え 
年 間 乾 燥 する と と な し 。 産出 ミヤ イリ ガイ は 殻 頂 久 損し 
小型 に し て 脆弱 。 

9. 東 八 代 郡 境川 村 : 常時 通 水 の 溝 泌 。 産出 ミヤ イリ 
ガイ は 吉 頂 完備 し て いる 。 中型 。 

4. 南 巨 卒 郡 身延 町 帯 金 : 草原 , 地表 は 召 苦 が 叢 生 
し て お り 例 年 冬期 は 征 乾 燥 する と は 云え , 5~10 月 の 間 
常 午 湿地 と な る 。 産出 ミヤ イリ ガイ は 殻 頂 欠 損し 脆 有 。 

以上 の 各地 より 採集 し た 宮入 貝 は , 充分 水洗 後 。 水 を 
満 し た シヤ ー レ ー 内 に 放置 し , 運動 を 開始 し た も の の みみ 
の 中 各地 区 夫々 成 具 ( 殻 長 約 5 mm 以上 ) の み 2.000 コ 
を 選出 し , 径 15cm の 大 型 シ ャ ー レ ー に 濾紙 を 敷き , 外 
部 の 水分 が な く な る まで 乾燥 し た 上 中 を 各 シ ヤー レー 200 
コブ つ 計 10 枚 に 収め て 放置 し た 。 

観察 は , 放置 後 1 週間 毎 に 行い , 各地 共 10 枚 の シヤ ー 
レー より 夫々 8 コ , 合計 30 ら を 無 作 意 的 に 抽出 し , 約 200 
CC の 水 を 入 れ た ビー カー 内 に 2 て 5 日 間 放置 後 圧 漬 し 
て 生死 の 鑑別 を 行 つ た 。 但 し 境川 村 で 採集 を 行 つ た 内 の 
み は 採 集 数 が 少 き に 失 し た た め 。 毎回 40 コ の 鑑別 に 止め 


= 


本 実験 中 の 室温 。 室内 湿度 は 1 週間 毎 の 最高 , 最低 を 
記録 し た (第 1 表 参 照 ) 





実験 成績 は 崩 


1 表 お よび 第 2 図 に 示す と お り で : 


va 
) や o 
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各地 より の 採集 ミヤ イリ ガイ の 中 , 乾燥 に 対し 最も 避 

















⑯$) 拉 遂 当 一 


2 


- 還 


5 
経 和 送 期 ( 週 ) 一 > 


第 2 図 地域 別 ミ ヤ イ リガ イ 死 滅 状況 
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い 抵 抗力 を 示し た の は , 前 に 湿潤 地 と し て 分 類 し た 三 珠 
町 及び 若草 村 よ ょ り 採 集 し た も の で , 三 珠 町 の それ は 乾燥 
開始 後 第 4 週 で 81.322, 第 5 週 で 93.822, 双 3 
は すべ て 死滅 し た 。 若草 村 の 内 は 第 4 週 に し て 78.75 
22, の ed "95.5% が 死 減 し 第 7 周 以 後 
は 100 錠 の 死滅 か られ た 。 

炊い で , 境川 村 の ミヤ イ リ ガイ の 死滅 率 が 






































高く , 身延 町 の それ は 第 5 週 に お い 83.8 劣 。 筑 6 作 
93.8 劣 , 第 7 週 98.82, 第 8 週 以 後 100 の 死滅 が , 
境川 村 の ミヤ イリ ガイ に あつ て は 。, 第 5 週 に お いて 90%,。 


第 6 週 以後 は 1002 の 死滅 が 認め られ た 

以上 は 湿潤 地 ょ り 採 集 の ミヤ イリ ガイ の 死 寺 状 況 て 3 
る が, Mc より の それ は 次 の と お り で ある 。 

すなわち 乾燥 に 対し 最も 強 ! 獲 六 條 8 と 示し た の は 白根 
町 (に お いて 採集 し た ミヤ ポ リガ イ で , 第 7 週 で 88 .8 多 , 
第 8 RA る 98.822, 第 11 週 以後 死滅 率 は , は じ 
ら て 100 多 に 達し 次 いで 竜王 町 1, の 上 貝 で 。 1 
に あつ て は 第 Y 骨 81. 8 多 , 第 8 週 以 後 1002 の 死滅 , 
II に あつ て は 第 Y 週 83.82, 筐 8 週 97.5 多 , 第 9 週 以後 
10022 減 た 

八田 村 に お い -~ 和 し た ミヤ イリ ガイ は , 第 6 週 に お 
いて 95.5 多 , 第 7 週 に お いて 98.8 多 , 第 8 週 以後 100 多 
に 達し た 。 た で ゞ さ し 当 該 地 の ミヤ イリ ガイ の 死滅 率 は 湿潤 
度 の 高い 各地 で 採集 し た 上 貝 の 死滅 率 と 比 し 差 は みとめ ら 


=! 


\ 


マ 


考 察 


【 上 の 成績 より ミヤ イリ アイ の 乾燥 に 対す る 抵抗 性 の 


b 寺 を 投げ る に 。 同一 条 作 下 に お いて 完全 死 小 に 列 
は 。 最低 は 三 匠 町 の 6 通 日 で あり 。 最長 は 自 根 町 の 


11 週 日 で と その間 に 5 週 日 の 差 が 認め られ た 。 

之 を 策 詳 送 す る に , 湿潤 地区 の 一 つ : 珠 町 に お い て 
は 第 4 週 で と の 81.3 が 死滅 【 0 衝 乾燥 地区 の 一 
つの 白根 町 の 第 4 週 の 死滅 率 は 僅か に 22.522 で あり , と 

が 88.8 多 の 死滅 に は Y ' 週 を 要 し た 。 本 実験 に お い 
て , 最も 強い 抵抗 性 を 示し た も の と , 最も 弱い 抵抗 性 
を 示し た も 人 一 死滅 率 に 達する に 約 2 倍 に 近 
ek の 差 が か みとめ られ た 。 双 , 棲息 地 の 湿 潤 度 の 

珠 町 , 身 % 果 」 各 草 村 , 境川 村 の 内 の 抵抗 性 は 殖 
。 逆 6 に 乾燥 度 の 高 竜王 町 1. l, 白根 町 の それ は 抵 
抗 性 強く , と の 両者 に は 明 に 若干 の その 抵抗 性 の 差 が 認 


' あ る 


め ら れる 0 匠 


一方 , 以上 の 拡 抗 性 の 強弱 は , た と えば 内 の 殻 頂 の 完 














本 の と は 関係 が な いと と は , ひと し く 帝 中 の 
E 備 し て いる 三 珠 町 (温湯 好 ) と 白根 町 (乾燥 地 ) と の 
間 - 著 し い 抵 抗力 の 差 が ある と と , お よび 殻 頂 の 欠損 き 
る 身延 町 (湿潤 地 ) の と れ が , その 完備 せる 三 珠 町 等 
(湿潤 地 ) の それ に 比 し と の 抵抗 力 が や ゝ 高い 傾向 紀 
る 事 な ど が 示唆 し て いる 。 
次 に 問題 は , 然 ら ば 如何 に し て , その 棲息 地 の 状況 差 


ゃ 


に よ ょ りか ょ うな 抵抗 性 の 差 が 生じ た か と いう と と に ある 


け で ある が と の 点 に つい て は , と れ は 或 は ミヤ イ 9 


て は , は 
ガイ が 後天 的 に 乾燥 に 対す る 抵抗 性 を 獲得 し た も の か ぁゃ 
知れ な い が , 或 は 乾燥 地区 に あつ て は , 乾燥 に 強い 中 株 
(Strain) が 選択 的 に 生き 残 つ た 結果 で ある か ゃ 和 梓 
うう 想定 も 一 応 成立 する 。 と れ ら の 点 に 関し て は 3 


に 今後 実験 の 結果 改め て 触れ る と と と する 。 


な お 人 ミヤ イリ ガイ Wo と 
抵抗 性 に お いて ほとん ど 差 が 認め られ な か つた の て あぁ 
$ ら が, と れ は ド 計 地 の 縛 X 棲 皿 地 が 河川 ( 近い 潮 忌 で も あ 
る 関係 上 お そら く 冬 期 に お いて も 相当 の 湿潤 状態 が 維持 


で ーー 


に こめ で も あろ うか 。 


4 し に し ざ マリ / こ に / 


結 論 


山梨 県 の 地表 湿度 の 異 る 8 地域 の 宮入 貝 の 乾燥 に 対す 

る 抵抗 性 の 比較 試験 を 行 つた 。 

その 結果 は 一 般 に 湿潤 度 の 高い 身延 町 , 三 珠 町 若草 
和 境川 村 の 棲息 地 よ り 採 取 し た ミヤ イリ ガイ の 抵抗 尾 

# 乾 燥 度 の 高い 竜王 町 1, , 白根 町 の 棲息 地 よ り 採 取 
し た それ ら に 人 比 し 若干 低い と と が わか つた 。 


本 論文 の 要旨 は 昭和 33 年 第 18 回 日 本 寄生 虫 学会 東 目 
本 支部 大 会 で 発表 し た 。 
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Summary 


Oncomelania snail (O. zoso ヵ ozZ) from di 括 erent 
8 habitats of the endemic area of Yamanashi Pre- 
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fecture were collected and exposed to continuous 
desiccation and their resistance to dryness Was 
observed. The results revealed that snails from 
the dried habitats had a rather higher resistance 
to desiccation than those from the wet habitats. 





集団 駆虫 か ら 得 た 排 中 数 で 釣 虫 分 布 を 推定 する 方 法 に つい て 


b) 





〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 笛 


(2) 駆 出 時 間 別 釣 虫 の 保有 者 数 , 排 是 数 な よび 優 占 度 


件 田口 利幸 
三井 鈴 山 三池 鉱業 所 保健 課 


小 称 


及 夫 


宮崎 県 宮崎 保健 所 
(昭和 33 年 11 月 1 日 受領 ) 


著者 (牟田 口 ) は 前 報 で , 集団 駆虫 お よび 入院 駆虫 を 
行 つた 場合 , 宿 主 に ょ つて 出 時 間 の 相違 か ら 4.,Wr. 
の 排 虫 数 に 変動 が あり 必ず し ゃ 4. み と rg. の 排 虫 
状態 が 平行 的 で は な く , 宿主 に よ ょ つて 4.. が 初期 に , 
が rg. が 初期 に , 殆 ん と 平行 的 に 駆 出 きれ る と いう 8 型 を 
観察 し た 。 し た が つて 集団 駆虫 か ら 得 た 排 虫 芝 を 基 と し 
て 両 種 釣 虫 の 分 布 を 推定 し ょ うと すれ ば , 駆 出 時 間 の 長 
短 が 大 きく 影響 する と と を 認め 報告 し て お いた 。 

今回 は , 宮崎 県 の 中 部 地方 お よび 南部 地方 17 町 , 部 落 
の 釣 虫 保有 者 群 を 集団 駆 上 中 し た 際 得 た 資料 を 分 析 し , 駆 
昌 時 間 別 の 4., Ag 両 種 釣 虫 の 保有 者 数 , 排 虫 数 お よ 
び 優 占 度 を 比較 検討 し , 再び 集団 駆虫 に お ける 適切 な 作 
業 方 法 を 排 虫 状態 か ら 吟 味 し て みた の で , その 成績 を 報 


に - キ ボス 


ログ う や oo 


集団 駆虫 法 

1) 1 回 投薬 の 集団 駆虫 法 は 前 報 に 同じ 

2) 2 回 投薬 の 集団 駆虫 法 は , 釣 虫 保有 者 に 前 日 の 
食 を 禁じ , 硫 マ 80g を 多量 の 水 と 共に 服用 させ , 翌朝 四 
塩化 エチ レン 4.5g を 投与 ,. それ か ら 2 時 間 た つて 硫 て 
30g を 水 と 共に 服用 させ , 夕食 か ら か ゆ を 
翌 日 再び 四 塩 化 エ チレ ン 4.5g を 投与 し , 2 時 間 後 硫 て 
830g を 服用 させ た 。 排 虫 調査 は 第 1 回 の 投薬 か ら 8 時 間 


し と 、 ュ ナチ - の ) 
の の だ 。 な だ の 


*TOSHIYUKI MUTAGUCHI & **SUkEo KOMAKTI : 
Studies on the estimation of a geographical hook- 
worm distribution by means of the number of 
hookw@rm discharged by mass treatment (2) 
The number of hookworm discharged at varying 
intervals of time after administration *(Section 
of Health, Mitsui Miike Mining Company 負 
* ネ Miyazaki Health Center) 
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後 , 24 時 間 後 , 32 時 間 後 の 3 回 に 理 つて 行 つ た 。 


成 績 

1. 宮崎 県 中 部 地方 に お ける 釣 虫 の 駆 出 時 間 と 分 布 き 
の 関係 

昭和 31 年 3 月 か ら 9 月 まで に 理 つ て , 宮崎 市 を 中 改 紅 
11 ヶ 所 の 町 , 部 落 の 住民 を 対象 と し て , 沙 抹 法 お よび 久 
和食 塩水 浮 済 法 の 検便 に つぶ ゞ く 集 団 駆 昌 を 実施 し , 授業 
みか ら 8 時 間 後 まで と , 24 時 間 後 まで に 得 た 排 虫 数 で , 当 
地方 に お ける 両 種 釣 虫 の 分 布 状態 を 検討 し て みる と 第 # 


投薬 か ら 8 時 間 後 まで と 同 24 時 間 後 まで と に 排出 き 者 
た 両 種 釣 虫 の 虫 体 数 を 比較 し て みる と , 比較 的 に 開い た 
部 落 は 。 保 有 者 数 で は 宮崎 市 南 才 部 落 (8 時 間 後 ま で の 
比率 4. 100 : g. 275 に 対し て 24 時 間 後 まで の 馬 事 
4.. 100 : Ag. 183), 宮崎 郡 広瀬 町 田島 部 落 ( 8 時 間 人 
まで の 比率 4.. 100 : g. 151 に 対し て 24 時 間 ま で の 


に 


ーー- 


比率 は 4.. 100 : We. 124), お よび 宮崎 市 江 住 原 地代 
(8 時 間 後 まで の 比率 4.. 100 : gz. 198 に 対 し て 24 財 
間 後 ま で の 比率 4. み 100 : 2. 173) な ど で あ り , 排 席 
数 で は 宮崎 市 江 住 原 地区 (8 時 間 後 まで の 比率 4.. 100: 
rg. 1500 に 対し て 24 時 間 後 まで の 比率 4. 100 : W@ 
1020), 宮崎 市 南 才 部 落 (8 時 間 後 まで の 比率 4.9. 100: 
/. 6. 1540 に 対し て 24 時 間 後 まで の 比率 4.. 100 : Ag 
1110) お よび 宮崎 郡 住 上 原町 上 新町 ( 8 時 間 後 ま で の 双 
率 4. 100 : Wg. 1590 に 対し て 24 時 間 ま で の 比率 4@ 
100 : Mg.1820) な ど で あ つた 。 そ と で 投薬 か ら 8 時間 
後 ま で と 同 24 時 間 後 まで と に つい て 部 落 ご と の 4.@ を 


MrZ. と の 保有 者 数 と 排 虫 数 か ら 優 占 度 を 計算 し て みあ 
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と , 一 見 殆 ee ポー 
は か な り 変 動 し , 中 で も 南 才 部 落 は 著しく 相違 し た 。 
2. 宮崎 県 南部 地方 に お ける 釣 虫 の 駆 出 時 間 と 分 布 と 
の 関係 

に 昭和 30 年 10 月 か ら 同 82 年 10 月 まで の 間 , 宮崎 県 串 
間 市 市 木 地区 の 6 部 落 の 住民 を 対象 に , 沙 抹 法 お よび 飽 
和食 塩 水 浮 済 法 の 検便 を 行い , 釣 虫 保有 者 に 対し て は 駆 
取 を 実施 し , 第 1 日 目 の 投薬 か ら 8 時間 後 , 24 時 間 後 , 第 
2 日 目 の 投薬 か ら 8 時 間 後 に 排出 され た 虫 体 を 調査 し , 
本 地方 に お ける 両 種 多 虫 の 分 布 を 吟味 し て みる と 第 2 表 
の 通り で ある 。 そ の 比率 が 比較 的 に 開い た 部 落 は 保有 者 
陸生 
122 に 対し て 24 時 間 後 まで の 比率 4.. 100 : .g. 100, 


92 時 間 後 まで の 比率 4.2 100 : We 96), 小 持田 部 落 (8 
時 間 後 まで の 比率 4. み 100: ん r.g. 170, 24 時 間 後 まで 


の 比率 4. 100 : .g. 180, 32 時 間 後 まで の 比率 4. み 
100 : We. 154) な ど で あ り , 排 虫 数 で は 石原 部 落 (8 
時 間 後 ま で の 比率 4.. 100 : rg.1650, 24 時 間 後 ま で の 
比率 4.. 100 : rg. 1820), 舶 部 落 (8 時 間 後 まで の 比率 
42. 100 : .g. 620, 24 時 間 後 まで の 比率 4.. 100 : 
We. 500) な ど で あ つた 。 投薬 か ら 8 時 間 後 ま で と , 24 
時 間 後 まで と , 32 時 間 後 まで (2 回目 の 投薬 か ら 8 時間 
後 ま で) について, それ ぞ れ の 優 占 度 を 算出 比較 し て み 
る と 矢 張 り 相 違 し , 投薬 回 数 お ょ び 駆 出 時 間 の 長短 と 左 
右 さ れ て 部 落 の 順位 が 変更 され た 。 


考 察 


釣 虫 の 駆 束 作業 に た ず さ わ つて 痛感 され る と と は 。 本 
種 が 他 の 腸管 内 寄生 虫 に 比較 し て 完全 駆虫 が 非常 と な ず 
かしい と て ある 。 戦役 だす 】 識者 の 間 で て で 釣 』 上 虫 の 分 布 相 が 准 
大 きれ つ ゝ ある が , 方 法 の 大 部 分 は 


眼 さ れ , 調査 地 が 拡 
集団 駆 上 に よる も の で , それ か "AS と 基礎 と し 


分 布 状 態 が 推定 され て し か し ,` そ の 
方 法 に つい て は 大 い に 検討 され ね ば な いみ 思わ れ 


2。 すなわち 実際 に 得 た 保 和 有 者 数 お ょ び 排 数 は 使用 
剤 , 投薬 回 数 , 駆 出 時 間 の 長短 , 保有 者 の 体質 , と の 他 
種々 の 条件 に 到 配 され て いる の で ある か と 真 の 値 を 得る 

と と は な か な か 困難 で ある 。 し か し と れ ら の 中 で 投薬 回 
才 と 駆 出 時 間 位 は 研究 者 の 間 で 統一 し て お か ね ば , 本 邦 
お ける 釣 虫 の 分 布 を 統合 的 た 比較 検討 する 場合 非常 に 
衣 障 を きた す と と に な る 。 し か し 今日 まで 報告 さ 
献 に は 未だ と の 問題 に は 4 


れ た 文 
り ふ れ て いな いよ う で ある 。 


著者 は 如 上 の 問題 に つい て で 第 1 報 で 作業 能率 


( 47 ) 
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や 排 虫 状態 な ど を 充分 考慮 し て 1 回 投薬 の 24 時 間 後 まで 
の 濾 便 を 採用 する と と を 提案 し て みた 。 

今回 も 再び と の 問題 を 吟味 すべ く , 各 町 , 部 落 を 対象 
に 1 回 投薬 法 に つい て は 投薬 か ら 8 時間 後 ま で と 24 時 間 
後 ま で に , 2 回 投薬 法 に つい て は 第 1 日 目 の 投薬 か ら 8 
時 間 後 と 24 時 間 後 まで , 第 2 日 目 の 投薬 から 8 時 間 後 ま 
で に 得 た 虫 体 数 を 基礎 と し て 4. み , Ag. 両 種 釣 虫 の 保 
有 者 数 , 排 虫 数 お よび 優 占 度 を 調査 比較 し て みた 。 す な 
わ ち 一 回 投薬 の 集団 駆 忠 を 行 つ た 宮崎 県 中 部 地方 11 ケ 所 
の 町 。 部落 の 釣 虫 保有 者 を 駆 躍 し て みる と , 投薬 か ら 8 
時 間 後 まで の 排 虫 者 数 は 354 名 の Y7.8, 排 虫 数 は 4. み 
1710 匹 , rg. 14035 匹 に 対し て 同 24 時 間 ま で の 排 虫 者 数 
は 381 名 の 83.7 多 , 排 虫 数 は 4.. 2153 匹 , が .g. 15989 匹 
と な り , 1 回 の 投薬 量 で 駆 出さ れる 虫 体 数 は 原則 と し 
Sa ror 
し 24 時 間 後 まで と 排 浴 を 見 た 保有 者 数 お び 由 体 数 が 決し 
て 分 布 相 に 影響 が な いと は いわ れ な い 。 と れ ら (8<24 
に きら れる 保夫 者 際 あ よび 活 立 ) も 京 麻生 人 
こ 部 落 群 の 両 種 釣 虫 分 布 相 が か な り 異 な つて くる 
と と が 本 調査 に よ つ て 明らか に され た 。 そ の 事実 は 更に 
2 回 投薬 の 集団 駆虫 を 施行 し た 宮崎 県 串間 地方 の 6 部 落 
の 調査 に ょ つて も 認め る と と が で きた 。 す な わ ち 4. み 
と rg. と の 相対 的 関係 は 1 回 投薬 法 と 2 回 投薬 法 に よ 
つて 相 違 し , また 駆 出 時 間 の 長短 に ょ つて も 影響 され て 
いる と と を 知 つ た 。 夏 に こ > で 再度 集団 駆 昌 法 の 協約 が 
必要 で ある と と を 強調 し た い 。 


人 よ の ま 


結 論 


90 お か も 半 生 8 鐘 まで 和 ま か 人 
宮崎 県 び 南 部 地方 の 17 ヶ 町 。 部 落 の 住民 を 対象 
ど セ て 集団 検 お ょ び 釣 虫 の 集団 駆虫 を 行い , 得 られ た 
排 虫 数 を 基礎 と し て 釣 束 の 分 布 状態 を 検討 し , 下記 の 如 
き 成 績 を 得 得 た 。 

1) 集 団 肛 貝 に お いて 1 回 抽 業法 より 2 回 生 が 拓 
虫 状態 が 良好 で あり , 排 虫 数 も 投薬 か ら の 時 間 の 長い 程 
多い 。 

2) し た が つ 
が rg. 両 種 釣 虫 の 
明 し た が , 他方 また 
な い 。 

3) 今日 まで 各地 に お いて 釣 虫 の 分 布 が 逐次 発表 され 
て きた が , その 基礎 と な る 集団 駆 由 か ら 得 られ た 排 虫 数 
は 駆虫 方 法 が まち まち で , 将来 釣 虫 の 分 布 相 を 弧 合 的 


て 投薬 回 数 お よび 駆 出 時 間 の 長短 は 4 のみ 
分 布 を 推定 する 上 に 大 切 で ある と と が 判 
作業 能率 も 充分 考 席 し な けれ ば な ら 
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第 1 表 宮 崎 県 中 部 地 方 に お け る 






































駅 排 投薬 な あら 8 時 間 後 まで 同 8 24 時 間 

部 落 中 昌 虫 ーー で 抽 - 
者 者 率 保 有 者 数 排 虫 数 排 虫 数 

数 数 。 を 4g 421 yz 42 az 。 42 AM 絹 革 
宮崎 郡 広瀬 町 宮本 部 落 32 23 71.9 2 14 7 37 791 2 15 
/ / 奈良 木 26 24 凍る 14 6 148 1547 32 158 
/ / 原 / 80 67 83.8 2 34 29 273 3284 66 211 
/ / 田島 / 59 55 93.2 4 29 21 360 3628 71 800 
/ 佳 原町 上 新町 16 15 SS 全 還 8 2 102 162 38 92 
/ 生 目 村松 牟田 部 落 17 14 間 あ 3 9 3 29 250 2 47 
/ / 下 富 吉 / 24 24 100.0 0 20 4 166 1354 26 47 
宮崎 市 大 路 / 23 23 100.0 3 15 2 256 274 36 62 
/ 岩 切 57 47 82.4 9 19 12 176 295 49 39 
/ 江 住 原 地区 101 73 72.3 8 21 35 145 2172 106 395 
/ 南 才 部 落 20 16 80.0 。 1 3 さ 18 278 15 88 

第 2 表 宮 崎 県 汗 間 地 方 に お け る 

販 排 排 投薬 な から 8 時 間 後 まで Sn 同 0<24 時 間 52 時 
部 落 。 東 昌 保有 者 数 排 虫 数 排 虫 数 保有 者 数 排 虫 数 排 了 数 

。 給 科 Ji 2 RS な 4 4.7. E 

数 数 。 る 49 + Weg.49 み が ec. 49 み We. 4.9 十 eg.4 み Mg. 4.2 が g 4 
1 EC /V.g. が 還 デ だ 3 軒 

租 部 落 31 29 93.5 2 20 7 3812342 100 68 1 23 5 4812410 


中 福良 30 29 96.7 3 15 7 146 1288 7 人 7 35831317 2 53 
北 / 38 37- 。、 6 23 6 219 1973 48 434 ーー) 5 2672407 35 346 





小 持田 / 43 4 6 る 6 14 20 108 424 6 4 5 4 旨 2 ま 相 9 大 41 

右 濾 / 66 54 81 .8 16 16 22 194 807 41 148 15 20- 39. 235 955 
石 原 / 73 63 86.3 ク 2 5 89 160 2647 53 164 2 0" 30 2 は 535 は 

検討 する 上 に 大 き な 才 障 を きた す と と が 考え られ ろ る の で 四 塩 化 エ チレ ン 8 お よび アデ アス カリ ドール 製 天 に よる 鏡 ! 

統一 的 な 方 法 を 協定 する 必要 が ある 。 oN 

1 

文 貢 Summary 1 

1 

1) 小宮 義孝 (1954) : 各種 駆虫 剤 に よる 釣 昌 集団 世 Feacal examination and mass treatment of 1 

申 後 の 虫 体 お よび 躍 卵 の 排出 状況 。 1, 中 体 排出 状況 hookworm were carried out on the inhabitants 需 < 


寄生 虫 誌 。2 (3 3④⑳, 45. 一 2) 小宮 義孝 ら (1952) : 17 villages of the central and southern parts of 
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多 虫 集 団 駆虫 と 分 布 と の 関 促 
































同 0<24 時 間 後 ま で 4.2 に 対 す る が 6 の 比 0 一 8 0<24 
emー 保 有 者 数 排 Pi 半 時 間 時間 
人 寺 半 生 失 99 陸 間 。 82 時 間 0 一 8 的 間 8 て 200 間 を 条 
4 信 2T gz 42 Mg 4 み 4 Mg 4@2 が Mg 42 Me 49 Me 

只 15 6 39 806 100 131 100 124 あま: 1.0 20.6 5.2 5.1 

3 15 6 180 1705 / 133 / 117 / 10.4 / 9.5 3.6 3.3 

人 37 28 339 3495 7// 175 // 167 / 12.0 / 10.3 4.5 4.1 

1 39 13 431 4428 7 151 / 124 / 10.1 / 10.3 3.9 3.6 

4 10 1 140 254 7/4 77 / 79 / 15.9 / 18.2 3,5 3.8 

1 9 4 31 297 / 120 / 130 / 8.6 / 9.6 3.2 3。5 

0 20 4 192 1401 / 120 / 120 / 8.2 / y 3。1 3.0 

3 17 3 192 336 / 94 / 100 / 10.7 / 3。5 3.2 3。4 
11 26 10 225 334 // 111 7// 95 / ま 。 プ / よら 1.4 を 

9 28 36 251 2567 / 193 / 173 / 15.0 / 10.2 5.4 4.2 

4 5 7 33 366 / 275 / 133 //4 15.4 / 11 .1 6.5 3.8 

負 東 集 衣 虫 と 分 布 と の 関係 

同 0<32 時 間 4.2 kc 対 す る Me の 比 ( oc 
保有 者 数 排 下 数 cs 2 eo.) 間 問 

ーー - 0<8 時 間 8<24 時 間 人 ご 2 0 こ 8 時 間 3<24 時 間 2 て 人 計 優 占 優 上 

4 み 時 間 ンス - 時 間 

と スス We 4z スス Xk 4% Aa 4 メ 2 We 4 Wa Aa 人 衝 
100 123 100 117 1.0 6.2 1.0 5.0 2.8 2.4 

7 1 181 1370 7// 2 本 100 100 96 / 8.8 / 8 人 上. の た 全休 る ス ) 他 。 拓 2 

6 28 4 300 2753 / 100 94 / 94 7/4 9.0 / 9.0 まま 3 人 (を 王 ( : 揚 二 

5 19 18 128 479 / 170 / 180 / 154 // 3.9 / 法 午 。。 ゲー 人 222 本 が 本: 例 5 導 
「 2 間 半 *- EE 9 は >> が し あ . 寺 ちい 
7 222、 が 226 が ゲ 3 が が .】 人 光導 80 5 馬 


Miyazaki Prefecture. Judging from the number of 
discharged hookworm, it has become clear that 
twice-prescription was better than once for @eXx- 
terminating hookworms.。 Therefore, i was also 
realized that the frequency Of preScription WaS 4 
very important factor to preSurme a geographical 
distribution of hookwormnS。. 

The geographical hookworrm diStribution have 


( 49 ) 


been clear in every part of thiS country, but 
is regrettable that the problems of di 人 culty 
inspecting of hookworrmn distribution and difference 
of extermination method of hookworms have not 
been solved. 

本 hiS method ijS satisfactory and indispensable 
aS a eStimative method for hookworm distribution。 
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Larva migrans に 関す る 研 
(1) 犬 台 虫 感 幼 虫 の 期 (Stage) に つい て 


お 古人 板 . 坪 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 東部 
(昭和 33 年 11 月 4 日 受領 ) 


遇 虫 幼虫 の 形態 に 関し て の 報告 は 数 多く 見 られ る が , 卵 内 幼 昌 の 観察 は と も か く 種 と 人 え ほぼ 同時 期 に 相当 
た と えと それ が 発育 史 に に 関す > 研究 で あつ て も 感染 幼虫 の する と 思わ れる 感染 幼 東 に と の ょ ) た * 認 め ら れる 事 
被 博 に つい て 言及 し た も の は 比較 的 少 いよ うに 思わ れ 実 を 「 幼 虫 の 脱 形 と 期 Cstage)」 ょ いう 観点 を 中 心 と し 
る 。 人 炎 虫 束 は 了 上 に つい て は と れ を 耕 定 する よう な て 考察 すべ く 犬 幼生 昌 の 統 二 と 感応 の 形態 お 
論文 は 見 当ら な い が , 犬 問 虫 に つい て は 衣 定 的 な も の と 期 に つい て 若干 の 観察 を 試み た の で と ゝ 報告 3 
否定 的 な る の と が 見 られ る 。 即ち Schacher (1957) は 
マウス 太 び イス の 体内 に ひる 大 細 の 人 を 形 の 
態 学 的 に 観察 し , その 束 卵 か ら 得 た 感染 幼虫 に 被 輌 を 記 観察 は , (1 ) 貝 卵 100 コ 算定 に ょ る 犬 咽 虫 の 近日 前 
載 し て いる が , 森 て 1957) は 「 浅 田 ・ 豊 田 ・Stewart・ 幼 和 虫 形成 率 。 (2 ) それ に 伴う 形態 的 変化 , 特に 被 博 ・ 


吉田 等 が 認め て いる 如く 被 斉 幼虫 で は な い 」 が 「 脱 殻 後 脱 囚 に つい て , (3) 脱 博 前 後に お ける マウ ス へ の 感 





の 卵 親 内 に は 薄膜 が 残存 する か 夷 の 脱皮 と は い 難い 」 状態 。 の 3 項目 に つい て 行 つ た 。 
し, 第 1 期 幼虫 を 以 て 感染 を 行 つ て いる 。 Nichols 0 ) dP よ ょ つて 得 た 雌 成虫 の 子宮 末 莉 
2 の に 
(1956 b) は 7ozocgz cgZs, 4scgzzs 2 の ZZco22es 等 の ら 採り 出し , 1 多 フ ォ ァ ン 水 を 用 いて 30『C で 和 通知 


各 効 虫 の 形態 学 的 比較 を 行 つ た が 何れ に も 技 軸 を 記載 し 養 し , 適時 と の 一 部 を 白金 耳 を ir ミ 取 り 観 察 に 供し 
て いな い 。 し か し これ ら の 感 6 を こ 期 幼虫 と 呼 た 。 

で いる 。 Sprent(1956) は 猫 顕 中 の 幼虫 に つい て 遇 化 時 に (2) 鏡 検 標本 の 作製 に あみ た つて は , 供 試 卵 を 30% ア 
は 1st stage の cuticular sheath に 入 つ た 2 nd stage ンチ フ オ ルミ ン に 80 か 以上 浅 江 ほし, 次 いで 数 回 水洗 し , 








larva で ある と 記載 し 且つ と れ を 図示 し て いる 。 スラ イド グラ ス 上 に お いて カバ ー グ ラス を か け て 軽く 
者 才 は 且 細 反 お ょ び 犬 遇 虫 の 夫々 感染 能力 が 充分 に あ 人 迫 し 効 虫 を 脱出 せしめ , 周 を ワ ゼ リン で 封じ 用 に 応 じ で 
る と 考え られ る 培養 5 週 齢 (千葉 , 1936) 及 3 週 齢 以上 は 熱 固 定 を 行 つた 。 


ュ ナ ェ 


の 卵 ( 豊 1931 ・Sprent, 1952 : Tiner, 1953 : Sadun, (8) マウ ス へ の 投与 方 法 : マウ ス は 15-20g 4 
1957) を 用 いた 感染 実験 を 行う に 当り , 圧 出 幼 下 を 観察 週 の も の を 用 い , 虫 卵 の 投与 は すでに 小林 (1958) が 記 
し て 豚 KM が 毎回 彼 輸 を 有 す < る 幼虫 で ある の に 対し 載 し た ど と く , 白金 耳 の 輪 の 部 分 に 貝 卵 を 附 着 せしめ , 
犬 遇 虫 幼虫 で は 常に 彼 輔 を 認め 得 な いと と に と 気付 いた 。 と これ を 直接 マウ ス の 口腔 に 挿入 し 王 取 足下 せしめ て 行う 
圧 出 効 和 SueA な 外力 が 作用 し て いる の で 一 応 卵 内 た 。 と の 方 法 は マウ ス の 保定 (マウ ス の 頭 部 の み を 出し 
効 虫 に つい て も 同様 の 観察 を 行 つ な た 処 , 観察 は to で は て 全身 を ガー ゼ 等 で くる み 掌 中 に 把持 する ) が 適切 で あ 
あつ た が 豚 頭 虫 効 虫 で は 特に その 運動 時 に 下 体 の 一 疾 れ ば , 殆ど 抵抗 騒 提 する と こと も な く 自 発 的 と も 思わ れる 
両 適 又は 凌 曲 部 等 に 投 輔 を 認め 得る も る の が あ た に か か 暗 下 を th 特に 駄 形 物 を 必要 と し な いた め 正 卵 の 大 量 
わら ず 。 犬 怠 虫 幼虫 で は 確認 する と と が 出来 な か つた 。 投与 に 際 し て も 量 的 な 無理 が 少 い の で は な いか と 思わ 胡 








で る ド 】 
TOsSHlO ISHII: Studies on larva migrans (1) 
On the stage of the infective dog ascaris larvae 
(Department of Parasitology, National Institute 


は 
of Health, Tokyo) ( 





尚 。 投与 し た 虫 卵 は アン チ フ オル ミン 等 に ょ る 前 処置 
わら 養 器 ( 巨 ) か ら 李 き 取 つ た ま ゝ の も の で ある 。 
4) 投与 後 の 観 察 は , 他 の 実験 で マウス に 投与 し た 


( 50 ) 








5 2 欧 


日 的 
博 ・ 





昭和 34 年 4 月 (1959)]〕 

大 咽 虫 は 主 に 8 15 時間 の 間 に 廻 腸 を 中 心 と し た 小腸 下 
部 か ら 形 腸 に か け て 明 化 侵入 する と と , 24 時 間 後 に は 肝 
と 多く 見 られ る と と , 5 日 以上 で は 殆ど 全身 か ら 見 出さ 
れる と と を 知 つ た の で , 3 匹 の マウ ス を 用 い 4 時 間 後 。 
: 年 
幼虫 を 検 し て 行 つ た 。 

と の 検索 の 一 部 は トリ プシ ン 消 化 に よ ょ つた 。 Sprent 
(1952) は 8 日 以内 の 幼虫 に は トリ プシ ン 消 化 法 が ペ プ 
シン 消化 法 に 優る と し て いる の で , と の 法 に 従い 0.5% 
トリ プシ ン 一 生理 食塩 水 液 (N10 NaOH で pH7) 中 
に 細 切 し た 臓器 を 入れ 387'C で 1 夜 消化 後 , が ー ゼ で 濾過 
し 遠心 沈 湯 し と の 沈 溶 を 検 し た 。 


結 果 


1 効 虫 は 培養 後 5 日 目 に は じ め て 10% の 出現 を 見 , 
以下 6 日 目 482, 7 日 目 9822, 8 日 以後 97% の 出現 率 を 
みとめ た 。 

2 効 昌 の 形態 的 変化 

ij) 5 日 目 : 食道 部 , 消化 管 部 , 尾部 を 夫々 大 明 部 。 不 
左 明 部 。 透明 部 と し て 漠然 と 三 大 別 し 得る の み で 全体 に 
呈 り 光輝 性 の 或 は 不透明 営 色 の 大 小 の 頼 粒 に 富ん で い 
る 。 消化 管 部 は 題 粒 の 密度 が 特に 高く , 食道 部 は 虫 体 の 
中 心 部 に 密度 が 高く 夫々 の 原 基 性 の も の と 思わ れる 。 全 
て の 内 部 構造 が 判然 と し な いと 同時 に と の 期 の 幼虫 は そ 
の 表皮 も 非 薄 ご あり 全般 に 繊細 非 薄 な 観 を 呈し , 卵 衣 か 
ら 圧 出せ し め る と 間もなく 運動 が 鈍り 静止 取 は 変形 ( 膨 
隆 ) 破壊 され て し まう も の が 多い 。 と の 変形 破壊 は 食道 
に お いて 起 る と と が 多く 特に と の 部 の 肥 計 を 思わ し め 
る も る の が ある 。 運動 性 も 抵抗 力も 成熟 功 虫 に 比べ て 廷 に 
低い ょ う で ある 。 口腔 , 排 港口 , 肛門 な どの 開口 は 認め 
上 の 形成 は 5 7 日 の 間 に 殆 ど が な され る の で 当然 
新旧 の 幼 東 を 混 じ て くる 。 と の た め 以 下 は 成長 も 進み 。 

メ 式 程度 数 的 に る 代表 し 得る と 見 られ る 幼虫 の 形態 に つ 
いて 述べ る 。 

ii) 8 日 目 : と の 時 期 は 概して 特有 な 変化 は み ら れ な 

, 初期 幼虫 に 比 し 繊 細 非 薄 膨 満 観 が 緊縮 し , 又 粒 
が や ゝ 沙 じ 透明 感 を 増し て き て いる 。 食道 , 消化 管 は や 

ゝ 太 然 と し て くる が 他 の 構造 は 認め 難い 

操 ) 10・11 日 目 : 口腔 が 漏斗 状 に 形成 され , 同時 に 排 
cy 肛門 が 認め られ る 。 食道 は 口腔 か ら 消 先 管 始 部 に 
至る 管状 構造 と し て 弱 拡 大 で も 認め られ る よう に な り 


0 (1956 a) の い う dorsal oesophageal gland 
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の 明らか に みみ られ る も の も あり 一 応 成熟 幼虫 に み ら れ る 
ょ うな 体制 を 称え て きた も の と 思わ れる 。 清 化 崇 の 輸 部 
も 画 然 と し て くる が , 発育 の 庫 い も の で は 腸管 の 細 移 
が 判然 と し て いる (写真 A)。 

と の 時 期 に 体 表 か ら 分 離 * し た 被 輌 が 虫 体 の 先 , 後 導 
或 は 紹 曲 部 内 側 に み られ る 効 虫 が 現れ て くる 。 被 輸 の 先 
端 に は 旧 口 揚 と 思わ れる も の が み ら れ る (写真 B, C, 
D)。 

写真 ん 4 に も 見 られ る 如く 膨満 感 の 減少 は 同時 に 体長 ・ 
体 巾 も 減少 の 傾向 に ある ょ う で ある (第 1 表 )。 

ivy) 14 日 目 : で いる が , 体制 上 は 成熟 
効 昌 と 変 ド b な た いも の ぶ 生 な る っ 和香 
が 見 られ る が , 前 期 の 幼虫 より 脱 れ 易 いよ うに 思わ れ 。 
操作 を や ゝ 粗く し , 又は 圧迫 を 強く すれ ば 近 本 中 に 散 落 

と の 傾向 は 18 日 月 に も や ゝ み ら れ た 


の) 


や に 頼 粒 に 講 曲 ん \< 


し た 被 博 を 見 る 。 





第 1 表 培養 10 日 幼虫 計測 値 "単位 ん 

5 ロコ 。 消化 管 証 相 
体 長 体 幅 食道 長 二 ー ー 尾 端 。 備考 

517 24 

464 23 54 35 

462 21 

452 22 144 52 36 

452 22 

448 23 146 55 41 

448 23 

437 22 143 50 36 

432 22 144 53 36 

430 26 

437 19 157 49 35 破 形 あ り 

430 20 161 53 38 / 

426 20 136 57 41 / 

426 21 127 59 35 / 

415 20 136 57 / 

410 19 138 48 32 / 

410 22 154 53 / 

410 21 117 54 / 

WP の 。。 っ 。 。 30 月 儲 功 


402 18.4 143.6 40.7 37 .8 昌平 均 値 





* 正常 な 発育 過 程 に ね い て , 被 輌 が 幼虫 の 体 表 か ら 離 
れ て 観察 きれ る 状態 に な つた と と を いう .。 と の と き の 
幼虫 は 被 輌 幼虫 で あり , 腕 頼 し, 又は し つつ ある も の 
で は ない 、。 


(5t ) 
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写真 説明 A,B 10 日 目 幼虫 .。 C,D 11 日 目 幼虫 。 E.F.G 14 日 目 , 隊 H,I 30 日 目 幼虫 
JIK 投与 4 時 間 後 , マウ ス 廻 腸 腔 内 幼虫 . 工 投与 4 時 間 後 , マウ ス 廻 腸 腸 壁 内 幼虫 


(写真 , FT, G) 時 の here 来る 。 頭 端 は 腹 側が や ゝ 大 きく 突出 
Y) 以後 は 前 記 の 方 法 に ょ る 脱出 効 上 で は 被 刺 が ぶ み ら し 側面 視 は 背 腹 非対称 で ある 。 口 腔 は 漏 斗 状 , 食道 に 連 


れ な く な る 。 る 人道 は 管状 に 透視 され , 消化 管 と の 接続 部 に 食道 球 





10~14 日 目 に 脱 縛 が み られ , 14 日 以後 に は 彼 珍 が 脱 溢 形成 する が 膨 了 ! まり 顕著 で は な い 。 食道 腺 は と の 
し や すく , 或 は 脱落 し て いる と 思わ れる 部 の 背 側 に あり 神経 輪 の や ゝ 前 方 に まで 細管 を 以 て 延長 


を し 
vi) 成夫 幼虫 (感染 交 昌 ) し その 部 に 有吉 形成 する 。 生 押 躍 で は と の 管内 を 
誠 W20H の も の に つい て 章 放 た 後に 移動 する 四 粒 が 翌々 観察 され る 。 神 経 輸 は 食道 部 の 
殆ど 透明 に 見 える 食 道 部 と 。 それ に 続き 尾 か ら 35<40 暗中 央 に 位 し , 0 松 に 口 a ロ オタ 。 消化 


ム で 終る 不透明 な 大 頼 粒 に 満 さ れ た 消化 管 部 , 及び 較 送 管 育 全 に は 光 訂 性 の 大 頼 粒 が 殆ど 一 例 に 縦列 し 尾部 の 略 
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nt 
し て いる が , 直腸 腺 は まだ みえ ず , 直腸 も 充分 に は 発 義 
し て いな い 。 生 次 まあ まり 提 燃 は し て いな いか 診 
化 管 中 央 腹 側 に と それと 認め らち れる も の も ある (写真 下 , 
1)。 

8. え へ の 感染 実験 

"Me ま だ 被 輌 の み られ な い 8 日 目 の 欧 取 
( 脱 博 前 一 第 1 期 幼 昌 ), B 群 : 一 部 に 被 輌 の み ら れ る 幼 
点 を 含む (大 部 分 は 第 1 期 , 一 部 が 初期 の 第 2 期 効 虫 ), 
C 群 : 大 部 分 の 幼虫 が 被 輌 を も つて いる 14 日 目 の 幼 虫 
〈 脱 博 後 一 第 2 期 幼 虫 ) に つい て 感染 実験 を 行 つた 。 

と の 結果 C 群 に と の あみ 感染 が み ら れ た 。 

4 時 間 後 の 廻 腸 内 の 食 訂 中 に は 未 骨 化 卵 と 共に 被 輌 を 
有する 幼虫 , 既に 被 輌 を 有 し な い 幼 虫 及 び 脱 共 中 の 幼虫 

られ た (写真 げ , 式 ) 。 又 と の 部 の 腸 壁 の 一 部 を 切 
り と り ビ ー カ ー 中 で 水洗 を 繰返し て 附 着物 を 除き 圧 遍 生 
鮮 淫 木 と し た も の を 観察 し た と と ろ , 腸 壁 侵入 中 の 幼虫 
を 多数 認め た が , と れ ら の 全て に 被 軸 は み られ な か つ 
た 。 腸 長 侵 / 人 前 に 役 科 の 脱落 が ある ろ や も の と 思わ れる ( 写 
真 L ) 

2 時 間 修 。 
身 か ら 移行 幼 昌 を 認め 


肝 へ 移行 し た 幼虫 を 認め , 5 日 日 に は 殆ど 
> 感染 の 成立 を 確 め 得 た 。 


総括 お よび 考 接 


本 実験 で 幼虫 の 形成 は 培養 5 日 目 位 か ら 見 られ , 7 て 
8 日 て 略 完了 し , 10 て 14 日 の 間 に は 被 蔽 を 有する 幼 了 虫 が 
観察 され た 。 被 輌 は 生 標本 又は 熱 固定 刻 本 に つい て 飼 察 
し , 切 后 款 本 に よる も の で な いた め に 虫 体 か ら 充 分 分 離 
し た 状態 に な つて は じ め て 観察 し 得 た も る の で ある の で 10 
if にゃ 被 輌 の 分 離 は あつ た も の と 見 な く て は な ら な 
ぃ 。 と の と My 分 離 は 第 1 回 の 脱 蔽 と 見 区 され る 


$ の で , } 受 の 幼虫 ( は 第 2 期 幼虫 と 呼 ) ば れ る も の で あ ら 





彼 夫 の の 分 離 胎 ち 脱 輔 に は や ゝ 形態 的 な 変化 を 伴 つ て い 
る? よう に 思わ れる 。 即ち , 第 1, 第 2 期 及 び 交 行 期 の 幼 
半 な す る と の 期 の 幼虫 の 体位 測定 の 結果 は , 成熟 幼 
昌 に 比 し や ゝ 大 きく , 叉 形態 的 に 幼 若 な も の 程 大 きい 傾 
KR し て 【 これ を 逆 こ いえ ば と の 時 期 


ょ 
ご 生沢 し て いる 。 ニー4 し 宇 落 


APR し 拉 の 届 柄 際 才 る と で ある 。、 と の 4 
レ / 
フ 負 * 
に < 


向 ( 


1 


内 部 構 化 と 相 伺 つて 形成 初期 の 幼虫 の 弱 膨満 観 
カ が 座 観 を を や も つ に 至 つ て きた 概観 の 変化 と も 一 致し て い 
る o 一 方 Schacher (1957) は 卵 か ら 得 た infective 2nq 
Siage larva に 役 畔 を 認め , 更に 少数 の 仔 虫 で は 薄い ク 
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チク ラ の 和 被 芋 が 1st molt の クチ クラ の 周 に 見 える 一 一 
即ち 二 重 に な つた 彼 輌 を 観察 し た が , と れ は 時 折 起 る の 
み だ か ら 卵 の 中 で 2 回 の 脱 輔 が 別々 に 行わ れ た と いう よ 

りな しろ クチ クラ の 分 離 或 は 膨 隆 と 見 る べき だ ろう と い 
う 解釈 を 下 し て いる 。 今回 は と の ょ うな 分 離 像 を 認め 
と と は な か つた が , 茂 束 の 体長 の 減少 度 と , 被 輌 の 遊離 
端 が 展 々 推定 し 得る 幼虫 の 最大 体長 より 長い と 思わ れる 
と と か ら , 被 賛 の 膨 隆 は あり 得る も の と 考え る 。 か よ ょ う 
WPF さ の 減少 と , 時 に 膨 隆 を 伴 つ て 披 

は 分 離 観察 され 脱 輔 が 確認 され る 。 と の 時 , 当然 先行 
すべ き 脱 靖 を 基 起 する よう な 内 的 な 要因 と し て の 機能 的 
変化 が あろ う が , と れ ら に つい て は 今回 は 全く ふれ 得 な 
い 。 

豚 融 虫 の 彼 還 に つい て は 浅田 ( 1922 ), 豊田 (1931)。 
中 田 (1936), 堀田 (1957) ら の 等 し く 認め る と と ろ で 
あり , 又 著 者 も その 感染 幼 昌 で 認め て いる 。 し か も ゃ 豚 
虫 で は 長期 に 互 り (た また ま 80 日 齢 の る の で も 認め た ) 
彼 輔 を 有する が , 犬 問 上 躍 で は 急速 に その 数 を 減じ 15 日 以 
後 で は 殆ど 観察 きれ な く な つた 。 勿論 と の 場合 か ら 自然 
状態 の それ を 一 艇 に 云々 出来 な い が , 同一 外 的 因子 の 作 
用 下 で は 犬 器 虫 の 被 共 は , 豚 下 の それ に 比 し 交 に 脱落 
し 易い も の で ある と と は いえ ょ う 。 と 同時 に と の 外 的 作 
用 を 受け 易く する 内 的 因子 の 差 も 推定 され る 。 

以上 犬 釧 虫 も 豚 顕 虫 同 折 感 染 幼 虫 に 至る 間 に 第 1 回 の 
脱 輌 が か ある と と, 従 つ て 感染 幼虫 は 第 2 期 幼 虫 で ある と 
こ を 義生 し た 。 し か し 第 1 期 と い ゝ 第 2 期 と い ゝ 幼虫 の 
期 (stage) を 云々 する と と に どの よ ょ 5 な 意味 が ある の 
で あろ うか 。 の 洪 実 験 は , と の 両 期 の 幼 
Mr 意味 で 行 つ た も の で ある 。 形態 的 な 差 と し て 

ー 連 の 体制 の 変化 , 特に 口腔 , 排 港口 , 肛門 の 開口 等 
こら 
腕 輌 或 は 感染 に 関連 し て 重要 な も の 思わ れる 。 

感染 は 14 日 の 第 2 期 幼虫 で み られ た 。 第 1 期 幼 昌 で は 

成 が 成立 せ ず , 双 初 期 第 2 期 功 昌 を 含む 10 日 目 の 旭 昌 
群 で も 感染 が 成立 し な か つた が , とれ に は 量 的 な 原因 と 
所 的 た 原 即ち これ ちら 幼虫 は 第 2 期 で も 初期 で あり 未 
だ 感染 能力 を 赤 分 有 し て いな か つた の で は な か ろう か と 
いう 二 つ の 場合 が 考え られ る 。 形 態 と 機能 に つい て は 2 
Adv 叶 林 yr 
が , と の 場合 は 実験 手技 上 群 と し て 取扱 う の 他 は 
し か も その 間 の 変化 は 連続 的 と も 思わ れる も の で 「 
代表 の と り 方 に は 種々 の 陸 
上 の 感染 実験 に は 一 応 完全 に 脱 輸 し た 


] 患 3 と 含ん で いよ う ブフ ec こ C た 2 


胡 熟 仔 昌 を 含ま な 


( 53 ) 








208 


する 第 2 期 幼 虫 に つい て 行 つ た も の で あ 
た 成熟 第 2 期 幼 虫 の 感染 に つい て 
は 数 多く ee な され て お り そ の 感染 成立 に つい て は 
葵 を 伺 た な いと と ろ で あろ う (Sprent, 1952, Timer, 
1953, Ni 1956, a: Schacher, 1957 等 )。 以 上 は 欠 
宗 さ れる 幼虫 の 由 齢 の 差 に ょ り 被 輸 の 有無 の 別 は あつ て 
me る と と を し めし て いる 。 

ま AO 忠 体 か ら 分 離す る と と を 以 て 脱 輌 と し て 
0 ヽ て は 従来 僅か で は ある が 見 解 の 相 何 
で ある 。 すなわち, 浅田 (1922) は 脱 輌 は 遇 
く 起 る と し , 豊田 (1931) MM 5 て 6 時 


> ょ こ テ 
sy 


い , 被 較 を 有 3 
る 。 す で に 被 輌 を 脱し 


/ 


る と し 何れ も 被 輌 の 脱落 を 脱 軸 と し 
ある が , 一 方 中 田 (1936) は 折 内 邊 で 6 日 日 に 尾 敵 
に , 14 日 目 に 頭 端 に 脱皮 ら と し て いる 。 和義 
の 生 お に は 5 谷 替 の 9 拓 ま が だ で 時 記 ( 輔 ) と し て いる 
や の と 思わ れる 。 期 (stage) は 本 来 は 脱 輔 の 観察 か ら 便 
定 的 に 名 付 ! けら れ て きた も の で あろ う が , 頭 虫 の 感染 幼 
虫 が 第 2 期 で ご ある と いわ れ て いる 点 , 双 Sprent(1952), 
Nichols (1956), Schacher (1957) 等 の 4 in- 
fective 2nd stage larva と いう 言葉 か あか ら す れ ば 「 被 賛 の 
分 離 」 を 以 て 脱 輔 と 考え て いる の が 一 般 で あ 
る も の で ある 。 


0 
7 


> ョ 丸 
に 比 め る 


と 。 著 者 も と の 考え に 凌 す 
要 約 


CR と 第 1 回 の 脱 鞭 を 認 
め , 感染 幼虫 は 第 2 期 幼虫 で 


っ: 導 ド 
ーー と を 確 謎 語 レ た 。 


稿 を 終る に 当り , 御 指導 , 御 校 関 を た まわ つた 予 研 寄 


下部 長 小宮 義孝 博士 に 対し 裏 心 よ り 感謝 の 意 を 表し ま 
記 
文 柚 
1) 浅田 順一 (1922 画 虫 の 発育 史 に 関す る 知見 増 


補 , 東京 医事 新 誌 。 2278, 2280, 2283. 一 2) 千葉 了 攻 
(1936) : 咽 忠 卵 内 仔 虫 の 感染 能力 に 関す る 研究 , 慶 
応 医学 。16 (2), 2057-67. 一 3) 堀田 恭平 (1957) 
虫 の 分 泌 排 港 系 統 に 関す る 研究 , 1. 豚 癌 幼 虫 の 非 
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県 医科 大 学 紀要 , 5 (4), 412-385. 一 4) 小林 昭夫 * 
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基 樹 (1957) : 犬 句 虫 の 分 泌 , 排 港 系 に 関す る 研究 , 
I. 非 固有 宿主 体内 に 於 ける 発育 , 岐阜 県 医科 大 学 紀 
要 , 5 (3), 214-225. 一 6) 中 田 薫 (1936) : 仔 和 虫 形 
成 後 の 遇 虫 卵 の 卵殻 内 発育 及び 動物 消化 管 通過 に 対 
する 抵抗 試験 , 日 本 寄生 虫 学会 記事 , 8 : 21-23. 一 
7) Nichols, R. 革 . (1956 a) : The etiology of vis- 
ceral Iarva migransS 1. Diagnostic morphology of 
infective second-stage 7oxocg7Z larvae., ]. Para- 
Sit. 42 (4), 349-362. 一 8) Nichols, R. 上. (1956 
b) : The etiology of visceral larva migrans IL 
Comparative larval morphology of 4scgzzS の 7- 
cz の es, /Wec7 の 7 の 72672C の 724S, や /Z の 7027es s7e7C の 7 の / 誰 
and 42zcy/osZo22Z Cc., JJ. Parasit. 42 (4), 
363-399. 一 98) Sadun, E. 耳 , Norman, L. 多 
Allain, D. (1957) : The detection of antibodies to 
infections with the nematode, 7oxocgzZ C の 22S, 3 
CauSative agent of visceral larva migranS. Am 
J. Trop. Med. Hyg. 6 (3), 562-568. 一 10) Scha: 
cher, J. F. A. (1957) : A contribution to the 1j 包 
history and larval morphology of 7oxocg7Z CZ25, 
J. Parasit., 43 (6 ), 599-612. 一 11) Sprent, J. FE, 
A. (1952) : On the migratory behavior of the 1ar- 
vae of various ascariS Species in white mice. 1 
Distribution of larvae in tissues., 本 . Inf. Dis. 90, 
165-176. 一 12) Sprent, 本 . F. A. (1956) : The 1 
history and development of 7oxocgzg cg77 (Schrank 
1788) in the domestic cat., Parasit. 46 (1/2) , 54-78 
ー13) 本 iner, . D. (1953) : The migration, distri 
bution in the brain, and growth of ascarid larvae 
in rodents. 」. Inf. Dis. 92 (2), 105-113. 一 14) 
豊田 一 長 (1931) : 寄生 躍 卵 (特に 鯛 虫 卵 ) の 人 工 朋 
化 に 関す る 研究 , 東京 医事 新 誌 。 2748. 


SurmmmarY 


he first moult of the dog ascaris larvae (7 の % の : 
c の 7 の C の 2S) Occured in the egg 10-14 days after 
culture, and it was made clear that the infective 
larvae were the second stage OneS。. 
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多 虫 Carrier に 関す る 公衆 衛生 学 的 研究 







(1) 年 齢 別 釣 虫 威 菜 曲線 の 推移 と その 疫学 的 考 祭 


矢 島 


ふ 。 き 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 (主任 柳沢 利 豆 雄 教 授 ) 
(昭和 33 年 11 月 5 日 受領 ) 


緒 言 


釣 虫 の 予防 対策 を 講ず る に は , 釣 昌 感 染 の 経路 を 明 ら 
か に し て , と れ を 迄 断 する 方 策 を 立て る と共に, 現在 釣 


虫 に 感染 し て いる 者 の 実態 を 正確 に 把握 し て 適切 な 治療 
(予防 的 治療 も 含め て ) を 実施 し , 更に 感染 源 対 策 と し 


て 釣 息 卵 の 殿 尿 内 処理 を 行う と いう 三 点 に 帰せ られ る と 
と は 識者 の 既 と 指導 する と と ろ で ある 。 

その うち 釣 虫 感染 者 の 把握 は , 現在 簡便 て 是 つ 精 度 の 
良好 な 浮 流 集 卵 法 が 普及 する に 及 ん で , 全国 的 に その 実 
熊 は 明らか に され つつ ある 。 面 し て 釣 虫 は 都市 住民 ょ り 
農村 住民 に 高 率 に 淫 浸し , 又 農 村民 の 中 で ee 
従事 する 青 壮 年 に 高 率 で ある と と が 明瞭 に され て , 釣 由 
od 

た また ま 著 者 は , 当 教室 で 検査 し た 長野 県 協和 村 , 群 

馬 県 富永 村 , 同定 城村 の 全 村 所 績 の 年 系 を 
了 め て C, それ ぞ れ 例 村 感染 率 は 87.622, 56.02%, 34 1 と 
異 つ て いる が , いずれ る 幼年 層 か ら 壮 年 層 og 
する に 伴 つ て 感染 率 が 上 昇 し , 角度 の 相違 は ある が な だ 
ら か な 正 状 を な な す と と に 注目 し 。 各 村 別に 全 村 感染 率 に 
対す る 和 年 齢 別 感染 率 の 比率 を 算出 し て みた と と ろ , 三 
村 と も よく 一 致し た 成績 を 得 た 。 当 時 他 教 室 の 資料 38 ケ 
所 を 人 obe か Ros 会 関東 
部 会 に 於 いて 発表 し た 。 そ の 人 後 最近 の 業績 の 中 より 年 齢 
叶 深 事 の 明らか な 20 ヶ 所 の 成績 を 得 て , 種々 の 角度 ょ 
り と の 比率 を 吟味 し た と と ろ 。 ツジ ビニ = 釣 邊 優 占 地区 で 
も , アメ リカ 釣 思 優 占 地 区 で も 同様 の 年 齢 別 感染 比率 が 
きら れ た 。 と の 事 は 釣 虫 の 疫学 の 上 で は 重要 な 特性 で あ 


FUKI YAJIMA : Studies on hookworm carriers 
in vijews of public health (1) On the age-inci- 
dence curve in hookworm infection and its epide- 
miological consideration (Department of Public 
Health, School of Medicine, Chiba University) 
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る と 思わ れる の で , と ゝ に 報告 する 。 

つの 0 こよ れ ば 全 村 感染 率 の 概括 的 な 推定 が , 特定 
年 齢 層 よ り し て 行え る と 考え られ る の で , と れ に 関し て 
は (2 ) 偏 に 述べ る と と に する 。 

本 論文 の 資料 と し た 業 頭 以外 に も , 年 齢 に 伴 つ て 感染 
率 が 増加 する と いう 業 頭 は 多数 ある が , 結局 20 ヶ 所 の 資 
っ : させ て 頂い た 。 

に 原著 者 並び に 資料 
PA く 感 獅 の 意 を 表す 
を 切望 する 


を 直接 御 宙 な 下さ れ た 研究 者 
や っ o な お 今後 広く ヽ 大 方 の 追試 


検討 材料 及び 方 法 


1。 資料 の 邊 集 

最近 約 10 年 間 に 報 告 さ れ た 全 住 民 釣 息 卵 検査 成績 , 及 
び 千 葉 大 学 医学 部 会 衆 衝 生 学 教室 (一 部 群馬 大 学 医学 部 
公衆 衛生 学 教室 ) に 於 ける 成績 の 中 で 次 の 諸 項 に 従 つ 
て , ふる い 人 分 けら れ た 20 ケ 所 の 成績 に つい て 検討 し た 。 
1) 一 定 地域 の 全 住 民 を 検査 対象 と し て いる 。2) 彼 検 者 
数 か 多数 で ある 。 3) 役 検 者 の 年 齢 区 分 別に 釣 虫 感染 率 
が 明らか で , 且つ 年 齢 層 に 特別 の 偏り が 無い 。 4) 仔 由 

は 成虫 鑑別 に ょ つて 分 布 釣 虫 種 が 判明 し て いる 。 5) 
本 人 人 
まで に 集団 駆 上 中 と その他 の 釣 息 対策 を 行 つ て いな い 。 

対人 と し た 次 だ み ので: 人 人 に 和 人 
検便 方 法 , 被 検 者 数 , 全 住 民 釣 虫 感染 率 , 分 布 釣 虫 種 を 
表 に 示し た (第 1 表 )。 

2.。 地域 釣 虫 感染 率 を 1 と せる 時 の 
率 の 比 の 算定 

一 定時 点 に お ける , ある 年 齢 の 釣 虫 感染 率 の , その 属 
する 集団 全体 に お ける 釣 邊 感染 率 に 対す る 比率 を , 後者 
を 1 と し て 算出 し た 。 即ち a 集団 に お ける 総 検便 者 数 
を PP, a 集団 に お ける 釣 虫 感染 者 総数 を . 下 *, sa 集団 の 
x 上 城 に お ける 検便 者 数 を P。*, a 集団 の x 歳 に お ける 


各 年 齢 別 釣 虫 感染 














資料 と し た 20 ヵ所 の 調査 概況 














調査 検 便 釣 昌 分 布 釣 昌 
調査 地 調査 者 検 方 法人 中 生 人 有 者 数 比 排 田中 数 
月 ・ (A) (%) 4g み :Mg 4 み :Ma 
宮城 県 筆 南 村 鈴 木 1956 傘 抹 法 及 食塩 水 浮遊 法 2354 19.6 8 :1 53 : 1 
群馬 県 名 久田 村 水 野 1952 飽和 食塩 水 浮遊 法 , 1 本 値 236 31.3 4.2 の み 
ん 4。 余 馬 県 宮永 村 内 田 等 1953 鍋 和 食塩 水 浮 作 法 。 1 本 値 3009 56.0 3:2 
長野 県 協和 村 磯 田 1950 飽和 食塩 水 浮遊 法 , 1 本 値 ” 4181 37.6 10 : 1 
合 千 葉 県 高 半 矢島 等 1955 稼 苦 加 食塩 水 浮 放 法 1 本 値 ” 199 58.0 2 :1 
地 兵庫 県 栗 賀 村 栗 林 1951 北 抹 法 925 15:6 60:1 
区 兵庫 県 広野 村 栗 林 1951 某 法 及 飽 和食 塩水 浮遊 法 1278 20.3 30:1 
島根 県 松江 市 外 山 1955 矢尾 板 氏 集 卵 泌 ” ”"” 820 34.5 10:1 
香川 県 財田 村 小 林 1952 本 3239 50.7 5:1 6 :1 
福岡 県 大 牟田 市 近郊 年 田口 1954 スト ー ル 法 210 44.3 4. の み 
群馬 県 宮城 村 内 田 等 1952 飽和 食塩 水 浮遊 法 。 1 本 値 ” 1007 34.1 4:5 
埼玉 県 荒木 村 相崎 等 1953 卒 抹 法 , 3 枚 値 2514 44.9 1 :10 
Mc. 寺 王 県 三田 ヶ 谷 村 相崎 等 1952 准 抹 法 , 3 枚 値 2562 44.5 1:10 
埼玉 県 所 沢 保健 所 管内 春日 等 1955 卒 抹 法 20033 15.8 Ao. 優 占 
埼玉 県 太田 村 小宮 等 1950 飽和 食塩 水 浮遊 法 183 82.4 1 :10 
地 埼玉 県 行田 市 小宮 等 1951 卒 抹 法 3 枚 値 202 67.5 1 : 5 
区 東京 都 南 多摩 郡 小宮 等 1953 ュー 514 29.5 1 :4.5 
千葉 県 姉 ヶ 崎 困 内 田 1954 飽和 食塩 水 浮遊 法 , 1 本 値 ” 224 63.8 1 : 
神奈 川 県 川崎 市 小宮 山 1952 飽和 食塩 水 浮遊 法 。 1 本 値 ”1605 17.1 1 : 
宮崎 県 串間 村 牟田 口 1956 スト ー ル 法 218 45.4 ん rg 優 占 





欧 虫 感染 者 を Hz* で 表 わ せ ば , 上 述 の 比率 は 次 の 式 で 
示さ れる 。 
= 記 
比率 ーー ミー 二 
2 年 齢 。Y 軸 上 に と の 比率 を と り , 各 点 
を 結ん で 出来 る 曲線 を , 年 齢 別 釣 束 感染 曲線 と 名 付け 








な お , 寄生 濃度 に つい て 上 記 と 同様 に その 年 齢 比率 を 
1 こ は , 感染 者 数 を 寄生 濃度 一 一 寄生 濃度 の 推定 
ンー 
て 計算 し た 。 

検討 結果 

お 分布 交 下 種 こ 年 齢 別 釣 下 感 染 旧 線 

表示 し た 資料 中 , 総 検便 者 数 の 多い 13 地 区 に つい て 。, 
優 占 分 布 釣 種別 に 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 を 図示 し た も の 
が 第 1 図 で ある 。 え 軸 の 年 齢 区 間 の 中 央 値 に 対し て ,Y 
軸 に 各 比 率 を 記入 し て ある 。 名 地区 必ず し ゃ 年 齢 区 間 の 


と り 方 が 同 Mr 。 第 1 図 左 の ツ ビ ニ = 釣 息 優 占 地 区 
幼年 層 の 比率 は , 


(以下 4.2. 地区 と 遇 記 する ) で は , 
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地域 感染 率 1 に 対し て , 何れ の 地区 も 低く , 年 齢 の 増加 
に 伴 つて 順に 上 昇 し , 略 20 城 で 1 を よぎり , 近 年 層 に 至 
つて その 比率 は 1 を 上 廻 つ た ま ゝ 横 遺 いし , 老年 層 に 至 
っ て 一 般 に や ヽ 低 下 レ て いる 。 各地 区 の 地理 的 条件 及び 
釣 虫 感染 率 (15.6 多 て 58.0 多 ) の 高低 に は 拘ら な い 如く 
で ある 。 第 1 図 中 の アメ リカ 釣 虫 優 占 地 区 (以下 We 地 
区 と 略記 する ) では, 4. み 地区 の 曲線 と 極め て 相似 の 傾 
向 を 示し , 1 を よぎる 年 齢 層 も 同じ く 略 20 眠 で ある 。 老 
年 必 に 比率 が や ゝ 低下 する 傾向 も RW め ら れる 。 
.g. 地区 で は 関東 地方 の 成績 し か 得 ち られ な か つた の で 
地理 的 条件 の 差異 は 暫く 描く と し , 地域 釣 虫 感染 事 
(15.8 用 ー82。 2 の 高低 に ょ つて , 曲線 に 大 きい 変化 
は 認め られ な い 。 地域 感 染 率 の 高低 と , と の 比率 の 存在 
様式 に つい て は 後 篇 で 改め て 述べ る 。 

第 1 図 如 は それ ぞ れ 両 地区 の 平均 感染 曲線 と その 分 散 
の 巾 を 示し た も の で ある 。 平均 の 計算 は 表示 し た 全 例 を 
用 いて ある 。 之 に 依る と 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 は 分 布 下 竹 
に よる 差異 が 全く 認め られ な い 。 最も 偽 散 が 小さ い の は 
寺 年 悦 (16>20 歳 ) で ど ,. し か も その 平均 値 は 4. み 地区 
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左 4.g. 優 占 地 区 


中 /.g. 優 占 地区 


ーー 〇 の ーー 





] > 。 
レニ エマ や 6o 


2。 年 齢 別 遇 虫 感染 曲線 


年齢 別 虫 感染 曲線 を 作製 す 
ら 。 資料 は 今回 の 20 地 区 中 , 





本 邦 農村 に 於 いて 釣 虫 と 並ん で 
上 染 を な す 明 虫 に つい て 。 


が 明らか な 6 例 で , 従 つ 


ロ 筆 南 村 @ 協 利 村 


x 川崎 市 oO 荒木 村 ^ 三 田 ヶ 谷村 @ 宮 城村 @ 所 沢 保健 所 管内 
右 両 地区 平均 感染 曲線 
4.. 優 占 地 区 平均 値 


/ 士 1g 
/.g. 優 占 地 区 平均 値 
/ 士 12 


0.96, La. 地区 1.00 で , 両 地区 共 地 域 感染 率 と 略 一 致 検地 の 地理 的 社 CNS は 各地 区 毎 に 釣 虫 卵 検査 成 


上 


遇 虫 に 
て 検 者 , 検査 方 法 及 び 役 即ち 比率 3 乱 4 年 層 に 高く , 年 齢 を 増す に つれ て 下降 し , 


程度 が 高く 。 且つ は 全く 独 議 基 存 在 する 。 地域 上 深 率 は 4 地 
上 述 の 計算 式 に 準じ て 区 の 協和 村 59. 12, 6 画 2 水村 35。 5 多め , 筆 南 村 62. 922, rg, 
















第 1 図 年 齢 別 多 虫 感染 曲線 


。 広野 村 oO 富永 村 x* 松 江 市 @ 粟 賀 村 ^ 財 田村 


績 の 場合 と 同じ で ある 。44.. 地区 , rg. 地区 の 両者 共 
豆 虫 の 感染 曲線 は 共通 の 傾向 か 認め られ , 釣 虫 の それ と 


第 2 図 の 如く で あ 地区 の 所 が 半 所 党 6 6 守 , 三田 ヶ 谷 村 24.8 多 , 荒木 
つい て の 年 齢 別 感 村 32.92% で その 感染 率 の 高低 に は 無関係 の 如く で ある 。 


成人 で は 1 乃至 は それ 以下 を 横 如 いし , 老年 に 至 つて も 
変化 が 認め ち れ な い 。 乳幼児 の 年 齢 区 間 が 細分 きれ て い 
る 。 富永 村 , 協和 村 で は 乳児 層 の 比率 が 低い と と か 認め 





左 4.. 優 占 地区 
O 協和 村 
x 筆 恵 村 
^ 富永 村 





人 ペン ーー ベン トペ 7 ナグ 人 AS られ る 。 一 般 に 恐らく 年齢 区 間 を 細分 し て 逐次 栓 便 を 行 
< 計 | EMI 。 えば, 離乳 期 及 び 鍋 押 期 と 関連 し て 比率 が 高 まる の で は 
則 | ある まい か 。 
| | 3. 性 別 年 齢 別 釣 虫 感染 昌 線 
か 波 検 者 の 男女 別 の 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 は 第 3 図 の 如く 
の て 4. み 地区 の 二村 で は よく 一 致し て いる 。 が 6. 地区 
第 2 図 年 秋 別 虫 感 栄 曲 棚 の 三村 て ご は 。 徹 栓 者 数 の 多い 所 所 管内 の 上 線 は よ 


右 









.g. 優 占 地 区 の と いろ が 人 、 
^ 三田 ヶ ケ 谷村 平行 し て いる が , 三田 ヶ 谷 村 , 荒木 村 で は 他 村 よ り 例 


x 荒木 村 数 が 少く 比率 の 変動 か 大 きい 。 レ か ちと 地区 と も 男女 の 
O 所 沢 保健 所 管内 間 に は 差 が な いと し て も よい と 思わ れる 。 な お 男女 別 の 


(57 ) 


























征 3 図 男女 別 ・ 年 齢 別 移 虫 感染 曲線 
左 4.2 優 占 地区 
4^ 1 @ 1 、 
右 が .g. 優 占 地区 


「『 ^ 1! 三田 
8 / 光村 ^ る / 谷本 


地域 感染 率 は 。 所 羽 の 例 て 男子 18. Me 5%%。 三 
田 ヶ ケ 谷村 で 男子 48, 女子 412% で 差 が 認め られ る が 他 の 
] で は 差 が な か つた 。 以 上 5 例 は 純 農村 で ある が , MA 
ば 海岸 の 半 農 ・ 半 漁村 で 男子 は 漁業 , 女 了 は 農 業 の 如 
分 業 し て いる 地区 等 で は 男女 別 の 曲線 が 果して 如 何 な る 
か 更に 検討 を 要 す 
4。 市 街 地 ・ Aa Me 虫 感染 曲線 
小宮 山 (1954) は 生活 環境 を 市 街 地 ・ 農 村 の 地域 別に 
分 け , 又 同 一 の 資料 を 農家 * Pi の 職業 別に 分 類 し て 


Py 
や こめ の ら の うう 。 


1.1 





1.Q 
0.9 
o.8 
0.7 
9.6 
0.5 
Ok 
緒 9.5 
雪 0・2 


O.1 








Q.G 





い 】 1O 2O 3O Mo 5o 69 70 
年 る 
第 4 図 都市 , 農村 別 ・ 年 齢 列 多 虫 感染 曲線 
(AM.g. 優 占 地 区 ) 
川崎 市 : 小宮 山 央 に よる 
O 市 街 地 oO 農村 , < 非 農 家 ^ 農 家 
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ぞ れ 年 齢 別に 釣 虫 感染 率 を 算定 し て 比較 し て 居る の 
で , それ ょ り 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 を eS 了 と , 第 4 図 
の 如く で ある 。 該 地区 は Aa. 優 占 地区 で ある 。 之 に ょ 


る こ 帳 村 こ YS ょ つて 感染 析 の 可 向 に 大 きい 
差 が 認め られ な ・ ズ 農 と 非 農 家 の 別 は 上 述 の 農村 ・ 


市 街 地 の 別 と それぞれ 殆 ん ど 同 じ 形 を 示し た 。 但 し 農村 
及び 農 : ee 曲線 は 共に 1 を よぎる 年 齢 が 壮年 層 へ ず 
れ て いる が , 農村 及び 農家 の 被 検 者 数 か 少 い の で , 特殊 
の 意 』 す る みか 否 か 今後 検討 を 要する 。 本 資料 は 純然 
だ なる 油 替 < 都市 型 を 示さ ず 農 村 に 於 ける 農家 と 非 農 家 の 
世帯 割合 は 6 対 4, 市 街 地 の それ は 1 対 20 で あつ て , 実際 
の 被 検 世帯 で は , 農村 に 於 いて 上 述 の 比 が Y 対 3, 市 街 地 
の それ 1 対 12 で ある 。 即ち 農村 の 中 に 農家 と 非 農家 が 
含ま れ , 穫 家 の 中 に 農村 の 農家 こ 市 街 地 の 農 家 が る まれ 
る 等 , 地区 と 職業 構成 に 混合 が ある の で , 都市 ・ 農 村 の 
感染 様式 の 推定 に 直ちに 利用 』 PV 且つ 騙 , 4. み 
地区 で も 同 様 の 分 析 が 望ま し い の で , 今後 資料 を 得 て 吟 
味 す べき て 

5。 集団 駆虫 の 繰 返 

地域 釣 虫 感染 率 の 高低 に ょ つて 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 の 
傾向 に 大 きい 変化 が 認め らち れ な か つた が , 以上 の 資料 は 
異 つ た 地区 の も の で あり , 2 が YOMMfrmexn 行 つ て い 
な い 。 磯田 1 は 全 村 に 於 ける 釣 虫 対策 と し て , 主 
に 全 村 集団 駆 $ ヶ年 連続 し て 行い 
初 の 釣 点 成 赤 率 9.8 多 を 送 次 24.0 多 19.22 に 引下げ 
た と 云う 。 之 に ょ つて 昌 年 の 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 を 作製 
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第 5 図 集団 駆虫 の くり か え し に よる 年 次 別 ・ 
年 齢 別 多 虫 感染 曲線 (4.. 優 占 地区 ) 
協和 村 : 磯田 氏 に よる 
Oo 昭和 25 年 度 @ 昭和 26 年 謀 @ 昭 和 27 年 度 
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の 7。 の 検出 力 を 





昭和 34 年 4 月 (1959)} 


レ し て みる と 第 5 図 の 如く で ある 。 昭和 25 年 度 と 26 年 度 は 
全く 同じ 傾向 で あり , 昭和 27 年 度 も 青 少 層 年 の 変動 を 
除け ば 極め て よく 類似 し て いる 。 te (特に 
年 齢 ) の み に 駆 昌 が 備 つ て いな い 本 例 で は 累 年 の 年 齢 別 
釣 虫 感染 曲線 と 大 きい 変化 が な く , 地域 釣 虫 感染 率 の 高 
低 に は 拘わら な か つた 。 之 は 各 年 齢 層 の 駆虫 に よる 息 卵 
附 転 率 の 変動 の 問題 と , 翌 一 年 間 に お ける 科 年 齢 層 の 新 
再 感 休 事 の 変動 の 問題 の 関連 た お いて 規定 され る と 考え 
られ る 。 該 地区 は 4.@ 地区 で ある が , 之 を 比較 的 駆虫 
の 容易 な 2. 地区 に 直ちに あて は め る と と は 積 重 を 要 
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6. 欠 査 方法 区 の 差異 

浮 洪 集 卵 法 と 直接 塗 抹 法 の 二 つ の 精度 の 異な る 検査 方 
法 を も つて , 東京 都 南 多 訂 閣下 の 農村 の 同一 対象 を 精確 
に 検査 し た 小宮 等 (1955) の 成績 に ょ つて, 年齢 別 釣 虫 
感染 曲線 を 作製 する こ 第 6 図 の 如く で ある 。 該 地区 は 
Mg. 地区 で ある 。 全 検 査 表 が 514 人 の 少 般 で ある 為 , 
各 年 齢 の 比率 の 変動 が 大 きい が 。 全体 の 傾向 は 殆 ん ど 両 
検査 方 法 に よ つ て 異な ら な い 。 
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第 6 図 検査 方 法 別 ・ 年 齢 別 銘 虫 感染 曲線 
(が .. 優 占 地 区 ) 
多磨 入 王 子 市 : 小宮 氏 に よる 
x 閥 抹 法 O 浮 渡 法 


直接 塗 抹 法 は 浮 流 集 卵 法 に 比べ る と 釣 虫 卵 検出 力 は 非 
常に 低く , 我々 の 成績 に よれ ば 塗 抹 法 3 枚 値 で も 浮 流 法 
1 本 値 の リ 』 刀 至 リ 』 で あり , 小宮 等 の 該 地 区 感染 率 ょ 
りす れ ば , 浮 流 法 29.5 多 , 人 塗 抹 法 9.7%% で , 後者 は 前 者 
。 面 し て 氷 抹 法 で 検出 され 
る 家 検 者 の 寄生 釣 点 数 は 比較 的 , 多数 と 推定 され る 。 従 
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つて 沙 抹 法 に よる 感染 曲線 は 或 る 程度 以上 の 濃厚 寄生 者 
の 存在 様式 を 示す と 解 さ れる 。 

7 年 齢 別 釣 虫 排 虫 数 曲線 

年 令 別 釣 玉 感染 曲線 は 地域 の 釣 虫 感染 率 が 100% 又 は 

Mo 当然 年 令 に 拘ら ず , 比率 1.0 を 通る 文 軸 へ の 
F 行 線 と な る 。 即ち 地域 感染 率 が 極端 に 大 きい か 又は 小 
きい 時 に こ は 上 記 の 傾向 は 成立 た な いと 想定 され る 。 然 ! 
* 般 に 釣 虫 の 感染 の 広 さと 深 さ は 密接 な 関連 を 有する と 
思わ れ , 即ち 地域 感染 率 が 100 多 の 地域 で は 年 齢 別 寄生 
釣 東 濃度 が 上 記 の 傾向 き の er る 。 そ と て 感染 
様式 を 広 き の 面 か ら 導 いた 年 齢 別 感染 曲線 に 対し て , 深 
さ の 面 み ら 吟 味 する 為 に , od 了 虫 数 を 以 つ て 
年 齢 別 釣 虫 排 虫 数 曲線 を 作製 し 図示 し た も の が 第 7 図 で 
WNW 
三成 績 で 栗林 (1955) の 報告 に よる 。 該 地区 は が .g. 
検出 数 が 極め て 小さ く , 4.g 絶対 優 占 地区 で ある 。 駆 
昌 は テト レン 球 4.5g を 成人 量 と し , 下剤 と し て 硫 苦 20 
g を 前 後に 使用 し, 服薬 後 3 乃至 8 時間 の 排出 便 を 金 綱 
に て 演 過 し て 得 た 排 1 移 虫 導 き 資料 と し た 。 rg. 地区 
の 例 は 著者 等 が 千葉 県 市 原 郡 で 得 た 成績 で , 駆 忠 は テト 
レン 球 4.5g を 成人 量 と し , 下剤 | ふ 大 20 万 至 90g 駐 は 
世 硝 を 前 後に 使用 し , 服薬 化 8 刀 至 23 時 間 の 排出 便 を 金 
網 で 濾過 し て 得 を 用 いた 該 地区 は 4. み と 
rg. の 混合 地区 で , 僅か に Arg. の 排出 数 か 多い 。 従 
つて 排 虫 数 時 re 、 下 種別 作製 し た 。 と ゝ に 用 0 
何れ も 検査 数 が 少く , 比率 の 変動 の 大 きい と と が 認 
れる か 。 倒 旧 だ て は 開発 際 の 人 
数 が 増加 し て いる 。 完全 陰 転 者 に つい て 完全 採 虫 を 行 つ 
cm 集め な けれ ば 真 の 深 さ の 感染 様式 は 把握 出来 な 
が , 本 成績 に よ つ て も る 概括 的 に は 年 齢 別 感染 曲線 と 類 


ae 曲線 を 示し て いる と 見 て よい と 思わ れる 


考 察 


年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 の 推移 に よれ ば , 両 種 釣 虫 の 感染 
は 年 齢 の 増加 に 伴 つて 変化 し , 幼年 層 に 低く 少年 層 に こそ 
の 比率 増加 か 著 明 で , 16~20 蔵 の 青年 層 が 平均 1.0 と 略 
一 致し , 壮年 層 で は 略 一 定 し た 比率 1.8 を 示し , 老年 に 
至 つて 策 低 下 を 来 し て いる 。 耐 し て 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 
が 地域 の 分 布 釣 虫 種 , 同 釣 虫 感染 率 , 被 検 者 の 性 等 に 拘 

ら ず , 同一 の 傾向 を 示し た 事 は 高い 法則 性 が そ と に 存在 
レ , 疫学 現象 と し て みる と 誠に 興 味 ある : 釣 虫 感染 の 特徴 
と 見 区 す と と が 出来 る 。 


と の 感染 の 年 齢 力 布 は , 釣 虫 感染 に 対す る 年 齢 別 の 感 
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われ る 。 
従来 の 業 頼 に よれ ば , 野外 に お 
ろ る .g. の 経 皮 主 道 説 は 略 暴論 が 
な い が , 4. み に つい て は 現在 論 


1.o + 一 2 / \ プ RT 議 中 で ある 。 
9 『 3 山崎 (1951) は 釣 虫 が 都市 ょ 9 


農村 に 濃厚 に 分 布 し , 何れ の 地区 
1 ゃ 労働 * 中 齢 に 高 率 で 且つ 同一 
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第 7 図 年 齢 別 釣 虫 排 忠 数 曲線 
左 4.. 万 占 地区 


@ 兵庫 開拓 部 落 平均 12.6 匹 @ 粟 賀 村 18.0 匹 o 広 野村 14.0 匹 


右 Ar.g. 優 占 地 区 
@ 千葉 県 市 原 郡 下 4.. 排 虫 数 平均 14.5 匹 
Oo 同 /.g. 排 虫 数 24.3 匹 
受 性 即ち 宿主 側 の 生物 学 的 の 問題 と , 感染 盟 露 の 年 齢 別 
相違 即ち 宿主 側 の 社会 学 的 の 問題 , に 両 釣 虫 種 の 感染 
経路 に ょ つて 左右 され る と 考え られ る 。 
顕 虫 の 年 上 感染 #。 幼 年 層 に 高く 
低下 し , 老年 に 至 つて まり 変化 が な か 
の と れ 多い に 趣き を 異 に し て いる 。 
中 1956) に よれ ば 釣 帳 夫 当 に つい て 杜 者 滞 
ee され て いる の で , 莉 し 負 と 同様 に 経口 感 
を と する な ら ば ぱ ば 。 か 『 線 の 推移 は 採り 得 
な いと 推定 され る 。 と 6 珠 失 は 」 年 齢 に 伴う 王 人 日 
会 へ の 盟 露 量 の 増減 , 即 ち 具体 的 に he 染 環 境 で ある と 
ころ の 畑地 等 へ の 出入 度数 の 朱 積 と み 】 Aa RI 


RIRy は OR je 2 ク ヘ は に 
得る と 思わ れ 。 従 つて と の 時 に ( 





見 散 す と と が 妥当 と 考え られ る 。 
cr aewyoi4yalWAA と は 大 体 閉 ざさ れ て いる 
, 我国 農村 の 如く 殿 尿 を 肥料 と し て 用 い , 且つ 無 防 具 
の に て 出入 作業 する こ ころ て は 。 畑地 へ の 出入 に ょ 
つて 経 皮 感染 の 機会 が 容易 に 生じ る 。 一 方 経口 感 梁 は 野 
の 沈 攻 ・ 加 熱 ・ 調 " 有 泊 加 等 に よ つて 用 基 の 消 和 
が あり , 双 胃 液 の 抵抗 に も 逢う と 考え られ る の で て 。 感染 
得 露 機会 は 特殊 な な 食 習慣 一 例え ば 若葉 の 塩 潰 ・ ae 
ー を 有する 場合 を 除け ば 都市 ・ 人 村 共 お 3 * り 多く は な い 
と 想像 され る 。 特 に 農村 に お いて 経口 経度 の 成人 
し 後者 が 非常 EE 
と の 時 に 両 種 欧 虫 種 う 上 物 ぎ 的 な 経口 ・ 経 度 の それ ぞ 
1 が ある 4 
機会 の 差 と し て 打 わ れ 
て は 両 種 共 経 皮 感 染 キ その 主 道 








5 eo 5 2o 25 26 35 Jo 65 50 55 6 6 


族 内 感染 は 問 上 中 の と れ よ り 少 な い 
ろ や 釣 虫 感染 は 経 皮 主 道 で ある 
, 同様 に 牟田 口 C1955) は 福岡 

農村 の 4.2. 地区 に 於 いて 経 記 

主 道 を 認め , 又 水野 (1956) は 群 

馬 県 農村 に 於 いて 感染 の 広 さ , 深 

さ 及 び 分 布 の 諸点 より 4. み の 感 
し て は 経 友 が 重要 蛋 きる べき で あろ 
うと し , 傘 田 等 (1956) は 東京 都電 気 通信 局 勤務 者 の 
4. 保有 者 の Y922, rg. 保有 者 の 9422 が , 家庭 又は 職 
場 に 於 いて 土壌 に よる : Ma 有 し , 対象 の 虫 卵 誰 
性 者 の と それ の 51% に 対し て 有意 差 を 認め , Wo 
有 者 と 難 も る と の 生活 条件 に よ ょ つて は 経 皮 感 染 を 想定 させ 
こと を 示唆 し た 。 

之 ら に 対し て , 永吉 (1983) は 宮崎 県 地方 に 於 ける 
4. み ey 平均 寄生 数 が Mg. の それ より 小 
な る と と ょ り 4. み . に 対し て 感染 困難 な る 経口 主 道 を , 
rg. と 対 【 て は 感染 容易 な る kN 急 不 
(1956) は 。 宮城 県 農村 の 4.2. 地 区 に て , 乳 効 児 に 4 8 
22 の 感染 率 を 認め , 非 農家 ・ 農 家 | 24 農業 従事 者 間 , 
別 等 に 感染 素 の 有意 差 を 認め な い の で , 感染 主 道 を 経 
と 推定 し Me (1957) ぁ 宮山 県 農村 の 4.. 本 C 
略 同様 の 根 換 よ り - 経 口 主 道 と 見 化し 。 磯田 eay 
4.. 地区 長野 上 農村 こ 於 いて 年 齢 増加 に 伴う 釣 貝 感 
Mb 加 よ り 経 皮 を 主 道 と 推定 し つ ゝ も 家 1 を 


けれ 峡 み と > ) ちい ホレ ュー デ 
4 し いさ / よ ら な いと 述べ し 


染 経 路 は 実際 問題 と 











経口 の 存在 も 月 7 定 し な ! 


は FAR の 感染 経路 は 生物 学 的 (bio- 
1ogical infection) と 生態 学 的 (ecological infection 

の 二 者 に 区 別して 考案 すべ き と と を 指摘 し ) 鈴 木 G956), 
水野 (1956) 等 る 同様 の と と を 述べ , 小宮 (1958) は 生 
4 rg. は 経過 が , 4.. は 経口 が 主 道 と 見 向 
され る が , 但し 生態 学 的 に は 。 昌 方 地区 に ょ り と の 反 
対 の 場合 ぁ め り 。 と れ は 生物 学 的 な 感染 を 左右 する 生 衣 
学 的 な 諸 条 件 の 差 異 に よ ょ つて 規定 され る と し た 。 著 者 は 
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昭和 34 年 4 月 (1959)] 


以上 四 氏 に 対し て 状 意 を 表す る 者 で ある が 年 齢 別 釣 分 
布 様 式 に 関し て 無 作為 標 木 と 考え られ る , 我国 農村 の 各 
地区 20 カ 所 の 年 齢 別 釣 息 感 染 曲線 より 推定 すれ ば 。 我国 
MM 釣 虫 種 共 生態 学 的 に は , 経 皮 感染 を 主 
道 , 経口 感染 を 一 道 と 見 人 区 し 得る と 思わ れる 


総 括 

我国 に お いて 最近 約 10 カ 年 間 の 発表 され た 農村 住民 の 
釣 虫 卵 検査 成績 の 中 , 4.g. 優 占 地区 10 カ ヵ所 ( 釣 息 感 染 
率 15.6 多 て 58.022), ん rg. 優 占 地区 10 カ 所 (同上 15.8 少 
<82.4%) に つい て 。 全 住 民 の 釣 虫 感染 率 を 1 と し て , 
各 年 齢 別 釣 虫 感染 率 の 比率 を 算定 し , と の 推移 を 年 齢 別 
釣 虫 感染 曲線 と し た と と ろ , 両 種 優 占 地 区 共 全 く 同 じ 傾 
を も た 。 効 少年 に その 比率 は 低く , る Wes 
1 に こ 上 嘆 し , 壮年 で は 略 一 定 比率 で 横 如 いし , 
(Pao し て いた 。 騙 両 種 地 区 と も 1 を よさ PA 

WonMea の キシ pr 
惑 染 率 及び 被 検 者 の 性 に は 拘ら ず , 顕 虫 の 
に 異 る 則 線 で あつ た 。 な お 今後 検討 を 更 
が ある が 市 街 地 ・ Ph 検査 方 法 別 , 集 
H \ に こよ ょ つて も 大 きい 変化 は 認め られ ず 。 駆 
了 後 】 時 出 和 9 由 数 に は る 寄生 濃度 の 年 齢 別 比率 の 推移 も 感 
染 曲 線 と 甚だ 類似 し た 傾向 を 示し た 。 

以上 に ょ つて 釣 虫 の 疫学 上 重要 な 特性 が 明瞭 に な つた 
| 寺 に 我国 の 寒 谷地 を 含ま な い 農 村 に 於 ける 両 釣 虫 


首 は 経 皮 的 と 推定 し 得る と 思わ れる 。 











稿 を 終る に 臨み , 終始 御 懇 切な 御 指導 を 賜 わ つ た 柳沢 
深く 感謝 申 上 げ ま す . な お 資料 を 使用 きせ 
て 頂い た 原著 者 並び に 当 教 室 同 僚 各 位 に 厚く 御礼 申 上 げ 


文献 は ②) 訪 の 末尾 に 掲載 し ます 。 


( 61 ) 


Summmary 


Epidemiological survey was conducted for the- 
last 10 years on the inhabitants, in rural area8, 
10 areas with the dominant species, 4zcy/os7 み 2Z 
の zzoezZ, and 10 areas with ん ecg7o ァ の 72677C の 2224S. 
Data obtained were treated by the following stat- 
istica] procedure. 

The ratio of incidence in each age class to that 
in all inhabitants in an area was plotted as the 
function of age Class. 

1) High similarity was indicated in two kinds of 
curves obtained from both kirds of areas. Ratios 
were low in the youngest age class (ess than 16 
years), increased with age markedly, and reached 
to the constant value which remained in 30-40 age 
class and was followed up by gradual decrease at 
the older age class (50-60 years)。 Curves obtained 
from both kinds of areas showed the value 1.0 j 
ratio at the 16-20-year age Cc]aS8。. 

2) These curves in hookworm infection differed 
from those in ascariS one independently of the 
incidence of infection in an area and of sex Of 
personSs tested. No remarkable di 医 erences due 
to the sort of area (city and rural area), techniques 
of fecal examination, and mass-treatment of im- 
fection were observed. 

3) Age-infecion dencity curves obtained on the 
basis of the number of worms removed after rmass 
treatment resembled with those above mentioned. 
TImportant findings on the relation between the 
age and incidence in the epidemiology of hook- 
worm infection were clarified while the main route 
of hookworm infection was seemed to be Dercutane- 
ouS in rural areas except in cold-weather district 
in Japan. 
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急 虫 Carrier に 関す る 公衆 衛生 学 的 研究 
(②) 地域 釣 虫 感 率 の 推測 に つ 


矢 島 


ムネ さ 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 (主任 柳沢 利 喜雄 教授 ) 
(昭和 33 年 11 月 5 日 受領 ) 
掲 載 


特 別 


緒 言 


農村 地域 の 釣 虫 予防 対策 を 行う 
に 地域 釣 虫 感染 状況 を 提 握 する = ミー 1 る 
し か し 之 を 適 確 ・ 迅 速 に ao た 人 こと は 0 2 で ぁ 





レー と 


個人 の 感染 の 有無 が 判定 され , 同時 に os 率 が 明 
薩 と な る 。 し か し 個人 に 就 い て の 知識 を 得る と いう 重 
要 な る 目的 を 除け ば , 全数 検査 は 全員 採 億 の 困難 性 と 同 
時 に 検査 費用 (時 間 ・ 労 力 ・ 材 料 費 光 
ん で くる 欠点 が ある 。 即ち 公衆 衛生 の 
礎 資 料 例え ば 対策 か 要 な 予算 額 の 見 積 り 等 を 求む る 為 
の 検便 結果 を 必要 と し な い 。 か ゝ 


て 全 地 域 感染 率 が 推測 








各 本 調査 に ょ よこ ~ 


る 時 ーV ス ぁ 一 部 の 8 


され る な !5 > 好都合 こ あ る 





水野 (1953) は 純 農 村 の 釣 息 感染 : 
小学 6 年 生 児童 及び その 家族 の 検便 を する 時 に は , 
と の 釣 息 感染 率 は に 銘 虫 感染 率 ( 
を 。 群馬 ・ 長 野 の 三 農村 の 資料 』 
(1956) は 検 卵 が 比 較 的 容 易 な 小 ・ 『 EC 
らち 。 その 地 の 青 壮年 層 の 釣 虫 率 を 推 濃 
的 と し て , 効 少年 層 の 釣 虫 卵 感染 率 と 
の 比 の 存在 様式 を 検討 し , .4. 優 占 地区 ン 優 上 1 
地区 と で は その 様式 hm 
的 に つい て は 言及 する と と ろ が な か つた 。 
一 般 に 標本 抽出 法 に は , 不偏 性 並び に 精度 及び 費用 等 
の 基準 か ら 満足 すべ き 各 種 の 方 法 が ある 。 従 つて 


する と の 問題 に 対し て も , 原理 的 に は 】 








こと を 目 











今 当面 


FUkI YAJIM : Studies on hookworm carriers in 
viewS of public health (2) On the previous 
estimation of total incidence of hookworm infection 
in an area (Department of Public Health, School 
of Medicine, Chiba University) 





基本 抽出 法 の 示す 


と と ろ に 従 つ て 。 笠 本 抽出 を 行え ば 母 集団 の 母 数 推 】 
可能 で ある 
レ か し 理論 約 に 優れ た 方 法 て これ を 利用 する に 当 
つて は 実際 面 ょ り we 生じ る 。 久 全 地 域 ( 全 村 ) を 
銘 虫 感染 に 関す る 単 一 の 抽出 単位 と 見 他 す と と に る 問題 
。 即ち 鍋 感 Ca ヽ て は 全 地 域 が 単純 な 構成 
は な く , 質 の 異 つ た 種々 の 生態 学 的 小 集団 が 混在 し て い 
ら と 考え られ , 凍 本 抽出 の 為 に は 母 集団 内 の 電信 選 
(strataum) 又は 集落 (caluster) の 各種 の 小 集 団 に 
つ 必 要 が ある 。 て それ に は 既知 の 寄生 虫 の 生物 学 妃 至 疫学 
堪 識 を 十 二 分 に 整理 し 活用 する と と が 望ま れる 。 
著者 は (1 ) 管 に 述べ た 如き 結果 より , 検査 対象 年齢 
別に 層 化 し て 棟 本 抽出 を 行い 。 年 齢 と 名 染 と の 医 数 
対 係 を 利用 すれ ば 。 概括 的 な 地域 感染 率 が 推定 し 得る 
思わ れる の で 報告 する 。 
検討 結果 
1) 年 齢 別 多 貝 感 昌 線 の 実験 式 
年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 は , 効 少年 に 於 いて は 年 齢 の 増加 
に 伴 つて 急速 に 上 尋 し , 壮年 で は 増減 な く , 老年 に 僅か 
こ 減 少 の 傾向 が 認め られ る 。 両 釣 虫 種 の 優 占 地区 別に と 
の 平均 値 及 び を 計算 する と 第 1 表 の 如く で , 下 
種 間 の 差 は 認め られ な い 。 そ 人 
び 分 散 (Etu2) ニ の) を 算出 し 同 表 に 掲げ た 。 之 を 作図 
レ て 必 る と , この 品 線 1 に RE ん 見 られ る 押 
数 の 如く で ある 。 そ と で 指数 阿 数 y=ae-*-ce-" で 近 
似 し て みた 。 今 感染 比率 を y と し , 年 齢 を x と し て 
簡単 に する 為 に 年 齢 を 5 歳 等 間隔 と し , x~ (x+5) 歳 は 
8 


代用 し だ 計 


2x 十 5 .、 吉 
5 了 一 惑 , 61 励 以上 は 


算 の 経過 を 筑 2 
ご 作図 する と x=42 





ビ 


7 苦 か 
ZI 干 ダ 慌 


は 62.5 世 を 以 つ て 





9 Y, ※ ・5 の 辺 ょ り 先 は ゆる 
な 減少 を 示す 直線 で まき a 三 !.70, 
b= ニ ー0.0057 を 決定 し , 之 か ら y′ を 計算 し (4) 未 
し た 。 次 に y" 一 y を (5) に 求め , og (y" 一 y) を 作図 す 


る 。y' 三 ae と し て ,。 
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第 1 表 年 齢 別 釣 虫 感染 比率 の 平均 値 及 び 分 散 





生 齢 0<5 6>10 11<15 16<20 21<30 31-40 41<50 51 一 60 61 ~ 





4.. 優 占 地区 X 0.26 0.64 0.75 0.96 1.33 1.29 1.31 1.24 1.22 
ああ は 0.24 0.21 0.12 0.21 0.18 0.22 0.20 0.27 
V.6. 優 占 地区 < 0.28 0.60 ,. 0.73 1.00 1.29 1.31 1.37 1.26 1.16 
Ed な: 0.29 0.21 0.08 0.18 0.13 0.15 0.14 0.27 





合 前:。、、 寺 0.27 0.62 0.74 0.98 1.31 1.30 1.34 1.25 1.19 
主 u 0.13 0.26 0.21 0.09 0.19 0.15 0.18 0.16 0.27 

















(1) (2 ) (3 ) (4) (5) (6 ) 7 (8 ) (9 ) 
メ y log y Y アーツ 0 一 ザー。 Yc YーYc 
2.5 0.27 1.43136 1.678 1.408 0.14860 1.608 0.070 0.20 
7.5 0.62 1.79239 1.630 1.010 0.00432 1.039 0.591 0.03 
12.5 0.74 1.86923 1.584 0.844 1.92634 0.671 0.913 ー0.17 
17.5 0.98 1.99123 1.539 0.559 1.74741 0.434 1.095 ー0.12 
22.5 1.15 0.06070 1.496 0.346 1.53908 0.280 1.216 ー0.07 
27.5 1.31 0.11727 1.453 0.143 1.15534 0.181 1.272 0.04 
32.5 1.30 0.11394 1.412 0.112 1.04922 0.117 1.295 0.00 
37.5 1.31 0.11727 1.372 0.062 2.79239 0.076 1.296 0.01 
42.5 1.33 0.12385 1.333 0.049 1.333 0.00 
47.5 1.32 0.12057 1.296 0.032 1.296 0.02 
52.5 1.27 0.10380 1.259 0.020 1.259 0.01 
57.5 1.27 0.10380 1.223 0.013 1.223 0.05 
62.5 1.19 0.07555 1.189 0.009 1.189 0.00 
る と 之 も 略 直 線 を な す と と が 認め られ る の で , 即 ち マー 年 齢 別 釣 虫 感染 比率 の 分 布 は 略 正規 型 で ある と 見 人 さ 】 
y=ce* と し て 。c 三 2.00, d ニ ー0。0874 を 決定 し 。 それ +』 る の で , 今 最小 の 分 散 を 示す 16 一 20 歳 に 例 を と る と , と 
『 し た (y' 一 y)。 を (7 ) に 示し た 。 次 に アー(y" 一 yJ< の 資料 より すれ ば , 一 定 地域 の 16<20 歳 の 釣 虫 感染 率 の 
4 y。 と し て (8) に 示し た 。 Br 全 地 域 釣 虫 Po 率 に 対す る 比率 は 0.98 土 0.09 で あつ て , 
ちる 。 実測 値 と 計算 値 の 誤差 yーy。 を ( 9 ) に 掲げ た 即ち 0.89~1.07 の 間 に 母 集団 資料 の 約 68% か 入る と と に 
旨 実 大 と し て y=1.70e"905 な 一 2.00e"987= が 求め な る 。 
られ た 。 即ち 年 齢 に 伴う 釣 息 感染 曲線 の 推移 は , 年 齢 の 今 と の 比率 曲線 が , 我国 一 般 農村 の 釣 息 感染 の 年 齢 様 
淫 項 雪 こ 見 艇 す と と が 出来 る 。 然 も 潜 次 渋 少 する 部 分 を よ く 代表 する や の て ある と 仮定 する な ら ば , ある 地 
と , 潤 次 上 昇 す る 二 つ の 部 分 の 結合 現象 と 考え られ る 。 域 の 16 っ 20 志 の 感染 率 を 予め 検査 し , 之 を 0.89 及 び 1.07 
云う まで も な く 上 式 に お いて b に は 滅 の 1 便数 , q は 増 で 除 せ ば ,。 商 と し て 示さ れる Me そ と の 全 地 域 感 


加 の 便数 ご あろ る 。 と の 実験 式 を 用 いれ ば , x (年 齢 ) の 染 率 が 68%% の 確率 で ご 入 つ て くる 。 良 散 の 2 倍 土 0.18 を 用 

値 を 知 つ て y (大 比 素 ) を 得る と と が 容易 で ある 。 い 。0.80 及 び 1.16 で 除 せ ば , その 和 囲 内 に 全 地 域 感染 率 
2) 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 を 用 いて の 地域 感染 率 の 推 洋 が 入る 確率 な 95 に 増大 する 。 

法 推算 に は どの 年 齢 層 か らし て も よい が , 角 便 及び 検査 
第 1 表 に みる 如く 分 散 の 最も 小さ い 年 齢 層 は 1620 歳 の 容易 な , 且つ 比率 の 分 散 の 小さ い 年 齢 層 を 用 うる と と 

で , 分 散 の 最も 大 きい 年 齢 層 は 61< の 層 で ある 。 各 村 の が 望ま ほし い 。 上 記 の 計算 は 次 の 式 に ょ つて 示さ れる 。 


( 63 ) 
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H め ーH ェ 22+(R 土 us ) 

但し 耳 多 は 求め る と こと ろ の 全 地 域 感 染 率 。 H。2 は 
上 厳 に お ける 実測 釣 虫 感染 率 , (R 土 u)= は ヌ 歳 に お ける 
や 二 ye 

3) 青少年 層 感 染 率 の 地域 感染 率 に 対す る 回 帰 

年 齢 別 釣 虫 感染 比率 Ye の 関係 に は 特別 
の 相関 が 認め ち れ な か つた 。 例 えば 16~20 歳 と , 11-15 
歳 を 用 いて それ ぞ れ 両者 の 相関 図 を 第 1 図 に 示し た が , 
分 布 虫 種別 に も 閉 が : な く , 相関 は 認め られ な い 。 

年 齢 別 釣 息 感染 率 か ら 推定 し て 青少年 層 感 染 率 と 全 地 
域 成 染 素 の 間 に は 徐 : 接 な 相関 予想 され る の で , 1620 


の 











1 p c た を 
1 
? a /& も を 
20 
ォ !O @ o c as 
yy 寺 で 
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Me っ 家 意 深 率 と 
第 1 図 地域 感染 率 と 表 少年 層 感 染 比 
CMWeyio SN 
WH が 認 め ら れ 。 


ュ 信 示し た 如き ab に ょ つて 


歳 と 11~15 歳 の 感 送 5 と 。 地域 大 

第 2 図 と し た 。 之 に よる SW 明瞭 
の 文 へ の 回 帰 直線 は 図 
まる 。 6 5 の を 用 いた 場合 は 115 人 の = 
の 場合 と 大 差 な か つた 。 丸 回 帰 直線 の 周り に お ける Y の 
分 散 (自由 度 n 一 ら ) を 附 記し た 。 成人 (20 歳 以上 ) と 
時 生起 選 6 > 関係 も 同 精 な 順 相関 が 成 
立 し た 。 以 上 に よ つ て 文 (この 場合 青少年 層 感 染 率 ) に 
対応 ナ Y (この 場合 金 他 域 感染 率 ) の 推定 値 が 近似 的 
に 求め られ る 。 

面 し て 上 記 と 同じ く 推 定 の た し か らし さ は 分 散 を 用 い 
た 場合 は , 約 682, 2 倍 の 分 散 を 用 いた 場合 は 約 95 多 で 
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推定 値 の 店 は Y の 作 散 の 大 いさ に よ ょ つて 定まる と と に な 
4) 所 調 「 幼 年 層 釣 虫 感染 率 に 対す る 青 壮 年 層 の それ 
の 比率 の 存在 様式 」 

小宮 等 (1956) は 表記 の 比率 の 存在 様式 が , 4.2 及 
び Are. 優 占 地区 に ょ つて 異 る と と を 指摘 し た 。 
面 し て その 相違 は , 両 種 の 感染 経路 の 相違 より 生じ る 
と と を 示唆 する と し た 。 そ と で 著者 は 本 篇 で 扱 つ た 資料 
を 用 いて , 表記 比率 を 計算 し , 全 住 民 釣 虫 感染 率 と の 
除 に お いて 第 3 図 に 図示 し た 。 既 に 明らか な 如く 幼年 層 
は 感染 増加 が 著 明 な ーー 
どの 年 齢 層 を 用 いる か は 結果 に 大 きい 変動 を る 。: 才 
と で 小 人 ( 0~15 歳 ), 学童 (6~15 歳 ), 5 
ー20 歳 の 4 群 と 成人 と の それ ぞ れ の 表記 比率 を 算出 し て 
みた 。 お よそ の 傾向 を 見 る 為 に 比率 の 全 住 民 感 染 率 に 対 
する 回 帰 直線 を 図示 し て ある 。 両 虫 種 共 直線 で 近似 し た 
点 は 再 吟味 の 必要 が あら う が , 一 応 今 は と うし た 。 妨 
Eo 

いて 積極 的 に 径 却 す べき 根拠 


が な い の で , その ま ゝ 採用 し て ある 


さ 、 に 雇い て 連 等 く の 条 振 し た く 両 忠和 の 比 の 存 
在 様式 は 相 上 異 る る の ゝ 如く で ある 。 面 し て 幼年 層 の 年 
齢 範囲 に ょ つて , 多少 傾向 線 が 異 り , 両 虫 種 共 ズー 
bY に お いて , 年 齢 入 囲 が 幼年 より 青年 に 近づく に つれ 


し 


ONE 


の の 25 と 





て 。a が 小さ く な り ,。 ん Arg. 種 に お いて は b も 小さ く な 
り 。 従 つて 直線 が 垂直 に 近づい て いる 。 と ころ が 16<20 


ee 
種 と Ag. 種 と は 殆 ん ど 同 一 の 傾向 を 示し , 感染 率 の 大 
Peer 


考 突 


k 野 (1953) は 全 村 の 釣 虫 感染 率 の 推測 に 当 つ て , 組 
織 化 の 充分 な 学童 を Index case と し て と その 家族 を 検査 
すれ ば , 略 その 感染 系 は , その 村 の 感染 率 に 一 致す る と 
述べ た Mice 3 組織 を 利用 する 点 で は 優れ て いる が 
落 化 法 の も つ 制 約 を 同時 に も つ 。 又 様 本 の 抽 出 半 
ora に 検討 
*. 要 す する と 思わ れ 6 

著者 は 全国 的 に 4.2 優 占 地 区 10 カ 所 , re. 優 占 地 区 
10 カ 所 の 既存 の 成績 に 基 い て , 年 齢 別 釣 虫 感染 率 の 全 地 
ea 
され る と と を 見 出し , と の 比率 の 変動 範囲 を 算定 し 
次 ea れる 
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て 5 オォ 窓 染 率 る 
第 2 図 地域 感染 率 と 青少年 層 感 染 率 の 関係 


が , 一 方 と の 函数 関係 を 用 いれ ば , 概括 的 で は ある が , 
全 村 釣 息 感染 率 の 推測 に も 役立つ と 思わ れる 。 即ち 擦 識 
と な る 年 齢 層 を 定め , その 層 中 の 無 作為 抽出 六 本 を 検便 
し , その 感染 率 よ り 第 1 表 の 年 齢 別 感染 比率 及び 分 散 を 
用 いて 推算 する と と が 容易 で ある 。 双 他 の 年 齢 層 の 夫 を 
ee 
と と が 予測 され る が , 著者 の 成績 に 基 け ば , お > ゝ よ ょ そ 推 
の 導 る 先負 あ ああ る :: 革 WIw9R 赴 が , 附近 
の omi ひど く 
か け 離 れ て いた な ら ば , 再び 同一 年 齢 層 よ り 無 作為 擦 本 
を と り 出 すか , で fav 
か め れ ば よい 。 そ れ で は 一 体 ど の 年 齢 層 よ より 推算 する の 
が 妥当 か 。 比 率 の 変動 巾 の 最も 小さ い 年 齢 層 は 1620 歳 
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で , 且つ その 比率 は 1 に 近い の で , 他 の 年 齢 層 か ら す る 
よう も 誤差 が めい こ 思 われ る 。 1620 織 を 神木 こ する 時 
に は , 青年 団 ・ 人 青年 団体 の 組織 を 用 うれ 
ば 採 便 が 比較 的 容易 と な ろ 

60 洒 活 し て も 本 に 行う に は , 小 中 学 生 
を 用 いれ ば よい 。 それ ら の 場合 , 変動 の 大 きい 層 か ら 標 
本 数 を 多く 探り , 又 1 人 の 検便 に 必要 な 経費 (この 場合 
啓 組 や 採 便 に 要する 費用 を 含め て ) 首 比例 し て 標本 数 
を 適宜 定め れ ば ょ い 。 即ち 各層 より の 標本 抽出 は , 統計 
学 の 教 う る と と ろ に 従 つ て , その 和 無 作為 性 を 確保 すべ き 
で ある 。 今後 広汎 な 徹 囲 の 資料 を 得 て 推論 の 基礎 を 固く 
し, 推定 値 の 誤差 を 小 な らし め 度 いと 考え る 。 な お 特定 
の 年 齢 層 に 対し て 釣 虫 対策 を 行 つ た 場合 に と の 比率 が 異 
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第 3 図 所 詩 「 幼 少年 層 物 昌 卵 感染 率 に 対す る 青 
壮年 層 の それ の 比率 」 と 全 住 民 釣 虫 卵 感染 率 


( 66 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 号 


つて くる と と は 当然 考え られ る の で , と の 推算 は 釣 虫 対 
策 示 実施 地区 又は 全 年 齢 層 に 理 つ て 電 和 を な 対 策 を 行 つ た 
地区 に お いて 適用 さき れる べき で ある 。 

騙 第 2 図 に 従 つて 青少年 層 感 染 率 か ら 全 村 又は 成人 の 
感染 率 を 回 帰 推定 する 方 法 も 簡便 で , 上 記 の 年 齢 別 感染 
比率 より の 推算 に 比較 する と 推測 の 巾 が 小さ い 。 即 ち 年 
齢 別 感染 比率 を 算定 する の に , 変動 する 二 つ の 標本 値 を 
用 いて 居る の で , と の 場合 よ り 推測 の 精度 が 低く な る と 
考え られ る 。 特 に 学童 より 推算 する 場合 の 精度 は と の 場 
合 の 方 が は る か に 高い 。 

次 に 各 年 齢 層 毎 の 感染 比率 の 増加 に つい て 述べ れ ば , 
年 齢 別 釣 昌 感染 比率 は , と の 年 齢 に お ける 黒 積 感染 状況 
を や も 示し て いる 。x と xx 十 5 歳 の 感染 比率 の 差 は , x ょ 
り x 十 5 歳 に 至る 期間 の 感染 増加 の 指標 と 一 応 解 され 
る 。 と の 比率 増加 # ee 4 図 に 示し た が , 幼 年 属 に 高く , 壮 
年 以後 は 増加 が みみ られ ず む し ろ 減 少し て いる と と が 明 ら 
か で ある 。 PTE 
表わす と 考え られ , 効 年 と 青年 層 の 二 つ の 新山 型 か み ら 


oA4、 催 # 才 を 
^/e. 人 6 地 











生 人 
第 4 図 各 年 齢 区 間 に 於 ける 感染 比率 の 増加 


れる 。 両 虫 種 間 に は 差 が 認め られ な い 。 二 つの 山 型 は , 
之 を 人 と 環境 と の 関係 で 解す る な ら ば , 幼年 の 山 は 生活 
圏 の 拡大 に よる , 青 年 の 山 は 農作業 , 農 地 へ の 立入 り 等 に 
, それ ぞ れ 感染 昌 露 量 の 増大 と 見 区 され よ ょ う 。 年 齢 
つて 新 感染 者 の 増加 が 異な る と と は , 逆 に 新 感染 問 
把握 する 為 に は , 年 齢 の 要素 を 無視 すべ き で な いと 
示唆 する 。 即ち, 一 定 地 域 の 新 感染 率 の 把握 ,。 他 地 
村人 て は 少く と も 如何 な る 年 齢 層 よ り の 
K ある か 吟味 する 必要 が ある 。 同 じ 釣 虫 卵 陰性 
当 と 難 も ee 
感染 に 対す る 抵抗 力 の 強大 の 者 等 々 を 含み , 其 年 の 陰 條 
者 と | は その 陰性 の 意義 が 異 つ て いる 。 陰性 群 を 対象 と し 


が 
0 


澤 


YY W 9 


凶 
2 


に 
に 
SS 

4 





感 ! 


に 。 


ーー 
が 


区 1( 
の 


次 の 


易 


TE 7 は ピ [上 


幸生 部? 


に 





昭和 34 年 4 月 (1959)〕 
て 新 感染 者 率 の 推移 を 追う 場合 に も と の 年 齢 要素 を 重視 
すべ き で ある 。 

小宮 等 の 所 詩 「 幼 年 層 釣 虫 感染 率 に 対す る 青 壮 年 層 の 
ce を 同一 の 資料 を 用 いて 人 各 幼 年 層 

年 齢 区 分 毎 に 計算 し て みた と と ろ , 必ず し ゃ 小宮 等 の 
ict 
差異 が 認め られ る 如く で ある 。 小 宮 等 は と の 差 を 感染 経 
路 の 差 に ょ つて 容易 に 説明 し 得 ら れる と し た 。 著者 は 
て 1 ) 篇 に 述べ た 如く , 一 般 に 我国 の 野外 に お ける 釣 虫 の 
自然 感染 経路 は 両 種 共 経 友 主 道 と 考え る が , 4. に お 
ける 経口 感染 を 否定 する も る の で は な い の で , 上 述 の 説明 
を 必ず し ゃ 不当 と は 思わ な い が , し か し 更に 両 釣 虫 種 の 
産卵 量 の 差 に よる 検出 誤差 の 問題 を 併せ て 考慮 すべ き と 
考え る 。 Arg. の 産卵 は 普通 4.. の 産卵 量 の 約 』 と さ 
れ て いる 。 従 つ て , rg. 稀 薄 感染 地区 で は 幼少 年 感染 者 
の 見 落 し は 増大 する と 思わ れる か ら で あ る 。 な お 1620 
歳 と の 比 に な る と 両 虫 種 共 殆 ん ど 等 し い 直 線上 に 並び , 
全く 差 が な く な つて いる と と は 誠に 興味 ある 所 見 で あ 
る 。 上 記 存 在 様式 の 善 が 感染 経路 に よる 差 で ある と し て 
も , 経 皮 感染 の 機会 の 少 い 比 較 的 幼年 に 於 いて 問題 と な 
り , 長 ず る に つれ て 経 皮 感染 の 機会 の 増大 に 失わ れ て , 
両 種 の 差 が 消失 する の で は ある まい か 。 面 し て か ゝ る 比 
の 算定 に 当 つ て は , 幼年 層 の 年 齢 区 分 を 一 定 こ し て 論 ず 
べき で ある と 思わ れる 。 

な お 小宮 等 は Y 軸 を 全 住 民 釣 虫 感染 率 と し た が , 推測 
の 為 に は Y 軸 に 幼年 層 釣 息 卵 感染 率 を お いて , 比率 へ の 
回 帰 を 求め る べき で ある 。 表 示し な か つた が , 16~20 歳 
の 感染 率 よ りす る 回 帰 は , 第 3 図 の 同一 年 齢 層 の それ と 
殆 ん ど 大 差 な か つ を た 。 即ち と > に お いて や 幼年 層 感 染 率 

を 明 ら Mr で Sa 
感染 率 を 推測 す 


る 方 式 が 考え られ る 。 
総 括 


(1 ) 篇 に 於 いて 報告 し た 年 齢 別 釣 虫 感染 曲線 

て , 之 を 地域 釣 虫 感 50 
の 

(1 ) 最近 10 ヶ 年 間 に お ける 我国 農村 の 4.g. 優 占 地 
区 10 ヶ ケ所, Ag. 優 占 地区 10 ケ 所 の 年 齢 別 釣 東 感染 臣 線 
の 平均 値 の 間 に 差 が 認め られ な い の で , 両 地区 を 併せ て 
次 の 実験 式 を 求め た 。 之 に よれ ば 年 齢 より 感 染 比 率 が 容 
易 に 求め られ る 。 

y ニ 1.70e""0057 ェ ー2 。00e~9・997 テ 

但し x は 年 齢 。y は x 歳 に お ける 感染 率 の 全 地 域 感染 
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率 に 対す る 比率 。 

( 2 ) 著者 の 計算 し た 年 齢 別 釣 昌 感染 比率 の 平均 及び 
分 散 を 用 いれ ば , Si 
率 の 存在 範囲 の 推定 が 可能 で ある 。 分散 の 最も 少 い 年 齢 
は 16 一 20 歳 で ある みか ら , 之 の 年 齢 を \ れ ば 推算 の 誤差 
が 極め て 少 い と 思わ れる 。 寒冷 地 を 含ま な い 我国 農村 に 
於 いて , 特に 釣 上 対策 実施 地区 に 於 いて 適用 され る 。 

( 3) 青少年 層 釣 虫 感染 率 と 全 地 域 ( 全 村 ) 又は 成人 
の 釣 虫 感染 率 の 間 に 明 瞭 な 線型 相関 が 認め られ , ( 全 地 
域 感染 率 ) の 青少年 層 感 染 率 へ の 回 帰 及 びとの 分 散 を 用 
いる と と ろ の 回 帰 推定 に よ ょ つて も 概括 的 な 推定 が 可能 で 
ある 。 

(4 ) 各 年 齢 層 の 感染 増加 は 一 磁 で な く , 幼少 年 層 に 
高 か つ た 。 新 感染 を 検討 する に 当 つ て は 年 齢 要因 を 重視 
すべ き と 思 われ る 

5) 所 謝 「 交 年 避 素 に 対す る 青土 層 の と 
れ の 比率 の 存在 様式 ] を 本 資料 を 用 いて 検討 し た と と ろ 
両 種 問 に 差異 が 存する も の > 如く で ある が , 16 て 20 歳 の 
感染 率 と の 比 こ は 全く 差 が 認め られ な か つた 。 

稿 を 終る に 当り 柳沢 利 喜雄 教授 の 御 指導 ・ 御 校 闘 を 深 
(感謝 申 上 げ ま す . な お 千葉 県 衛生 民生 部 竹岡 博士 に 種 
々 御 教示 賜 わ つ た と と を 感謝 申 上 げ ま す . 
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Summmmary 


In order to previously estimate the incidence of 
hookworm infection in an area from the correlation 
between each age class and incidence in that age, 
the statistical investigation were carried out on 
the basis of data for the last 10 years, obtained 
from the survey conducted on the rural areas in 
Japan. | 

1) There were no di 丘 erences between means of 
incidence in each age class, obtained from two 
kinds of areas with the dominant species, 4zcy/- 
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Ss7o2Z and ん ecg7oz The following experimental 
formulae concerning the relation between age and 
incidence of hookworm infection was obtained, 
マー1.70 e"・9057x- の 2 00e~0・087x 

where x iS the age of the class tested and yY js 
a ratio of incidence in the age class to the total 
incidence in all inhabitants in an area when the 
latter incidece were 1.0. This formulae can, there- 
fore, be used to express the ratio of the incidence 
in a given age class to the total one in all over 
the area. 

2) Total incidence in an area might be previouSly 
aSsumed from the incidence in a given age ClaSS 
Surveyed by means of statistical culculation of 
meanS and their variance of the ratio in a given 
age。 As minimum variance waSs found at 16-20 
year age class, 半 was reasonably considered that 
the incidence in an area would be previouSly eS- 
timated with the least error from that in 16-20 
year age class. This estimation can be applicable 
in the rural areas, especially in the areas where: 
no mass-treatment of hookworm disease had been 
undertaken, with exception of cold-weather diS- 
trict, in Japan. 

3) Linear correlation was observed clearly bet- 
ween the incidence in younger age class (16-20 
years) and that in all inhabitants or in adult age 
class. So the total incidence in an area may also 
be previously but roughly estimated by culculation 
on the basis of the linear correlation above-men-- 
tioned. 

4) Increase in the incidence in the youngeSt age 
(less than 16 years) with age was so remarkable 
that the age would be considered as an important 
factor influencing upon the rate of increase in the 
incidence of hookworrm infection. 

5) There might be di 人 erences between 44cy/ の - 
sZoz2Z and /Wecg7oz infection in the point of ratioS. 
of the incidence in the youngest class to that 近 
adult class but no di 括 erences in that of the youn- 
gest to the younger class (16-20 years)、 
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埼玉 県 一 農村 に お ける 多 虫 の 疫学 的 調査 と その 考 穴 


鈴 木 


和束 :. 納 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 昌 部 
(昭和 33 年 11 月 2 日 ) 


疾病 は 多く の 原因 的 条件 が 弧 合 的 に 作用 し て 病状 の 発 
現 が 生ずる も の で ある が , 寄生 虫 体 に 基 ず く 疾 病 に あつ 
て も ゃ 寄生 虫 体側 の 条件 (侵入 数 , 侵入 門戸 , 毒 性 の 強 府 ) 
と 人 体側 の 条件 (抵抗 力 , 栄養 状態 。 療 労 の 程度 , その 
侵入 を 容易 よら し め る 状態 の 存在 ) と が 考 應 され , と れ 
ら の 諸 条 件 の 組み 合せ 如何 に より , 比較 的 少数 の 虫 体 の 
侵入 に ょ つて 発症 する 場合 も あり , と の 反対 の 場合 に あ 
つて も 発症 に 至ら な いと と も ある 。 そ と し て と れ ら 諸 条 件 
の 内 , 人 体側 の 条件 は と の 体質 的 な 条件 を 除い て は 現実 
の 人 間 に あ つ て は 主として 社会 的 な 諸 条 件 に より 左右 さ 
れ て いる と と が 多い よう で ある 。 し か も 社会 的 な 要因 は 
# に 人 体側 の 条件 ば か り で な く , その 寄生 虫 体 の 存在 。 
集散 及び と の 人 体 へ の 侵入 条件 それ 自体 を も 極め て 展 々 
規制 する も る の で すら ある 。 

そ と で 著者 は , 本 邦 各 地 の 農村 の 職業 性 疾患 と も 称せ 
られ る 釣 昌 症 の 疫学 的 研究 に 当 つ て , か ゝ る 社会 的 要因 
と の 関連 に お いて 考察 を 行 つ て きた (鈴木 , 1956 a,c 
1959)。 

その 結果 , 著者 の 調査 し た 宮城 県 一 農村 の 場合 に も , 
東京 都 一 農村 の 場合 に も , いずれ も る 釣 虫 感染 の 成立 が 。 釣 
虫 仔 則 に よる 汚染 の 場 。 つま り 感 染 の 場 と それ に 立ち 入 
る 頻度 に より 説明 し 得る と いう と と を 明らか に し 得 た 。 

そ と で 著者 は 異な つた 別 の 地区 に お いて も , 感染 の 場 
と その 立ち 入り 句 度 に よ ょ つて 釣 虫 感染 が 同様 に 説明 し 得 
る か 否 か を , 更に 確 め る と と も に , その 立ち 入る 感染 の 
場 と は 如何 に 準備 され , 且 , 感染 の 場 と し て 如何 と 成立 
レ て いる か の 解明 を 試み , 併せ て 釣 虫 感染 の 時 期 に 関し 

調査 地 の 概要 及び 調査 方 法 


と の 調査 は 埼玉 県 大 里 郡 妻 沼 町 の 4 部 落 。 98 戸 , 約 
570 名 を 対象 と し た 。 と の 地区 は 関東 平野 の 北西 と 位置 





NoRIjI SUZUKI : Epidemiological studies on hook- 
worm in a village of Saitama Prefecture (Depart- 
ment of Parasitology, National Institute of Health, 
Tokyo) 


する 農村 で , 田 393 町 歩 。 畑 386 町 歩 , 桑畑 116 町 歩 を 
有 し , 比較 的 経済 状態 も 良好 と 思わ れる 。 ま た , 東京 方 
面 へ の 重要 な 蘭 菜 の 出荷 地 で あり , 攻 , 大 和英 は 特に 収 

が 多い 。 

1957 年 3 月 に 全 住民 に 対し , 久 和 食塩 水 浮 流 法 2 枚 人 
と 直接 塗 抹 法 6 枚 値 こよ る 検便 を 実施 し た 。 以 降 , 翌年 
4 月 に 至る まで , 全 住 民 の 検便 を 毎月 行 つ た 。 但 し , 一 
部 の 部 落 は 同時 に 行 つ た 殺 卵 剤 に よる 感染 抑制 効果 の 試 
験 地 と し た た め , 年 間 の 感染 消長 の 対象 地区 は と れ ら 一 
部 の 部 落 を 除外 し て 論じ た 。 

と の 地区 の 釣 虫 感染 者 総数 は 264 名 で , 全 調 査 人 員 
550 名 の 48.0% に 当り , か な り の 濃厚 感染 を 思わ し め 
る 。 ま た , ほ ゞ 同時 期 に 行 つ た と の 地区 及び 周辺 の 釣 
保有 者 の 駆虫 成績 (杉山 ・ 荻 野 , 未 発表 ) に よ ょ る と , 駆 昌 
人 員 23 名 より , アメ リカ 釣 虫 93 隻 。 ツ ビ = 釣 虫 1 隻 の 排 
虫 を 得 , 松崎 ら (1958) は 同 郡 内 で アメ リカ 釣 虫 保有 者 
334 名 , ツ ビ ニ 釣 虫 保有 者 Y 名 , 混合 感染 者 12 名 を 得 て 
いる と と か ら , と の 地区 で は , 著者 が 前 に 報告 し た 宮城 
県 , 東 京都 の 農村 と 同じ く ア メリ カ 釣 虫 が 優 占 分布 し て 
いる も の と 推定 され る 。 

な お , 釣 虫 の 感染 経路 に 関し て は 多く の 研究 が な され 
つ ゝ ある が , アメ リカ 釣 虫 で は 生物 学 的 に も , 生態 学 的 
に も と の 感染 主 道 は 経 放 で あろ うと する 説 は ほ ゞ 確定 視 
され て いる 。 従 つて と の 地区 で の 釣 虫 感染 は , 経度 を 主 
と し て 行わ れ て いる も の と 推定 する と と を 赤 , 可能 で あ 
ろ ろ 。 

年 齢 , 性 お よび 感染 の 場 へ の 立ち 入り 
頻度 と 釣 虫 感染 と の 関係 

1) 年 齢 別に ょ る 感染 状況 

年 齢 と 感染 の 関係 を 求め る と , 年 齢 の 増加 と と も に 感 
染 率 は 上 昇 し , 成年 層 に 至 つて 最も 高い と と は , い ずれ の 
調査 地 と も 同様 ご ある 。 と れ ら 年 齢 を 前 報 に お いて も 試 
みた よ うに 。 生 活 活動 を 想定 し, その 活動 の 型 の 類似 し て 
いる と 思わ れる 年 齢 群 を 集め , 20 歳 以上 の 成年 層 は 便宜 
的 に 10 歳 毎 に 区 分 し て と それぞれ の 感染 率 を 求め る と (第 


( 69 ) 





224 


1 図 ),20 歳 か ら 急 激 に 感染 率 は 増加 し , 感染 率 の 面 か ら 
全体 を 次 の 8 群 に 分 ける と と が 出来 る 。 即 ち , 第 1 群 は 
学 合 期 以前 の 年 齢 層 ( 6.62), 第 2 群 は 19 己 ま で (81.8 
め %), 第 3 群 は 上 記 20 歳 以上 の 成年 層 (68.22) で ある 
と し て と れ ら と 年齢 司 の 感染 素 の 上 界 は , 40 一 49 辻 の それ 
を 頂上 と し て 再び 下降 の 傾向 を 示す 。 第 1 群 は 釣 息 仔 虫 
に よる 汚染 の 場 , つま り ry Wo ヽ の 立ち 入り 頻度 は , 
他 の 2 群 に 比 し て 少な 群 は 学 今期 に 属す る 年 齢 
Ad は 広く , 
従 つ て 上 染 の 場 に 立ち 入る 問 度 も 多い が , 第 3 群 に 比 し 
て 常時 農耕 に 従事 する 年 齢 層 は 殆 ん ど 含ま れず , 当然 第 
3 群 よ り 感 当 2 符 あす も Ne で 北信 ッッ 仙 
立ち 入り 頻度 と 釣 虫 の 感染 の 間 の 関係 を , 更に 解明 する 
た め に 。 生年 齢 の 農 梓 事 者 と 電 従 事 者 の 太 素 を と 
れ ぞ れ 求 め た (第 2 図 )。 図 に よる と , 農耕 従事 者 (平均 
75.6) は 非 従事 者 (平均 50.8 2) より も 高く , (= 
22.0>Z*%.n) また 年 齢 の 増加 と と も に 上 昇 し , 40 て 49 
大 で は 実に 84.6 多 の 高 率 に 達する 。 一 方 , 非 従 事 者 は 17 
19 歳 で 84.82 で 少な い が , 20 歳 以上 は 52.0 多 <58.3 多 
の 間 に す べ て の 感染 率 が 含ま れ , 一 定 し て いる の が 録 察 
され る 。 と の と と は 宮城 県 一 農村 に お ける 報告 に も 述べ 
た よ ょ うに, 農耕 に 非 従 事 の 成年 層 は と の 年 合 層 と 感染 率 
は 無関係 で ある と と を 示す 。 従 つて 農村 の 釣 虫 感染 率 を 
Ye 感染 率 が 異な 

つて くる の で は な いか と いう と 4 と を 推定 せ し め る と 同時 
に 。 農耕 へ の 従事 と 釣 虫 感染 と が 密接 な 関係 に ある と と 
を 示す も の で あろ う 。 

と の と と に だ 関連 し , 著者 は 東京 都 一 農村 の 場合 に , と 
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の 対象 と な る 地区 の 立地 的 条件 , 社会 的 条件 を 含め た 農 
業 経営 の 形態 に より , 各 年 齢 層 の 感染 状況 は ,。 その 地区 の 
性 格 を 或 る 程度 示す も の で は な いか と 考え た 。 つ まり あ 
る 年 齢 層 の 感染 の 場 へ の 立ち 入り 頻度 は 。 と の 年 齢 層 の 
感染 を 或 る 程度 左右 する と と を 意味 する 。 その 意味 で 17 
~19 虐 の 年 齢 層 と 老年 層 の 感 深 素 は 地域 に より 抽 味 深い 
値 を 示す よう で ある 。 何故 な ら ば , 前 者 は 学校 を 卒業 し 
て 実際 に 農耕 に 従事 し 始め る 年 齢 層 で あり , 後者 は 実際 
に 農耕 か ら 手 を 引き 家庭 内 で 過す ょ うに な る 年 齢 層 で あ 
る か ら で あ る 

と の 地区 の 17-19 歳 の 年 齢 層 は 上 記 の 年 齢 区 分 の 上 か 
ら , 学 含 期 の それ に 分 類 し 得 た 。 こ の 年 齢 層 (感染 率 約 
4222) に 属す る も の ゝ 農業 従事 状況 (感染 の 場 に 立ち 入 
上 度 の "人 00 民 半 あ 5 了 和 和 は , 約 40% が 農耕 に 
従事 し , 残り 約 60 は 高校 に 進学 , また は 農家 内 に あつ 
て も 俸給 生活 者 で あり , 農耕 に 従事 する と と は 少な い 。 
一 方 , 実際 の 働き 手 で ある 20 歳 以上 (感染 率 約 71%) で 
は 約 70 が 農耕 に 従事 し て いる と と か ら も , 両 年 齢 層 の 
構成 と れ 自身 に 差異 が あり , と の 地区 で は 17-19 歳 の 年 
齢 層 を 成人 層 の 群 に 区 分 する と と が 困難 で ある と と は 自 
ら 財 ちか で あろ 2。 

著者 は さき に 宮城 県 一 農村 に お いて 種々 な 疫学 的 解析 
を 行 つた 2 が ( 半 木 。 986 その 感染 率 は 50.6 で 本 調 
査 地 と 近似 的 な 値 を 有 し て いる の で , と の 二 地 区 を 比較 
する と , 宮城 で は 17~19 歳 ( 釣 虫 感染 率 『0.9%) の 農業 
従事 率 は 約 802 (感染 率 79.1%) で , と の 調査 地 の 約 2 
倍 で あり , 且 , と の 値 は 成人 層 (感染 率 78.02) の 農業 
従事 率 ( 約 8422) と ほ ゞ 同様 で ある 。 即 ち , 宮城 の 17 一 
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第 1 図 年 齢 別 釣 上 虫 感染 状況 第 2 図 成年 則 に お ける 農 第 3 図 農耕 従事 状況 
綻 線 は 90 の 信頼 限界 幅 を 示す 耕 従 事 者 と 非 従事 者 の 年 に よる 釣 虫 感染 状況 
平均 移 虫 感染 率 は 48.0 齢 別 多 虫 感染 状況 答 縦 線 は 90 め の 信頼 

一 代 一 - 農 耕 従 事 者 平均 75.6 限界 幅 を 示す 


ー 〇 ーー 耕 斐 従事 者 平均 50.8 


( 70) 








の 等 せ 


代 


り 





昭和 34 年 4 月 (1959)〕 


第 1 表 感染 率 と 農業 従事 状況 





全 村 年 齢 別 平均 感 楽 率 ( め ) 








ーー 4 2049 50<59 60~ 

率  / 療 耕 従事 者 
地 1) 1 天 征 事 才 ( 貞 ) ( 歳 ) ( 歳 
(569 48.0 41.7 信二 71.1 65.2 60.7 
(39.2) (71.6) (80.4) (48.8) 


金 ヶ 瀬 か 
(1956) 50.6 70.9 37.5 78.0 64.2 58.9 


(58.4) (83.9) (71.1) (27.4) 





( ): 農 業 従事 者 率 () 


19 歳 の 年 齢 層 は , その 大 部 分 が 直ちに 農耕 に 従事 する 訳 
で , 従 つ て その 感染 率 も 本 地区 に 比較 し て 高い と いう と 
と が 説明 出来 る の で は ある まい か 。 と れ ら 両 地 の 立 地 
的 , 社会 的 条件 を みる と , 宮城 の それ は 所 調 東北 の 純 農 
村 で ある の 反し, 本 調査 地 は 農家 内 に あつ て も 他 の 職 
業 を 有する も の が 多く , また 近く に 消費 地 を 控え , 野菜 
の 供給 地 と し て 経済 的 に も 恵まれ て いる と と な どか ちら, 
その 構 戒 人 員 の 感 人 は の 坦 へ の 立ち 入り 頻度 が , ある 年 齢 
層 ( こ > ゝ で は 17~-19 歳 ) で は 異な り , それ が 感染 率 に 影 
圭 た も た らし た も の と 礁 定 出来 よう 。 
同様 な 推定 は 老人 層 で も 云え る と と で は ある が ( 宮 
で は 60 歳 以上 の 年 齢 層 の 大 半 は 農耕 に 従事 し な く な る 
が , 本 調査 地区 で に YS の 
め ら れ た ), と ゝ > で は その 感染 率 に は 差異 が な か つた 。 
れ は 農耕 に 従事 し な く な つ ご か ら の 靖 間 7 ミ 一 和 様 で な く , 
且 , 釣 虫 の 人 体内 生存 期間 を 考慮 する 時 , また , と れ ら 
年 齢 層 は 幼年 層 と 異な り , 非 従事 者 で も 行動 範囲 は 広 
く , 汚染 の 場 と の 接触 も 完全 に 断ち 切れ な いと と な ど を 
考慮 する 時 , と の 老年 層 で は 必ず し ゃ 判然 と 差異 を 示し 
得 な た か つた も の で あろ う 。 が , 農耕 に 従事 する 割合 に 応 
夫 夫人 re 補 Eve 
考え られ る と と ろ で あろ う 。 
な お 。 柳沢 0 は 16-20 歳 の 年 齢 層 の 感染 率 は ア 
メリ カ 釣 虫 分 布地 区 で は 全 村 の 平均 感染 率 に 一 致し (5 
ヵ所 の 調査 ) ツジ ビニ = 釣 虫 分布 地区 で も 相当 良く 一 致す る 
と 報じ て いる が , 上 記 の ょ うに と の 年 齢 層 が 学 信 層 と 成 
人 層 の 間 に あ り , 農耕 に 従事 する と いう 感染 の 場 へ の 立 
人 あつ て , その 生活 
は 両者 の 移行 形態 を 示し て いる 。 従 つて と の 銘 息 感 
率 は , 平均 感染 率 よ り 低い 学 含 層 の 感染 率 よ り 高 く , 
和装 玉 と ま 半 六 本 を: さ 伯太 
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を , 一 般 的 に は 示す も の と 推定 され る と と ろ で ある が , 
地区 の 農業 経営 形態 と その他 か ら , 或 る 場合 に は , 成人 層 
に 近い 値 を 示す と と も あろ うし , 或 る 場合 に は , 学 合 飛 
の それ に 近い こと も ちあ ろう 。 で, 著者 が 今 ま で と 調査 し 
た アメ リカ 釣 虫 優 占 分 布地 区 に つい て その 比 を みる と , 
1.83 (宮城 県 金 ヶ 瀬 ),0.61 (群馬 県 館林 地方 ) 0.81 (本 
調査 地 ), (以上 釣 虫 感染 率 40 以上), 0.64 (宮城 県 岩 
沼 ),1.26 (東京 都 忠 生 ) を 示し て 一 定 し て いな いと と 
か みか ら も , と の 16<20 歳 の 年 齢 層 の 釣 虫 感染 率 が 。 全 村 の 
平均 感染 素 に 概括 的 に は 近似 し た 値 を と る か も 知れ な い 
が , 必ず し ゃ 一 致す る と は 限ら ちら な い の で ある まい か 。 
2) 性 別に ょ る 感染 状況 

と の 地区 の 女子 273 名 中 50.6 多 , 男子 277 名 中 45.5 
に 釣 虫 感染 者 を 得 た が , と その間 に 有意 差 は 認め られ な い 
(ZZ 三 1。14<Z26.。)。 また 。 答 年 齢 区 分 別に ょ つて も 。 
後記 の 農耕 従事 状況 別に ょ つて も 性 差 を 検討 し た が , い 
ずれ も 差 (有意 水準 5 多 で 検定 ) を 認め 得 た か つた 。 と 
れ は 前 報 (東京 都 一 農村 ) に お ける と 同様 , と の 地区 で 
は 男女 間 に 作業 内 容 の 差異 が な いと と を 示唆 せしめ る も 
の で あろ う 

小宮 山 (1954) は 川崎 市 の 農村 で , 農家 内 で は 男子 が 
一 般 に 高い 感染 率 を 示し , 20 歳 以上 で は 男子 60.5, 女 
子 40.8 多 で その 間 に 有 意 差 ** 三 10.21>Z2。.s) を 認め 
た と と を 報じ て いる 。 氏 は と の 地区 の 男女 間 の 作業 内 容 
に は 全く 触れ て いな い が , 同 地 が 果樹 園地 で も あり , そ 
の 下 肥 は 畑 の み で な く , 田 及び 梨園 に も 施肥 され て いる 
と と か ら , その 農業 形態 は 著者 が 行 つ た 農村 の と それ と は 
異な つて いる と と が 推定 され る 。 氏 の 数 字 に お ける 釣 眼 
感染 の 男女 間 の 差 は , 恐らく か ゝ る 男女 間 の 作業 内 容 と 
相 上 異 が あつ た と と に 基 ず くも の で は な い だ ろ うか 。 

3) 農耕 従事 程度 と 感染 状況 

1) に お いて 学 合 層 ょ り 成人 層 に 感染 率 が 高い と と, 
農耕 非 従事 者 は 成年 層 に お いて 感染 率 は 年齢 に 拘ら ず ー 
様 で ある と と , 農耕 従事 者 で は 年 齢 に より 差異 を 示し , 
特に 40ー49 歳 の 年 齢 層 で は 約 88% の 高 率 で ある と と な ど 
み ら , 農耕 に 従事 する と いう と と が 釣 束 感染 と 密接 な 関 
係 に ある と と を 本 地区 で も ほ ゞ 認め る と と が 出来 た 。 そ 
と で 著者 Mew と いう と と , つま り 感 染 の 場 
へ の 立ち 入り 頻度 が 釣 邊 感染 に 影響 を も た ら す と と を 更 
CS. く 0 の 2 
の 場 へ の 立ち 入り 頻度 を 表示 する も の と し て , 農耕 に 従 
事 す る 程度 を 尺度 に と り , その 釣 息 感染 状況 を 調べ た 。 
著者 が 先 に 報告 し た と 同じ く , 常時 農耕 に 従事 する 階 
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層 (A), 時 折 農 耕 に 従事 する 階層 (CB), 稀 に 従事 する 
階層 (C), 全く 従事 し な い 階層 (D) と 成人 層 を 4 区 
分 し , 年 少 者 に つい て は , 年 齢 別 感染 の 項 と 重複 する が 
学生 (EE), 学童 (F), 効 児 (G), 乳 功 児 (H) と に 
わけ て その 各々 の 釣 息 感染 率 を 調べ た 。 そ の 結果 は A : 
74.622, B :72.42%, C : 50.0 時 , D : 52.0 多 で 成人 層 
の 高い と と は 云う まで も な い が , 年 少 者 に 至る に 従い , 成 
年 層 に 比 し て 急激 な 減少 カ に 27.0 
守 , G : 12.8,HL : 2.02 と いう 感染 率 を 示す と と が 認 
め ら れ た 。 い ま 比 較 的 その 生活 型 の 類似 し た も の 同士 を 
併せ (第 3 図 ) (A 十 B), (C 士 D),(E 十 せ ),(G 十 廿 ) 
と し て 各々 の 感染 率 を みる と , A 一 耳 に な る に だ 従 つて 感 
染 率 も 有意 差 を 以 て 低下 し て いる の が 鉛 察 され た 。 以 上 
の 成績 は , 全 生活 中 農耕 に 従事 する 比重 , 従 つ て また 同 
特に 感染 の 場 に 立ち 入る 比重 , 具体 的 に は その 頻度 が , 
銘 虫 の 感染 と 密接 な 関係 に ある と と を 示し て いる 。 云い 
換え れ ば , 農村 に を ける 銘 息 感染 率 の 大 小 は , その 感染 
の 場 へ の 立ち 入り 鎖 度 の 多少 と , ほ ゞ 比例 し て いる と と 
を と の 地区 の 事例 で も 立証 し て いる と と に な る 。 

即ち , 著者 は この 地区 を 含め て 8 ヶ所 の 異な つた 地区 
の 調査 の 結果 , 農民 の 感染 の 場 へ の 立ち 入り 頻度 が , て 
の 釣 虫 感染 に 主因 的 に 働く も の で ある と いう 事実 を 認め 
た 訳 で ある が , 思う に か ょ うな 釣 虫 感染 と と の 感染 の 場 
へ の 立ち 入り の 頻度 と の 関係 は , 広く 一 般 に アメ リカ 釣 
虫 優 占 分 布地 区 に お いて , 等 し く 妥 当 と する と と ろ の も る 
の で ある と 考え る こと が 出来 る 。 


鈴虫 感染 の 時 期 に 関す る 調査 


銘 虫 の 感染 時 期 を 知る と と は ,。 今 まで 5~10 月 と か , 
初夏 の 候 と か 漠然 と 考え られ て いた 時 期 を 判然 と 規定 す 
る ば か り で な く , それ に ょ り そ の 時 期 前 後に 下 肥 を 施す 
作物 や , と の 間 展 々 立 tr 
手がかり と も な る か も し れ な 

ーー esa20Mkgkybedhtsb 
ー 8 割 が 受検 ), その 新 , 再 感染 者 を 求め た 。 と れ と 成績 
申し 靖 月 胡 の 貫 る 月 の 3 用 の 給 促 が 時 棒 で あっ た も の 
を 真 の 陰性 者 と 考え , これ ら 陰 性 者 が 3 回 目 の 検便 時 に 
どの 程度 腸 転 する か を 各 月 毎 に 集計 し た 後 。 感染 か ら 下 
卵 排出 まで の 期間 を 一 応 2 ケ月 と し て , すべ て の 成績 を 
2 ヶ月 づ ゝ 繰り 上 げ て 論じ た (第 4 図 下 ) 。 な お , 随時 
駆虫 を 行い , 陰性 者 の 数 を 増加 せしめ た と と は 前 報 と 同 
ほ で ある 。 し か し , と の 場合 の 随時 駆虫 は 一 部 の 希望 者 
(に と ゞ さめ えた と と (毎回 保 卵 者 の 約 2 割 程度 , 但し 第 一 
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回 は 約 4 割 ) に ょ り , その 後 の 排 出 虫 卵 の 激減 に 基 因 す 
る 感染 の 場 の 条件 携 乱 は , か な りな 程度 防ぎ 得 た と 考え 
て いる 。 

と と ろ で , 図 に よる と 年 間 の 新 , 再 感染 率 ( 7.8%) ょ 
り 高 い の は , 4.5 月 と 7 月 で あり , 12 月 に は 低い と と が 
観察 され た 。 

ee こ 関し て は 前 報 の 東京 都 一 農村 の 場合 と ほ ゞ 

司 様 な 傾向 を 示す も の で , 感染 の 時 期 は 械 ね 6 月 を 除い 
CSS 
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季節 (月) 
第 4 図 年 間 の 気象 (上 ) と 釣 虫 の 年 間 感染 状況 ( 下 ) 
上 ) 食 平 均 気温 ( 百 葉 箱 内 に お ける ) 
〇 地下 10cm に お ける 平均 気温 
へ / 20cm / 
・ 相 対 温度 
! 各 月 に お ける 最低 気温 の 極 
( 下 ) 縦 線 は 90 の 信頼 限界 幅 で 示す 
比較 的 6 月 に 感染 の 少な いこ と に つい て は , 1957 年 当 
時 の 温度 , 湿度 等 の 邊 仔 の 棲 人 境 , 下 肥 搬 大 況 
及び 釣 貝 仔 貝 の 生存 期間 等 EE から すれ ぱ ば , と の 月 に お い y 
も 放 夫 の 電 縛 二 半 和 て いあ と 見 られ る 。 特に 感染 
に と 重大 な る 関係 カ : あ る 威光 の 場 の 水分 量 関 し て は 6 
月 の 降水 量 185.1mm (本 調査 期間 中 の 平均 月 雨量 91.2 
mm) で 9 月 に つい で 多い 月 で ある 一 方 。 日 wo の 152 
時 間 (本 調査 期間 中 の 月 平均 日 照 時 間 185 時 間 ) で , 
記 9 月 だ つい で 少な いと の と か ら ゃ 感染 の 場 が 乾燥 生 
た と いう と と は 否定 出来 る 。 に ゃ 拘ら ず , 6 月 に は 新 , 
再 感染 が 4 > 月 の 内 で 少な いと と に 関し て は , 釣 昌 感 


染 が 感染 の 場 と と れ へ の 立ち 入る 頻度 に ょ つて 説明 せ ぎ 





@)% 


@ 


( 好 


愛 油 高 


立 


内 す 
考え 


り よ 
と が 


ッ 
イプ 】 


レ :2 
ぐ " 
コ 


に 3 に ます 1 





太 和 34 年 4 月 (1959)〕 
る を 得 な い 以 上 , 後者 の 立ち 入る 頻度 に その 理由 を 求め 
る と と が 妥当 の よう で ある 。 
面 し て 。 6 月 に 感染 の 少な いと と は 。 恐らく 次 の よう 
な 本 地区 の 特殊 性 に よる も の で あろ うと 考え られ る 。 
即ち , と の 地区 で は 才 一 田 一 麦 の 二毛作 地帯 で あり , 才 
か ら 田 へ の 転換 が 行わ れる の は 丁度 と の 時 期 に 当 つ て 
いる 。 例 えば , と の 調査 の 行わ れ た 年 に は 6 月 初旬 春 要 
が 終了 し , 中 旬 (14, 5 日頃 ) ょ り 麦 旭 り に 従事 , 22 晶 
に は 全 村 一 斉 に 田 た 水 を 通し , 28 日 より 数 日 に 理 つて , 
田 填 え 協同 作業 が 行わ れ た 。 従 つて と の 時 期 の 農民 の 作 
業 内 容 は 後記 する よう に , 感染 の 場 た ら ざ る 麦畑 と 水田 
及び それ に 附 随 す る 作業 に 限定 され て , それ 以外 の 場 処 
に 立ち 入る 機会 き 鍵 を し ど な い も の と 考え られ る か ら で あ 
12 月 を 中 心 に 冬期 に 感染 の 低い と と に つい て は , 銘 息 
仔 虫 の 性 質 上 冬期 に は 新 , 再 感染 は 起り に くい と 考え ら 
れる 。 何故 な ら ば , 釣 昌 卵 及び その 感染 仔 虫 , と り わ け 
アメ リカ 釣 記 の それ は 寒冷 に 比較 的 弱く , 一 5 で 連続 曲 
赴 の 場合 は 3 時 間 後 で , 十 5?C の それ で は 3830 時 間 後 に は 
完全 に 死滅 する か ら で あ る (小林 ・ 鈴 木 , 未 発表 )。 し か 
し , と ゝ で 注意 すべ き は 本 調査 の 結果 に ょ る と , 冬期 に 
も 新 , 再 感染 の 存在 を 示唆 する が 如き デー タ が 見 られ て 
いる と と で ある 。 本 調査 地 に 近い 熊谷 測候所 に お ける 調 
査 時 の 平均 気温 は ,12 月 に 6.6'C, 57 年 1 月 に 3.5'C, 2 
月 に 4.6'C を , 最低 気温 の 極 は 一 4.6'C, 一 6.8'C, 一 
6.2?C を 示し て お り , また 地下 10cm の 平均 気温 (秩父 
測候所 ) は 12 月 に 4.77C と な つて いる 。 と すれ ば , 前 記 
釣 虫 仔 虫 の 寒冷 に 対す る 抵抗 性 か ら 云 つて , 感染 は 生じ 
に くい と 考え られ る 。 一 方 , 人 間 の 冬期 に お ける 衣服 , 
履物 と 云 つ た 防護 状態 か ら 考え て も 感染 は 極め て 困難 で 
あろ うと と が 推定 され る 。 と の と と 関し て , (1) 釣 
昌 卵 排出 まで の 時 間 を 単に 2 ヶ月 間 機 械 的 に 繰り 上 げた 
と いう と と に 問題 が 存する も る のか, (( 2 ) 検査 の 信頼 性 
と いう 問題 存する も の か , (3) 或 は 科 期 に お いて も 
何ら か の 他 の 方 法 (例え は 堆肥 と の 接触 等 ) で 感染 が 事 
実在 し て いた も の か は , 目下 の と と ろ 不 明 で あり , 更に 
検討 を 要する 。 

銘 虫 感染 の 場 
以上 で 釣 虫 感染 の 成立 上 , 最も 主因 的 に 働く も の は そ 
の 感染 の 場 へ の 立ち 入り 頻度 で ある と いう と と が 。 ほ ゞ 
立証 され た 訳 で ある が , と れ で は 感染 の 場 は 如何 に し て 
準備 され , 且 , 成立 する の で あろ うか を 考え て みる 。 
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1) 施肥 状態 に 関す る 調査 一 感染 の 場 の 準備 

釣 虫 感染 の 場 は , 抽象 的 に は 第 一 に 釣 虫 仔 虫 が 或 る 程 
度 濃厚 な 密度 に お いて 存在 する 土地 で な けれ な ら な い 
訳 で ある が ,。 その た め に は その 土地 に 予め 釣 虫 仔 虫 を 成 
生 せ し べき 釣 虫 卵 が 搬 布 され て いな けれ ば な ら な い 。 
そ と で と の 直接 的 な 要因 と な る 下 肥 の 撤 布 状況 を 年 間 
に 理 り 調査 し た 。 と の た め , 月 二 回 , 特定 の 農家 の 便 槽 
を みて 廻り , 波 みみ 出 し の あつ た も の は , その 時 期 と 搬 布 
先 を 記録 し た 。 こ と の 方 法 は 各 農 家 の 経 営 規模 , 構成 家族 
数 , 便 樹 の 大 小 な どの 面 を 考慮 する 時 , 必ず し ゃ 良い 方 
法 と は 評 え な い が 。 一 応 の 下 肥 撤 布 の 指 丁 と する と と は 
出来 よう 。 ま た 。 二 , 三 農民 ょ り , 感染 の 場 と し て 考え 
得る 主 な 攻 菜 の, と の 地区 で の 一 般 的 な 栽培 方 式 を き 
き , 併せ て 図示 し た (第 5 図 )。 図 に よる と , 下 肥 の 搬 
布 は 早春 と 12 月 に 多い ょ う で ある 。 早春 に 多い の は , 衝 
種 作物 の 苗 床 の 用 意 及 び 定 植 の た め の 元肥 で ある 。12 月 
に 多い の は 便 槽 を 空 に し て 正月 を 迎え , 正月 早々 に 肖 み 
出す と と の な い ょ うに と いう 単なる 農 習 慣 が その 主 な 要 
因 で , 雄 へ の 施肥 と 桑畑 へ の 施肥 と 廃棄 が と の 大 部 分 
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第 5 図 下 肥 の 撤 布 天 況 と 主 な 作物 の 栽 方 式 
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を 占め る 。 

5 が 考 月 : な Y ee こ に 少な いと と に つい て は , と の 時 期 
に は , 特に だ て は 前 記 の 。 『 うに 農 第 期 に 必 レ , 施肥 作 
業 に まで 労力 が 及ば な し - と , 同時 に と の 時 期 は 麦 の 収 
獲 作 業 ( 考 旬 り , 干し, 脱 疫 , 調整 ) を 始め , 薬剤 拉 
布 や 除草 等 の 作業 が 主 と な り , 搬 布 の 必要 性 も 減少 し て 
いる と と 等 に よる も の と 解釈 され る 。 

次 に これ ら の 搬 布 状況 を 各 作 物 毎 に 分 け , その 内 搬 布 
回 数 の 多い 作物 を 図示 する と, 年 間 を 通じ て 桑 , 麦畑 が 
最も 撤 布 回 数 が 多く , 馬 鈴 英 , 族 畑 が それ に 続く 。 ま た , 
短期 間 で あり , 搬 布 回 数 は 上 記 の 畑 に 比 し て 比較 的 少な 

い が , 新 子 , 稲 , 大 根 , 白菜 畑 に 認め られ た 。 

桑 は 年 間 を 通じ て , 比較 的 平均 に , 且 , 多量 に 撤 布 さ 
れ て いる 一 方 , 桑畑 が 下 肥 の 廃棄 場 処 に な つて いる と と 
は 否定 出来 な い 。 早春 , 特に 大 春期 前 と , 10 月 , 12 月 に 
多い 。 

麦 は 播種 前 後 の 10 月 か ら , 冬期 に か け て 搬 布 され , 3 
月 一 杯 で 考 へ の 施肥 は 終る 。 即 ち , 元肥 と し て , 播種 前 
に 充分 量 施 肥 さ きれ, 普通 2 … 3 回 に 理 つ て 追 す < る 。 最 
Pom 茎葉 の 徒長 を 招き , 病害 の 発生 を 助長 する 

め , 彼岸 より 前 に 行う MAGA で ある 。 

0 月 初旬 , 腐 熱 し た 堆肥 , 草木 灰 を 下 肥 
と と や も に 充分 施し た 苗 床 に 種 英 を 植え 込み , 3 月 中 旬 妃 
到 下 旬 に 元肥 を 与え て 定 西 し , 4 月 初旬 に 前 芽 後 , 本 葉 
が 地上 に 展開 し た 頃 に 第 1 回 の 追肥 を , つい で 茎 長 5 > 
6 寸 に 達し た 下旬 に 第 2 回 の 追肥 を 行う 。 特 に 増産 上 の 
秘訣 と し て 曹 の 出来 た 頃 に 人 糞尿 を 薄め て 施す と と も 多 
く の 農 家 で な され て いる 。 

薫 は , 桑 , 馬 鈴 暮 に 比 し て 施肥 回 数 は 少な い が , 5 月 
初旬 か ら 10 月 迄 施肥 され て いる の が 鉛 察 され た 。 即ち , 
春季 苗 床 に 播種 され , 夏季 元肥 を 与え られ て 本 畑 に 定植 
され , 以降 秋 ま で 追肥 な され る 。 

次 に 馬 子 は , 1 月 下旬 , 苗 床 に 播種 ミ = れ , 4 月 中 旬 刀 
至 5 月 初旬 , 堆肥 と 有機 質 肥料 の 半々 を 混 じ た 元肥 を 施 
し た 本 畑 に 定 盾 し , 後 , 15 て 20 日 目 に 第 1 回 の 追肥 を , 
二 , 三 番 花 の 咲き 始め る 頃 , 第 1 回 目 よ り 多 め に 第 2 回 
を , 第 3 回 か ら 15 て 20 日 た つて 果実 の 発育 し た 頃 に 第 3 
回 を , AM 液肥 と し て 随時 与え る 。 

oe と と て 月 万 季 2 月 上 旬 に 人 殿 尿 が 搬 布 

0 え 前 の 苗代 に も 施肥 さがる よう で ある 。 

大 根 は 森 他 区 は 。 多く は 秋 大 根 と し て 8 月 下旬 に 播 
種 さ れ , 施肥 は 8 ~10 月 に 行わ れ , 白菜 も 8 月 中 旬 に 播 
種 さ れ , その 施肥 期 は 大 根 と 同じ く 8 10 月 で ある 。 


ー1 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・* 第 2 筐 


き て , と れ ら の 作物 は 下 肥 ( 釣 虫 卵 を 含む ) が 苗 床 な 
り , 本 畑 な り に 搬 布 され る と と に ょ つて , その 時 期 に を 
の 作物 の 畑 に 釣 虫 卵 が 存在 する と と に な る 。 し か し , 負 
虫 卵 が 感染 仔 昌 と な る た め に は 表土 の 湿気 と と も に 一 定 
の 温度 条件 ( 9 C 以 上 , 内 藤 , 1928) が 必要 で ある の で , 
杉 括 的 に は 気温 の 低い 12 月 ~~ 3 月 は ,。 か ゝ る 仔 虫 の 鋼 
化 は 行わ れ 得 な いと 推定 させ る 。 従 つて 感染 の 場 の 準備 
は , 以上 の 検討 を も 加え て , と の 地区 で は 4 月 以降 10 
月 (お そく と る ゃ る 11 月 ) まで に , 桑 , 煮 , 莉子, 馬 鈴 警 , 
大 根 , 白菜 等 の 作 種 の 畑 に お いて それ が 一 般 に 成立 し て 
いる と 認め る と と が 出来 る 。 勿論 , 特定 の 農家 が , 特殊 
の 作物 を 栽培 し , と れ に 下 肥 を 施す こと に より , 感染 の 
場 を 準備 し て いる と と も あり 得る 。 が , と の 点 に つい て 
は こ ゝ で は 省略 する と と ゝ する 。 

2) 準備 され た 感染 の 場 の 証明 の た め の 一 つの 調査 

準備 され た 感染 の 場 の 直接 的 な 突き と め は , そ と か ら 
釣 虫 の 感染 仔 虫 を 
て 行わ れる 。 本 調査 で は 感染 仔 虫 の 検出 は な され な か つ 
た が , それ に 代 る も の と し て 土壌 中 の 顕 虫 卵 の 有無 を , 
年 間 に 旧 り 18 ヶ 所 ( 後 1 ヶ所 追加 ) で 行 つ っ た 。 と れ は 毎 
月 5 g の 土壌 を 採取 し , 小林 (1954) の 用 いた 方 法 に ょ 
り 検出 し た も の で ある が (第 2 表 ), か > ゝ る 場合 虫 卵 の 
存在 は , また 同時 に 釣 虫 卵 の 混在 し 得る と と を 示す 間接 

標 と し て 役立ち 得る 。 同 表 に よれ ば , 虫 卵 は No. 4, 
5, 9 の 和 桑畑 に は 年 間 を 通じ て 比較 的 多く 検出 され , ま 
た No. 18 は 表 か ら 薦 に 転換 し た 後に 検出 され て いる 。 
また , 最も 多く 認め られ た の は No.8 ( 非 農家 の 自家 藤 
園 ) で , 続い て No.6 (大 豆 一 青菜 ) に 多 か つ た 。 

以上 の と と か ら , 本 地区 で は 顕 虫 卵 が 多く 認め られ た 
馬 鈴 英 , 攻 , 桑 , 大 豆 , 白菜 等 の 畑 が 主として 最も 高度 

に 準備 され た 釣 虫 感染 の 場 で ある と 云え ょ う 。 

3) 釣 虫 感染 の 成立 に 関す る 考察 

1) と 2) に お いて , 本 地区 の 下 肥 搬 布 状 況 を 調査 し 
或 る 時 期 に は , 或 る 作 種 に つい て どの ょ うに 釣 虫 感染 の 
場 が 準備 され て いる か を 知 つ た 。 

し か し , と ゝ で 注意 を 要する と と は , 下 肥 の 撤 布 が 直 ち 
感染 の 場 の 準備 に は な ら な いと と で ある 。 即ち , 下 肥 
撤 布 場 処 の 条件 が , 釣 虫 卵 の 骨 化 及び 釣 虫 仔 虫 の 存在 に 
と つて 不利 で あれ ば , それ は 準備 され た と と に な ら な い 。 
例え ば , 冬 衝 に 下 肥 が 撤 布 され た 時 に は , と の 地区 の 気温 
その 他 か ら 釣 和 虫 卵 の 遇 化 や 釣 虫 仔 虫 の 生存 は 不可 能 で あ 
り , 感染 の 場 は 準備 され な い 。 その 意味 で 冬期 の 麦畑 で 
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は , 急 感染 の 場 2 の 準備 は 成立 し 得 な いで あ ろう 。 ま 潜 
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第 2 表 土壌 中 の 顕 虫 卵 の 調査 ( 土 壊 5g 中 の 検出 個数 ) 
季節 (月 ) 
を な 。 全 っ. 作 の 人 を 0 計 に 家 だ >:S2P 3 作物 畑 名 
調査 地 ャ ARK を 
No. 1 本 本 こま MI 全便 OO SE 茹 子 つ 道 蓮 草 
の : (9 、 能 き ・ 反 1 SS 6 工 | 0 3 5R: 馬 鈴 軸 一 折 菜 
3 0 まこ の 2 0 0 で 0 の OO で 0 不断 草 一 油 菜 
4 の 人 ご ど び の:O 0 抄 
5 和 は 2 0 は ほ 0 電 帝 3 も a 和 
6 重合 0 に で まま るい (人生 で まう 0 大 豆 っ 毒 藤 
7 0 人 ぴの 全 手 の) 介 本 の 20 の > SO0。 56 近作 < 挟 
8 すま 、0 0 に Ms 疾 全 まっ 0 SG 0 玉 惹 っ 白 菜 
9 まま っ 0: 本 本 全 oO 0 OS 桑 
10 = 修 林 っ っ 條 ン 電導 0 0 6 9 桑 
11 生 の 多 小 作 で に 人 ま の 0 人 0 馬 鈴 署 一 胡 瓜 
12 1 | 1 3) 麦 薔 稽 
13 の に ひび 半 全 導入 っ 本 、 合 . ま 、 ニ 、 っ 麦 一 才 
14 ーー 一 一 ーーー 一 1 2 0 0O 稲 の 後 ( 許 代用 水田 ) 
| : 畑作 々 物 の 転換 を 示す Il : 途中 より 調査 場所 の 変更 を 示す 
水田 で は 同様 な 理由 か ら , 冬期 に 感染 は 成立 せ ず , 異な つ ち 入り 頻度 も また , 上 記 の 作物 に 比 し て 少な 
た 理由 ( 南 崎 ,1928) の も と に 初夏 の 感染 る 生 生じ 得 な い 。 な お , es と 大 根 は 個々 の 農家 に ょ か の EE 
一 方 , 桑畑 は 年 間 多 量 に 施肥 され る が , それ に ょ つて 導 沙 3 て 栽培 方 式 も 若干 異な る 。 
その 感染 の 場 は , 4 月 より 11 月 に 至る 間 は 絶え ず 準 備 さ 人 yr し た 感 作 Ye サー 


れ て いる 。 一 方 , その 立ち 入り 問 度 も 5 月 の 始め ょ り 6 

月 初め まで の 春 符 , 8 月 初 角 より 約 20 日 間 の 夏 委 , 9 月 
初旬 より 約 1 ヶ月 間 の 秋 番 の 衝 期 に は 連日 , 特に 朝 に 採 
葉 の た め に 立ち 入り が 行わ れる の を 常 と する 。 

攻 畑 は , 桑 , 馬 鈴 募 に 比 し て 施肥 回 数 は 少な い が , 4 
月 初旬 か ら 8 月 初旬 まで の 苗 床 期 , 定植 後 , 除草 , 追肥 。 
土 寄せ の 作業 の ある 発育 期 , 秋 か ら 翌 年 まで の 収 獲 期 と 
その 栽培 期間 は 長く , 従 つ て , その 場 へ の 立ち 入り 頻度 


も 桑 に 続い て 大 で ある 。 
部 子 畑 は ,。 その 収 獲 期 に は 毎日 の よう に 畑 に 立ち 入 


る 。 ま た 苗 床 期 間 中 に は 3 月 初旬 と 4 月 上 旬 の 2 回 の 移 


植 , 5 月 上 中 旬 の 定 盾 と 立ち 入り 燃 度 , 特に 土壌 に 接 
触 する 機会 が 多い 。 

馬 鈴 菌 畑 は 苗 床 に て 育苗 後 , 3 月 中 旬 刀 到 下 旬 に 定 征 
し , 後に 中 耕 と 除草 を 兼ね て 施肥 が な され る 。 収 獲 期 に 


壌 に 直接 手足 , 


は 著 自身 と と も に 下 肥 の 附 着 し て いる 土 
と と は , 他 の 作物 以上 


特に 手 で 触れ る 作業 を 含ん で いる < 


この 人 や っ o 


白菜 と 大 根 は 8 月 下旬 に 播種 し 
取 猫 され る 。 施肥 期間 . つま り 太 の 場 の 準備 間 は 短 
か く , 概ね , 8 ~11 月 で ある が , その 間 に お ける その 立 


, 秋 か ら 冬 期 に か け て 


は 桑 , 莉 , 語 子 , 馬 鈴 英 畑 と いう 順に 多く , 本 地区 に 
つて は , ほ ゞ 以上 の 順序 に お いて 釣 虫 感染 が ei 
の と 考え られ る 。 

4) 釣 虫 性 皮膚 火 の 調査 

釣 虫 性 皮膚 炎 に 関し て , 近く は 永井 (1954) が 釣 奥 仔 
虫 の 皮膚 侵入 の 際 に 起 る と と を 実験 的 に 試験 し た 結果 に 
つい て 報じ , 著者 らち (1956 b) も 宮城 県 一 農村 で 釣 虫 寄 
生 数 の 多い も の に 釣 虫 性 皮膚 炎 の 発症 の 多い と と に つい 
て 報じ た が , 著者 は 前 報 の 東京 都 一 農村 で , 釣 息 性 皮膚 
炎 の 発症 を 1 例 も 認め る こと が 出来 ず , と の 答 全 
染 の 場 を 推定 する 一 助 と は 為 し 得 な か つた 。 そ し て その 
原因 を 該 地 区 が 低 感染 地区 の た め , 例え あつ て も 感染 時 
に お ける 東 体 数 が 僅少 と な り , 発症 の 形成 が 気付 か れ な 
いた めで あろ うと し た 。 


と の 調査 地 に お いて に ぁ ( ほ ゞ 全員 に 対し て , 昭和 382 年 度 
を 含め て 過去 3 ヶ年 に お ける 釣 虫 性 皮膚 炎 の 発症 の 有無 
を 検 し た と と ろ , 27 名 に と れ を 認め た 。 と の 内 , 9 名 は 


発症 場 処 を 失念 , また は 不明 と 答え た が , 桑畑 で 9 名 , 
野菜 畑 (作物 名 不明 ) で 5 名 , 芳 畑 で 3 名 , 表 畑 で 1 名 
と いう 結果 を 得 た 。 釣 虫 性 皮膚 炎 の 発症 と いう と の 調査 
は , 問診 で ある た め , 或 る 程度 の 誤差 を 招 く と と が 出来 
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な い が , 直接 に その 発症 場 処 を 確 め 得る 利点 を 有 し て お 
り , と の 地区 で は 少数 例 で は ある が , 桑畑 と 攻 畑 が 主 な 
発症 場 処 で ある と と を 確 め 得 た 。 


総括 的 考察 


釣 虫 の 感染 が 成立 する た め に は , まず 。 感染 の 場 が 準 
備 さ むる こと と 感染 の 場 へ の 立ち 入る こと の 二 つ の 要約 
が 重なる と と が 必要 で ある 。 つ まり , と の よう な 感染 の 
場 は , 早春 か ら 秋 に か け て 何 回 か , 下 肥 が 施さ ほれ る よぅ 
な 畑作 種 を 栽培 する と と で 準備 され る 。 と と で と の 地区 
の 下 肥 の 施肥 状況 を 調査 し ー 部 を 桑畑 その 他 

に 廃棄 は し て いる が , 直接 , また は 堆肥 に か け て 年 間 多 
量 に 用 いら れ て いる の が 観察 され た 。 と の 主 な る 施肥 の 
SE ARK 
と , 桑 (年 間 ), 麦 10ー3 月 ), 馬 鈴 英 (3 て 6 朋 ), 族 
(6 ~12 月 ), 更 ご に 搬 布 回 雪 は 減少 する が 敬子 (3~8 
月 ), 稲 (2 て 5 月 ) 大 根 (8 <10 月 ), 白菜 (8 ~10, 
1 月 ) 等 で ある 。 以 上 の 内 , 麦 に 対す る 下 肥 搬 布 は 冬期 で 
ある の で , 一 応 と れ を 除外 し て と の 他 の 作 種 に 下 肥 が 撤 
布 さ れる と と に よ ょ より, その 各 時 期 に . これ ら の 畑 に 感染 
の 場 が 準備 され て いる と と は 疑い 得 な い 。 と の と と は , 
土 嬢 中 の 釣 虫 仔 虫 の 証明 の 代り に 用 いた 回 虫 卵 の 検出 に 
お いて 。 桑 , 孝 , 白菜 畑 に これ ら の 期間 に と れ を 見 出す 
と と に ょ つて も ゃ 実証 され た 。 

か ょ うに 準備 され た 感染 の 場 へ の 立ち 入り 頻度 に 関し 
て は , これ ら 作 物 の 栽培 方 式 と の 他 を 考 喉 す る 時 は , 年 
間 を 通じ て 桑畑 に は 立ち 入る 機会 最も 多く 存する も の 
と 思わ れる 。 と の と と は 比較 的 栽培 期間 の 長い 都 畑 に つ 
いて も 云え る 。 莉子 畑 と 馬 鈴 英 畑 は 短期 間 に , 集中 的 に 
特に 敬子 畑 は 収 獲 の た め に 毎日 の ょ うに 入る と と か ら 無 
視 し 得 な い 。 白菜 畑 と 大 條 畑 は , 施肥 期間 の 短い と と , 
立ち 入り 頻度 の 少な いこ と , 特に 追肥 と し て 尿 の み を 用 
いる 白菜 に つい て は , 上 記 作 物 に 比 し て 釣 虫 感染 の 場 と 
し て 考え る と と は 困難 の よう で ある 。 

一方 , 著者 は 感染 の 場 を 具体 的 に 知る 一 つの 手がかり 
と し て 。, 釣 邊 性 皮膚 炎 の 発症 場 処 を 調べ た と と ろ 。 27 名 中 
9 名 に 桑畑 , 3 名 に 攻 畑 と いう 結果 を 得 た 。 と の と と は , 
釣 虫 感染 の 場 の 準備 と , それ と の 立ち 入り 頻度 に よ ょ つて 
間接 的 に 推定 し た 成績 と 全く 同一 の 結果 を 得 た 訳 で , こと 
の 地区 の 主 な る 釣 下 感染 の 場 は 桑畑 で あり , つい て 攻 畑 

で は ある まい か と いう と と を 推定 せしめる 根拠 と な ろ 
で , 薫 畑 は 初夏 か ら 秋 ま 
て 準備 され, 感染 が 成立 し て いる 


症 志 を る 。 


う 。 そ し て 。 和 桑畑 は 早春 か ら 秋 ま 
で が , と の 感染 の 場 と し 








(76 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 革 


と と と な る 。 閣 子 畑 と 馬 鈴 募 畑 に は , 本 調査 に お いて は 
釣 虫 性 友 慮 炎 の 発症 患者 は み られ な か つた が , 感染 の 場 
の 準備 と , と それ へ の 立ち 入り 頻度 の 面 か ら 病 子 畑 は 早春 

か ら 夏 に か け て , 馬 鈴 甘 畑 は 早春 か ら 初 夏 に か け て , を 
れ ぞ れ 感 染 の 場 に な り 得 る と いう 推定 る 可能 で あろ う 。 

な お , 自家 菜園 ( 非 農 家 ) こ つい て は 調査 する 幾 会 を 得 
な か つた が , 農家 に お ける 自給 自家 菜園 を 含め て , 自家 
消費 用 の 小 面積 の 区 菜 畑 は 下 肥 を 施し , また 採取 に 頻 第 
に 立ち 入る と と か ら , 或 は 釣 虫 感染 の 共通 の 場 と し て 春 
在 し 得る か も 知れ な い 。 し レ しかし, と の 報告 で は と れ ら 発 
営業 用 閑 菜 畑 に つい て , 調査 し 得 な か つた と と ぁ 附 記し 
で お く 。 


要 約 


1957 年 3 月 以降 , 1958 年 4 月 に 至る 一 年 間 に 埼玉 県 

農村 に お いて 釣 虫 の 感染 状況 を 開 査 し と の 疫学 的 な 考 
察 を 試み た 。 そ の 結果 は 次 の ど と く で ある 。 

1) と の 地区 の 釣 和 虫 感染 率 は 48.022 で , か な り の 濃 星 
感染 地区 で ある と と を 思わ し め た 。 

2) 性 別 , 年 齢 別 感染 率 は 基本 的 に その 感染 の 場 立 
ち 入 る 頻度 に ょ つて 決定 され る と と を 示唆 する デー タ が 
得 ら れ た 。 

3〉) 年 間 の 新 , 再 感染 は 6 月 を 除い た 4 月 か ら 7 月 ま 
で の 間 に 多 く , 冬期 に は 少な いと と が 観察 され た 。 

4) 下 肥 搬 布 状況 , 作物 栽培 方 式 , 釣 虫 性 皮膚 炎 の 発 
症 場所 な ど を , 感染 の 時 期 と 考え 併せ る 時 , と の 地区 で 
は 桑畑 と 攻 畑 が と の 主 な る 感染 の 場 で あり , 馬 鈴 攻 畑 , 
茹 子 畑 な ど 二 , 三 の 野 菜 畑 が 少数 ご は ある が 感染 の 場 と 
し て 存 在 する と と を 推定 さ し め た 。 

5) な お , 如 上 の 結果 と の 関係 に お いて , 当該 地区 に 
お ける 釣 虫 感染 の 場 の 準備 と 感染 その も の ゝ 成立 と の 関 
係 が 論 ぜ られ た 。 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 懇 偏 な 御 指導 と 御 校 闘 を 賜 わ 
り ま し た 予 研 寄生 躍 部 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 甚 な 謝意 を 
表し ます . 

また と の 調査 に 当り , 技術 的 援助 を 福島 健氏 に , 場 処 
の 選定 , 駆虫 その 他 に 熊谷 保健 所 杉山 太 幹 予防 課長 , 本 
庄 保健 所 荻野 渋 郎 所 長 に 御 協 力 頂 いた と と を 感謝 いた し 
生ま 。 

な お , と の 調査 は 伊吹 正 化学 工業 株 式 会 社 の 殺 卵 剤 郊 
果 試 験 に 附 随 し て 行 つ た も ゃ の で , 同社 及び 小 財 動 氏 に 種 
々 な 御 援助 を 得 た と と を 特記 する 。 
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SummarY 


In a village of Saitama Prefecture epidemiological 
Studies on the hookworm were carried out from 
1957 to 1958. 

Five hundred and thirty-two samples in total 
were examined. The incidence of infection armo- 
unted to 48.0 per cent, where ん ec/Oz の 72677C の 7224S 
waSs predomimant. 

An analysis of the hookworm infection by age 
and sex groupSs revealed that the incidence of 
infection was found higher in percentage arnong 
residents working in fields and lower among those 
having no/or seldom chance such a work. 

The seasonal fuctuation of the infection through- 
out one year was investigated, results of which 
showed the hookworm infection was higher in April, 
May and July. In Winter, infection occured very 
]ower. 

The mulberry and stone-leek field considered to 
offer the most dangerous area for its infection 
among all fields in this district. Potato and egg- 
plant field seemed to offer a less dangerous One. 

Concering the realisation of hookworm infection 
the relation between fertilizing fields with night- 
soil and the frequency of exposure to such fields. 
were discussed. 
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(2)T. M. 反応 の 渡 区 電気 泳動 法 に よる 抗原 及び 抗体 の 検討 
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巡 言 


T. M. 反応 は 糞便 の 酸 熱 処理 濾液 を 抗原 と し , 豚 頭 
由 体 腔 液 で 免 商 し た 家 兎 血清 を 抗体 と し て 行う 沈降 反応 
で ある が , 顕 虫 寄生 を 考 虎 さ れる 人 尿 で は , 顕 虫 卵 の 有 
無 に か か わら ず , 可 成り 高 率 に 陽性 に な る と と は , 既に 

FT. M. 反応 て 1 ) (岡田 , 1959) に お いて 検討 し た 。 

と の 場合 , 家 兎 免疫 血清 の 抗体 価 は , 豚 顕 虫 体腔 液 を 
抗原 と し た 沈 際 反応 価 を も つて 算定 し て いる が , 豚 魚 下 
体腔 液 の 抗原 的 要素 は 複雑 で , 人 尿 酸 熱 処理 に ょ つて 得 
た 抗原 と は お の ず か ら 差 が ある 事 は 想像 され る 。 

先 に , 越知 (1957) は 玉虫 体 膝 液 と 虫 飼育 液 に つい 
て 免疫 学 的 追求 を 行い , 体腔 液 中 に は 酸 , 熱 に よ つ て も 
沈 激 し な い 抗 原 性 を も つた 和 蛋白 分 層 の ある と と を 認め , 
か つ 個 液 中 に は この 用 折 分 層 の 他 に 。 他 の 抗原 性 を 
つた 非 看 白 性 物質 を 得 て , 前 者 を 体腔 液 型 抗原 , 後者 を 
飼育 液 型 抗原 と 名 づけ た 。 

T. MM. 反応 に お ける 病 便 酸 熱処理 抗原 が , 顕 虫 体腔 
液 抗原 の 中 に 存在 する 分 層 で ある と すれ ば , 越知 の 所 調 
頭 忠 体腔 液 型 抗原 に よる も の と な る し , 叉 , 顕 虫 の 新 陳 
代謝 産物 に ょ る も の な ら ば , 顕 虫 飼育 液 型 抗原 に 由来 す 
る も の で ある か bu 

私 は , 濾紙 電気 泳動 的 に , 環 虫 体腔 液 , 飼育 液 お ょ び 
東 卵 ( 十 ), F.YU. 反応 ( 十 ) の 糞便 に つい て , 原液 お 
ょ び 酸 熱処理 液 を 比較 し , 抗原 的 差異 に つい て 検討 する 
と 共に , 魚 虫 体腔 液 免疫 家 兎 血清 の 電気 泳動 的 分 層 上 の 
地 体 の 所 在 に つい て を 実験 し た の で , 第 1 報 に つづ いて 





Kaneko OKADA : Fundamental studies on the 
anthelmin 各 c effect on ascaris (2) Analysis by 
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and antibody of 耳 , M. Reaction (Department 
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isease, University of Tokyo) 
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報告 する 。 9 * て 検討 する と と は 。 T. M. 反 
応 を 批判 す に 意味 が ある も の と 考え Ci 


実験 方 法 


実験 材料 の 作製 

T. 体腔 液 の 作製 に 新鮮 な 成熟 雌 豚 釧 中 か ら 体腔 液 を 
と り 58 号 フイ ルター で ザイ ツ 濾 過 し , と の 体腔 液 原液 と 
容積 比 1/ 10000 の 割合 に マー ゾ ニ ン を 加え 4'"C の 氷室 
に 保存 し た 。 

た , 酸 熱処理 体腔 液 は , 上 記 保 存 体腔 液 を 2 多 塩 酸 
で pH 3.5 と し 水浴 中 で 100'C 1 時 間 加 熱 す る 。 その 後 
東洋 濾紙 No..5 で 濾過 し , 濾液 を 2 多 水 酸化 ナトリウム 
で pH 7.0 に し た も の を , 遠心 分 離 (83000 回 / 分 ) 5 分間 
で その 上 清 を とり, と これ を 実験 に 用 いた 。 

l. 飼育 液 の 作製 : 0.95 多 生理 的 食塩 水 200cc と 容積 
比 1/ 10000 の 割合 に マー ゾ ニ ン を 加え , 新鮮 な 成熟 雌 
豚 顕 虫 10 隻 を 入れ 82C の 骨 卵 器 中 で 48 時 間 飼 育 の と 
の 得 た 飼育 液 を 58 号 フイ ルター で ザイ ツ 濾 過 し , 50 ア 
ラビ ア ゴム 液 中 で 容積 を 約 1/50 に 濃縮 し た 。 ま た 。 前 
記 酸 熱処理 体腔 液 と 同様 の 操作 を 加え た 酸 熱処理 濃縮 飼 
育 液 を も 作製 し た 。 

. 糞便 か ら の 抗原 作製 : 虫 卵 ( 十 ), T. MI. 反応 
( 十 ) の 糞便 か ら T. MI. 反応 用 の 抗原 を 作製 し , 50% 
アラ ビア ゴム ッ ス 液 を 用 いて 容積 を 約 1/50 に 濃縮 し た 。 

IV. 抗 血清 : 豚 頭 虫 体腔 液 で 免疫 し た 家 系 血清 で 体腔 
液 に 対し 50000 倍 の 力 価 を 有する も の を 用 いた 。 

実験 手技 

濾紙 電気 泳動 法 に は Grassmann-Hannig 式 の 小林 式 
光電 気 動 装置 を 用 いた (小林 , 1956) 。 濾 紙 は 東洋 
江 紙 No. 51 (12.5cm メ 15.5cm) で ヴェ ロナ ー ル 緩衝 
液 (z 三 0.05,pH ニ = 8.6) を 使用 , 定 電流 ( 7.5mA) 
で 泳動 し , 泳動 時 間 は 6 時 間 と し た (電圧 は 三 覆 並 列 
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第 1 図 濾紙 電気 泳動 法 に よる 抗原 及び 
抗体 の 分 析 方 法 


で 初 圧 600V で ある )。 

沈降 反応 の 抗原 及び 抗体 の 分 析 に は Panyne e/ 2/ 
1954) の 血液 型 凝集 素 分 析 の 方 法 に な らい , 先 づ 第 1 
図 に 示す 様 に 予め 濾紙 上 に 鉛筆 で 1cm の 間隔 で 縦 線 を 
入れ ,。 同 濾紙 を 二 つ の 3cm 由 の ぁゃ の と , 残り の も の と 
の 三 本 の 濾紙 と し , 三 本 と ぁゃ 同一 縦 線 の 部 分 に 抗原 又は 
抗 血 清 を 塗り , 同時 に 泳動 きれ る 様 に し た 。 

図 の 如く ⑨⑧⑳ 及 び は 名 < Brom-phenol-blue 染色 及び 
Shi 染色 を 行 つて 対象 と し , ⑩ の 大 巾 の 部 分 は 鉛筆 の 
縦 線 に 従 つ て 個々 の 切片 に 切 離 し , 予め 0.85 多 生理 的 食 
吉 水 0.5cc を 入れ た 小 試験 管内 に 投入 する 。 そ し て 12 
15 時 間 室 温 放置 後 と の 抽出 液 に つい て 前 報 に 示し た 如き 
方 法 及び 手技 に ょ つて 沈降 反応 を 実施 し た 。 


実験 成績 
抗原 と し て 泳動 し た も の は , 1) 豚 句 虫 体腔 液 。2) 同 
酸 熱処理 濾液 , 3) 陣痛 。 4) 同 酸 熱 処理 濾液 , 
人 人 抗 血清 と し て 泳動 
し た も ゃ の は 豚 顕 虫 体腔 液 免疫 家 束 血清 で ある 。 
説 に 導 合 上 第 1 図 の 如く , 抽出 液 を 基線 前 の 1 cm 
濾紙 か ら 順 に A, B,。 C, D, BEE,。…… と し た 。 
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第 2 図 豚 虫 体腔 液 の 濾紙 電気 泳動 像 と , その 各 
分 居 の 体腔 液 免疫 血清 に 対す る 沈降 反応 


A 抗原 の 旋 析 

1. 豚 問 虫 体腔 液 を 泳動 する と 第 2 図 の 如く 濾紙 上 に 
5 つの 分 層 と し て 表現 され た 。 若 松 (1956) の 推定 に 2 
えば 人 及び 他 動 物 血清 と の 比較 に こ において, Albumin, c- 
Globulin, 8-Globulin, 7-Globulin の 各 分 層 に な る 。 と 
の 各 抽 出 液 を 抗原 と し て , 豚 顕 虫 体腔 液 免疫 家 束 血清 
( 10000X の も の ) と 沈降 反応 を 行う と , 第 2 図 泳動 像 下 
に 示さ れ た 様 に , 各 分 情 抗 原 の 何 れ も が 沈降 反応 陽性 を 
示し た が , 特に D, C, E の 名 抽出 液 こ お いて 陽性 度 は 高 
く , と の 部 分 は 斑 虫 体腔 液 分 層 の 7-Glob. 及び a-Glob, 
の 領域 に わた つて いた 。 Sh 近 試薬 に ょ る 染色 法 で 糖 蛋 
白 体 の 染色 像 を 表現 きせ, 之 と 抽出 液 の 沈降 反応 を 比較 

し て みる と , 糖 重 白 と し て 染色 され る 部 分 は , 尾 白 の 
B. P. B. 染色 上 の 7-Glob. の 一 部 と , Albumin と み - 
Glob. の 中 間 に 相 当 し , 之 等 の 分 肩 と 抽出 液 沈降 反応 度 
と の 関係 は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 

2。 豚 普 虫 体腔 液 を 酸 熱 処理 し た 江 液 に つい て みる 
と , 蛋白 の 泳動 像 は Albumin より g-Glob. に わた る 境 
界 不鮮明 な 山形 を 画 き ,y-glob. に 相当 する 部 分 は 山 の 術 
の 如く な だ ら か な Taiing を 示す の み で 分 層 と し て は 証 
明 さ れ な い 。 双 ,Sh 條 染色 で みる と 酸 熱 処理 を し な い 斑 
虫 体腔 液 少 層 の と れ に 比べ る と Albumin と e-Globulin 
の 中 間 に 相 当 す る 者 分 の 分 層 の み が 染 色 さ れ て いる 。 

と れ ら の 分 層 と 抽出 液 の 沈降 反応 と 比較 する と , B. 
P. B. 及び Sh 搾 の 染色 と は 関係 な く , 非 酸 熱 処理 体 
腔 液 の y-Glob. ょ り ga-Glob. に 相当 する 部 分 に 強く 沈 
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第 5 図 酸 熱処理 飼育 液 の 渡 紙 電気 泳動 像 と , 
に 生 mie32B キ を. ギ その 名 分 居 の 体腔 液 免 潜血 清 に 対す る 沈降 反応 
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間 の 沈 際 反 応 


第 3 図 酸 熱 体腔 液 の 濾紙 起 気 泳動 像 と , その 
各 分 居 の 体腔 流 免 波 血 清 に 対す る 沈降 反応 
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第 4 図 飼育 液 の 渡 紙 電気 泳動 像 と , その 衝 分 第 6 図 琶 熱 壮 便 の 濾紙 電気 泳動 像 と 。 その 各 ポ 
居 の 体腔 流 免 波 血 清 に 対す る 沈降 反応 分 居 の 体腔 流 免 疲 血清 に 対す る 沈降 反応 も 
隆 反 応 が 現れ (て A, B, C, D, 巨 ) 叉 , Shiff で 染色 5. 酸 熱 処理 英 便 濾液 の 泳動 像 は , 基線 即ち 濾液 を 義 邊 。 
され た Alb. と o-Glob. の 中 間 に 相当 する 部 分 に 淡い 沈 布 し た 線 を 頂点 と し て 殆 ん ど 泳 動き され な い 山 を も つた 分 軒 ぇ 
隆 反 応 陽性 て 1 の 部 分 ) を 示し た (第 3 図 )。 層 こ , 汽 動 は する が 殆 ん ど 山 を な 隆 
8. 顕 虫 飼育 液 の 泳 動 像 は B. P. B. 染色 で は , 基線 の B, C, D に 相当 する ) が 認め られ た 。 Shi 導 

か ら 1 cm 程 泳動 され た 部 分 と , 顕 虫 体腔 液 の Alb. と は 基線 を 中 心 に し た 泳動 され な い 廊 層 と , B.. p 
e-Glob. の 中 間 に 相当 する 部 分 と に 極め て 淡く 染色 され 色 の 泳動 像 終 未 部 の 易 動 度 の 高い 部 分 と 。 その すぐ 後 と 」 
る 分 層 を 認め Shif 活 色 ご は (飼育 流 の 濃度 の 不足 か る に 二 つ の 分 層 (抽出 液 の BーC 間 と , D の 部 分 ) が 認め 時 」. 
し れ ぬ が ) 全く 染色 され な か つた 。 られ た 。 の 1 
抽出 液 と 於 ける 免疫 血清 と の 沈降 反応 は , と の 基線 の 沈降 反応 は , 基線 の 前 か ら C の 部 分 に まで 同 程度 の 陽 軒 商 
殆 ん ど 泳動 され な い 分 層 の 部 分 て CB) に の み 沈 隆 反 応 陽 性 反応 が 示さ れ た が , Sh 近 染色 に お ける 易 動 度 の 高い 邊 折 』 
性 が 示さ れ た の み で 他 の B. P. B. 染色 で 染色 され た 部 分 D に お いて は 陰性 で あつ た (第 6 図 )。 る 
部 分 (抽出 液 T に 相当 する ) で は 沈 際 反 応 陰性 で あつ た B. 抗体 の 分 析 4 
(第 4 図 )。 豚 虫 体腔 液 免疫 家 束 血清 は 泳動 上 5 つの 分 層 に わけ 邊 理 


4. 酸 熱処理 飼育 液 ご で は , 泳動 像 は 更に 淡く B.P。 られ る が , と の 分 層 は 最も 早い 泳動 を 示し た 分 層 か ら た 
B. で 染色 され る が 盆 層 上 の 位置 は 不明 瞭 な が と 非 酸 熱 Albumin, oi-Glob., eo。-Glob., ag-Glob. 及び 7-Glob. と も 
処理 信 育 流 の 場合 より や や 基線 仙 に 染色 され る 分 月 か 認 命名 され る 。 を 
め ら れる が Sh 導 染色 で は 殆 ん ど 不 明 で ある 。 と れ ら の と これら の 人 抗体 分 層 と 抗原 (1) 顕 虫 体腔 液 , 2) 酸 熱 さき 
沈降 反応 と の 比較 で は 非 酸 熱処理 の 場合 と 同様 , 抽出 液 処理 体腔 液 。 3) 顕 虫 飼育 液 , 4) 酸 熱 処理 飼育 液 ,5) 様 」 
(B) の 所 に 淡い 反応 陽性 が 認め られ る の み で 他 は 陰性 酸 熱処理 間 便 濾液 ) と の 沈降 反応 を 行う と 第 7 図 の 如く 線 
で あつ た (第 5 図 )。 で , 何れ や 免疫 家 兎 血清 に お ける 7-Glob. 分 層 に 一 致 レ の 
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第 7 図 豚 融 虫 体腔 液 免 疲 家 兎 血 清 の 濾紙 電気 


泳動 像 と , その 各 分 居 の 体腔 流 , 酸 酸 熱 処理 
体腔 液 , 飼育 液 , 酸 熱 処理 飼育 液 , 酸 熱 処理 
壮 便 濾液 に 対す る 沈降 反応 
て 沈 降 反 応 陽性 を 示し た 。 
これ を 詳 送 する と 。 細 上 休 肢 基 と の 反 ! 応 で は 7-Glob. 
の 全域 (A, B, CO, D) に わた つて 沈降 反応 腸 性 で あ 


つた が , B 域 に 強い 反応 域 が ある 。 し か る に , 非 酸 熱 飼 
育 液 で は B, C の 領域 に 陽性 で ある が , 他 の 2), 4), 
5) の 抗原 を 用 いた 場合 は y-Glob. の 内 で も 遅い 泳動 


を 示す 部 分 (抽出 液 の B に 相当 する ) に の み 限 局 し て 沈 


反応 が 現れ た 。 
総括 及び 考 接 


か つて 越智 て (1957 ab) は 豚 顕 限 の 体腔 液 抗原 を 分 析 
し て 免疫 学 的 に 2 つ を 大 別 し , と れ と は 別に , 非 笛 白 性 

の 体腔 液 抗原 の 存在 を 認め て と れ を 蛋白 性 抗原 の 体 膝 液 
型 抗原 に 対し て 飼育 液 型 抗原 と し た 。 又 , と の 飼育 液 弄 
抗原 は 体腔 液 型 の 抗原 が 酵素 に ょ つて 分 解 し て 生成 され 
る も の と 結論 し て いる 。 

私 が 行 つ た 濾紙 電気 泳動 に ょ る 抗原 分 析 で は , 酸 熱 処 
理 後 体 膝 液 濾液 で は 抗原 性 を も つ 分 層 は 二 つ に わけ られ 
た が , 7-Globulin 附近 に 存在 する も の は , B.. B. で 
も Sh 次 の 染色 法 で も 染色 され な い 部 分 に 強い 抗原 性 
を 有する 物質 が 抽出 され て いる 。 B. P. B. 染色 で 染色 
され た 山 は , 越智 の 第 TH 報 に 認め られ る Albumose 
様 Polypeptide と 名 づけ られ た も の に 極め て 類似 の 曲 
線 を 画 い て いる 。 と れ ら の 染色 性 を も つた 盆 層 中 に は そ 

の 一 部 に 淡い 沈降 反応 を 示す 分 翌 が ある に は あつ た が , 
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と の 抗原 分 層 は , 飼育 液 , 酸 熱 処理 飼育 液 , 及び 特に 酸 
熱処理 便 濾液 に は 認め られ な いも の で あつ た 。 
即ち , 酸 熱処理 糞便 濾液 , 言 いみ えれ ば T. M. 反 応 の 
抗原 物質 は , 抗原 を 塗布 し た 基線 に お いて 殆 ん ど 泳 動き 
2 し る が 量 的 に は 極め て 和 蛋白 成 
に 乏しい 微量 な 物質 か ら 成 つて いる と 考え られ る 。 と 
の た 目 ま れる 和久 び 光 


. 際 反応 陽性 域 か ら す れ ば , 体腔 液 の 非 蛋 白 抗 原 と 良く 一 


生計 e 
の 沈降 反応 域 は 極め て 狭く , 基線 の 部 分 か らち せい ぜ い そ 
の 1 cm 泳動 以内 の る の で ある 。 又 , 明らか に 体腔 液 の 
算 白 成分 の 主 な も の が 〒F. MI. 反応 抗原 と し て 存在 する 
と は 第 2 図 及 び 第 3 図 の 比較 か ら 考 え 難 く , Shiff 染 


に よる 和 糖 息 白 分 層 に つい て みて も , その 染色 性 の 増加 し 
た 山 に お い * て 必ず レ や 沈 『 降 反 反応 は は 強 く な つて お ら ず , 従 


つて 酸 熱 処理 糞便 濾液 中 の 所 調 T. WM. 反応 の 挑 原 は 
遇 虫 体腔 液 及 び 飼育 液 の 者 白 分 層 と は 別 の も の で 体腔 液 
中 の 非 笛 白 抗原 を も 含み 且つ 飼育 液 中 の 抗原 を も 含ん で 
いる と と が 想像 され る 。 
A は 糞便 の 酸 熱処理 濾液 を 抗原 と し て Miqdlebrook 

& Dubos(1948, 1950) の 赤血球 凝集 反応 を 再度 試み た が 
結果 は 何れ も 陰性 に 終 つ て いる 。 Sh 偽 の 染色 陽 作物 質 

を 直ちに Polysaccharide Sa う の は 早計 で ある が , Mid- 
dlbrook-Dubos 反応 に お ける 感染 提 Polysac- 


charide で ある と 言わ れ て いる 事 か ら 推 し て , 〒T.MM 反 応 
抗原 が , 単なる 糖 質 又 は ト 和 大 白 で こなし ヽ 事 は 容易 に 想像 で 
きる と と ろ で ある 。 


一 方 , 一 定 の 抗体 依 層 に 関す る 各 抗 原 の 態 度 か ら 考 え 
て みる と , 体腔 液 , 飼育 液 の 酸 熱処理 の 如何 に か か わら 
ず , それ ぞ れ の 抗原 は 免疫 家 束 血清 の 7-Globulin の 部 
分 に 抗体 を も つて お り , 酸 熱 処理 便 濾液 の 抗原 に 相当 
する 抗体 も 同様 に y-Globulin の 泳動 の 遅い 部 分 の 狭い 
領域 に 限ら れ て いる 。 と Me Virus 
性 乃至 は Allergie 性 の 抗原 抗体 反応 に も と づく 抗体 の 
pe ンー こと え 非 算 
白 性 の 抗原 で ある に せよ , T、M。 反応 自体 は 充分 何 か 
の 形 に お いて 抗原 抗体 反応 を 示し て いる も の と 考え られ 


ツアー 
この 


結 論 
沙 紙 電気 泳動 法 に よ ょ つて, 抗原 と し て 1) 豚 鯛 下 体腔 
液 , 2) 酸 熱 処理 体腔 液 , 3) 顕 虫 飼育 液 , 4) 酸 熱 処理 
飼育 液 , 5) 酸 熱 処理 英 便 濾液 を 分 析 し , 抗体 と し て , 


(81 ) 
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豚 名 由 体 腔 液 免 疫 家系 血清 を 分 析 し , 沈降 反応 に よ ょ つて Serum agglutination of erythrocytes sensitized 


抗原 物質 の 所 在 。 抗体 物 質 の 所 在 に つい て 究明 し た 。 で 
88, 521. 一 8) Miqdlebrook 錠 Dubos (1950) : A 


て , T.M. 反 応 抗原 は 鯛 虫 体腔 液 及 び 飼 育 液 中 に 
* る に Mn Ren ama 較 SM hemolytic modification of the hemagglutination 
も 存在 する が , 顕 了 体 腔 液 中 及び 飼育 液 中 の 息 白 分 層 に YeseMKo 和 ーー 
は 関係 の な い , 汽 動 性 の 少 い 物質 で お そら く 非 洛 白 性 抗 tigens, ]. Clin、Invest., 29, 1480. 
原 が 大 部 分 で あろ う 事 が わか つた 。 越智 の 所 主 飼育 液 型 Summary 
の 抗原 の 一 部 を 含ん で いる と と も 考え られ る 。 The antigen and antibody of T.M.Reaction 


were anaIyzed by means of paper electrophoresiS。 
As antigens, the body cavity fid, the metabolite 


と の 稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 , 御 校 聞 を 賜わり ま 
excreted into culture medium from the pig ascariS 


し た 北本 教授 。 石 基 短 二 。 高山 博士 に 深 其 の 放電 を 表し their acid soluble components which were not pre- 
ます . cipitated by heating, and the trate of stools treated 交 
with heating, under acid were used. The rabbit ン 
文 机 antiserum which had been immunized against the 上 
: を body cavity fuid of the pig ascariS Was analyzed 本 
1) 岡田 周子 (1959) : 名 虫 卵 虫 効果 判定 に 関す る 研 VoNB 便 
完 (1 等 生 此 部 ,8 リッ 1 な 越智 基 1957 3) 5 The results werethe followings: The antigen 例 
基 上 の 免 症 化 学 的 研究 が 岐阜 医大 紀要 * (6 of T.M. Reaction was a less mmobile element, /+ 
6 多 。 一 3) / ト 林 茂 三 ま P 1956) : 濾紙 電気 泳動 法 の 実 which was considered to be a nonprotein antigen, 
際 , 南江堂 , 東京 一 4) Payne の 4 (1954) : Ele- and was indifferent from the protein fraction of 内 
ctrophoretic mobility in paper iSoagglutinins, ]. Im- the body cavity fiuid and the metabolite of the pj さき 
mu nol. 73, 81. 一 5) 若松 (1956) : 鹿児島 医学 雑 BCaria 
革 63, 越 短 1957a) より 引用 : 一 6) 越 因 基 (1957 The antibody of T.M. Reaction was found jp 
b) : 急 の 免疫 化学 的 研究 。 HL, 岐阜 医大 紀要 , 5 6), the 7-globulin fraction of the rabbit antiSerurmn. 


652. 一 7) Middlebrook 層 Dubos (1948) : Specific 
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昭和 34 年 4 月 (1959)〕 


所 . 詩 喰 血 疎 症 の 2 例 


石川 


道 奴 


名 古屋 大 学 医学 部 解剖 学 教室 
(昭和 33 年 11 月 15 日 受領 ) 


H,. Miyake 錠 Scriba (1893) が 初め て 日 本 人 の 一 
人 所 松 尋 所 者 の 尿 中 か ら ダ ニ 類 の 虫 体 を 発見 し , 

と 腎 内 に 寄生 する 喰 腎 血 中 We ヵ zo の 2g24S S74g26- 

み 272S と 命名 し て 報告 し た 。 その 後 尿 中 の みな ら ず 牙 

便 , 胆汁 」 叶 療 中 か ら ら ゃ 木 2 証明 され , その 臨床 報告 
例 は 多い 。 本 叱 が ・ 的 病原 性 を 有する か 否 か に つい て 

は 今日 に 到 る 9 1 ト よ お 明らか で な い 。 私 は 最近 本 畿 の 腸 

内 寄生 の 2 例 を 経験 し , と の 時 病原 性 を 検討 し い 


ネム 所 目 aa ぅ と を の ビデ 超 生 す スス 
ささ か 所 見 を えた の で 報告 する 。 


も け / ヒ ) の = 


症 例 


青 〇 信 〇 , 20 歳 (昭和 12 年 5 月 生 ), 男 , 東 科 医 科大 学 
下宿 地 , 千葉 県 市 川 市 , 帰郷 地 , 名 古屋 市 西区 
初診 : 昭和 83 年 8 月 16 日 。 

3 ・ 同 抱 5 人 ($$\ 8 ゃ \) 中 の 次 男 で , 父 は 再 
生 不能 性 生 錦 血 で , 昨年 49 志 で 死亡 し , 母 は 目下 腎炎 で 加 
療 中 で ある 。 兄 は 次 例 の よう に 本 症 に 家 串 する 。 妹 , 弟 
は 健在 で ある 

既往 症 : 本 年 2 月 釣 虫 の 完全 駆除 を する 。 

主訴 ・ 時 々 右側 菅 臓 孝 の 鈍痛 , 心 惨 元 進 , 常時 軟便 で 
中 え られ な い 
現 症 : 体格 中 等 , 栄養 中 等 , 良 隊 に 役 放 の 二 な 

舌 は 潤 , 舌 苦 は な い 。 妥 腺 は 小豆 大 に 触診 で きる 。 
胸部 は 異 党 な い 。 腹部 は 廻 盲 部 に グル 音 を 聴取 する ほか 
た 著 変 は な い 。 腫 反射 は 正常 。 血圧 は 最高 120mmHg 
最低 70mmHg で ある 。 

尿 : 尾 白 ( 十 ), 糖 (一 ) ウロ ビリ ノー ゲン ( 十 )) 比 
重 1025, 沈 溶 : 少量 の 赤血球 , 白血球 , 多数 の 上 皮 細 胸 
の 他 に , 生き た 喰 腎 血 羅 を みる 。 


MicHio ISHIKAWA: wo cases of so-called 
nephrophagiasis (Department of Anatomy, Faculty 
of Medicine, Nagoya University) 


1 
い 。 





糞便 : 有形 , 軸 便 で 塗 拓 で 生き た 所 詩 喰 腎 血 最 及 びそ と 
の 虫 卵 を 多数 認め た 。 潜血 反応 は 陽性 で ある 。 

血液 : 赤血球 示 415.000, 白血球 数 7.600, 白血球 百 分 
ーー 
%% (HI1122, W1122, MV 4 多 )), 好 酸 球 2 多 単 球 5 欠 
リン パ 球 552 wet 小 4622)。 

症例 2。 

青 〇 一 〇 , 22 歳 テッ 

生 , 住所 は 第 1 例 と 

初診 : 昭和 33 年 8 月 17 日 。 

家族 歴 な ら び に 既往 症 : 第 1 例 の 見 で , 
に 容 患 す る 虹 は 半 放 は な い 。 

主訴 : 自覚 症状 は な い 

現 症 : 体格 中 等 , 米 養 良 皮膚 に 妥 血 の 特徴 は な い 。 
古 潤 , 舌苔 は な い 。 胸部 , 腹部 , 反射 と 異常 が な い 。 

尿 : 蛋 白 (一 ), 精 (一 ), ウロ ビリ ノー ゲン (〈 十 ), 比 
重 1023, 沈 溶 : 少量 の 上 皮 細 胸 が あろ る 。 

糞便 : 有形 , 固く , 消化 は 不良 で , 生き た 所 調 喰 腎 
蘭 な ら び に 多数 の 虫 卵 を 認め た 。 nz の 


月 生 ), 男 , 歯科 医科 大 学 


主 ヶ 縛 編 
時 々 局 桃 腺 火 


や o 


血液 : 赤血球 数 490.000, 白血球 数 『.900, 白血球 百 分 
率 : 好 中 球 59.5 ( 禁 状 球 9 2, 分 節 型 50.52 (H18 多 
W17.522, WV142, V 1 2)), 好 酸 球 1.522, 単 球 1.5 
多 , リン パ 球 87.52 (大 4 多 , 小 93.52%)。 


両 症 例 の 経過 


寺 ま ト 尿 及 時 
見 し た の で , 先 づ 経口 感染 の 疑 を も つて , 昭和 33 年 8 月 
17 日 , 反 食 物 の 炭 巧 な る 調査 を 行 つ た 。 そ の 結果 , 白 
味噌 の 中 に 本 の 成虫 , 幼 昌 な ら び ( こ 放 を 発見 し た 。 そ 
の た め , その 味噌 を 廃棄 し , 食器 の 厳重 な 消毒 を 行 つ 
た 。 以後, 食物 と の 他 に 含 最 し な いと と を 確 め た 。 
その 後 の 糞 便 な ら び に 尿 中 の 出現 の 状況 は 第 1 表示 


( 83 ) 


























8 十 

8 ー 

8 十 

> 十 

還 十 

8 十 

8 26 ー ー ー 
2 ー ー ー 
8 29 ー ー ー 
9! ー ー ー ー 
9 3 一 脚 節 9 
9 5 ー ー ー ー 
生 ー ー ー ー 

す ょ うに 減 減 し た 。 と の 間 , 両 患 者 の 便通 は 夫々 1 日 1 


ュ ュー) 、 み 


投 与 され て いな い 


行 , 又 駆虫 剤 は 
考 接 
三宅 ・Scriba が 発見 提唱 し た 
7zeS は 岸田 (1923) に ょ 
dae Mrs する も の で 727soze が ZS Sg2422772S で め ある と 
ed 面 還 と し の て 人 大 , 令 PA と の 他 ( 出現 する 


即ち 尿 中 か ら は Trasonemidae 


We カ 7 の のみ 24S S の 27- 
, 動物 学 上 Tarsonemi 


明 は 次 の よう で ある 。 
[ ⑪) 7. sgzgzz24Z726S Miyake et Scriba 1893。 ii) 7. 

太 77zss222S KiShida 1923。 ij) 7. os DahD)] : ylo- 
glyphidae ( 1) ア /62gzo ii1) 7. oO の 72ZS 277 272220 ア 
Kishida 1923, iii, 
T.d. Haan 1906, 7e み gzyc72zZ 7 の ezcz/277 KK. Kishida, 
Ce2227oco の 7es 722722S が 認め られ, 便 中 か ら は Ce の - 
226S の 226S72C24S, VC の //Zg26S の カ 72707224224。 プア 7 の 7 の /727S 


77 の 2267277 ぐ S の 2227277774S 


7./Z7226] : CZ7 の og の /2zS の /2e2726S 


プア 272726, 4cZ724S の VSe7 と ZZ76, 
が 認め られ て いる 。 
本 症例 は 両 例 と も Tarsonemidae に 属す る も る の で あつ 


た 。 本務 は 胴 長 約 250& 幅 120g 円 筒 状 を 呈し , 
前 方 は 積 々 急 と, 後方 は 徐 ィ 々 と は 。 眼 ( は 1 対 , 歩 肢 


ひる と と か で きる 。 間 商 に は 爪 を 
備え る ( 処 1 図 )。 
に 大 きく , 約 90 み メ 
層 で , 卵 帝 内 は 燥 粒 状 


は 前 後 左 右 の 4 群 に 分 ! 
そなえ る 。 胴 並 に 脚 に は 長短 の 剛毛 き 


り は る か ( 


卵 は 本 円 形 で , 名 虫 卵 ょ 
50z を 算 し 
物質 で 


まり 


(ご * 卵殻 は 層 と き に 2 
た され る (第 2 図 )。 
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第 1 図 第 2 図 
美 便 中 の 喰 臣 状 便 中 の 吸 
血 串 の 成虫 腎 血 避 の 卵 
従来 , 糞便 中 に 本 震 か 証明 され た 了 臨床 例 は 第 2 表 に 未 
す よ 5 で ある が , 本 最 の 病原 性 の 友 無 に つ し いて は 4 に 
到 る も な お 明らか で な い 。 
第 2 表 
報 告 者 凌 千 全数 症 状 
大 石 房 次 郎 1894 2 出 腹痛 , 血便 
芳賀 栄次 郎 1894 1 黒色 テー ル 様 便 
原田 元 次 19099 1 貧 曽 
竜 野 清 1909 3 食欲 不振 , 心 惨 元 進 。 貧 生 
Tieche 1910 5 一 時 的 腸 内 寄生 を 証明 
田中 義雄 1912 4 何れ も 30 歳 以上 の 女性 
今 井 湊 1912 1 顕 虫 駆 中 剤 に 影響 きれ な い 
北村 1 に 施 1915 21 一 時 任 腸 内 寄生 
Reye 1919 6 偽 性 寄生 虫 
Westphalen 1919 1 年 動 竹 体 内 寄生 下 
1 1 1924 1 f 口 轄 ) トレ J 石 ) 
金 俊 煽 1924 1 腸 内 に て 産卵 
Wertheimer 1925 50 病原 性 な し 
三浦 操 一 郎 1 ae に テテ 
川井 銀 之 助 1926 1 下痢 ,。 ザ ロ ー ル に て 胎 除 
Schelcher 1928 1 腸 内 寄生 を 否定 
井田 博 1936 44 腸 笑 , 消化 不良 
橋本 蒼 , 他 1936 22 碑 除 し な いと き は 再発 生 
野平 安芸 駿 19386 1 下痢 
田中 宏 1938 1 家 兎 実験 
藤井 了 医 1940 8 病原 竹 寄 生 忠 
配 が 真 の 体内 寄生 て こと を 否定 する 学者 (Reye 


Wertheimer, Schelcher 5 する と と ろ 
者 の 尿 及 び 糞 便 中 か ら 本 距 を 
品 中 か ら や 本 融 が 証明 さ 








発見 し 
れる と と だ 


ろ は , 健康 
て も, その 摂 取 食 料 
ょ る の で ある 。 併 し 
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と れ ら 人 対し て 実験 的 の 根 損 が ある わけ で な く , 基 体 の 所 座 喰 腎 頂 融 の 大 究 (第 3 報 ), 北越 医 会 誌 。 51, 
と ら わ れ , 血 液 所 見 , その 他 の 一 般 状態 に 対 1220. 一 9) 今井 深 (1912) : ド メ ス チ クス に 就 て , 
る 詳細 な れ :b 全 。 藤井 (1940) は と れ 等 OO 
6 に こう わ な に た る カビ と ダニ と の 関係 臨床 日 
菩 に ここ 、 細 2 に 戴 の 病原 性 を 確認 し た 。 な お 阿 本 , 4, 981. 一 11) 北村 勝 蔵 ・ 栗 父 吉 (1915) : 人 の 
部 (1949) は 家 各 試食 実験 を 行い , 喰 腎 血 地 を 試食 し た 葵 便 中 に 見 出 き る る チロ グリ フォ ィ デ 。 科 に 届 す る ミ 
後に , その 大 半 は 1 ~2 日 目 に 糞便 中 , 一 部 は 種 属 の 如 ル べ の 虫 卵 , 仔 虫 及び 成 封 虫 に 就 て , 医 新 聞 , 1915, 
何 に 拘ら ず 3 ~ 6 日 目 に 尿 中 に 確実 に 出現 し , 剤 見 所 見 289 : 一 12) 金 依 燈 (1924) : 人 の 美 便 中 に 見 出せ る 
か ら も 最 は 一 時 的 及び 持続 的 に 内 部 寄生 を 営む と と を 明 の に 惑 て , 乾 和 誠人 玩 。46。 478. 一 13) 汰 回 久 
本 3 に 吉 (1923) : We ヵ Zzo の ZZg2S sg7427272 の 5 Miyake ez 
ら か に し た 。 双 消化 管 か ら 尿 路 へ の 移行 経路 と し て は 腹 Scriba の 分 類 上 の 位置, 附 麦 料 の ダニ の 学名 , 動物 
腔 内 及び 心臓 血 内 に 発見 され る 例 数 が 僅 小 で 確実 で は な 誌 , 35, 203. 一 14) 耳 , Miyake u. 了 , Scriba (1893) : 
い が , 主要 な 通路 と し て 血 中 か ら 腎 泊 乃 至 と の 隣接 導 We カル 7 の の 24S SgZ4277726S ein neuer menSchlicher 
に 運ば れ て 該 部 を 空 通 , 尿 路 に 下降 する 可能 性 が 多い Parasit in Urogenitalapparat, Mitt Med. Fak。. 
と を 認 Tokyo, 3, 1. 一 15) H, Miyake u. , Scriba (1893) : 
こ た 。 Vor]jaufige Mitteilung Uber einen neuen menschli- 
本 症例 に お いて は , 含 最 味噌 握 取 を 人 遮断 し た と と ろ , chen Parasiten, Berl Klin。 Wshr., 374. 一 16) 
糞便 中 で は 9 日 後 , 尿 中 で は 16 日 後に お いて や も, な お 虫 三浦 操 一 郎 ・ 川井 銀 之 助 (1926) : 腸 或 ( 信 は 喰 腸 
体 又 は その 一 部 が 証明 され た と と か ら , 体内 寄生 が 可能 避 ) に 就 て , 日 消化 会 誌 。 25, 63. 一 17) 野平 安 
と ある と と が 想像 ご きる 。 芸 駿 (1936) : 所 講 喰 血 悪 症 に 関す る 知見 補遺 日 
3 の 医 新報 , 1936, 4279. 一 18) 大 石 房 次 郎 (1894) : 腸 
む す ぴ び 癖 虫 , 中 外 医 新報 , 1394, 1413. 一 18) Reye(1919) : 
Milben in den Fazes des Menschen, Dtsch. Med. 
含 喰 区 血 吉 白 味 噌 的 取 に ょ り 惹 起 さ れ た 喰 腎 血 惨 症 の Wshr. 1919, 1026. 一 20) Shelcher, R. (1928) : Ue- 
2 症例 を 報告 し た 。 第 1 例 ( 尿 及 び 糞 便 中 の 生 各 を 証明 ber Milbenbefund in stuhl,。 Arch. Kinderhk,83, 
ce 人 2 た ( ー 3 ロ 
) は 訪 味 了 所 後 。 民 中 で は 16 日 糞便 中 で は 9 日 
後に お いて や , 又 第 2 例 (糞便 の み に 生 を 証明 ): は 5 チク ス の 鏡 検 法 に 就 て 。 順 天 医 会 計 。 471, 137、 一 
19 の co 証明 し た 点 か ら , 本 吾 は 一 23) 意 野 清 (1909) : 所 詩 だ メス チク ス 下 に 就 て , 中 
時 的 腸 内 寄生 が 可能 と と を 認め た 。 外 医 新報 。 1909. 一 24) Ti@che (1910) : Ueber 
massenhaftes Vorkommen von Zur Familie der 
御 校 闘 を 賜 つ た 戸 色 教授 に 深 席 いた し ます . Tyroglyphidae gehorenden Milben im menschli- 


chen stuhl, Zbl。 Bakter. Orig., 54, 32. 一 25) 
会 に 発表 し た . Westphalen 廿 . (1919) : Milben in den Fazes des 
Menschen, Dtsch. Med. Wshr., 1333. 一 26) West- 

テ 貢 phalen, 丁 . (1924) : Milben in den Fazes des Mens- 


chen, Dtsch, med. Wshr., 175. 
1) 阿部 清 雄 (1949) : 所 計 喰 腎 血 融 の 実験 的 研究 , 
日 本 泌尿 器 科 学会 誌 , 40, 4, 62、 一 2) 藤井 隆 (1940) : 
所 講 喰 腎 血 般 症 の 研究 , 第 1 訪 , 臨床 的 研究 。 其 の 


本 論文 の 要旨 は 日 本 消化 機 病 学会 東海 地方 第 14 回 例 


1 , 自家 症例 並 に 文献 的 統計 観察 等 に 就 て 京都 府 Summary 
大 誌 。 30, 497. 一 3) 藤井 隆 (1940) : 所 計 喰 腎 血 融 In this paper the author reports two cases of 
症 の 研究 , 第 2 放 , 所 主 喰 腎 血 融 の 人 工 培養 に 関す nephrophagiaSiS due to We カ ァ o の ZS Sg74 が 27276S 
る 研究 , 京都 府 大 誌 。30, 769. 一 4) 藤井 隆 (1941) : occurring in miso' (beam paste)。 
所 調 喰 腎 血 避 症 の 研究 , 第 3 篇 , 実験 的 研究 , 京都 In the first case, aged 20 years medical student, 
府 大 誌 , 31, 159. 一 5) 藤井 隆 (1942) : 所 講 喰 腎 血 showing the living tick jin its urine and feces, ticks 
明 症 の 研究 , 第 4 篇 , 所 詩 喰 腎 血 有事 に 関す る 研究 , were found at16th day jn feces after taking of 
其 の 1, 生物 学 的 研究 , 京都 府 大 誌 。 32,。 1389. 一 beam paste. In the second case, aged 22 years male 
6) 原田 元 次 (1909) : 日 本 に 於 ける ド メ ス チ クス 中 student, showing the living ticks in only is feces, 
の 一 実験 報告 , 中 外 医 新報 , 1381. 一 7) 芳賀 栄次 they were recognized at 5th day in feces. These 
郎 (1894) : 避 虫 は 悪性 貸 血 を 誘発 する 原因 と な る facts above-mentioned indicate the possibility of 
か , 東京 医 会 誌 。 8, 121。 一 8) 橋本 奮 。 他 (1936) : their temporary paraSitiSmm in the humman intestine。 
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東京 都内 の 学童 お ょ びそ の 家族 の 上 暁 虫 卵 調 査 と 
その 駆虫 成績 


小 鳥 邦子 


態 田 三 由 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 11 月 18 日 受領 ) 


まえ が き ぎ き 

学童 の 暁 虫 感染 の 実態 は か な り 濾 厚 な も の の よう で 
今 ま で , 一 般 に 関心 の 薄 か つ た 時 虫 問題 が , 公衆 衛生 的 
た , その 対策 の 重要 性 が 叫ば れる よう に な つて き : 
の 感染 率 は 川本 (て 1955) の 84.8~88.922, 堀田 (1957) 
の 89.7 完 , 小平 C1958) の 57.0 と いづ れ も や 高い 寄 生 率 
を 示し て いる 。 が , と れ ら は 中 小 都市 や 周辺 の 農村 に お 
ける も の で あり 。 他 の 報告 者 の 績 に つい て も 。 大 都市 
の 中 心 部 に お ける も の は 少 い よう で ある 。 し か し 蜂 虫 の 
改 か ら 。 市 街 好 の 中 心 部 あたり に 3 いて 9。 二 。 有 
様 な 成績 ご あろ うと と る 想像 され る 

と の 度 , 文部 省 学 保 和 課 の 根 も あり. 東京 都内 の 
2 小学 校 児童 に つき , 暁 虫 卵 の 検査 を 行 ぅ 機会 を えた 。 
即ち 都心 部 の 学校 と し て , 港 区 芝 高 輪 台 小 学校 , や や 周辺 
部 の も の と し て 豊島 区 高松 小学 校 の 2 校 の 児童 に つき , 
昭和 82 年 10 月 下旬 より , 12 月 上 得 の 期間 に か け て 調査 
つた 。 

暁 虫 卵 の 検査 方 法 と し て は , 最近 種々 な 論議 も な され 
セロ テー グ 法 3 回 検査 が 一 応 標準 的 な 方 法 と 見 な され て 
いる よう で ある が , 今回 は 集団 的 な 普及 性 の 面 か ら , 最 
も 簡単 な 方 法 で 行う こと を 目 模 と し , ウス イ 式 ぎょ う 取 
検査 セロ フアン を 使用 , 回 数 も 1 回 の み と し て みた 。 

その 後 。 高 学校 て は 性 児 間 の 試験 と 。 を の 
家族 の ae 太 け た 

な お 。, 学校 の 選定 は 部 校 保健 課 の 
も の て ある 
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KUNIKO KOJIMA & MiTSUYosHr KUMADA : Sur- 
Vey of school children and their families in Tokyo 
on enterobiasis and the results of mass treatment 
(Department of Parasitology。 National Institute 
of Health, Tokyo) 


( 86 ) 


都内 2 校 に お な ける 時 申 感染 率 の 調査 


検査 方 法 

対象 : 港 区 芝 高輪 台 小 学校 児童 1 て 6 年 生 1,888 名 , 
同じ く 豊 島 区 高 稀 小 学校 児童 1 > 6 年 生 , 1.065 名 に つ 
いて 。 

時 期 : 昭和 32 年 10 月 下旬 ょ り 12 月 上 旬 ま で 。 

検査 材料 :・ ウ スイ 式 ぎ ょ う 虫 モロ フアン を 使用 。 

検査 回 数 : 1 回 の みみ と し た 。 

暁 虫 卵 検査 が 広く 一 般 に 行わ れ が た い 事 詩 の 一 つと し 
て , その 検査 法 の 米 雑 さと その 実現 の 困難 さと が あげ ら 
れ て いる 。 つ まり 普通 検便 法 ( 塗 抹 , 集 卵 法 等 ) で は 時 
虫 卵 の 検出 率 は きわ め て 悪い た め , 暁 虫 専 問 に 同一 検査 
VI 周囲 検査 ) を 反復 し を た なけれ ば な ら な いと いう て と と 

, 同時 に と の 方 法 に あつ て は , 被 検 者 自体 で 材料 採取 

が 来 な か っ た と と が か その 隔世 上 を な っ て り 3 
。 そ と で , と と で は 後者 の 点 を 改良 し た と 最 
われ る ウス イ 式 ぎょ よう 虫 セ ロフ アン を 用 いて その 検査 
行 つ た 。 と れ は 2 ツ 質 , 約 6 <9cm の セロ フアン で 
MK あり , か つ 人 各自 , 自 か ら 虫 卵 が 採取 出来 
る と いう 点 に その 特徴 が ある 。 今回 実施 に 当 つ て は , 
づ そ の 使用 方 法 を 指示 説明 し た の ち , 各自 , と れ を 家庭 
翌朝 起床 前 , の し た が つて 鐘 
家族 の 協力 の も と に 同 


と 思 # れる 


9 ル 


ルー 


に 持ち帰 ちせ 
取 せ し め た 。 双 低 学年 : に あつ て は 
じ 方 法 に よ つ て と れ を 行わ し め た 。 
検査 成績 及び 考 投 
両校 児童 90 第 1 表 及び 第 2 表 の 如く , 1 回 
検査 で と れ ぞ れ 24.72, 80.4% で あつ た 。 皮 虫 卵 が 1 回 
検査 で 検 遇 きれ うる 価 は , と の 母 集 団 に よ ょ つて も 異 る が , 
間 ら (19589) に よれ ば , 特別 な 処置 を 行 つて いな い 学 
控 に あつ て は 70 光 前 後 , 定期 的 暁 昌 駆虫 を 入 つ て いる 場 
合 は 40 前 後 と 考え られ る 。 又 , 同じ ウス イ 式 ぎょ 2 香 
セロ フアン を 使用 し た 高橋 ら (1958) は , 第 1 回 目 の 陽 
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昭和 34 年 4 月 (1959)] 

第 1 表 高輪 全 小 学校 児童 暁 虫 卵 検査 成績 

( 1 回 検査 ) 1957。10. 28 

学 男 子 女 子 計 

被 検 感染 感染 被 検 感染 感染 被 検 感染 感染 
年 者 者 率 者 者 率 者 者 率 
時 久 ダ 
1 -133 45 33.8 128 24 18.8 261 69 26.4 
2 171 51 29.8 153 46 30.1 324 97 29.9 
3 165 48 29.0 168 45 26.8 333 93 27.9 
4 205 44 21.4 210 64 30.5 415 108 25.9 
5 156 28 17.9 167 34 20.4 323 62 19.2 
6 124 26 20.9' 108 12 1.7 2207. 和枝 
計 954 25.4 929 225 


第 2 表 高松 小学 


242 24.2 1883 467 24.7 


校 児童 暁 虫 卵 検査 成績 
(1 回 検査 ) 1957. 12. 10 














学 雪 字 女 子 計 

被 検 感 楽 感 披 検 感染 感 被 検 感染 感染 

年 者 者 率 者 者 率 者 者 率 
コム 守 タ ダ 

1 88 43 48.9 88 28 31.8 176 Z1 40。 4 
2 98 38 38.8. 9 蛇 、 38 は 195 訟 386.4 
3 109 32 29.4 113 42 37.2 222 274 33.3 
4 110 33 30.0 98 16 16.3 208 49 23.6 
5 72 42 、 206 外 時 2000 2 0 2027 
6 59 14 287 8 る 直る 和 1 を 2 9 
計 536 177 33.0 生き 147 27.8 1065 324 . 30.4 
sk 100 と し て 平均 66.922% で あつ た と 云 つ て 
検査 回 数 と 陽性 率 に つい て は すでに 多く の 報告 が ある 


3 
団 の 寄生 率 の 実体 と 見 な 
実に 知る * こめ 


アナ >) と の 場合 


っ ンタ 


ら 3 回 検査 時 


372, 高 鞭 の 30.4 多 が 約 45 用 と な る 。 高輪 台 
京 中 心 部 に ある 
97 2 の 寄 生 率 は V 


感染 の 高度 : 


の oy 


ち に lk 
は 出来 ず 。 こ とこ れ を ほ ゞ 確 
The 本 か 回 検査 を 2 必要 あ り 
1 回 目 の 検出 率 は 3 回 累積 陽性 率 の 


の 二 


す ン 前 と な し て いる が , と の 推定 は 艇 ね 愛 当 な も の 


し た が つて 私 た ちの 両校 の 成績 か 
ぞ を れ を 算出 すれ ば , 高輪 台 の 24.7 多 が 約 
小学 校 は 東 
yy 

みな り 高 い 。 と れ か らし て ぁゃ 一 般 に 暁 虫 
ょ と と が 宛 われ, 学校 保健 の 立場 か ら も , 人 


衆 衛生 的 対策 の 重要 性 が 痛感 させ られ る 。 
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男女 別 の 感染 率 に つい て は , 女子 の 方 が 高い と も 云わ 
れ , 又 差 は な いと も 云わ れ て いる が , 今度 の 調査 で は 高 
輸 台 男子 25.4, 女子 24.22, 又 高 松 で は 男子 38.0 多 , 
女子 27.8 で 5 多 の 危険 率 と し て も 有意 の 差 は な か つた 
(= 0.104)。 

感染 濃度 に つい て は , 反復 検査 に よる 貝 卵 出 現 度 に ょ 
つて 見 る べき で あり , 映 ・ 釣 な どの ょ うに , 標本 1 枚 
中 の 躍 卵 数 に より 直ちに と を 算定 する と と は つ ゝ し むべ 

き で あろ う 。 が , と ゝ ろ み に 高輪 台 小 学校 の 陽性 者 を 虫 
ueno 
の も の を ( 士 ), 100 コ 以上 を ( 世 ) と し て , と れ を 感染 
濃度 の 指 桂 と し て 見 れ ば , ( 十 ) の 場合 は 121 名 (25.9 
多 ), ( 十 ) は 212 名 (45.4 多 ), ( 世 ) は 134 名 (28.7 


人 
) て あ つた 。 


検査 方 法 

高 栓 小学 校 の 陽性 児童 に つい て 駆虫 試験 を 行 つ た 

薬品 : ピ ペ ラ ジン 製剤 「 ギ ヨー」。 和製 会社 
製 。 1 錠 中 主 成 急 アジ ビン 酸 ピ ペラ ジン 240mg ( ピ ペ 
ラジ ン ハ イド レー ト 200mg 相当 量 ) を 含有 す 。 

服用 量 : 指定 量 の 1, 2 年 (5 錠 ),3,4 年 (8 錠 ),5, 6 


年 (10 錠 )。 
服用 期間 : 昭和 33 年 2 月 10 日 15 日 の 6 日 間 連 用 。 
服用 方 法 : 多 兄 の 協力 を 得 て 家庭 で 服薬 せしめ た 。 


後 検査 : 方 法 は 前 検査 と 同じ ウス イ 式 ぎ よ う 虫 モロ フ 
アン に より, 回 数 は 数 日 お き に 3 回 を 了 予定 し , 昭和 33 年 
2 月 26 日 , 3 月 11 日 , 3 月 15 日 に 行 つ た 。 

検査 成績 及び 考 披 

前 検査 と 異 り , 陰 転 率 を 見 る た め の 最 小 限度 3 回 検査 
を 予定 し た が , 提出 率 は きわ め て 悪く , 検査 し 得 た 190 
名 中 。 3 回 出来 た の は 58 名 (35.22) に す 
その 陰 転 率 は 第 3 表 に 示す 通り , 70.72% で あつ た 。 な お 


な か ー っ た 。 


第 3 表 駆虫 後 の 検査 回 数 別に ょ る 陰 転 率 
1958. 2. 26>3.15 











検査 回 数 1 2 3 
被 検 者 52 80 58 
陰 転 者 51 65 41 
陰 転 率 98.8 ダ を 81.3 ダ ぢ 70.7 狐 





表 に は 1 回 の み , な いし 2 回 の み 検 査 し た も の の 成績 も 


参考 まで に 列記 し た 。 
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いま , と の 場合 , 検査 の た め の 提 出 素 が む 
Yo お そら く 学 校 と し 
つた の で あら うと 推定 され る 。 と の 私 た ちの 経験 は , 

和 検 料 の の 提出 率 を 高め る た め に は 児童 及び 父兄 に 3 回 
検査 の 必要 年 を 売 衝 褒 き せる 包 同 ら か の 方 法 キ と る べき 

と と は 勿論 で ある が , 同時 に , その 検査 の 時 期 を 適当 に 
選ぶ 必要 の ある と と を 示唆 する 。 

陽性 児童 家族 の 寄生 率 の 調査 

検査 方 法 

一 般 に , 時 虫 感染 は 主として 家庭 内 の 感染 が 主 で ある 
と 考え らち られ て いる 。 そ と で , 高松 小学 校 に お いて ,。 陽性 
児童 の 家族 に お ける 時 虫 感染 率 の 調査 を 行 つ て みた 。 方 
法 は 児童 の 場合 と 同じ く ウ スイ 式 ぎ よう 虫 セ ロフ アン に 
より , 回 数 は 1 回 で ある 。 

被 検 家族 数 は 83 家 族 , 延 人 員 808 名 に つい て 検査 は 可 
能 で あつ た 。 た だ し と の 人 人員 は , 必ず し も 投 検 家族 の 全 
員 を 示す も の で は な い 。 

検査 成績 及び 考 投 

第 4 表 は その 成績 ぐ で ある が , と の 感染 率 は 隣接 文京 
区 で 林 (1958) が 行 つ た 一 般 住民 の 調査 の 結果 の それ 

(38.9 め ) と 比べ て 可 な 高い 。 が, と れ は 私 た ちの 調 
査 が 暁 昌 卵 喝 性 児童 家族 の と それ で ある と いう と と を 考え 


て みれ ば け だ し 当然 で あろ う 。 


第 4 表 陽性 児童 家族 の 感染 率 (1 回 検査 ) 











年 朝 女 計 
被 感 感 被 感 感 被 感 感 
し 二 - 生 生計 導 本 拓 生 - 
者 者 . 率 者 者 率 者 者 率 
ダ め レク レク 
の の 人 2 の 5 デグー を 307  - 生 導 
5>9 44 39 89 51 41 80 95 80 84 
10~>19 29 13 45 19 9 48 348 22 46 
20<29 3 0 ーー 
30<39 17 5 29 340 11 28 57 16 28 
099) 23 6 26 30 1 3 53 7 13 
59 0 0 で り る 0 0 36 0 0 
和夫 oO か 0 る 125 < 1 人 5 
70> : 00 し) 短 革 (本 0 っ @ 
年 齢 不詳 2 0 0 2 0 0 0 0 





計 久 1 66 47 167 69 41 308135 44 





と 年齢 別 5 9,10-19 歳 に 非常 に 高 


ドーPWaamyhwnnd 


感染 率 と 比 し て いち じ 


し ろ 低 事 で 
て 最も 多忙 の 時 期 に ぶつ 
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る し く 高 率 で ある 。 と れ は 。, 従来 購 昌 感染 は 特に と の 兄 
弟 姉妹 間 に 相 互 に 行わ れる と いわ れ て いる と と ろ 

れ ば 当然 の 高 率 で あり , RA た と 押す 従来 の 
か > ゝ る 所 説 を 裏書 きす る も の で も ある 。 

な お , 年 齢 別に 高 率 を 示す 群 は な 有 の 如く 学 間 を 第 
と し て , 0 一 4 歳 の 乳 功 児 群 と れ に つぎ , 男女 壮年 群 が 
第 $ 位 を 示し て いる 。 こ と れ は 前 記 林 (1958) の 調査 の 結 
果 と も 一 致し て いる 。 


第 5 表 家族 数 と 陽性 者 数 の 比 


陽性 者 数 
6 1 2 3 4 5 計 
家族 の 人 数 











2 98 cc の 0 0 0 20 
に 12 10 0 0 0 22 
BI 5 16 2 0 0 23 
5 6 3 0 の 0 11 
6 1 5 2 0 0 8 
7 1 0 0 0 0 1 
計 44 35 85 


ご 
トゥ 
の) 


家族 数 ー 5 表 の 通り で ある 。 同 一 家 
族 か ら 2 人 以上 通学 し て いる も の は 陽性 の 1 人 を 一 単位 
と し , 他 は 家族 と し て 扱 つ た 。 が 名 簿 の 不備 も あり , 綿 
密 は ゆき 届か な か つた 。 

陽性 児童 の 約 半数 は そ 


(に や 感 着 を 者 カ * 居 り 。 ど . 生 


や 1 回 検査 の 成績 は 3 回 累積 陽性 率 と し て 推 
定 す る と 約 7 割 の 者 が その 家族 に 感染 者 を 持つ と 云う 結 
果 に な り , 同時 に と の 表 は 暁 虫 感染 者 を 有する 家族 は そ 
の 家族 中 , お お むね 何人 か が 感染 し て いる と 云う 状態 を 
示し て いる 。 
家 め 

と れ ま で あま り 知 られ て いな い 大 都市 の 学童 の 暁 虫 卵 

の 検査 を する 機会 を 得 , 集団 的 な 普及 性 を は ょ か る た め 。 


簡易 な 方 法 で 行う 事 を 目標 と し て , ウス イ 式 ぎょ う 下 検 
査 セ ロフ アン を 使用 し 。 1 回 検査 ご で 次 の ょ う 
た 。 ま た, 高松 小学 校 で は 陽性 児童 の 駆虫 試験 と 

児童 家族 の 暁 昌 卵 の 調査 を も あ は せ 行 つ た 。 

1. 東京 都 高 輸 台 小学 校 。 高松 小学 校 両校 の 児童 に つ 
いて 時 虫 卵 の 調査 を 行い , 1 回 検査 で 陽性 率 24.7 易 , 
90.42 の 成績 を えた 。 

2。 と の 両校 の 時 虫 寄生 率 は 実際 に は 約 37, 約 45 ダ % 
と 推定 され る 。 
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3. ピ ペ ラ ジン 製剤 を 6 日 間 連 用 し て 学童 190 名 に 駆 
邊 を 行い 。 その 陰 転 率 は Y0.7% あつ た 

4. 陽性 児童 の 家族 308 名 に , と れ も 1 回 検査 で 暁 虫 

調査 を 行い , 陽性 者 134 名 で , 陽性 率 は 43.522 で あ 

つた 。 

5. 年 齢 別に 見 る と き , 陽性 家族 内 に お い て は その 学 
畜 の 他 , 幼児 , 壮年 男女 群 が 他 に 比 し て 感染 率 が 高い 。 
と の 結果 は 大 都市 に お いて 一 般 住 民 に つい て の 林 (1958) 


の 結果 と も 一 致し て いる 。 

6. 一 般 に 学童 の 暁 昌 卵 の 検査 は , その 1 回 検査 で 
せ , 全 保有 者 の 6 ~ 7 割 が 検出 され る に 過ぎ な いと 云わ 
れ て いる 。 し か し を re を 行う を 前 提 と し て み 
れ ば , 現在 の 状況 で は 公衆 衛生 的 に 見 て ,。 た と え 1 回 検 
co の 


終り に , 終始 御 指導 と 御 校 闘 を 頂き まし た 予 研 寄 生 虫 
部 長 小宮 義孝 博士 に 心から の 謝意 を 表し ます . な お , と 
の 機会 を 与え 下さ つた 廊 部 省 学校 保健 課 各位 , 又 御 協 
カ 下 さい まし た 高輪 台 小 学校 千葉 先生 , 高松 小学 校 藤野 
先生 に 感謝 いた し ます . 最後 に ウス イ 式 ぎょ よう 中 検査 セ 
p フ ァ ン の 供与 を うけ た 丸和 製薬 株 式 会 社 に 謝意 を 表し 
ます 。 


文 台 


1) 赤木 勝雄 (1952) : 暁 虫 に つい て 。 日 寄 記 , 21, 
13. 一 2) 後藤 敬子 (1958) : 暁 虫 定 に 関す る 研究 , 
第 1 報 第 3 報 , 北 関東 医 誌 5。 8 (3), 319-324, 8 
(4 ), 310-320. 一 3) 林 滋 生 (1958) : 暁 豆 症 , 内 科 
の 領域 ,。 6 (5), 319-326. 一 ④ 堺 田 猛 雄 ・ 伊 藤 淳 
ー (1957) : 学童 の 暁 虫 卵 肛 囲 検査 回 数 と その 意義 に 
つい て , 医学 と 生物 学 。 42 (6), 214-218. 一 5) 有川 
本 佑二 (1955, 1956) : 暁 虫 症 に 関す る 研究 L 了 L 









243 


III, TIV, V, VI, 医学 と 生物 学 , 35 (1 ), 16. 35(5 ) 
159。 36 (4), 166, 39 (2), 47) 40 (2), 61, 40 
(3 ), 94. 一 6) Sadqun, E. HH. e7 7 (1955) : The 
value of repeated examinations in the diagnosis 
of infection with Enterobius verrmmiculariS. Jour. 
Parasitology。 41 (6-2) , 43. 一 7) 高橋 克己 ・ 野 口 英 
世 ・ 交 屋 春 栄 (1958) : 暁 虫 定 に 関す る 研究 , 福岡 県 
衛生 研究 所 報 (昭和 32 年 ) VI. 40-45. 一 8) 柳沢 利 
喜雄 ・ 小 平 敬子 (1952) : 暁 昌 の 検査 回 数 に つい て , 

日 寄 記 , 21, 73. 

SummmarY 


The survey on enterobiasiS among the school 
children in the City of Tokyo was undertaken。 
Using usui's technic of examining DinWworrm OVa, 
which was a modifed scotch tape method, the 
carriers of pinworrm ova among the children of two 
primary Schools were examined. As the result of 
one time examination the incidence was 24.7 
among the children of one school and 30.4 多 among 
those in the other. The results indicate that about 
37 or 45% of the children of both schools were 
infected with pinworm provided that the exammin- 
ation were carried out repeatedly for successive 
three times. 

The mass treatment of 190 cases infected with 


” Pinworm waS Carried out with piperaSin preparation 


for six Successive daySs. The percent of those being 
completiy expelled worms was 70.7 among them. 
Three hundred and eight members of families of 
the children harboring worms were examined and 
about 45 of the former was proved to infest 
WoOrrnS. 

Also the technic of examination and mass trea- 
tment of school children harboring worrmns Were 
discussed. 














鉛 虫 保有 者 と 疾病 発生 と の 関係 に つい て 


敵 。 友 有 目 
岡山 大 学 医学 部 第 一 内 科 教 室 (主任 小 抜 光夫 教授 ) 
(昭和 33 年 12 月 22 日 受領 ) 


特 別 


人 体 に 釣 虫 が 寄生 する 場合 に お ける 病害 に つい て は 古 
く NRPPaviry ト つ の て いる と と oy 
て 。 

られ て いる 。 CE Ge 
循 飛 器 障害 , 消化 器 症状 , 栄養 障害 , 神経 系 症状 な ど で 


ある 。 わ れ わ れ は 今日 まで 釣 虫 が 寄生 し て と れ ら の 症候 
を みとめ る と , 多 虫 症 と いう 一 つの 独立 疾患 と し て 取扱 
つて 来 た 。 し か し 近年 , 商学 調査 が 広く 行なわ れ た と と 
こよ ょ り , 銘 息 症 と し て の 症状 が 明らか で な し 物 過 の 数 
寄生 者 すなわち Carrier が 非常 に 多い と と が 判明 し て 来 


た 。 と の よ ょ うな Carrier の 間 で , 釣 虫 が 寄生 する と と に 
ょ つて , どく 軽度 な 他 の 疾病 要因 と 作用 し あつ て 人 の 健 
康 を 阻害 する 面 る も あろ うと 
oowwe 郡山 口 村 に お いて 住民 の 集団 検便 。 同 駆虫 
施行 し た の き # Na - の 間 (こぶ ふれ て みみ た の で その 


成績 > 報告 す ラ 


2 か っ コジ ー ア ) ふっ 
考え られ る 。 今回 。 者 者 は 呂 


調査 方 法 


対象 者 は 昭和 31 年 8 10 月 に 実施 し た 集団 検便 , 同 駆 
上 束 と 参加 し た 村民 の な か で 国民 健康 t 際 に 加入 し て いる 
3322 名 で , 15 歳 以下 を 小児 , 16 成 以上 を し た 

病 は 駆 東 前 年 と し て 昭和 30 年 8 月 か ら 31 年 Y 月 まで と , 
人 ' ら 82 年 10 月 まで の 分 を 。 国民 
保険 の 診療 請求 書か ら 調 査 集計 し た 。 半 は 被 検 者 全 


成人 と し た 。 疾 


員 に 対し Ryo4 流 法 を 施行 し た 。 寄 生 釣 虫 の 種 
別 。 寄生 数 に ょ り 当 然 差 が ある と 考え ら 1 れ , ま 浴 他 の 寄 
生 虫 の 混合 0 悦 是 に な る が D 本 調 周 査 こ ご は 釣 息 保 


有 者 ( 陽 性 者 と 非 保 有 者 (陰性 者 ) の 比較 を 試み た 。 


TORU SHISHIME : The connection of Ancylosto- 
ma-carriers and the outbreak of diseases (Depart- 
ment of Internal Medicine, School of Medicine, 
Okayama University 





場 載 


成 績 

1) 集団 検便 施行 の 前 年 翌年 に お ける 尼 病 率 , 治療 昌 
数 , 治療 点数 の 比較 

集団 検便 受検 者 を 前 年 は 陰性 者 と 陽性 者 と の 2 群 に 分 
け , 翌年 は 陰性 者 と 陽性 者 と に 分 け , さら に 陽性 者 を 集 
団 駆虫 参加 者 と 同 不参加 者 に 分 け , それ ぞ れ の 第 病状 能 
を 比較 する と 第 1, 2, 8 表 の 如く で あつ た 。 愉 病 率 は 前 
年 で は 小児 , 成人 と も に むし ろ 陰 性 者 が 陽性 者 より 高 素 
で あつ た が , 翌年 で は 駆虫 不参加 の 陽性 者 が 陰性 者 お ょ 

び 販 虫 参加 陽性 者 に 比較 し て , 小児 , 成人 と も 高 率 を 呈 
ン た 。 治療 日 数 は 前 年 翌年 と も 各 群 の 間 に 相違 が み ら れ 
ず , 診療 点数 は 前 年 で は 人 の 陽性 者 が 陰性 者 より 大 で 
め あつ た が , 翌年 で は 概して 差 が みち られ な か つた 。 

2) 集団 検便 施行 の 前 3 年 層 年 に お ひる 病 類 裂 本 ・ 
治療 日 数 の 比較 

a) 容 病 率 : 全員 に つい て 陽性 者 ・ 陰 性 者 の 病 類 別 届 
病 率 を 調査 する が 本 の 全く で , 前 年 で は 喘息 , 局 豆 
痛 , 腸 負 痛 , 胃 商 , 胃 疾患 , 勝 腕 炎 , ko 心臓 
決 患 。 お よび 委 血 症 な ど が 陽性 者 に 高 率 の 傾向 が み ら 
れ , 高血圧 症 は むし ろ 低 率 で あつ た 。 翌年 に な る と と 遍 
炎 , 喘息 , 隊 池 病 , 胃 疾 患 , 神経 痛 ,」 ロ イマ チ ス , 湿疹 。 
勝 肝 炎 な ど が 駆虫 不参加 陽性 者 に 高 率 の 傾向 が みみ ら れ , 
高血圧 は 低 率 を 示し た 。 

成人 の 場合 (第 5 表 ) は 前 年 で は 4 胃 疾 患 , 妊 
娠 異常 な ど が 陽性 者 に 高 率 の 傾向 が み 。 翌年 で は 
喘息 , 腸 鉛 痛 , 胃 活 患 , 神経 痛 , kc 
陽性 者 に 高 率 の 傾向 を 示し た 。 小児 の 場合 (第 6 表 ) は 
駆虫 不参加 の 陽性 児 が 翌年 の 感冒 , 湿疹 , 腎臓 炎 な どの 
発生 に 高 率 を 呈し た 。 

b) 治療 日 数 ・ 第 7, 8, 9 表 に 示し た 如く で ある が , 

一 般 に 差 が みみ られ な いよ ょ よう で あつ た 。 た ゞ 消化 器 疾 患 に 


お いて 前 年 , 翌年 と も 陽性 者 に 治療 日 数 が 延び る 傾向 が 
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第 1 表 集団 検便 受検 者 の 前 年 , 翌年 に お ける 国民 保険 受診 状態 
前 年 翌 年 
で SEA 。 銘 虫 陽性 の 釣 昌 陽 性 の 駆 下 
陰 傘 者 釣 東 陽 仁 者 陰 性 Rd 駆虫 参加 者 不 参加 者 
語 査 発病 。 計 査 発病 。 調査 発病 。 調査 発病 。 調査 発病 と 
人 員 件 数 用 人 員 件 数 々 人 員 件 数 々 人 人員 件 の 。 人 質 件 数 
小 児 1310 526 40.2 567 175 30.9 1310 591 45.2 464 184 39.6 103 71 68.9 
成 人 ' 521 366 70.5 924 525 56.8 521 468 89.8 656 436 66.5 268 232 86.6 
計 1831 892 48.7 1491 700 47.0 1831 1059 57.8 1120 620 55.3 371 303 81.7 
第 2 表 集団 検便 受検 者 の 前 年 , 翌年 に お ける 疾病 治療 日 数 
だ SR で AOP バテ っ こ 、 ト ょ 。 釣 虫 陽性 の 釣 昌 陽性 の 駆虫 
1 陰 性 者 約束 腸 條 者 陰 性 者 訴 是 参加 者 不参加 者 
調査 発病 。 調査 発病 。 調査 発病 。 調査 発病 。 調査 発病 と 
を 集 人 員 件 数 ぐ 人 員 件 数 ぐ 人 員 件 数 ぐ 人 員 件 数 2 ぐ 人 上 員 件 数 
が 態 小 導 526 1311 2.5 175 897 2.3 .594 137 2.3 .184 398 2.1 7 155 2 
は 前 
了 成 人 366 1149 3.1 525 2035 3.9 458 1437 3.1 436 1404 3.2 232 741 3.2 
招 率 
よ 計 892 2460 2.8 700 2432 3.5 1059 2814 2.7 620 1797 2.9 303 896 3.0 
E 呈 ) 
られ 第 3 表 集団 検便 受検 者 の 前 年 , 翌年 に お ける 疾病 治療 に 要 し た 旨 用 
下 前 年 翌 年 
や To の 。 欧 虫 陽性 の 移 束 陽性 の 駆虫 
・ ako 7 ミー 
調査 治療 1 人 調査 治療 1 人 調査 治療 1 人 調査 治療 1 人 調査 治療 1 人 
人 員 点数 当 人員 点数 当り 人 員 点数 当り 人 員 点数 当り 人 員 点数 当り 
邊 
頭 小 児 52617705 34 175 5678 33 59123352 39 184 6228 34 71 2757 39 
騰 成 人 366 17433 43 52534993 67 45829209 64 43627448 64 24312780 55 
ら 計 892 35438 40 70040671 58 105952561 50 62033976 55 30315537 5 
肺 
。 Do を 
ある よう に 見 受け られ た 。 流 感 流行 期間 に ー は 釣 虫 保有 の 小 児 に 。 ーー く - と 多発 し て いる 
の が , と れ ら 疾患 に は 釣 虫 に ょ る 病害 も 関与 し て いる も ゃ の 
中 と 考え られ る 。 ま た 高血圧 症 の 出現 は 釣 息 保有 者 に は 意 
3 釣 貝 保有 者 の 控 病 状態 に つい て は 許田 口 1955) の 報 外 に 少な か つた が , 釣 虫 の 不断 の 吸血 と 関係 が ある の で 
5 が 氏 は 三池 談 鉱 の 労務 者 を 対象 に 釣 虫 の 感染 濃 は な か ろう か 。 
2 上 と 本 よ の 出し 。 egme er gmm100 人 0 
5 以上 の 感染 量 と な る と 和 容 病 率 が 高く な り , 急性 胃腸 炎 , 患 の 多発 傾向 は み ら れ な か つた が , 胃腸 疾患 , 喘息 , 感 
3 有 回 。 神経 拉 な どの 疾患 が 多発 し 。 や すい と 六 べ て い 周 な どの 発生 に は も の 昌和 『 が ある ょ うに 思わ れ た 。 
る 。 者 者 の yk こい ば 』 喘息 が 陽 作者 6 多発 し と く だ 成 人 論 
と に その 傾向 が 著しい と と は , 釣 虫 の 経口 感染 に 際 し 喘息 二 
> う 寺 時 を 還 する と きれ て Ia と と ろか とら 興味 が も た れ 昭和 81 年 8 -10 月 , 宮崎 県 北 諾 県 郡山 之 口 村 に お いて 
成人 の 陽性 者 に は 消化 器 疾患 が 多発 し , 昭和 32 年 の 可 及 的 全 村 民 を 対象 に 集団 検便 。 同 駆 上 躍 を 行 な つ た の で 
( 91 ) 














第 4 表 集団 検便 受検 者 の 前 年 , 翌年 に ける 第 病状 態 
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前 合 : 翌 年 
cr - / 。 。 。 銘 虫 陽性 の 多 虫 陽性 駆 
病 類 別 陰 性 者 釣 虫 陽性 者 陰 性 者 概 訓 参加 者 東 不 参加 者 
発病 と 発病 と 発病 と 発病 と 発病 と 
商科 od Rd 間 NE 、 1 と YS dP SSRo< 
呼 肺 和 61 3.3 44 3.0 50 2.7 ーー 11 3.0 
喘 息 4 0.2 13 0.6 2 0.1 8 0.7 9 2.4 
感 財 162 8.9 91 6.1 218 11.9 110 9.8 54 14.6 
流 感 259 14.2 123 . 11.0 50 13.5 
の 局 頭 痛 アー 人 6 15 1.0 9 0.5 【 3 @8 
6 計 234 12.8 163 10.9 538 29.4 270 24.1 127 34.2 
腸 尊 痛 1 0.1 4 0.3 和合 5 0.4 5 1.4 
: 消 腸 疾 患 114 6.2 68 4.2 99 5.4 36 3.2 25 6.7 
朋 。 痺 閑 15 0.8 24 1.6 6 0.5 
化 取 本 疾 13 0.7 12 0.8 23 1.3 6 0.5 人 - ま 人 
骨 疾 愚 47 2.6 110 7.4 59 3。.2 38 10.3 
才 肝 疾 是 4 0.2 きま: 0.1 6 0.3 5 0.4 1 0.3 
計 194 10.2 215 14.4 189 10.3 58 5.0 73 19.8 
の 神 経 痛 40 2.2 42 2.9 29 1.6 、 才 ま ・ 20 5.4 
系 ロイ マチス 42 2.3 19 1.3 44 .2.4 34 3.0 2 
皮 鞭 麻 疹 0 12 0.8 15 0。.8 9 0.8 3 0.8 
温 疹 26 1.4 4 0.3 7 0.4 本 芝 5 1.4 
冶 54 3.0 43 2.9 40 2.2 33 2.9 11 3。.0 
臓 問 疹 その 他 98 5.4 53 3.6 組み 28 2.5 2.4 
計 197 10.8 112 7.5 103 5.6 72 6.4 28 7.6 
用 勝 腕 衝 17 0。.9 30 7 11 0.6 8 准 才 る 3 
っ 廷 娠 異 常 8 0.4 21 1.4 5 0.3 18 1.6 2 0.5 
殖 覧 騰 の 9 0.5 4 0。.3 っ) , 衝 4 0.4 2、:0。5 
傘 計 34 1.9 51 3.4 誠 1.3 43 3.8 17 4.6 
結 助 膜 衝 5 0.3 4 0.3 6 0.3 5 0.4 1 0.3 
肺 結 桜 38 2.1 35 2.4 38 2.1 3 0.3 6 1.6 
核 計 43 2.4 39 2.7 44 2.4 8 0.7 を 
年 高 碧 圧 症 28 1.5 12 0.8 46 5.3 31 2.8 3 0.8 
液 脳 潜血 る の 
符 心臓 疾 吊 5 0.3 12 0.8 9 0.5 7 0.6 3 0.8 
環 貸 画 症 5 0.3 0.5 基 : 柏 3 0.3 
ga 脳 気 血 | 多 
計 39 2.2 二 あさ 59 6.0 41 3.7 6 1.6 
そ 稚 虫 症 29 1.6 24 1.6 5 0.3 4 0.4 
の 脚 気 4 0.2 3 義 き 本 寺 | 1 0.3 
本 年 、 坦 36 2.0 4 0.3 26 1.4 57 5.1 3 0.8 
1059 57.8 620 55.3 303 81.7 

















(1959) ] 





昭和 34 年 4 月 


第 5 表 集団 検便 受検 成人 の 前 年 よび 翌年 に お ける 牌 病状 態 




















































前 年 翌 年 
病 類 列 陰 條 者 筐 上 陽 作者 陰 企 者 宇 参 加 琶 。 中 不 参加 
発病 と 発病 と 発病 と 発病 と 発病 と 
件 数 件 数 件 数 件 数 件 数 
呼 肺 笑 14 2.7 26 2.8 28 5.4 12 1.8 9 3.4 
喘 息 12 1.3 8C 0j4 きら 1.3 9 3.4 
吸 感 軒 48 9.2 51 5.5 72 13.8 74 11.3 33 12.3 
流 感 61 11.7 54 8,2 30 11.2 
昌 局 頭 痛 5 1.0 14 1.5 7 1.3 し 2 的 表 了 
' 計 67 12.9 103 11.1 169 32.4 160 24.4 84 31.4 
消 腸 痛 痢 4 0.4 4 0.6 5 1.9 
腸 疾 愚 23 4.4 替え ま 統 け * 当 21 3.2 17 6.3 
胃 巡 区 ま 近 24 2.6 4 0.6 
化 昌 垂 秋 3: 0.6@ 二 二 貞 ・ 6 お 2 4 0.6 1.1 
半 > 凌 、 : 旧 35 6.7 103 11.2 46 8.8 37 13.8 
肝 疾 愚 0.2 5 は 5 0.8 1 0.4 
計 71 13,6 165 17.9 95 18.3 38 5.8 63 23.5 
併 神経 痛 36 6.9 42 4.5 28 5.4 32 4.9 20 7.5 
系 "P イ マチ ミュ 29 5.6 15 1.6 36 6.9 32 4.9 20 7.5 
度 麻 小 10 1.9 9 1.0 な 52 05 ます きま 
湿 疹 
痛 24 4.6 33 3,.6 8 1.5 21 3.2 9 3.4 
臓 六 沙 その 他 20。 3.g 26 2.8 2 0.4 15 2 導 、 ま 5 
憎 計 54 10.4 68 7 16 3.1 43 6.6 16 6.0 
泌 勝 腕 ! 美 まあ 26 2.8 1) 19 2. 13 4.9 
民 。 延 娠 異 党 本 お あっ (お 5 1.0* 18 2 症 SW 
殖 腎 騰 衝 4 0.8 1 0.1 2 0.4 
稚 計 26 5.0 48 5.2 18 3.5 37 5.6 15 5.6 
結 助 膜 笑 な ひみ 3 0.4 
肺 結 核 18 3.5 35 3,8 25 4.8 た 2.2 
核 計 18 3。5 37 4.0 31 6.0 1 0.2 す 馬 
面 高血圧 症 28 5.4 1 すき 46 8.8 34 3 4 洲 まる お 
液 脳 浴 生 2 0.4 
符 むせ 咲 疾 愚 3.9 9 1.0 者 表 導 3 2 0.7 
環 貸 箇 症 3 0.6 7 0.8 0.5 
脳 損 策 3 
計 に まま ーー 28 3.1 57 10.9 41 6.3 5 1.8 
そ 葬 東 症 お 4 まず 旬 4 0.8 4 0.6 
の 脚 気 4 0.8 も 姜 放 0.2 1 0.4 
他 そ の 他 10 1.9 2 0.2 13 2.5 47 7.2 1 0.4 
合 計 366 70.3 525 56.8 468 89.8 436 66.5 232 86.6 
( 93 ) 
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第 6 表 集団 検便 受検 小児 の 前 年 , 翌年 に ける 答 病 状態 
前 年 翌 年 
3 計 銘 東 陽性 釣 虫 陽性 駆 
EE 陰 性 者 絡 皮 用 條 者 陰 侍 者 本 各 参 加 者 曳 不 参加 者 
発病 と 発病 と 発病 発病 と 発病 と 
件 数 件 数 < 件 数 < 件 数 < 件 数 < 
呼 肺 妖 47 3.6 8 3.2 の ウリ が (0 人 計上 
喘 息 4 0.3 0 が いい 
表 感 軒 114 8.7 40 7.1 146 11.1 36 7.8 21 20.4 
流 感 198 15.1 69 14.9 20 19.4 
器 局 頭 痛 倒し 202 信 の: 矯 
計 167 12.8 60 10.6 369 28.2 110 23.8 43 41.7 
消 腸 冶 痛 表 ご 和 2 20 の 1 0.2 
腸 疾 愚 9 70 38 6.7 62 34.7 15 … 32 の 人 まい: 全 
胃 症 ・ 帝 6 0.5 2 24 
人 垂 笑 10 0.8 3 0.5 5 し 第 本 2 0:4 0 
胃 疾 串 12 0。.9 re ポン に も 
肝 : 疾 内 き 0 疫 12 0.4 
答 計 123 9.5 50 8.8 49 ' 7.2 20 4.2 10 9.8 
叶 神 経 靖 0.3 1 0.1 
全 本 イオ ニャ < チー ス 13 1.0 4 0.7 8 0.6 2 0.4 まま 間 
度 葬 麻 トク 9 0 3 0.5 9 0 の 054 6 
湿 疹 26 2.0 の 7 の 024 5 4.9 
痛 932 22 き 10 8 2 24 2 の:6 っ し 
臓 六 疹 その 他 78 6.0 2 4:8 39 3.0 3 科 :p グ : 沿 5 4.9 
描 計 143 10.9 44 7.8 87 6.6 29 6.3 12 11.7 
泌 勝 腕 3 に 052 の る 介 
が 姓 娠 異 着 
殖 臣 臓 笑 5 0.4 3 0.5 < 演 0 1 0 ン 表し の に 2 
計 8 0.6 きい 0。 き (か 2 1.9 
結 。 助 膜 突 5 0.4 の 全 あ か 
肺 結 核 0: 】5 に し 
核 計 25 1.9 2 3 13 1.0 人 
人 高 血圧 症 
符 心 隊 疾 串 2 0.5 1 2 所 
環 1 重 圧 あい ン の 
回 脳 貧血 
計 みこ.0(2 き 035 し DS! 
そ 殺 中 症 3 2 1 : お 当 
の 肢 気 
李 そ の 他 26 2.0 2 0.4 133. た 0  【( 生 ン 本 な 
合 計 526 40.1 175 30.8 591 45.1 184 39.7 71 68.9 
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人 胡 和 34 年 4 月 (1959)〕 
第 7 表 集団 検便 受検 者 の 前 年 , 翌年 に お ける 病 類 別 治療 日 数 
前 年 翌 年 
5 Do 320 _ 銘 虫 陽性 の 多 昌 陽 性 の 駆 
病 類 別 陰 性 者 釣 昌 陽性 者 陰 性 者 静 虫 参加 者 中 不参加 者 
発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 
件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 
呼 太 笑 61 164 2.7 44 148 3。.4 50.37 ま 3.4 17、 565 323 。 1 2 短 生 8 
喘 息 4 を さき 20 |] 揚 : 50 多 @ あ 。 を の 0 8 26 3.2 9 31 3.4 
表 感 冒 162 330 2.0 91 204 2.2 218 418 1.9 110 229 2.1 54 122 2.3 
流 感 259 484 1.9 123 210 1.7 50 96 1.9 
sg 局 頭 痛 まっ 5 ま 2 の 1 入 ま が 12. 39 322 人 本 : 各 
計 234 509 2.2 163 433 2.7 538 1092 2.0 270 560 2'1 127 280 2.2 
清 腸 尊 痛 本 20 シッ 2 =: 全 0 ‥" 引 ご お 和 本 徐 - 条 4 
腸 疾 愚 114.215 1.9 639308 ます 6 99 160 1.6 36 99 2.8 25 47 1.9 
胃 巡 5 30 交 :6 2 88 327 6: 10 3 
化 虫垂 科 13 63 4.9 12 48L- 名 は 23 112 4.9 6 838 6.3 4 30 7.5 
胃 疾 軸 47 161 3.4 110 430 3.9 59,。 149 2.5 38 153 4.0 
肝 疾 吊 4 18 4.5 2 20 10.0 6 人 7:8 0 も 1 し 
き 194 488 2.5 215 695 3.2 189 470 2.5 58 161 2.8 73 238 3.3 
を 神 経 痛 40 121 3.0 42 141 3.4 29…86 3.0 32. 7 の 9 2.55 2 2 生 9 
系 P イ マテ ス 42 172 4.1 19 68 3.6 44:305 2.4 834. 86 2:5. -21 .58 25 
関 葬 麻 湖 9 8 和 紅 (32 巡 - の 15 30 2.0 io 2 の 3.0 人 参 一 漆 ( ま 3 
湿 上 疹 和信 交 2 人 を > で 0 2 が 守 2 ど 4 あ 2.4 
疾 54 144 2.7 43 118 2.8 人 8: 94 24 に 38。 78 24 1 天 本 
臓 病 疹 その 他 98 253 2.6 53 152 2.9 41 143 3.5 28 87 3.1 9 
憶 計 197 518 2.6 112 301 2.7 303. の 79、2.9 72..194 2.7 28 196 7 
泌 勝 肥 笑 17 66 3.9 26 83 3。.2 1 本 導く 60 1 全 - 4: 352 
を 征 娠 異常 SA 30 級 28 nv2E6 (62 に Ss9 5ic 25 5 作り まる 2 2:4- 人 金 誠 半 
官 腎 臓 笑 9 40 4.4 1 ー 5 1 ほ 、 の 6 4 28 5.3 合 、12 6 
ya 計 34 116 3.4 51 175 3.4 21. 84 人 0 - 分.t 人 83: ほ 1 頑 88 秋 8 
結 助 膜 導 5 10 2.0 4 50 12.5 6 344 7.3 5 33 6.6 1 5 5.0 
肺 結 桜 38 283 6.4 35 307 8.8 38 321 8.5 3 10 3.3 20 3.3 
核 計 43 253 5.9 39 357 9.2 44 365 8.3 8 43 5.4 25 3.6 
面 高血圧 症 28 318 4.2...32:107 8.9 46 144 3.1 31 251 8.1 3 2 ゲ 流 
液 脳 浴 血 ク :。 生 の 人 E0 
逢 臓 疾患 5: 36 3.2 12 42 3.5 の 18 2.6 7 28 4.0 >。 鶴間 
環 招 血 症 な 、 人 人 y 計 境 計 (9 2 いら 二 2 3 10 3.3 
回 脳 貸 血 1 の し 
計 39 146 3.7 31 159 5.1 59 176 3.0 41 289 7.0 6 30 5.0 
そ 和 虫 症 20 。 683 2.2 24 79 3.3 5 13 2.6 4 17 3.5 
の 脚 気 4 15 3:8 1 3 3.0 1 二 朋 細 1 2 の 
他 そ の 他 36 59 1.6 4 24 6.0 26 126 4.8 57 229 4.0 3 30 10.0 
合 計 892 2460 2.8 7002432 3.5 10592814 2.7 6201797 2.9 303 896 3.0 
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第 8 表 集団 検便 受検 成人 の 前 年 , 翌年 に お ける 病 類 別 治療 日 数 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 
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前 年 翌 年 
病 類 列 陰 性 者 are - 陰 任 者 叉 参加 者 中 参加 者 
発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 3 1 件 発病 治療 1 件 
1 2 件 数 日 数 き 件 数 日 数 当 _ 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 
呼 肺 笑 14 37 あ 0 うら ね 2 4.8 28 126 4.5 12 45 3.8 9 23 2.6 
喘 息 12 49 4.1 | 夫 電 紹 し よー 8 26 3.2 9 31 3.4 
吸 感 冒 48 90 1.9 51 121 2.4 72 146 2.0 74 180 2.4 33 81 2.5 
流 感 63 “117 も 9 5 09 "2.05 て 0 本 2 
器 局 頭 痛 5 論者 は 人 あ 。 る 
E 7 135 2.0 103 312 3.0 169 404 2.4 160 399 2.5 84 202 2.4 
消 腸 導 痛 を AP 5 学 1 
腸 疾 愚 283… 54 る 3 | 5“ 奮 2 AE 
胃 林 きま 4 . 重 - う 人 を: 参 人 間 
化 東 垂 笑 まけ る 乱 浴 も 3 6 26 4.3 4 19 4.8 3 16 5. 
表 疾 串 35 135 3.9 103、419 4.1 37 150 4.1 
_ 肝 疾 愚 9 。 : 迷人 6 347 7.8 た 科 35 
人 計 71 213 3.0 165 592 3:6 95 263 2.8 38 100 2 60 207 3.3 
の 神 経 痛 36 116 3.2 42 141 3.4 28 79 2.8 32 79 2.5 20 78 3.9 
系 ロイ マチ ス 29 108 3.7 15 60 4.0 36 83 2.3 32 82 2.6 20 52 2.6 
皮 凌 麻 疹 10 41 4.1 9 19 2.1 6 15 2.5 7 24 3.4 3 4 1.3 
湿 凌 
導 24 73 3.0 33 96 2。9 あの 2 彼ら 襲わ 二 まゆ 9 59 6.6 
臓 靖 疹 その 他 20 66 3.3 26 91 3。5 2 4928.5 15 43 2.9 0 縮 4 は 
計 54 180 3.3 68 206 3.0 16 76 4.8 43 103 2.4 16 75 4.7 
泌 勝 腕 笑 14 54 3.9 26 83 3.2 11 46 4.1 19 58 3.1 138 4 3 誠 
た 妊娠 異常 8 10 1.3 . 21 62 3.0 きら 症 電 め に 39 閉 舟 4 1 お 
殖 腎 騰 笑 4 33 8.2 すさ まし 各 癒 2: 7 35 
稚 計 26 97 3.7 48 147 3.1 18 78 4.3 37 115 3.1 15 44 2.9 
き 助 膜 秋 2 3919.5 6 44 7.3 | き 衝 較 
肺 結 桜 18 89 5.0 35 307 8.8 25 126 5.0 1 8 8.0 6 20 3.3 
核 計 18 89 5.0 37 346 9.4 31 170 5.5 まけ ・ 7 25 3.6 
面 高血圧 症 28 118 4.2 12 107 8.9 46 144 3.1 831 251 8.1 3 23 7.7 
液 脳 薔 血 2 12 6.0 
符 選 臓 疾患 16 3.2 9 36 4.0 9 18 2.0 7 28 4.0 2 ) る 3 店 
環 貸 血 症 7- 30 は 意 3 10 3.3 の 20 半 
器 脳 貸 血 2 2.0 
計 37 143 3.9 28 153 5.5 57 174 31 41 289 7.0 6 31 5.2 
そ 釣 * 虫 症 (85 5 37 6 3 希 4 12 4.0 4 14 3.5 1 間 ] 湖 
の 脚 気 4 15 3.8 1 .# 傾 府 圭介 委 人 と 1 26 26.0 
他 そ の 他 10 18 1.8 2 16 8.0 13 95 7.3 47 214 4.6 
366 1149 3.1 525 2035 3.9 468 1437 3.1 436 1404 3.2 232 741 3.2 






















2 


の 
の 必 ⑨ 


ぬ らら 


つ ょ 





昭和 34 年 4 月 





(1956) 


第 9 表 集団 検便 受検 小児 の 前 年 , 翌年 に ね ける 病 類別 治療 日 数 















































前 年 翌 
hb 6 殺 虫 陽性 の 釣 虫 陽性 の 駆 
病 類 別 陰 性 者 釣 虫 陽性 者 陰 性 者 駆虫 参加 者 東 不参加 者 
発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 
件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 
呼 肺 科 07 7 、 8 本 20 22。 45 2.2 2 2 やま 
喘 息 ka 7 の た 1 が 0 
中 感 骨 114 240 2.1 83 2.1 146 272 1.0 98 全 4. 22 硬 20 
流 感 198 367 1.0 69 101 1.5 20 835 1.8 
明 局 頭 痛 し ウー 生み し 
計 31067.9 の を 222 005 320 2 369 688 1.9 110 183 1.5 8 7278:8 
清 腸 閣 痛 っ あ も 0 1 午 ま : 内 
腸 疾 愚 91 .161 1.8 38 . 50.1.3 62 989 に 9:4 ご 坦  30 20 8 E ま あせ 
朋 束 枕 8: 3 29 人 S1 ま 2 
化 昌 垂 笑 10 57 5.7 9 が 7.3 42 86 せ 1 2 19 9.5 1 1414.0 
朋 所 遇 朱 "26 6 2 1 0 # ま 3 3 2.4 人 
肝 疾 愚 3 16 5.3 の いて 上 い いま 0 
償 計 123. 275。 2.2| 5 8 8 207 2: 人 2 6 10 30 3.0 
全 神 交 天 本 し 
素 ロイ マチ ス 13 64 4.9 4 の 作 の : 人 i0 8 22. 2.8 2:、 を 名 人 に 0 
関 葬 麻 湖 の 2 の 。4 3 み Z し 2 2 き … 放 5 
湿 用 26 58 2.2 4 1.0 た 0) 2 2 E 5 12 2.4 
痴 20 2 人 4 10 22 2.2 32 82 2.6 12 42 3.5 レー 
膜 問 疹 その 他 78 187 2.4 2 催 。2.3 29 94 2!4 “ 13 49 3、4 5 12) な 4 
蛋 計 143 338 2.4 44 95 2.2 8 20625 2 伴 角 人 ま 人 タン 
泌 勝 肝 科 S 1 ググ る 6 の (で 全 52 お 
氏 竹 娠 異常 
殖 覧 臓 火 人 基 衣 や 3. 28 9.3 3 6 2.0 21 5.2 2 12 6.0 
計 合い まみ 4 3 28 9.3 き . @- 0 6 26 4.3 2 12 6.0 
結 助 膜 疾 S 30:2.0 の ) 拉 ・ 守 5 33 6.6 
肺 結 核 20 154 7.7 13 195 15.0 人 ve 
核 言 25. 164 6.6 し 抽 計 3 13 195 15.0 7 5 5:0 
血 高血圧 症 
液 脳 洪 和正 
符 臓 疾患 3 220 1 1 1.0 
論 抽 血 症 浅い 2 中 - 生ま y 組 
回 脳 貧 血 
計 半生 ま 。5 3 6 2.0 2 共 1 まり 衣 
そ 物 東 症 1 2 3 も: 倒 7 っ 后 こ タ ,3 1 xc ま 邊 
の 脚 気 2 6 3.0 
他 そ の 他 26 41 1.6 し 半 夫 ルー 半 ) ま 143 人 お を 30k - 到 2、、・ を を 23: 
合 計 526 1311 2.5 175 397 2.3 591 1377 2.3 184 393 2.1 71 155 2.2 
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第 8 表 集団 検便 受検 成人 の 前 年 , 翌年 に お ける 病 類別 治療 日 数 

































































前 年 翌 年 
病 。 類 別 陰 性 者 。 釣 東 陽性 者 人 
発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 表 1 作 
時 _ 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 _ 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 
呼 肺 科 14 3 衝 も 26312 4.9 28 126 4.5 12 45 3.8 9 _23 2.6 
喘 息 12 49 4.1 が: 衣 83 9 31 3.4 
表 感 軒 48 90 1.9 51 121 2.4 72 146 2.0 74 180 2.4 33 81 2.5 
流 感 6 “337 9 4 199 2 の 0 兵 ろ 和 
中 司 頭 痛 6 人 YEG 本 た YA きる る 2 由 
計 67 135 2.0 103 312 3.0 169 404 2.4 160 399 2.5 84 202 2.4 
消 腸 疾 痛 0 0 に そる な 学生 基 
腸 疾 加 2970 56 る お 5" 本 2.1 397 < イプ 72 の 本: 圭 到 更 本 本 
胃 丈 姿 6 8 24 88 .37 4<: 3 あ 2. 
化 昌 垂 笑 まき - 開 給 9 27 3.0 6 26 4.3 4 19 4.8 3 16 5.3 
胃 疾 愚 35 135 3.9 103.419 4.1 37 150 4.1 
肝 疾 皿 2 2.0 47 7.8 本 oy や 
人 計 71 213 3.0 165 592. 3.6 95 263 2.8 38 100 2. 60 207 3.3 
9 神 経 痛 36 116 3.2 42 141 3.4 99 0 56 990 ご 0 る すず 凌 得 了 い 
系 ビ イ マチ 29 108 3.7 15 60 4.0 8 役人 20 52 2.6 
友 鞭 麻 疹 10 41 4 9 19 2.1 6 15 2.5 7 24 3.4 まま や す 四 
湿 疹 
導 24 73 3.0 33 96 2 8 13 も 少 | 01 符 に ま 7 9 59 6.6 
臓 痴 疹 その 他 20 66 3.3 26 91 3.5 2 4928.5 15 43 2.9 4 3 計 4 メ 
描 計 54 180 3.3 68 206 3.0 16 76 4.8 43 103 2.4 16 75 4.7 
泌 勝 有 導 14 54 3.9 26 83 3.2 11 46 4.1 19 58 3&1 13 < 仙 8 和 
ま 妊娠 異常 華 0 まる に 必 < 2 2 5 25 5.0 18 57 3.2 2 1.0 
殖 覧 臓 炎 4 33 8.2 まま 旬 介 きま *、 す 糧 竹 
符 計 26 97 3.7 48 147 3.1 18 78 4.3 37 115 3.1 15 44 2.9 
結 助 膜 科 2 3919.5 6 44 7.3 1 5 5.0 
肺 結 校 18 89 5.0 35 307 8.8 25 126 5.0 まあ 3 二 6 20 3.3 
核 計 18 89 5.0 37 346 9.4 31 170 5.5 に 彰人 。 7 25 3.6 
箇 高 陣 圧計 28 118 4.2 12 107 8.9 46 144 3.1 31 251 8.1 3 ああ る 肖 
液 脳 浴 血 2 2 を な 仙 
科 心臓 疾患 5 16 3.2 9 36 4.0 9 18 2.0 7 28 4.0 2 6 3.0 
現 貧 血 症 3 ら 7。 多 3 ケン 9 3 10 3.3 1 2 2.0 
回 有 貧 血 1 に 
計 37 143 3.9 28 153 5.5 57 174 31 41 289 7.0 6 31 5.2 
そ 釣 “ 号 症 14 35 2.5 17 62 3.6 4 3 り 規 生 に つ 4 入間 は 、 ます 電 と 
の 脚 気 4 15 3.8 1 3 人 急 人 まま まる 1 26 26.0 
他 そ の 他 30 18 まる 2 36 8.0 13 95 7.3 47 214 4.6 
合 計 366 1149 3.1 525 2035 3.9 468 1437 3.1 436 1404 3.2 232 741 3.2 
(96 ) 
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第 9 表 集団 検便 受検 小児 の 前 年 , 翌年 に お ける 病 類 別 治療 日 数 


















































区 前 年 層 年 
導 上 類 別 陰性 者 移 下 陽 條 者 人 
件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 発病 治療 1 件 玩 交 療 1 件 発病 治療 1 件 
5 肖 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 件 数 日 数 当 
2.6 評 肺 科 47 127 2.7 18 36 2.0 232 倒 2.2 5 1 は あま 、 まお: 人 0 
9.4 喘 息 4 4 1.0 で る 生 全 : 
2.5 g 感 旧 114 240 2.1 40 83 2.1 146 272 1.9 36 49 1.4 21 41 2.0 
2.0 流 感 198 367 1.0 69 101 1.5 20 35 1.8 
2.0 ss 局 頭 痛 人 2 1.0 
2.4 計 167 374 2.2 60 121 2.0 369 688 1.9 110 161 1.5 43 78 1.8 
1.4 痛 腸 冶 痛 すま 、 湯 . 人 
0 腸 疾 是 91 161 1.8 38 50 1.3 62 88 1.4 15 39 2.6 8 13 1.6 
胃 琴 6 、 二流 の いあ 9 ま 直 
・3 化 虫 垂 科 10 57 5.7 3 22 7.3 17 86 5.1 2 19 9.5 1 1414.0 
J 胃 疾 愚 12 26 4.6 7 11 1.6 13 31 2.4 だ 本当 
肝 疾 愚 3 16 5.3 し (人 
き 123 275 2.2 50 89 1.8 94 207 2.2 20 61 3.1 10 30 3.0 
9 神 神 経 痛 0 琶 を 1 7 7.0 
6 ロイ マチ メス 19 64 4.9 4 8 2.0 3 
Eu 肥 葬 麻疹 9 の 22 2.4 3 2.7 18: 7 “まお 8 
混 疹 26 58 2.2 4 4 1.0 7 時 あび 2 る OO 人 抽 
0 次 30 71 2.4 10 22 2.2 32 82 2.6 12 42 3.5 2 2.5 
04 臓 痴 疹 その 他 78 187 2.4 27- 本 2.3 939 94 24 13 44 3.4 5 3 和泊 
に 衣 計 143 338 2.4 44 95 2.2 87 218 2.5 29 91 3.1 12 29 2.4 
・“ 泌 勝 腕 衝 3 12 4.0 2 5 2.5 
剛 拓 廷 娠 異 
殖 覧 騰 美 「 還 4 21 5.2 12 6.0 
Me の 計 3 6 2.0 6 26 4.8 12 6.0 
9 結 助 膜 笑 ま 30.3.0 2. 41 3885 5 33 6.6 
93 肺 結 核 20 154 7.7 13 19515.0 2 2 1.0 
だ 校 計 25.164 6.6 2 11 5.5 13 19515.0 .7 35 5.0 
・ 血 高血圧 症 
液 脳 浴 血 
0 答 心 騰 疾 遇 3 6 2.0 
"0 評 貸 血 症 2 3 1.5 2 2 1.0 
田 脳 狗 血 
2 計 2 2 2 1.0 を 生生 
そ 釣 東 症 15 28 1.9 7 17 2.3 も. まま: 
の 肢 気 2 6 3.0 
他 そ の 他 26 41 1.6 2 2211.0 19 84 2:4 10 15 1.5 3、@ 36 
ed 合 計 526 1311 2.5 175 397 2.3 5911377 2.3 184 393 2.1 71 155 2.2 
( 97 ) 
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集団 検便 を 実施 し た 前 年 と 翌年 と の 被 検 者 の 租 病 素 , 治 
療 日 数 , 診療 点数 な ど を 調査 し , 釣 虫 感染 が 疾病 発生 に 
お よ ょ ばす 影 響 を 検討 し て 次 の ょ うな 成績 を 得 た 。 

1) 当地 方 の 釣 上 虫 保有 者 の 病 率 , 治療 日 数 お ょ び 診 
療 点数 は 非 保有 者 に 比 し て 著しい 相違 は み ら れ な か つ 


た 
2) し か し 釣 虫 保有 者 に は 喘息 , MP 患 , 感冒 な 
ど が 多 光 て あ り , 高血圧 症 の 発生 は 少な い 傾向 が 認め 

られ た 。 


御 校 開 を 賜 つ た 小坂 教授 に 厚く 感謝 し ます . 


主要 女 責 


1) 石崎 達 ・ 佐 藤 浴 子 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 小 宮 義 孝 ・ 永 井 
隆 吉 ・ 小 野田 孝義 (1955) : 物 昌 Carrier の 臨床 的 
研究 , 続 合 医学 , 12( 9 ), 625-630. 一 2) 小宮 義孝 ・ 
佐藤 港 子 ・ 相 崎 徳治 郎 (1952) : 医師 に か ゝ つて いな 
い ぃ い 殺虫 寄生 者 の 症状 よび その 作業 能 に 及ぼ す 央 響 
に つい て 。 公衆 衛生 , 13(4 ), 1-6. 一 3) 小宮 義孝 
(1956) : 釣 虫 と 釣 虫 症 , 寄生 虫 誌 。 5 (2 ) 116-143. 
ー34) 牟田 口 利 幸 (1955) : 六 鉱 地方 に お ける 銘 虫 保 
有 者 の 答 参 状態, 公衆 箱 生 , 18(4 ), 46-48. 一 5) 
大 稚 正 満 (1955) : 鈴 下 保 有 者 の 貸 血 一 如 鉱 地方 に 

る 集団 的 観 寒 , 日 新 医 学 , 40, 497-507. 一 6) 志 
々 目 訪 (1958) : 明らか に 和 経 口 感 染 に よる と 思わ れる 





ロリ 





ヅ ビ ニテ 多 数 寄生 の 一 例 。 岡山 医 誌 。70 (2) : 一 7 
柳沢 利 喜雄 (1957) : 公衆 衛生 より みた る 釣 躍 問題 , 
寄生 躍 誌 ,6 (3-4) , (237-256. 一 8) 北山 加 一 郎 (1951) 
鉛 虫 症 の 臨床 , 医学 書院 . 一 9) 森下 哲夫 (1955) : 
十二指腸 虫 病 研究 の 実際 , 医学 書院 . 一 10) 宮川 米 
次 (1956) : 最新 臨床 寄生 虫 病 学 , 遇 虫 性 疾患 1, 中 
外 医 学 社 . 


SummrmaTY 


From August to October in 1956, the author car- 
ried out feacal examination and a mmass treatrment 
for the inhabitants in Yamanokuchi-Village, Kita- 
morokata-Gun, Miyazaki Prefecture. The author 
waSs able to investigate the attack rate, days of 
medical treatment and the remedy fee, andi so 
forth, of the examinees, for ranging over a nearly 
two years (1955-1957)、 Results obtained by st- 
udying the influence of worm infection upon the 
outbreak of diseases were as followWs : 

(1) No notable di 作 erence between ancylostorma- 
CarrierS and non-carriers Concerning the attack rate. 
the days of medical treatment and remedy fee was 
recOgnized。 

(2) Ancylostoma-carrierS are apt to contract 
asthma, dyspepsia, and infuenza, but they show 
a less frequency in outbreak of high blood pressure. 
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昭和 34 年 4 月 1959)〕} 


赤 松 


(昭和 34 年 
特 別 


繕 言 


銅 虫 並び に 顕 虫 体 成 分 に よ ょ つて 諸々 の 生体 に 惹起 され 
々 な 変化 が 主として その 書 作 用 に 基づく も の で あ 
り , 人 体 怠 虫 症 の 発症 機転 は , 所 調 顕 東 毒 作用 が 主役 を 
演ずる も の で ある と 云う 研究 は 。 Flury (1912) の 毛細 
血管 毒 説 を 契機 と し て , 以来 内 外 多数 の 学者 に より 研究 
ミ れ て 来 た 。 引 き 続 き 島村 ・ 藤 井 (1916) は , 上 虫 体 有 
毒 成 分 と し て Ascaron 0 No 
は , その de Js 析 NNrs > れ ,。 故 小泉 教授 及び 

の | こ ょ つて ,。 殆 ん ど 余 す 所 な 


を 抽出 | * 





し た が ち 、 肖 C55 緒 拓 
象 は , 今日 で も 確か に 多く の 真理 を 含ん で は いる が 。, 猫 


を も 包含 し て いる 様 に 思わ れる 。 


又 少 な か ら 次 矛盾 
近年 に な つて , 抗原 抗体 反応 の 立場 に 立脚 し た アレ ル 
ギー の 研究 が 長 足 の 進歩 を 遂げ る に 及 ん で 先 人 に ょ より 
極め 尽 さ れ た か の 如き 感 ある 所 詩 融 才 作 用 3 も , 再び 新 
3 今日 次 々 と 発表 され る 
ー 部 を 眉 正 する と 共に , 二 作 用 
の 現象 > ee 
【 る も の で あ 更に 進ん で , 新た 
な 寄生 虫 ア レル ギー の 研究 及び に , 多数 の 研究 者 に 
より 取り 上 げ ら れつ ゝ ある 。 


此 等 の 中 で , 顕 虫 抗原 を 使用 し た 皮膚 反応 の 研究 は , 





既に Coventry (1929), Campbell 986)。 宮川 950), 





TAKAO AKAMATSU : Experirmental pathological 
studies on the allergy by the ascaride cavit7 
fiuiqd and its fractions ( 1 ) On the attitude of skjn 
reactions (Department of Pathology, Osaka Me- 
dical College, Takatsuki, Osaka Prefectisre) 








両 中 体腔 液 成 分 に よる アレ ルギー の 実験 病理 学 的 研究 
(1) 皮膚 反応 の 吉 度 


に 誠 い て 


蒼 夫 


大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 (指導 浜本 稿 二 教 授 ) 
E1 月 7 日 受領 ) 


掲 載 


酒井 (1949), 池田 (1952), 橋本 ・ 井 廻 (1952), 森 下 ・ 
小林 (1953。1954), 小宮 山 (1954), 山本 (1956) 等 に 
より , 夫々 の 方 法 に よ つ て 試み られ て お り , 何れ も その 
特異 性 を 認め , 顕 虫 抗原 に ょ る 局所 過 拓 現 象 が 成立 する 
事 を 報告 し て いる 。 奴 此 等 虫 抗原 の 分 画 成分 の 抗原 性 
Campbell 及び 森下 ・ 小 休 , 池田 等 
は , その 多 ee - 強 い 反 応 を 認め , Schmidt (1949), 
山本 ・ 中 島 (1954) 等 は その 和 蛋 白 抗原 を 重視 し , 細谷 
(1956) は 學 出 陽 和 と 用 いた 実験 庄 い て 。 両 分 画 共 に 
流 原 性 和 を 有する 事 を 報告 し て いる 。 此 の 様 に 一 応 顕 忠 抗 
原 に ょ る 局所 骨 最 反応 の 成立 は 疑い な い 事実 と し て る , 
此 等 各 分 画 成 飼 の も つ 抗 原 性 に つい て は , 未だ その 成績 
の 一 致 を 見 な い 様 で ある 。 之 を 要する に と, 此 の 様 な 実験 
に は , 種々 な 実験 条件 の 規制 に 多く の 困難 を 伴う 事 を 推 
ャ だ め , 紫 の 点 符 \ 村 太 び その 門 . oe 
いる 無 感染 動物 に ょ る 研究 方 法 は , 孝 れ 本 究 成果 の 期 
待 さ れる も の ょ ー つ で ある 。 然 し な が ら 。 て それ に も まし 
て 痛感 され る 事 は , 此 C zo ヽ の 研究 業 顕 を 通 覧 
し て も , mew 的 な 立場 か ら な され た 研究 が 殆 ん ど 
等 閑 に 附 さ れ て いる MM ある 。 
My ょ ろ る アレ ル ギ キー の 続 琴 学 的 検索 の 乏 
い 現 状 に か ん が み , 寄生 虫 学 の 立場 か らち, 双 消 免 
学 的 な 方 面 か ら 河 次 明らか に な りつ ゝ ある 斑 昌 アレ ル ギ 
ー の 病態 機構 に 対す る 病理 学 的 解明 と 裏 了 替 け の 必要 性 が 
是非 要求 きれ る 所 で ある 。 そ し て 更に 顕 東 物質 感 作 の 形 
態 学 と 顕 虫 抗 二 De 学 的 位置 と 云う も の も 当然 此 の 機 
会 に 解決 され る さき 
此 の 様 な 負 点 か ら , 著者 は , 先ず 本 篇 に 於 いて は , 従 
来 か ら 多 く の 研 者 ょ つて と り 上 げ ち られ て 来 た 山 虫 物 
質 に よる 皮膚 反応 を 指 村 と し た ア レル ギー 性 反応 に 就 い 
て , 魚 虫 体腔 液 並び に その 分 画 成分 を 利用 し , 病理 形態 
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学 的 な 立場 み ら 詳細 な 研究 を 行ない , 数 多く の 興味 ある 
新知 見 を 得る 事 が 出来 た 。 

従来 実験 的 局所 過敏 現象 に は 数 多く の も の が ある が , 
その 中 で も 代表 的 な も る の は , アル サス 型 及 び ツ ベル クリ 
ン 型 反応 で ある と 思わ れる 。 此 の 中 アル サス 型 反 応 は , 
その 原型 が アル サス 現象 と し て , ダ ツベルクリン 反応 は 。 
代表 的 な 結核 性 アレ ルギー と し て 古く か ら 多 数 の 研究 者 
に より 詳し く 検 討 さ れ て 来 た 。 近年, 天野 ・ 平 田 0 
は , 還 血 清 及 び 結 核 菌 々 体 成分 等 種々 な 抗原 を 用 し 
所 過敏 現象 の 詳細 な 研究 を 行ない , Year 
は , その 種々 な 亜 型 を も 含め て , 血管 障害 と 細胞 反応 の 差 
に ょ つて 決定 され る も の で ある と し , Pie 
か ら 自 己 の 外 膜 形質 細胞 系 と 清野 の 組織 球 細胞 系 
て 二 系 性 免疫 諭 を 確立 し た 。 又 浜本 (1958) は , 此 の ke 
性 免疫 論 の 基礎 の 上 に 立つ て , 更に 抗原 流体 反応 の 場 キ 
重視 し , 此 れ を 血管 外 性 抗原 抗体 反応 及び 血管 内 性 抗原 
抗体 反応 に 分 類 し , 各 抗原 の も つ 性 質 と と の 反応 の 場 を 
組合 せる 事 に ょ つて , 複雑 な アレ ルギー 性 病変 を 見 事 に 
系 統 ず けた 。 著 者 は 此 れ か と 述べ ん と する 実験 民 半 和 
其 の 形態 学 的 観察 は , 全て 此 の 様 な 立場 に 立つ て 研究 
た も の で あり , 顕 虫 体腔 液 及び その 分 画 成 分 に ょ つて 惹 
起 さ れ た 放 膚 反応 を , 肉眼 的 或 は 組織 学 的 に 詳し く 検 討 

し た 結果 , 此 等 照 虫 抗原 に よ つ て 惹起 され た 局所 過 魏 現 
人 象 の 形態 学 的 特徴 を 明らか に する と 共に , 個 の 反応 形 
式 が , 前 記 理論 の 上 に 立つ ・ て 初め て 系 統 的 に 理解 され る 
も の で ある 事 を 明らか に し 得 た と 確信 す 


次 第 で ある 
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実験 材料 及び 方 法 


1. 使用 動物 体重 2kg 内 外 の 成熟 健康 家 兎 24 匹 

2。 使用 抗原 大 阪 市 立 層 殺 場 に 於 いて 採取 し た 豚 上 
東 よ り 可 及 的 無菌 的 に 採取 し た 透明 血清 色 の 体 膝 液 及 び 
此 れ より 山下 (1948), 及び P. Pathgeb (1954) の 方 法 
PR 導 び に 多糖 類 成分 で ある 。 即 
ち 必 要 体腔 液 に 対し 2022 三 塩化 酷 酸 を , 量 又 は 50 史 三 
塩化 酷 酸 '/』 量 を 3 s 得 られ た 乳 和 上 混濁 液 軽く 遠 
心 沈 激 し , 無色 透明 の 上 清 と 乳白 色 の 沈 沙 を 分 離す る 
此 れ を 半 透 膜 て ( 主 に セロ フアン ) に て 流水 中 で 24 時 間 , 
蒸溜 水中 で 24 時 間 透 析 し 必要 に 応じ 重曹 を 加え pH を 補 
正 し , 密栓 , s2 万 倍 マ ー シ ロ 4 低温 減圧 に て 1 
存 し 可 及 的 速やか に 実験 に 供し た 。 特 に 多 精 類 成分 は , 
作製 寺 よ り 1 カ ヵ月 以内 に 使用 する 様 留意 し た 。 

83. 感 作 方 法 及 び 効 果 注 射 方 法 


感 作 に は , 体腔 液 は , 生理 的 食塩 水 に て 4 倍 に 稀釈 レ 
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蛋白 質 成分 及び 多糖 類 成 分 は 2 倍 に 稀釈 し て 動物 1 匹 当 
り 0.5cc を 1 回 注射 量 と し て 週 3 回 , 合計 10 回 。 家 各 耳 
静脈 より 注入 し た 。 効果 注射 は 最終 免疫 後 1 週間 乃至 10 
日 , 予め (48 時 間 前 ) 脱毛 し て 於 いた 家 和 束 腹 部 上 友 内 に , 
の 030 太夫 交 了 と し て 合間 時 
注射 し た 。 又 別に 対照 と し て 無 処置 家 束 に 同様 竹 抗原 の 
皮 内 壮 射 の み を 行 な つ た 。 
効果 注射 後 は 30 分 か ら 72 時 間 の 間 経 時 的 に 皮膚 反応 の 
状態 を 詳細 に 観察 し た 。 反応 部 位 の 浮腫 の 大 き さ は , 横 
径 及び 縦 径 を mm 単位 で 測定 し , 反応 の 強 さ は 緒方 の 規 
準 に 従 つ て 一 ~ 司 の 待 号 で 表し た 。 双 動 物 No. 10, No。 
に 就 いて は 効果 注射 と し て 体腔 液 の み を 使用 する に 留 
め た 。 その 他 各 抗原 相互 問 に 於 て 脱 感 作 の 成立 の 可否 
を 見 る 為 に , 効果 注 射 先立つ て No. 16( 体 腔 液 免疫 ) 
及び No. 19 ( 息 白 質 成分 免疫 ) に は 多糖 類 成分 1 cc, 
及び No. 17 (体腔 液 成分 免疫 ) に は 和 蛋白 質 成分 の 生理 的 
食 格 水 2 倍 稀釈 液 1Cc を 耳 静 脈 ょ り 注入 し 。 30 分 後 各 抗 
原 を も つて 効果 注射 を 行 つ た 。 双 No. 14 に は 効果 注射 
後 24 時 間 , No. 21 に は 1.5 時 間 後 , 0.52 ト リ パ ン ブラ 
ウ 溶 液 20cc を 耳 静 脈 よ り 注入 し , 各 抗 原 の 注射 部 位 に 
お ける 色素 の 集積 状態 を 比較 観察 し た 。 皮 膚 反応 観 察 後 
は , 夫々 動物 に ょ つて 2 時間 後 , 24 時 間 後 , 48 時 間 後 , 
72 時 間 後 に 各 反 応 部 位 皮 膚 を 採取 し , 家 兎 は 空 和 
ょ り 層 殺し , 皮膚 及び 各 臓 器 は , オル ト 固 定 , 又は ホル 
マリ ン 固 定 レ し 。 へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 , P.A.S, 
染色 . アザ ンマ ロリ ーー 染色 。 ワン ギ ー ン ソン 染 色 , 好 銀 線 
維 染色 , ワイ ゲル ト 弾 力 線維 染色 ,. ギ ム ザ 染色 . サフ ラ 
ニン 単 染色 , トル イジ ン ブ ラ ウ 染 色 CpH 4.6- 5.0) 
を 施し て 組織 学 的 観察 を 行 つ た 。 騙 家 束 No, 10, No, 
1 て は 。 免 兵 終了 後 1 週 月 に 心臓 守 刺 に より 採取 し た 朱 
豚 上 虫 体腔 液 免疫 血清 を も つて , 沈 隆 反 応 を 行ない , 抗 
体 価 及 び 抗 原価 を 当 肖 定 し た 。 


栓 泰 示 ( こ 


実験 成績 


・ 体腔 液 に ょ る 皮 護 反応 の 態度 に つい て 

1。 皮膚 反応 の 肉眼 的 観察 

A) 体 膝 液 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 

本 群 に 於 いて は , 効果 注射 と 体腔 液 を 使用 し た 場合 
第 1 表 に 概略 を 示す 様 に , 予め 脱 感 作 の 目的 で 効果 注 
射 前 に 抗原 を 静脈 内 に 注入 し た も の を 除き , 全 例 に 可 
成り 強度 に 皮膚 反応 が 出現 する 。 即ち 上 内 注射 に より 生 

じ た 浮腫 は , 一 時 消 宰 の 傾向 を 示す が , や が て 効果 注射 
後 , 早い も の で 2 時 間 大 体 に 於 いて 8 乃至 4 時 間 頃 み ら 
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再び 浮腫 及び 軽度 の 充血 を も つて 徐々 に 発現 し 初め 滞 次 
増強 し 大 体 8 刀 至 10 時 間 頃 反応 は 略 最高 に 達する 様 で あ 
る 。 浮腫 の 大 き さ は 反応 最盛 時 に は 40mm※X50mm に ゃ も 
達する 事 が ある 。 叉 反応 の 程度 は No. 10, No. 12。No. 
21, No. 29, の 隊 に co る が 浮腫 , 硬 結 , 充血 
に 終始 する も の , 更に No. 11, No. 13, No. 14, の 様 
に 最盛 時 に 中 心 部 《 と 可 成 り 出 軸 を 見 る る の も あり No.13 
に 於 いて は 特に 著 明 で , 効果 注射 後 48 時 間 に は 皮膚 表面 
は 紫色 に 変色 し , 愉 も な めし 上 様 と な り 可 成り 広範 囲 の 
出血 壊死 が 見 られ た 。 次 に 友 膚 反応 の 持続 時 間 は , 実験 
3 ト より 軽度 の 差 は ある が 大 体 に 於 いて 郊 果 注射 後 8 
至 10 時 間 で 申 最高 に 達し た 後 一 部 は 徐々 に 消 禄 する 傾 
5 を 示し , 一 部 動物 で は 同 程度 の ま ゝ 24 時 間 位 迄 持続 し 
た 後 , 徐々 に 消 食 の 傾向 を 示し , 48 時 間 乃 至 Y2 時 間 位 で 
略 消 褐 す る 。 更 ( > か た も の で は 浮腫 は 或 程度 消 
入 の 傾向 を 示す が , 中 心 部 は 壊死 に 落 入 り 後 , 聞 度 を 形 
成 し 3 - 長 期間 残存 する 。 又 No.14 に は 反応 が 略 最高 と 
思わ れ た 効果 注射 後 24 時 間 し て , 又 No. 21 に は 皮膚 反 
発現 前 と 上 思わ れる 効果 注 射 後 1.5 時 間 し て 耳 静 脈 よ り 
トリ パン ブラ ウ を 注入 し た が , No.14 に 於 いて は 注入 直 
後 よ り 周囲 組織 より 多量 の 色素 集積 か 見 られ , 徐々 に 増 
強し た が , 中 心 部 の 出血 部 位 に は 全然 色素 集積 を 見 る 事 
は 出来 な か つた 。 學 No. 21 で は , 内 。 局所 
の 色素 集積 が 明 膝 と な りや は り 徐々 に 増強 し た 。 次 に 
No. 16 に 於 いて は 体腔 液 に よる 皮膚 反応 は , 可 成 り 激 弱 
遅延 し , 効果 注射 後 6 時 間 し て 極 く 軽度 の 充血 が 表 は れ 
近く 持続 し た が , 数 時 間 で 消 神 の 傾向 を 示し , 浮腫 や 硬 
結 は それ程 著 明 で な か つた 。 如 No. 17 に 於 いて も 効果 
本 9 時 間 で 軽度 の 充血 を 見 る に と ゞ さま つた が , その 
4 時 間 位 迄 持続 し た 。 
B) 千 白 質 克 分 外 格 に ける 皮膚 反応 
_ 本隊 で ご は , 大体 に 於 いて , NE 明瞭 に 発現 し 初 
ら る の は , 効果 注射 後 88 計 間 伺か ら で あ る 。 即ち , 効果 
注射 ょ つて 生じ た 浮腫 は 一 時 消 宰 の 傾向 を 示し た 後 , 
9 時 間 位 か ら 再 び 浮 腫 は 浮腫 と 軽度 の 充血 を 伴 つて 発 
圭 し " 幸 め , 徐々 に 増強 する 。 Mg て 軽度 の 硬 結 か 加 


よる 。 出血 を みる も の は 少な い が , No. 2 に 於 いて は , 
5 刀 至 7 時 Ma > 中 心 部 に 小 範囲 な 出血 斑 を 認め た 

AA が 、 時 間 頃 反応 は 略 最盛 期 を むか え , 肖 の 
大 た き さ は 40mmX60mm に も 達する も の が ある 。 更に 24 


持 間 後 に 訟 いて も , No. 18 を 除き 反応 は , 略 同 程度 の ま 
> 持 6 続 し て お り , 48 時 間 頃 に は , ある 程度 消 褐 し た が 
それで も や 猫 可 成り の 浮腫 を 残し た 。 猫 此 の No. 19 は , 
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効果 注射 前 1 時 間 , 多糖 類 成 分 1 cc を 静脈 内 に 注入 し た 
や も の で ある が , 反応 は 全然 抑制 され ず ,。 か みえ つて 本 例 で 
は , 他 ょ りゃ 皮膚 反応 が 更に 強く 現われ た 
C) 多糖 類 成分 免疫 群 に 於 け ら 反 記 
ee 回 静脈 内 注入 を 行 な つ た 家 兎 に 対し , 
体腔 液 を た 用 いて 同様 な 皮膚 反応 を 施行 し た 場合 に は , 何 
の こ 於 い て も 特 暴 的 と 思 われ る 皮 膚 反応 は 発現 し な 
。 効果 注射 に よ つ て 生じ た 浮腫 は , 徐々 に 消 裾 
に PE いて , 30 分 乃至 2 時 間 頃 略 完全 に 消 裾 す 
る 。 然し 唯 1 例 No. 6 に 於 いて は , 非常 に 軽度 の 硬 結 の 
み を 暫く 認め た が , 此 れ も 24 了 時 間 頃 で は 完全 に 消 入 し て 
いた 。 
2) 体 膝 液 に よる 皮膚 反応 の 組織 学 的 観察 
A) 体腔 Poo け く 皮膚 反応 の 組織 学 的 観察 
実験 に 使用 し た た 本 群 1 例 共 。 肉眼 的 な 皮膚 反応 の 強 さ 
に 略 比 例 し の 9 変化 も 動物 に よ つ て 軽度 の 差 
は ある が , 的 に ふく 0 変化 が 見 られ る の で 此 
れ を 一 括 し , 局所 訂 に 見 られ た 組織 及び 細胞 成分 の 反 
応 態度 に つい て 略 経 時 的 に 説明 する 。 
反応 の 早期 及び 極 期 を 通じ て 局所 皮膚 に 見 られ る 決 出 
細胞 の 大 多数 は , 偽 好 酸 球 で ある 。 此 等 浴 出 偽 好 酸 球 は 
既に 効果 注射 後 2 時 間 で , 主として 毛細 血管 周囲 及び 乳 
頭 層 等 に 軽度 びまん 性 ( = 見 られ し る が , 効果 注射 後 24 時 間 
で は , 著 明 に 増加 し , 主として 真皮 乳頭 層 及 び 深 層 に 強 
く び ま ん 性 に 見 ちら れる 。 特 に 毛細 血管 肥 び 静脈 周 暑 に は 
密集 し て お り , 可 成 り の 変性 乃至 崩壊 せる 白血球 を 見 る 
も ある 。 そ し て , 48 時 間 後に 於 いて も 猫 そ の 状態 を 持 
続 す る が , No. 18 の 如く , 反応 が 更に 強度 に 発現 する 場 
合 に 於 いて は , 見 事 な 分 画 炎 を 形成 し , 密集 し て 層状 に 
配列 し た 科 好 了 球 が 上 部 壊死 組織 と 下部 組織 を 分 界 す 
る 。 然し 。 瀬 く 壊死 を 免れ た 例 に あつ て は 。 此 等 姿 出 
Pe 可 成 り 消 裾 の 傾向 を 示し , 逆 に 単 球 の 浸潤 が 増加 
て 来 た 。 面 し て 此 等 単 球 は , 既に 24 時 間 頃 反応 周辺 部 
に 出現 する 2 *, 72 時 間 頃 に は , 多核 白血球 の 浸潤 は 殆 ん 
ど 見 られ な く な り , 大 部 分 の 決 出 細胞 は 単 款 で 占め らち れ 
る 様 に な る 。 此 等 限局 性 肥 び まん 性 と 浸潤 し た 単 球 は 。 
と の 大 き さ に 於 いて 変化 に 富ん で お り , 非常 に 大 型 の も 
の も ゃ 多く, 又 胞体 内 に 空 胞 形 成 が あり 核 が 三日月 型 に 一 
側 に 圧 排 さ れ た 様 な る の も ある 。 此 等 浸潤 単 球 の 間 に は 
組織 款 と 思わ れる 単 核 細 胞 の 浸潤 も 可 成り 認め られ , 
少数 な が ら , Me os も 相 シ 形質 細 胸 
の 出現 は 顕著 ざ ご は な い が , 血管 周囲 等 に , 集 狂 性 に 少数 
見 られ る 事 も ある 。 
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第 1 表 体腔 液 に よる 皮膚 反応 の 肉眼 的 観察 所 見 
ヾ 二 人 多糖 類 成 分 
、、 番 号 EE ht 
NN 1 2 4 18 19 5 6 7 10 
直後 O 10X12 10X10 10X10 10X15 10X10 10X10 10X10 12X13 15X15 
O 10※X12 5X5 5X5 10※10 10X10 10X10 10X10 5※X5 10x10 
を 1 ー ー ー ー 一 ー ー ー- 
30 1 3 1 記 や 96 『 3 つ 
B ーー ーー ーー ge ーー ーー どー ーー < 
O 10 メ 10 5 メ 5 5X5 5x5 5 X 5 5X5 10 メ 10 一 5X5 
3 り I っ で ーーg< 隊 
是 amo op mp こっ om em amp mp 
B emm Sano ao こっ ao mm no ep an 
O 一 10※10 ー SXX5 8 次 5 や る 5935 信 渦 炎 誠 ー 15 メ 20 
ン ルッ ! 5 3 5 1 RA si 0 
H 一 ーー ー 一 ゴキ ー ー ー ー 
B ame ans ーー ーー ーー ーー っ aaa ーー ーー 
O 10X10 15X20 10X15 5 X※ 5 15※20 一 5X5 一 20 メ 25 
39 1 圭 ー ー ー ー ー 一 テ 
H 二 二 圭 二 ー ー ー 二 
B am wi ap ーー ーー ーー am mo 
O 10X15 20※X25 10X20 10※10 20※25 5X5 ー 20 メ 25 
49 1 ー 十 十 ー す ー 十 ー 
H EE ー 二 ー ー ー ー ーー ー 
B ーー ーー ーー ーー ーー ーー mp am om 
O 20X20 20X25 15x20 15x20 20x30 ーー 5X5 ー 25x30 
6? 1 十 二 十 二 ー 圭 ー 
H 二 ーー モ 十 十 ー ー ー 
B ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ap am 
O 20 メ 25 20X25 15x20 25x35 20※30 ー ー 一 25 メ 30 
89 1 填 テ 十 ー エ ー ー ー ー 
H 十 ー ーー ー 填 ー ー ー ー 
B ー ー ー ー ー ー ー ー 一 
O 20X25 20X27 15xX20 25x35 
10“* 1 十 十 十 十 
H 十 g 十 十 
B ー 十 一 十 
O 20※25 20※25 25x30 
12? 1 十 十 十 
H ー 
B 一 十 王 
O 20 メ 20 15x25 15x20 10※X15 40X60 ーー ーー 一 20 メ 30 
249 1| 士 ー 十 十 ー ー ー 十 
H ー ー 十 ー ー ー 二 
B 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 
O 30 メ 45 
o 1 ーー 
48 1 十 
B 十 
O 
1 
( 介 
72 H 
B 
備 考 
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価 腔 液 対 時 
11 12 13 14 15 16 17 21 23 24 20 
下 12X13 10X15 15X15 15xX15 15X15 13X15 15X15 15X15 10x15 10X15 10x10 
9 5X5 10X10 5X5 10X10 10X10 10x15 10X10 10x10 5 メ 5 10x10 5x5 
5 10x10 5x5 ー 10※10 10X10 10X10 5x5 ー 5X5 5X5 5X5 
0 15x15 ー ー ー 15x15 ー ー 5X5 10X15 5x10 5x5 
5 20X30 15X20 5x10 5x5 20x20 一 ー 20X30 15x25 ー 
二 ms ep ーー っ ーー ーー mim emo ap 
十 十 十 十 二 ー 圭 二 ー ー 
25X30 15X20 10X10 10x10 20x25 ー ー 20X30 20x35 ー 
十 十 十 十 ー ー ー ー ー 
十 十 十 十 十 ー 十 十 十 ー 
共 25X35 20X20 10x10 15x15 30x30 ー ー 20X35 25x35 ー 
十 十 十 十 十 ー ー ー 十 ー 
十 十 十 十 十 十 二 十 十 ー 
十 mp msp Gi Gy ii Ge emm ame em 
35 メ 45 20X25 10X10 20x20 30x40 5x5 ー 20X30 25x40 ー 
十 十 二 十 十 ー ー ー 十 ー 
十 十 十 十 十 テ エ 十 十 ー 
ト 十 ー ー ー 王 we ー ー ー ー 
20X15 15x20 40X40 一 
十 二 十 ー 
十 十 十 二 
mm の 2 二 * 
15X20 15x20 
十 十 
+ 
30X40 15X20 30x35 40X50 40x40 ー ー 20 メ 20 25x35 ー 
十 十 十 十 二 ー ー 十 ー 
十 十 十 十 十 圭 十 十 ー 
ーー に em em ーーー 
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次 に 血管 の 変化 と し て は , 極 く 初期 ご で は あま り 顕 著 で 
な い が , 24 時 間 頃 か ら 導 顕著 と な る 。 

小 動 脈 は , 静脈 に 比 し 変化 は 軽度 で ある が それ で も ゃ 24 
時 間 頃 に 於 て は , 動脈 周囲 に 類 線維 素 様 の 膨 化 が 見 ら 
れ , 弾力 線維 染色 に ょ り 外 弾 力 線 維 は 可 成 り 乱れ て い 
る 。 反応 中 心 部 殊 に 真皮 下層 に 於 て は , 此 等 の 変化 が 更 
に 著しく , 動脈 長 に も 多数 の 偽 好 酸 球 が 見 られ 動脈 壁 は 
好 酸 性 が 増加 し , それ 自身 可 成り の 変性 が 見 られ る 。 然 
し 反応 周辺 者 ご は 動 朋 は 比較 的 健全 で ある 。 又 48 時間 後 

で は 反応 中 心 部 の 動脈 は 壊死 に お ち 入 り , わずか に 弾力 
線維 染色 に ょ より 痕跡 的 な 内 弾力 板 の 存在 に より 辛 じ て 判 
別 し 得る 程度 で ある 。 然し 壊死 組織 以外 に 見 られ る 動脈 
は , 多く の 場合 収縮 像 を 示す が 比較 的 健全 で ある 。 

次 に 静脈 に 於 て は , と の 何れ も 著 明 に 拡張 し その 壁 は 
膨 化 或 は 脱 弱 化し 時 に は 破綻 見 られ る 。 更に 出血 が se 
明 な 例 に 於 て は , 壁 は 庄 所 に 於 て 断 像 し , 赤血球 集団 
中 に その 残 が い を 残す 様 な 所 も ある 。 

更に 48 時 間 後 に 於 て は , 此 の 様 な 変化 の 他 に 静脈 内 皮 
か その 台 よ り 完 全 に 剣 離 し , 剣 離 し た 内 皮 と 長 と の 間 に 
出来 る 間隙 に 赤血球 の 浸潤 か 見 られ る 所 詩 釧 離 性 静脈 炎 
の 像 が 見 られ る 事 も ある 。 そ の 他 静 脈 に は 多く の 場合 血 
栓 形成 が 見 られ る が 効果 注射 後 24 時 間 で は それ 程 目立た 
な い が 48 時 間 頃 に は 所 々 に 明瞭 な 血栓 形成 が 見 られ , 双 
血栓 形成 の 見 られ な い 場 合 に 於 て も 赤血球 を う EN 
腔 の 中 に , フィ ブリ ン 様 の P.A.S. 陽性 物質 が 網状 に 
索 状 に 出現 し 著 し い 血 行 停止 像 を 示し て いる 。 

毛細 血管 は , 反応 の 初期 か 或 は 反応 が 軽度 に 経過 し た 
場合 に し か その 変 ま 化 観 宗 し 得 な い が , 反応 初期 に 於 て 
は 壁 が 軽度 膨 化 し そこ か ら 浴 出し た と 思わ れる 偽 好 酸 球 
が 周囲 に 見 られ る 事 が あり , 又 24 時 間 の 組織 で は 一 部 破 
綻 し て 毛細 血管 出血 が 見 られ る 事 も ある 。 

用 原 線維 は , 反応 の 初期 に 於 て は 著 変 を 認め な い が 24 
時 間 頃 で は 著 明 な 浮腫 性 膨 化 が 見 られ 可 成 り の 明 粗 化 を 
示す 。 然し と の 様 な 傾向 は 乳頭 層 及 び 真 皮 の 深層 に 顕著 
て 真 記 の 中 層 , 即ち 細胞 浸潤 の 少く な い 所 で は , 一 般 に 
変化 に 乏しい 。 双 真皮 の 深層 で は , 24 時 間 頃 既に 類 線維 
素 様 膨 化 を 認め る も の も あり , 48 時 間 後に 於 いて は , 可 
成り 高度 広 こ に 認め 得る 様 に な る 。 此 の 様 な 変化 は , 好 
銀 線 維 染 色 に より 疎 解 し た 細か い 線 維 迄 追及 する 事 が 出 
来る 。 更 に 反 紀 が より 強度 に 発現 し た も の で は , 強い 変 
性 及び 壊死 が 見 られ それ が 筋肉 層 に 迄 達する 事 も ある 。 
叉 壊死 層 直 下 の 腰 原 線維 は 一 般 に トル イジ ンプ ラウ で メ 
タク ロマ ジー 肥 陽 性 で あり , P.A.S. も 陽性 で ある 事 が 
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多い 。 その 他 の 変化 と し て は , 表 一 般 に 変化 に 乏 

ieorShEa 
ダ , 漆 出 多 李 白 血球 が , 表皮 層 に 迄 可 成 り 浸潤 し て 来る 
事 も 稀 ご は な い 。 勿論, 皮下 結 締 織 に 強い 広汎 な 壊死 を 
見 た 例 に あつ て は , 表皮 も 同時 に 壊死 に お ち 入り 閣 皮 を 
形成 する 。 猫 24 時 間 頃 に 於 いて も , 一 部 小 範囲 の 表皮 上 剛 


の 壊死 を 見 る 事 も あ め る 。 


次 に , 筋 層 は , その 反応 が , 比較 的 弱く 経過 し た 時 に 


は 著 変 を 見 な い が , No. 12, 


No. 18 の 如く , 反応 が 強く 


Se た 時 に は , 筋 層 内 に 達する 偽 好 酸 球 の 浸潤 を 見 , 
\ に は , 筋肉 組織 の 壊死 が 見 られ る と と が ある 。 末 構 神 
Pr , 余り 変化 が 見 られ な か つた 。 
B) 蛋 白質 成分 免疫 群 に 於 ける 皮 虐 反応 の 組織 学 的 


観察 2 で 


反応 初期 に お いて は , 細胞 浸潤 は と れ 程 閉 明 で は な い 
が , 真皮 の 上 層 (乳頭 層 ) 及び 真皮 下層 に 主として 多核 
白血球 が 軽度 びまん 性 に 見 られ る 。24 時 間 後 に 於 いて は 
著 明 に 増加 し , 特に 真皮 の 深層 に 強く , 又 周 管 性 に 集 導 
し た 浸潤 を 諸 所 に 認め る 。 此 の 頃 に は 単 核 細胞 (特に 単 


球 ) の 浸潤 も 可 成 り 場 加 し , 


多核 白血球 の 間 に や は り び 


まん 性 に 出現 する 。 好 酸 球 の 浸潤 は さ 程 著 明 で な い 。 更 
に 48 時 間 後 に 於 て は 多核 白血球 は 多く 核 破砕 が 見 られ る 
が , 猫 可 成り 残存 する 。 然し 動物 に よ つ て は その 程度 が 
分 する も の も ある 。 又 此 の 頃 に は 単 球 浸 潤 が , 更 
に 8 真皮 深層 に 特に 著 明 で ある 。 更に, 周 
囲 組織 に は , 組織 球 の 浸潤 も 可 成り 認め られ る 。72 時 間 
で は , 最早 , 多核 白血球 の 浸潤 は 殆 ん ど 認 め ら れ な く な 
り , 該 組織 は , 単 球 の びまん 人 性 乃至 集 狭 性 の 浸潤 で 占め 

られ , 大 型 の 叉 胞体 内 に 空 胞 変性 等 の 見 られ る 所 詩 老 化 


2 も 可 成 り 多数 出現 する の っ o 


そし て 此 等 の 細胞 間際 に は 


円 形 細胞 の 浸潤 も 認め られ る 。 
次 に 血管 の 変化 は , 体腔 液 免疫 群 に お ける 変化 と 比較 


すれ ば , 可 成 り 9 軽度 で ある 。 


し か し , 静脈 に 於 いて は , 


一 部 や ゝ 拡張 し 。 壁 の 膨 化 及び 血行 停止 像 が 見 られ , 一 
部 動物 に 於 いて は V* 毛細 血管 性 出血 刀 至 天 は 。 軽度 の 静脈 


性 出血 を 見 る 3 や ある 。 そ の 


他 , 小 静脈 に 血栓 形成 が 見 


られ る 事 が ある 。 動脈 は , 一 般 に 変化 に 乏しい が , 一 部 
小 動 脈 で ご は, 軽度 の 変性 及び 好 酸 性 の 増加 を 認め る 事 
も ある 。 然し 弾力 線維 染色 で は , 比較 的 よく その 構造 を 


保つ て いる 。 懇 原 線維 の 変化 は 
ける 5 場合 全 と 大 差 は な い が 。 
る 様 で ある 。 


その 他 , 表皮 , 筋肉 , 神経 等 





は , 前 記 体腔 液 免 疫 群 に 於 
一 般 に 変化 の 程度 が や > お と 


の 病変 も , 体腔 液 の 場合 
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第 2 表 体腔 液 に よる 皮膚 反応 の 組織 学 的 観察 所 見 
動 免 皮 度 洪 出 細 胞 二 管 系 欠 才 結 締 織 病 秦 備 
人 
夫 の op 線 
好 質 栓 反 肛 らら 。 維 性 色 
番 民 と 酸 織 巴 = 旧 紀 肥 性 素 
時 酸 細 形 生 細 委 壊 ee 欄 壊 楽 
号 症 間 応 球 球 球 球 球 胞 血 碧 成 大 苑 人 性 死 化 爵 化 化 死 色 考 
1 夏 24 寸 十 主 士 主 一 一 ] 一 ーーー エー+ エ ーー. 士 王 一 
2 自 24 革 革 主 十 キーー キ 一 キキ ーー エキ ーーー エー 
4 質 24 過 廿 主 二 エキ ーー キキ 一 ーー キー エー エー 一 
18 成 24 寺 革 主 寸 エーー 土 主 一 一 一 主 一 ー+ エ ー 一 
19 分 48 持 キー サキ ーー キキ 一 一 一 王 ー+ー 二 ーー 
5 多 2 一 キー キーーー ーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーー ーー ニー 
6 有 類 242 一 キーーー ニ ーー キーーー ニ ーー ニーー ニ ーーー ーー 一 
成 5 ーー に 7 キー っ 
療 エ 二 ー 圭 
10 24 革 全 主 ] キーー せ サ せ 一 一 一 一 キー キー エー 一 
11 2 循 村雨 ーー 槻 こ ーー や ネー 本:ー や Ge 一 
12 体 24 旭 革 主 せ 主 ーー せ 主 キーー キー キ ー 十 主 二 
13 48 冊 時 一 キー 一 キキ キキ キキ キキ キキ 二 : 
14 24 持寺 主 士 キーー 本寺 キ 一 一 圭二 二 圭一 一 
15 腔 24 世 寺 主 士 キーー 廿 士 一 一 一 エー 二 土 キー 一 
16 24 二 キキ デー も ーー ーー ーー ーー ーー ジー ーー 憲 詩 : 一 一 腕 感 作 
17 24 証 寺 一 圭一 ーー 一 士 一 一 一 一 ーー ーー ーー 一 脱 感 作 
2 ーー 寿 テ AN 
23 722 せ 王 ー せ キキ 十 王 ーー ニ ーー ニー エーー ニ ーー ーーー 
24 2 一 キキ ーーーーー ーーーーーーーー ーー 一 
20 対 有 22 一 キーーー ニ ーー ーーーーーーーーー ーー 一 一 
に 比較 すれ ば , 可 成り 軽微 で ある 。 本 群 に 於 て , 効果 注射 に 息 白 質 成 分 を 使用 し た 場合 に 


C) 多糖 等 成 力 免疫 群 に お ける 皮 農 反応 の 組織 学 的 観 
究 

既に 肉眼 的 観察 の 項 で も 述べ た 様 に , 此 の 群 に 於 いて 
は , 体腔 液 こ に ょ る 特異 的 な 皮膚 反応 が 出現 せ ず , 従 つ て 
組織 学 的 観察 を 行 つ て も , 特異 的 な アレ ルギー 人 性 炎症 を 
思わ す 様 な 所 見 は な く , 概ね , eeetaty 人 as 
で ある 。 即ち , 効果 注射 後 。 2 時 間 後 , 真 は 乳頭 層 に 軽 
度 び まん 性 方 性 と 杉 集 狂 必 の 非 和 上 的 と 力 わ れる 
多核 白血球 の 浸潤 を 認め , 24 時 間 頃 で は , 極め て 少数 と 
な る 。 猫 時 に 軽度 の 毛細 血管 の 充血 を 認め る 事 も ある 。 
HI. 蛋白 質 成 分 に ょ る 上 度 膚 反応 の 態度 に つい て 
1) eo 

体腔 液 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 


於 て は 務め 脱 成 作 を 行 な つ た No. 16。 No. 17 を 除き 他 
の 独 ん ど 全 抽 に 加 成 り の 特 員 維 が . 度 内 反応 の 発 殿 を 人 

即ち , 体 膝 液 に ょ る 反応 と 同様 に , 効果 注射 に よ つ て 

生じ た 浮腫 が 一 時 消 禄 し た 人 後 3 刀 至 4 時 間 し て 浮腫 及び 
充血 を も つて 発現 し , 滞 次 増強 , 8 刀 至 10 時 間 頃 , 略 最 
高 と 達する 。 そ し て 反応 最盛 時 に は , 浮腫 の 大 き さ は , 
80X85 (mm) に も 達する も の が あり 可 成 り の 充血 と , 
硬 結 を 伴う 。 然 し な が ら 肉 眼 時 に 明瞭 な 出血 を 認め た の 
は , No. 18 の 一 例 の み で あつ た 。 

みく し て 効果 注射 後 8 万 至 10 時 間 し て 略 最 高 に 達し た 
皮膚 反応 は , 以後 徐々 に 消 裾 する か 乃至 は その ま > 24 時 
間 位 迄 持続 し て 後 徐々 に 消 禄 し て 行く も の が 大 部 分 で あ 
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第 3 表 徐 白 質 成 分 に よる 
こと 幸人 多 本 類 成 分 
NN 番号 
員 症状 へ 、 1 2 4 18 19 5 6 7 1 
直 後 6 15X15 10※X10 10※10 10X15 15X15 10X10 DX 5 15 メ 15 
ひ 10X10 2 5 5 ※.5 10X10 5X 5 5X5 5X5 10※10 
チ I 3 Le ーー re ao に ィ 
30 H bd に の mew NG で の 9 
B amp mm ーー っ ーー ae as ーー 
O 5 X メ 5 5 X 5 一 5 ち X5 一 一 SX5 5X5 
19 I 一 一 ー ー ー 一 一 一 
是 ーー oo ap ap ap aa em mm 
B ーー ems ーー こっ っ ao rm ーー 
O 5X5 5X5 ー ーー ーー と あき 
o 1 ーー 一 ー 一 ー 一 一 ー 
2 昌 3 NN > の EK KN ca SR 
B ーー es emm ーー っ am ap ap omo 
O 5X5 5X5 ーー 15X20 5X5 一 一 一 
99 I 一 一 ー に ー ーー 一 ーー ee 
H 十 十 の ーー 一 ーー っ ュー ey 
B mp on am ano ーー っ ーー ーー 
O 10 メ 15 15X20 10 メ 15 20X20 15 メ 20 なー か ey ーー 
49 1 十 十 十 十 マー ーー 4 
H 十 十 十 ーー 十 ーー ad ー 
B mnp cm om mp mm ーー ーー ーー 
O 10 メ 15 20 メ 30 15 次 315 20X30 20X30 =ー ニー * 
6? I 十 十 十 十 十 cg SR ンコ 
H 十 十 十 十 十 に os ーー 9 
B ーー 十 一 ーー ーー 一 一 一 
ひ 10※X15 20 メ 30 15 メ 15 20 メ 30 20X30 一 ーー ーー 
H 十 十 十 十 十 > se と 
B ーー 9 ee rem 夫 cn が 
O 10X20 20 メ 30 15 メ 15 20x30 
10? I 十 十 十 十 
H 十 十 征 十 
B ーー 十 一 一 les 
O 10 メ 20 20 メ 30 20 メ 30 
12< 1 ー 
2 H 十 十 十 
B 9 SE ーー Wi 
O 10X15 20※ 25 35X ぶ 15 20※X 30 20※ 40 ーー し に 
5 十 十 十 十 十 ーー 4 Pa 
B 一 十 一 一 一 ーー we ac の 
O 10X25 
o I 十 
48 HH 十 
B 1 ーーー 
O 
720 * IT 
了 H 
B ーーー 
考 
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体 腔 液 対照 
12 13 14 15 16 17 21 23 24 20 
15X15 10X15 10X15 15X15 10X15 10x15 15X15 10x15 10x15 10x10 
10X10 10X10 "5X5 10X10 "5X5 10X10 10X10 5X5 5x5 5X5 
XX きま 炊 も ら 10X10 5x5 5x5 有 5x5 5x5 5X5 
dl 5X5 ー 5X5 5xX5 5X5 
10X10 人 0 5X5 10x10 mA 6 < 10X20 ー 
十 ー ー 十 ー ー っ ー ー 
10X10 10x10 .5x5 20x20 a40 2 5X5 15x30 ー 
ceo Ge Ge ae cai e = ーー ーー 
十 す 十 十 ー 二 ー 十 ー 
10X10 10x10 5x5 20x25 5x5 5 10X10 20x30 m 
ー 十 ー 十 ー ー ー 十 ー 
十 寺 十 十 十 主 ー 十 ー 
10X15 10x10 20x20 20xX25 5x5 5 10x10 20x30 ー 
十 ま 十 十 ー en ご ー 十 ー 
3 寺 十 十 二 二 = 十 ー 
10x15 10x20 20X30 5x5 
十 十 ー 
十 十 十 
10X15 0 10 20 
十 1 
十 十 
な 十 
10X15 10X20 20X20 30x35 5x5 ーー 5 メ 5 20x30 ー 
PN 本 十 ず ご cw ー 十 ー 
す 十 十 十 ee ee ー 二 ー 
ーー 十 apaep 2 ei Gee ed (Pe ーー 
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め ,72 時 間 位 で 略 完全 に 消 初 する 様 で ある 。 然し No. 18 

の 様 に 皮膚 反応 が 更に 強度 に 発現 し た も の に あつ て は , 
NSR 
られ , 更に 長 時 間 持 続 し て 行く も の と 思わ れる 。 

次 た 脱 感 作 実験 を 行 つ た No. 16 及 び No. 17 に 於 ける 
皮膚 反応 は , や は り 著 明 に 減弱 し , 両 例 共 効 果 注射 後 5 
乃至 6 時 間 頃 軽度 の 浮腫 及び 充血 が 見 られ た が , 殆 ん ど 
増強 する 傾向 な く , 24 時 頃 に は , 軽度 の 浮腫 を 残す の 
つた ら 

ト リバ パン ブラ ウ 注 入 を 行 な つ た 。 動物, 即ち , 効果 
注射 後 2 時間 し て 注入 を 行 な つた No. 14 に 於 て は , 注 身 
中 後 より 中 心 部 に 可 成り の 範囲 た 中 等 度 の 色素 集積 を 認 
め た 。 然し な が ら , 効果 注射 後 1.5 時 間 し て 注入 を 行 な 
つた No. 21 に 於 て は , 殆 ん ど 色 素 集積 を 認め な か つた 。 

B ) 蛋白 質 成分 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 

効果 注射 に 蛋白 質 成分 を 使用 し た 場合 に 於 て も , 体腔 
液 の 場合 と 同様 , 全 例 に 可 成り の 特異 的 な 皮膚 反応 が 出 
現す る 。 即ち , 効果 注射 に よ つ て 生じ た 浮腫 は , 一 時 消 
裾 の 傾向 を 示し た 後 8 時 間 位 ょ り 浮腫 を も つて 発現 し , 
鳴 同 時 に 又 少 し 遅れ て 充血 が 現れ る 。 大 多数 は 浮腫 , 

2 

て は , 中 心 部 に 軽度 の 出血 斑 が 見 られ た 。 か くし て 洒 次 
eV 
する が , No. 19 に 於 て は , 更に 増強 し て 略 24 時 間 位 で 最 
盛 期 を 迎え と の 時 の 浮腫 の 大 き さ は 20X40mm に も な り 
発赤 も 可 成り 認め られ た 。 然し 48 時 間 後 に は 幾 分 消 裾 し 
た 。 猫 効果 注射 前 1 時 間 に 多 糖 成 作 1.5cc を 静脈 内 注入 
し た No.19 に 於 て は いさ さか を 放 膚 反応 は 抑制 され な か 
だ 。 

C ) 多糖 類 成分 免疫 群 に お ける 放 膚 反応 

と の 場合 に は 前 二 者 と 異な り 特異 的 な 皮膚 反応 は 全然 
認め られ な い 。 即ち, 効果 注射 に よ つ て 生じ た 浮腫 は 30 
分 刀 至 1 時 間 で 略 完全 に 消 裾 し , それ 以後 は , 浮腫 , 硬 
結 乃 至 充血 性 変化 は いさ ゝ か も 発現 し な か つた 。 

2) 算 白 質 成分 に よる 放 膚 反応 の 組織 学 的 観察 

A) 体腔 液 免 疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 の 組織 学 的 観 察 

本 群 に 於 ける 形態 学 的 所 見 は , 前 記 蛋 白 成分 免疫 群 に 

於 ける 体腔 液 に よる 反応 所 見 に , 強い 類似 性 を 求め る 事 

が 出来 る 。 即 ち , 反応 の 早期 並び に 極 期 で は , 偽 好 酸 球 
の 高度 の 浴 出 を 認め , 8 時間 以後 て は 。 単 球 浸潤 が 主役 
を 占め る 様 に な り 72 時 間 で 殆 ん ど 単 球 反応 ば か り と な 
る 。 此 等 の 単 球 の 中 に は , 先 に 述べ た 所 調 老 化 単 球 が 多 
く 見 られ , 一 般 に 漆 出 細胞 の 大 小 不同 が 甚だ し い 。 ダ , 


( 108 ) 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 芽 


組織 球 の 浴 出 及び 小 円 形 細胞 の 浸潤 も 可 成り 多い 。 

血管 系 の 変化 は , それ 程 高 度 で は な い が , 反応 の 極 還 
等 で は , 時 に 血管 周囲 性 類 線維 素 様 膨 化 及び 変性 等 を 誠 
め る 事 が ある が , 一 般 的 に 動脈 は 比較 的 健全 で あり , 研 
配備 に まい で も 。 電 凍 夫人 あ あの ・ 外 膜 は 可 成 り 
乱れ る が , 内 弾力 板 は , 未だ 正常 構造 を よく 保有 し て ぃ 
る 。 又 静脈 で は , 反 庶 の 極 期 て は 。 や は り 軽 度 拡張 し 訂 
も 膨 化 し 一 部 に は 血行 停止 像 を 見 る 事 も ある 。 双 反応 
激甚 で ちあ つた も の に 於 いて は , 分 画 秋 形成 期 に 白色 環 
を 見 る 事 が ある 。 猫 出血 は , 毛細 血管 性 出血 を 一 部 に 
る 以外 著 明 な も の は 認め な か つた 。 然し 充血 等 は 。 反応 
の 初期 か ら 可 成 り 著 明 で ある 。 次 に 間 質 結 締 織 は , 一 上 
に や ゝ 高度 度 た 変化 を ボナ 。 然し 体 受渡 に よる 反 店 の 場 
と 略 同様 で ある 。 即ち , 反応 の 初期 に 於 いて は , 閉 変 を 
見 な い が , 24 時 間 頃 に は , 浮腫 性 膨 化 が 著 明 で 可 成 り の 
懇 粗 化 を 示す 。48 時 間 頃 で は , 既に 高度 の 変性 , 及 び 六 


死 も 見 られ , 一 部 肝 原 線維 が 融解 し て 題 粒状 に 見 られ る 
所 も ある 。 既に 壊死 に お ち 入り , 分 界 線 が 完成 し 痴 度 形 


成 の 見 られ る も の で は , 残存 し た 真 深 層 の 用 原 線維 
非常 に 高度 の 類 線維 素 様 膨 化 を 見 る 事 が ある 。 こ と の 様 な 
所 で は , 好 銀 線維 染色 で , 好 銀 線維 再生 増生 機転 等 も 2 
か ゞ い 得 る 。 騙 同 部 は , メタ クロ マジ ー 弱 陽性 を 示し , 
P.A.S. も 陽性 で ある 。 

その 他 の 変化 と し て は , 唯一 例 No.18 に 於 いて 神経 組 
織 に 小 出 血 を 認め た 事 が ある 。 

B ) 和 蛋白質 成 分 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 の 組織 学 
察 

本 群 に 於 ! 
MM る 


る 該 部 位 の 形態 像 は , 質 的 に は 体腔 液 免 疲 
oe で ある 。 然し 。 炎症 の 租 度 『 
変化 等 量 的 に は , や ゝ お と る 。 特に 血管 系 の 器質 的 
RWC る が , 炎症 性 細胞 の 塗 出 は 割合 著 明 に 見 
られ る 。 と そして, 反応 初期 並び に 極 期 の 偽 好 琶 球 の 浸 疾 
極 期 を 過ぎ る 頃 か ら の 強い 単 球 反 応 等 殆 ん ど 前 記 の 反 記 
と 同様 で あり , 此処 で は 重複 を さけ て 説明 を 省略 する 。 
然し 。 本 群 に 於 ける 蛋白 成分 の 反応 が 最も 純粋 な る の で 
ある 和 演 で あり , 触 念 的 に , 前 記 体腔 液 免疫 群 に 於 ける 変 
化 か ら , 血管 系 の 変化 を 差し 引き , 泌 出 機転 を 少く 却 く 
し た 程度 の も の で ある 。 
C) 多糖 類 成分 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 の 組織 学 的 骸 
侍 
既に 肉眼 的 所 見 の 項 で 述べ た 様 に , 本 群 で は , 特異 的 
な 放 膚 反応 は 発現 しない 。 双 組織 学 的 に も , アレ ルギー 
性 炎症 を 思わ す 様 な 所 見 は な く , 軽度 の 非 特 異性 異物 性 
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第 4 表 蛋白 質 成分 に よる 皮膚 反応 の 組織 学 的 観察 所 見 
動 免 皮 皮 湖 出 細 胞 箇 衝 系 。 病 容 結 締 織 病 秦 備 
) 8 の 偽 好 単 直 汐 形 充 出 血 内 内壁 壁 壁 長 浮 類 秋 衝 
物 の 。 線 
近 好 質 栓 皮膜 。 ま 用 維 性 色 
ク のり コ 16 
時 酸 細 人 
号 症 間 応 球 球 球 球 球 胞 政 目 成 大 藤尾 死人 公有 愛 化 穫 死 舎 考 
人 オキ 一 十 
2 百 24 世 填 主 十 キーー 圭二 キ 一 ーー エキ 一 キー + オ エー 
4 質 24 十 士 主 士 主 一 一 キ 一 一 一 ー 一 一 ユー 二 
18 成 22 寺 キ 一 十 主 キ 一 キ 一 一 ーー 一 主 ーー + エ ー 一 
19 分 48 + + ー 廿 主 一 一 一 一 一 主 一 キー + エ 圭一 
em 
編 2 
6 類 242 一 一 ーー ーー ーー ーー ーー ーーー ーー 十 
成 も CC 2 AO に 
人 weAa 和 W ト 
12 24 填 士 主 士 主 ーー キキ 一 一 一 ーー 一 エー エー 二 
13 体 48 財 廿 主 寺 キ 一 一 土 土 キキ 一 一 一 エー 十 十 十 二 
14 24 寺 土 主 キ キ 一 一 キー 一 ーーーー ニ ーー エー 一 
15 24 填 土 主 寺 キ 一 一 オキ 一 一 一 一 キー + エ ーー 一 
6 壮 2 本 本 本 PP 
17 24 一 エー ー 主 一 一 一 一 一 ーー ーー ーー ーー 一 脱 感 作 
21 48 士 オキ 一 廿 キオ 一 一 ーー 一 ーー 一 士 一 一 
23 液 72 填 一 一 圭二 キー 主 一 一 一 ーー 一 一 主 一 一 
24 2 一 キオ 一 一 一 一 王 一 一 ーー ーーー ニ ーー ニー ニー 一 
20 対 照 242 一 キ 一 ーー 一 一 一 ー-ーーーーー ニ ーー ーーー 一 
炎 の 像 を 示す の み で ある 。 然し な が ら そ の 他 に は 全 例 を 通じ 肉眼 的 に 認め 得る 様 
WM. 多 精 類 成 作 に ょ る 皮膚 反応 の 態度 に つい て な 出血 は 現れ な か つた 。 久 脱 感 作 実 験 を 行 つ た No. 16 
1) 友 典 反応 の 肉眼 的 観察 及び No. 17 に は 殆 ん ど 認 め る べき 変化 は 出現 し な か - 
A) 体腔 液 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 た 。 
2 - 多 精 成 分 き 使用 し た 場合 に は 。 その 皮膚 反 次 に 色素 注入 を 行 な つ た No. 14( 効 果 注 射 後 24 時 間 ) 


が ^ 醒 / 生 
の 度 は , 


示す か 又は 
1 時 間 頃 か らち 充血 が 現れ , 既に 硬 結 も 





体腔 液 及び 者 白質 成分 と 


や が て 暫時 増強 す る 傾向 き 中 示す 】 が , 
, 効果 注射 後 2 万 至 3 時 間 頃 反応 は 略 
最高 と な り , 以後 徐々 に 消 裾 し 5 乃至 6 時間 頃 に は 略 完 


*。 大 体 に 


全 に 消 入 する 


2】 
が し 


可 成り 


異な る 。 即 
ち , 果 和 に ト つ て 生じ た 浮腫 は , 一 時 消 委 の 傾向 を 
その まっ ゝ 持続 し , 効果 注射 後 80 分 遅い る の で 


見 られ る 。 


と れ 程 著 明 で な 


が 然し 硬 結 は 可 成り 後 迄 残存 する も 


の も る 2 ダ ) 


る 。 又 No.18 の 如く , 軽度 の 充血 と 硬 結 を 残し て 殆 ん ど 





えた も の が , に は 。, 小 


消 禄 し : = カ か の 様 に 
箇 陣 な か ら 出自 寺 死 を 未 し 導 友 を 形成 


ルー ルキ 
い ーV ス タ 


注入 後 15 分 位 で 局所 に 


中 等 の 色素 集積 を 認め 。 


了 の 


No. 21 (効果 注射 後 1.5 時 間 ) に 於 て も 中 心 部 に 中 等 程 
色素 集積 を 認め た 


B) 蛋白 成 免疫 群 
本 群 (蛋白 成分 免疫 群 ) に 於 い 
成分 を 使用 し 
現 を 見 な い 。 


ど 380 分 乃至 


貞 合 に は 
た 場合 


に こう に ま 】 


於 て は , 効果 注射 ( 
も や ゝ 長 時 間 持続 し た 。 
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1 ver に 消 裾 し 


- 於 ける 皮膚 反応 
て , 効 
殆 ん ど 例 外 な く 
, 効果 注射 に ょ つて 生じ た 浮腫 は 殆 ん 


果 注 射 に 多糖 類 


皮膚 反応 の 発 


, 以後 は 全然 肉眼 的 
に 認め る べき 反応 の 出現 を 見 な か つた 。 但し, No. 19 に 
こ ょ る 浮腫 は 消 裾 の 傾向 を 示し な が ら : 
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第 5 表 
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多糖 類 成分 に よる 





多 糖類 成分 
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ピ 10※10 = ニュ 10※10 
30 1 9 DS a 3 3 3 sg NM 
せ ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
O ー oy = 5 5X5 10X10 ee り の 2 5xX5 
e 1 ー ー ー ー ー ー ー ー 
1 時 の ca No 9 1 ピ AS の 
B ーー ーー ーー ーー ー ーー ーー ーー 
O ピー ニン デー 5x5 5 ※'5 = 5x5 5x5 
っ o I "Te So car 主 oo ー ー 
2 上 3 っ どー コ で と 3 9 
B ーー ーー ーー ーー- ーー ーー ーー ーー 
Oo ー ー ー 3x5 ー ー 。 一 
o 1 ar 2 た < oo eo) 
3 是 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー = 一 
B ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
の mm YR m 0 5 9 EE ャ ーー 
I ーー 5 っ ここ に ー ャ ー = 
4? 
耳 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
1s1 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
(①) ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
O 1 に 2 の 年 生 電 
6 H 4 1 の 6 直 や 6 りさ 
せ ーー ーー ーー ーー ニー 
(6 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
o I ー ー ー ー ー ー ー ー 
H ー ー ー ー ー ー we wm 
1 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
る = っ 2 
o I 
10 H 
B 
O 
o I 
12 H 
B 
O ー ッ ーー の 6 ee Fs な Ms 
っ 49 I p こ ae ーー ー ー 一 
24 H 3 っ 9 っ ※ 9 Po 2 CD 
B ー ー ー ー ーー ピー き ピー 
n らき ーー 
o I 一 
48 H し 委 
51 ーー 
O 
1 
H 
B 
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体 腔 液 対照 
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十 十 < ae Eo ce ーー 二 十 休 
十 ーー = Po ーー。 生 十 十 

10 メ 10 5 ※10 5X5 10X15 一 ー 15 メ 15 10X20 10X20 で = 
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トコ 十 Ta ac 2 ka 紹 So 
ーー 士 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 
= に 9 一 一 一 一 人 人 Kー ーー 
二 填 一 一 ーー 一 一 ーー ーー 
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ーー ーー ーー ーー 
十 ーー ここ 
十 ーー ーー om 
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C) 多糖 類 成分 免疫 群 に 於 ける 反応 の 肉眼 的 観察 

本 群 に て は 特異 的 な 皮膚 反応 は 出現 せ ず 硬 結 を 認 
め 和 た 例 も な か つた 。 

2 ) 多糖 類 成 分 に ょ る 皮膚 反 応 の 組織 学 的 観察 

A) 体腔 液 免 疫 群 に と 於 ける 皮膚 反応 の 組織 学 的 観察 

多糖 類 成 分 に ょ る 放 反 応 は , 既に 肉眼 的 観察 の 項 で 
上 ド wmwWMaoroudRAAee は 少し 
趣 を 異 に し その 組織 像 も 幾 分 異な つた 態度 を 示す 。 

効果 注射 後 1.5 時 間 頃 , 既に 乳頭 層 の 毛細 血管 周囲 及 
び 真 皮下 層 の 静脈 周囲 に 好 酸 球 を 混 じ え た 多核 白血球 の 
浸潤 が 可 成り 見 られ , 又 密度 は 可 成り 劣る が か , びまん 性 
の 浸潤 も 可 成り 認め られ る 。 SE で ある が , 
単 核 乃 至 二村 の 好 酸 球 も 可 成り 混在 する 。 そ し て 此 等 の 
細胞 が , 毛細 血管 及び 静脈 SE こ 杜 み らら 遊 出す る 像 
が 諸々 に 認め ら る 。 

此 の 頃 に は 単 球 浸潤 は 殆 ん ど 認め られ な い 。24 時 間 頃 
で は 主 に 真皮 乳頭 剛 及 び 深 層 に , 多核 帳 血 球 の びまん 性 
妃 至 周 管 性 浸潤 が 未だ 認め られ る が , 量 的 に ば, 2 時 間 
に 比 し や ゝ 少く な く , 双 体 腔 液 及 び 算 白 成分 の 反応 に 電 
べ 非 常に 軽度 で ある 。 然し 唯一 例 皮 虐 反 応 が 強度 に 発現 
し た No.18 に 於 いて は , 9 ゝ て , 好 酸 球 の 浸 
潤 が 強く , 特に 壊死 組織 並び に その 周辺 に 此 等 好 酸 球 の 
好 酸 粒 が 細胞 体 よ り 脱 出し , 細長 く 略 線 状 に 配列 し て 

数 に 認め られ る 。 又 その 周辺 で は 此 等 好 酸 球 は 紡 災 形 


は 


多 
を 呈し , 核 は 濃縮 し , 好 酸 題 粒 も 胞体 の 形 に 準じ て 細長 
く 配 列 し て いる 。 そ し て 此 の 様 な 所 見 は 。 主として 壊死 
組織 並び に その 周辺 に の み 見 られ る も の で ある 。 

次 に 血管 系 の 変化 で は , 効果 注射 後 2 時 間 頃 既に 真皮 


上 豆 層 毛細管 及び 到 深 礎 の 箇 管 上 に 軽度 の 及 化 
が 見 られ , の oN 血管 性 出血 を 見 る 事 が か あ 
る 。 然し 大 部 分 は , 毛細 血管 及び や ゝ 拡張 し た 静脈 に 赤 
地球 を 充満 し , 充血 乃至 は, 強い 血行 停止 像 を 見 る に と 
ゞ さま る 。 24 時 間 頃 に は , 多く は , 此 の 様 な 変化 以上 に 進 
ん だ 所 見 を 見 る 事 は 少く な い が , 少数 例 , た と えば No. 
13 に 於 いて は , 既 た 肉眼 的 に も 変化 が 強度 で あつ た 如く 
48 時 間 頃 に は 闘 皮 形 成 が 見 られ た が , 血管 の 変化 も 可 成 
り 高 度 で ある 。 即ち , 反応 中 心 部 の 静脈 は 勿論 小 動 脈 に 
於 いて も 血管 壁 が 膨 化 し , 一 部 で は 強い 変性 及び 壊死 に 
お ち 入 り , 弾力 線維 染色 に ょ り 外 弾力 線維 は 消失 し , タ 
内 弾力 板 は 強く 伸展 レー 部 管 壁 ょ り 剣 離し て いる 様 な 所 
あぁ ああ る 。 そ し て 此 の 様 な 管長 に は , 多数 の 核 破砕 物 を 含 
ん だ 多核 白血球 の 密集 し て いる の が 見 られ る 。 又 時 に は 
静脈 に 血栓 形成 を 見 る 事 が ある 。 又 その 他 の 例 に 於 いて 
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る も 48 時 間 後 妃 到 72 時 間 後 に 血管 内 友 の 強 い 腫 張 及び 軽度 
の 増生 が 見 られ , 一 部 は 9 人 0 し て いる 事 が 


アー 
/ こ 0 


次 に 結 締 織 の 変化 は , 効果 注射 後 2 時 間 頃 , 既に 脱 原 
線維 の 軽度 の 浮腫 性 膨 化 が 見 られ , や ゝ 朋 粗 化 を 示す 。 
面 し て 多く は 24 時 間 刀 至 72 時 間 後 に 於 いて も 此 れ 以上 の 
変化 を 示す 事 は 無く 時 間 経 過 と 共に 此 の 傾向 は 殆 ん ど 見 
られ な く な る 。 然し 少数 例 で は 24 時 間 後 小 簡 囲 の 腰 原 線 
維 の 壊死 を 見 る 事 も ある 。 猫 No.18 に 於 いて は , や ゝ 広 
範囲 の 壊死 が 見 られ , 真皮 深層 の 懇 原 線維 に 軽度 の 変性 
刀 至 膨 化 を 認め る 。 

その 他 稀 と 末 醒 神経 に 強い 変性 を 認め る 事 も ある 。 
B) 蛋白 質 成分 免疫 群 に 於 ける 皮 上 反 応 の 組織 学 的 鈴 


ダマ 
2 で 


本 群 に 於 いて は , 効果 注 射 に 多糖 類 成 分 を 使用 し て も 
肉眼 的 所 見 と 同様 , Moo な い 。 
即ち 効果 注射 後 24 時 間 頃 , 散在 性 は 極め て 少数 の 多 桜 白 
血 球 及 び 単 球 の 浸潤 が PF ある 。 

も) 多糖 類 成分 免疫 群 に 於 ける 皮膚 反応 の 組織 学 的 観 
も 前 項 と 同様 , 特異 的 な 所 見 を 認め な 
IY. 皮膚 反応 抑制 時 並び に 対照 例 の 肉眼 的 並び に 組織 
学 的 観察 

A) 皮膚 反応 抑制 時 

本 実験 は , 何 分 に も 極め て 少数 例 ぐ で ある の で , 決定 的 
な 事 は 云え な い が , 作 腔 液 で は , 多糖 類 成 分 又は 
者 白質 成分 の 何れ の 効果 注射 前 静脈 内 注入 に ょ つて も , 
皮膚 反応 は , 著 明 に 軽減 乃至 抑制 され た 。 然し , 和 蛋白質 
成分 免疫 家 に 4 多 精 類 成分 を も つ 脱 感 て 作 す 
る 事 が 出来 な か つた 。 夫 々 の 場合 の 広 上記 の 大 人 の 
過 は , へ 表 に 示し て ある の で , 此処 で は , 詳し い 説 明 
を 省略 する 。 次 に , 皮膚 反応 抑制 時 , 即ち No. 16, No. 
17 に つい て , 局所 皮膚 の 組織 学 的 観察 所 見 を 述べ る と, 
体腔 液 惹起 局所 で は , 両 例 と も , ぴ びまん 性 の 可 成 り の 偽 
好 酸 球 の 浸潤 が 認め られ , 少数 の 単 球 を 混在 し て いる 。 
騙 乳 頭 層 に 於 いて は , 血管 充 多 が 見 られ , 一 部 静脈 は 軽 
度 に 拡張 し て お り , 赤血球 を 充満 し て いる も の も 多い 。 
然し 動脈 は , 殆 ん ど 変 化 な く , 収縮 像 も 認め られ な い 。 
双 間 質 に は 軽度 の 浮腫 を 語 め る 。 次 に 蛋白 質 成分 若 起 局 
所 で は , 前 記 体腔 液 の 場合 と 大 同 小 異 で ある が , No. 16 
は No.17 と 比較 し て , 浮腫 並び に 充血 性 変化 が 可 成り 高 
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動 免 皮 記 洪 出 細 胞 血 管 系 病 変 結 締 織 病 変 備 
2 膚 WS 偽 好 単 起 汐 形 充 出 血 内 内 克 壁 壁 壁 浮 類 変 変 

採 の の 線 

好 還 る 

時 酸 細 形 腫 仙 変 壊 謝 P 昌 析 壊 楽 
号 義 間 応 球 球 球 球 球 胞 血 血 成 大 離 性 死 化 月 化 化 死 色 考 
1 訟 24 一 まま 一 キー まま ー ーーー ーー ご ーー ーー ご 一 一 本 
2 白 242 一 キ 一 キ 一 エー ーー ーー ニーー ニ ーー キー 一 
4 牙 3 っ 
人 SI 
19 分 48 一 士 一 一 ーー ーー ーーー ーー ーー ご ーー ーー 一 
5 多 成 44 一 まま ー キ ー ま ネー キキ ーー ニー ニー デー デー ニー ニー デー デー 
6 類 24 一 圭一 一 一 ーー ーーー ーー ーー ーーー 一 ー 一 
7 開 分 20 一 キキ まま ーー ニ ーー ご ーーー ニー ニー ニーーーー ニ ーー 宇 デー ギ 
12 24 サ 十 寺 主 一 一 一 キオ 一 二 土 十 土 二 キ 一 ユー 十 主 
3 4。 錯 撫 。 柏 妹 才 ーーー. キキ. す を 本 を. キ も 本. 本 や リル * 
14 24 寺 二 一 キー 圭一 圭一 ーー 一 主 一 二 一 ユー 一 
15 24 生 ーー 語 人 
16 腔 24 一 土 一 一 一 ーー 一 一 一 ーー ーーー ーー 一 脱 感 作 
17 24 一 圭一 一 一 キー 一 ーー ーーー ーー -ー 一 脱 感 作 
21 導 48 十 圭一 キー 一 一 ニーー 主 ー ニ ーーー キ ーー ーー ーー 
23 党 722 キ 一 一 キー キキ ーーー+ キ キキ ーー エー キー 一 
24 人 
99 対 屋 で 
誠人 の ey を 使用 し た も の に 於 いて は , 殆 ん ど 変 化 な く , No. 20 に 於 


よる も の か , 牙 は 無関係 な る の か ! 


最後 に , 多糖 類 成分 惹起 局 』 


者 に } 比 し 可 成 り 劣 り 
小 の 細胞 6 の # 


呈 2 ハ 。 


過 き 


* びまん 性 
潤 及 び 軽度 の 細 管 の 充 各 が 見 られ る に 皮膚 反応 発現 部 倍 に 比 し 量 沈 
本 例 に 於 いて は , 局所 の 浸潤 細胞 の 量 的 関係 等 か ら 見 て 


B) eee 和 
ME は , 次 の 二 通 り の 方 法 に 就 いて 行 強い 様 に 思わ れる 。 


本 実験 に 








性 軽度 の 偽 好 酸 球 と 少数 の 円 形 細胞 を 混在 し て いる 


体腔 液 及び 和 蛋白質 成分 は , 


総括 及び 考 接 


。 即ち 。 ー に 各 抗 原 の 頻 回 静脈 内 注入 家 兎 に 対 
し , 各 近 原 eS ついで 靖 人 江 放 ら 時 , 同時 に 別 の 
部 位 に 同 量 の 生理 的 食塩 水 の 皮 内 注射 を 行なう 。 第 二 に 1. 肉眼 的 所 見 に つ 
無 処 置 家 兎 に , 実験 に 使用 し た と 同 量 の 各 抗 原 の 皮 内 注 
射 を 行ない 同 部 の 肉眼 的 並び に 組織 学 的 観察 を 行 な つ た 鎖 回 静脈 内 に 注入 感 作 し 
(No. 20)。 


その 結果 , 何れ の 方 法 に 於 いて も 肉眼 的 に 特異 的 な 皮 
帳 反 応 は 発現 し な い 。 双 形態 学 的 に は , 生理 的 食塩 水 を 
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今 の 所 明瞭 ご でない いて な, 各 抗 原 に ょ つて 軽度 の 差 は ある が , 真皮 乳頭 層 
て は , 変化 の 得度 は , 前 を に , ぴ びまん 人 性 中 等 度 の 偽 好 酸 球 の 浸潤 が 見 られ 少数 の 小 
。 面 し て 何れ の 部 位 も , 特異 的 


豚 虫 体腔 液 及 びと の 者 白質 成分 並び に 多糖 類 成分 を 
た 家 兎 に , 各 抗 原 を も つて 度 膚 
反応 を 施行 し た 。 そ の 結果 は , 第 7 表 に 示す 如く , 郊 果 
注射 と 体腔 液 を 使用 し た 場合 に は , 体腔 液 及び 和 越 白 質 成 
分 免疫 群 に 於 て は , 強い 浮腫 , 充血 , 硬 結 , 時 に 中 心 部 



















に 極め て 軽微 ご で ある 。 猫 , 


可 成り 組織 に 対す る 刺 戦 性 が 
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に 出血 乃至 壊死 を 伴う 特異 的 な 皮膚 反応 を 発現 する 。 即 
トー の YY つ to 人 
度 の 強 さ に 匹敵 する 。 双 皮膚 反 応 の 経過 は , 効果 注射 後 
3 時 間 乃 至 4 時 間 頃 か ら 浮腫 及び 充血 を も つて 発現 し, 

以後 徐々 に 増強 し , 効果 注射 後 8 刀 到 1 0 時 間 位 ご 略 最高 
に 達する 。 此 の 頃 に は 中 心 部 に 可 成 り の 出血 を 見 る 例 も 
ある 。12 時 間 を 過ぎ る 頃 か ら , 少数 例 に 於 て は や ゝ 消 褐 

する 傾向 を 示す も の も ある が ,。 多く は その ま ゝ 持続 し , 
48 時 間 妃 至 72 時 間 位 で 略 消 禄 する 9 反応 が 強度 
に 経過 し た 例 に 於 いて は , 猫 聞 皮 形成 を 残す 。 然し な が 
ら 多 糖類 成分 Aa 特異 的 な 皮膚 
反応 は 発現 し な い 。 双 体腔 液 免 疫 群 に 於 て も , 邊 白 質 成 
分 免疫 群 に 於 いて も , 体腔 液 に ょ る 皮 民 反応 は , 肉眼 的 
に は よく 平行 する けれ ども 。, っ Es , 大 質 成分 免疫 群 
井本 ある 上 反応 は , 体腔 液 免 疫 群 に 於 ける も の に 比 し や 

> 弱く , 特に 強い 出血 を 見 る Wo ま 少 い 

紀和 に 蛋白質 成分 抗原 4 と 使用 し た 場合 に は , 
体腔 液 の 場合 と 同様 , 体腔 液 免疫 群 及 び 算 白質 成分 免疫 
群 に 於 て , 和 貞 的 な 度 詳 反 応 が 発現 する 。 然し 体腔 液 を 
使用 し た 場合 に 比 し ,。 その 反応 は や ゝ 弱く , 浮 隆 , 充血 
硬 結 等 everob が , 出血 を 伴う 事 は 少く , 
特に 用 白質 成分 免疫 群 ( が いて は , 肉眼 的 に 明瞭 な 出血 
像 を 見 る 事 は 殆 ん ど な い 、。 3 皮膚 反応 の 経過 は , その 
発現 の 時 間 が , 体腔 液 を 使用 し た 場合 に 比べ , や ゝ 遅れ 
る 傾向 が か ある が , 大 体 に 於 て , 前 記 体 腔 液 の 反応 と 略 平 
行 す る 。 然し な が ら , 多糖 類 成分 頻 回 注射 群 に 於 て は , 
蛋白 質 成 急 に よる 皮膚 反応 は 発現 し な い 。 

次 に , 効果 注射 と 多糖 類 成分 抗原 を 使用 し た 場合 に は 
体腔 液 免 疫 群 に の み 特 異 的 と 思わ れる 皮膚 反 応 の 発現 を 
見 る が , 蛋白 質 成分 又は 0 
特異 的 な 皮膚 反応 の 発現 を 見 な い 。 然 も , 皮膚 反応 の 陽 
性 結果 を 得 た 体腔 液 免 疫 群 で は , 多糖 類 成 作 に ょ る 皮膚 

反応 の 発現 経過 及び 反応 の 程度 が , 前 記 体 腔 液 及 び 和 蛋白 
質 成 作 に よる 反応 と は 可 成 り 異 な つた 態度 を と る 。 
即ち , 皮膚 反応 の 強 さ に 於 て は 前 二 者 に 可 成 り 劣り , 多 
COP - 於 て は , 皮膚 反応 は , 軽微 に 発現 , 経過 する 

NAMewiNeSSxstae 
れ た か 反面 No. 18 の 例 に 見 られ る 如く , 動物 に よ 

よ 。 出血 壊死 を 伴う 強い 反応 を 星 し た の も ある 。 Pa 
Pe る 放 層 反応 の 一 般 的 な 経過 は , 効果 注射 後 80 
分 乃至 1 時 間 位 に 発現 し , 大 体 2 時 間 妃 至 3 時間 位 で 略 
最高 と な り , 大 多数 例 ご は , 6 時 間 頃 略 完全 に 消 裾 す 


Je_ と 場合 に は 


ー 


る 。 多く の 場合 非常 に 軽度 の 浮 風 , 硬 結 , 充血 (時 に は 
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終始 す ? MM 認め た 例 
場合 に は 。 ーー 状 な 疾 度 形成 * 長 く 残 


以上 , 実験 に 使用 し た 三種 類 の 顕 虫 体腔 液 抗原 , 即ち 
躍 体腔 液 及 びそ の 和 蛋白 質 成分 並び に 多糖 類 成 分 に つい 
て 夫々 変 双 反応 を 実施 し た 場合 の 肉眼 的 観察 所 見 を 統 合 
し て 見 る と , 抗原 の 示す 度 貞 反応 の 発現 の 有無 及び を 
の 態度 に 可 成り の 差異 が 認め られ る 。 

即ち , 体腔 液 免 疫 群 で は 何れ の 抗原 を も つて 皮膚 反応 
を 施行 し て も , 夫々 特異 的 : は 度 訂 メ 応 が 発現 し , 蛋白 質 
成分 免疫 群 で は , 体 膝 液 及び 息 白 質 成分 対応 部 位 に の みみ 
皮膚 反応 が 発現 し , 又 多 糖類 成分 釧 回 注射 群 で は , 何れ 
の 抗原 に ょ つて る ぁ る 特異 的 な 皮膚 反応 は 発現 しない 

過 れ は 要する に , 顕 虫 体腔 液 の 多 と 本 類 成分 を 加重 
内 注入 を E 行 つて も 。 その 生体 内 に , 多糖 類 抗原 に 対応 す 
る 抗体 産生 な か つた 事 を 暗 示す る も る の で あり , 従来, 
北 体 多糖 類 に つい て し * わ れ て いる 如く , 又 松 本 (1958) 
が 既に , 顕 体 腔 を 波及 び 昌 人 佐波 多糖 類 に つい て 述べ 
こい る 如く , 本 多 精 類 は 単独 で は 抗体 産生 能力 を 欠如 す 
る 所 詩 ハ へ プ テ ン の 性 格 を も つも の で ある と 考え られ る 。 
然し て 体液 免 療 に 委 いて の あ 。 多糖 類 に ょ る 反応 の 
出現 を 見 た 事 は と れ が 胡 村 典 他 の 反応 こう ょ り は , 前 
記 松 本 が 本 多糖 類 と 馬 血 清 の 混合 注射 に ょ つて 始め て を 
の 抗体 を 証明 し た と 同 拉 な 関係 に 於 て , 本 実験 に 於 いて 
も , 体腔 液 中 の 恐らく 邊 E ww 分 が 一 種 の Schlepper 
ee と のみ, 多 


と 思 1 わ れ 


と し て の 役割 を 果 し た : 
糖類 成 作 に よる 局所 過 wcdo : 見 た る の 
然し な が ら 多 数 例 に 於 て そ の 反応 が 軽微 に 経過 し た 
事 は 。 度合 用 日 し た 体腔 液 中 に 含ま れる 多糖 類 の 量 で 
は 。 山 本 (1956) も その アル サス 現象 の 実験 で 述べ て い 
る 如く , 充分 な 反応 を 惹起 する に 不 充分 で あつ た と 考え 
然し 少数 例 で も 可 成 り の 反応 程度 に 伝達 し た も の が 
られ た 事 は , 多糖 類 成 分 も , 麻 下 ・ 小 林 (1953) が 顕 眼 
感染 モル モツ ト に 発現 せしめ た 如く , 又 一 例 で は ある が 
本 実験 に 見 られ た 様 に 適当 な 条件 下 に 於 て は , 充分 激 レ 
い 反 応 能力 を 有する も の と 思わ れる 。 猫 , 算 白 質 成分 旬 
商 群 及び 多糖 類 成分 頻 回 注射 群 に , 多 精 類 成分 に よる 反 
応 が 出現 し な い の は , と し て の 性格 か ら 考 
メ es で ある と 云え る 。 次 と , 此 等 三種 類 の 抗原 が 示 


まな 皮膚 反応 の 発現 経過 こつ いて その 何れ も が 陽性 
の 末 を を 示し た 体腔 液 免疫 群 に つい て 観察 し て 見 る と , 


を の ハ プ テ ン 

















人 べ 


避 〇 ) 


上 


34 年 4 月 (1959)〕 





1 図 に 大 体 の 経過 を 示し た 様 に , 凡そ 二 種 類 の 反応 様式 
が 見 られ る 。 そし て 早期 に 現れ て 来る の が 多糖 類 成分 
に ょ る 反応 で あり , 蛋白 質 成 分 の 反応 は ,。 可 成り 遅れ て 
発現 し 長 時 間 持 続 す る 。 耐 し て , と の 両者 を 有機 的 に 含 
体腔 液 は , 全体 の 経過 と し て , 者 白質 成分 の 反応 に 星 
平行 し , 強 さ に 訟 て や ゝ 勝る 。 即 ち , 肉眼 的 な 経過 を 見 
る に 於 いて は , ae の 反応 は , その 和 蛋白 質 成分 の 反応 
に ょ つて 代表 され る 様 で ある 。 従来 , 虫 抗原 乃至 は 1 
人 洪 挑 原 を 6 し た 環 虫 ア Ne 数 多く 
の 業績 が ある 。 小 宮山 は , 実験 的 に 顕 虫 を 感染 せしめ た 
家 各 に つい て Teenoarrmaoe る 事 を 報告 
で いる 区 と の 様 な アレ ルギー 性 反応 に 指導 的 な 役 
軸 ず る 抗原 が 。 その 如何 な る 分 画 に ある か に つい て 
eee 未だ 一 致 さ デ , と れる 多糖 類 
分 画 に ある と する と する や も の (池田 。 1952 : Campbell 
1986 等 ), 又 息 白 質 分 画 に ある と する も の (山本, 1956 : 
Schmidt, 1949 等 ), KW * 分 画 を 重要 視 す る も 
の (宮川 , mum 多糖 類 分 画 , 蛋白 質 分 
画 共 に 体腔 液 の 抗原 性 を 代 ee と する も の ( 由 上 ・ 
軍人 谷 。1956) 等 が あり , Pe ca ei ぶ か 非常 に 判断 に 苦し 
きむ 所 で ある 。 然し な が と な 時 索 た こ は 使 用 し た 抗 
H 制 が せつ か し く 有 叉 
Rx 


災い いあ 





SO 


ン 


中 


し な が ら ,。 と の 様 
の 性 状 や 感 作 方 法 等 突 験 2 件 6 
この が 肉眼 的 判定 に の 有 み 頼 つて し 
の 統一 を 期し が た い 要 因 の 一 つ に 贅 え えら れ は し な い だ ろ 
北村 が アル サス 現象 の 研究 で 述べ て いる 様 に その 
強 さ は 抗体 価 に 比例 すろ る も の で ある が ee 皮膚 反応 の 
判定 に は 充分 抗体 価 の 上 昇 を 期待 する 様 な 感 作 方 法 を 取 
と と が 必要 で あり , 又 ア レル ギー 性 反応 の 多く は ノル 
メル ギー 反応 の 強い 修 節 像 (新保 。195) と し て 理 れ 
て 来る 事 み ら 考 えて , 皮膚 反応 の 判定 に は 肉眼 的 観察 の 
み で な く 合 せ て 反応 局所 の 組織 学 的 検索 が 必要 と 思わ れ 
ら 所 以 ど で ある 。 と の 様 な 観点 あら 私 は 後 で くわ し く 述 べ 
る 様 に 肉眼 的 観察 に 加え て , 詳細 な 病理 組織 学 的 検索 
加え , 鯛 由 体腔 液 に は 夫々 , 異な つた 皮膚 反応 型式 を 示 
す 二 種類 の 抗原 が ある 事 を 知る と 共に , 体腔 液 が 示す ア 
レル ギー 性 反応 は , 皮膚 反応 に 関 ee 肉眼 的 に は 
笛 白 質 成分 の 反応 に よ ょ つて 代表 きれ る が , RA 
半 の 細 際 と る 組織 反応 を 呈し て 来る 事 を 確認 
る 。 面 し て 。 此 の 二 つ の 型式 の 反応 と は , immediate 
type Oo delayed type の 反応 を 指す も の で ある 。 
Ko ー 性 現象 に 属す る 反応 と 云わ 
れる も の に は , 非常 に 数 多く の も の が ある 。 近年 , 天野 
了 ye 


が 
S 
EE 
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na の 細胞 機能 の 
。 此 等 数 多く の 局所 過敏 現象 は , 終局 的 に は , アル サ 
Mteero 若しくは ,。 ツ ベ ル ク リ MiddNS う 何れ か に 


立場 か ら 詳細 な 研究 を 行 な 


属す る も の で ある 事 き っ 学 的 に 明らか に し た 。 双 浜本 
(1958) は , 此 の 理論 基礎 の 上 に , 原 才 休 反応 の 超 
る 場 と 云う も の を 重視 し , 抗原 の も つ 性 質 と 反応 の 場 を 
組合 せる 事 に ょ つて , 複雑 な 抗原 抗体 反応 の 機構 を 形態 
学 的 に 見 事 に 統一 し た 。 又 Coventry (1929) も 上 虫 抗 
原 を 用 いた 皮膚 反応 の 研究 に 於 いて , 肉眼 的 に 観察 され 
ら 究 反 応 型式 を 型 に 分 類 し て いる 。 此 の 場合 の 第 1 
型 は 。 人 体 時 に は モル モツ ト 等 に 見 られ る 一 山 性 の ノル 
メル \ ご 性 反応 性 する も の で あり 。 アレ ルギー 性 反応 
だ 属す る も の と し て は , 彼 の 所 調 第 H 型 (ツベルクリン 
型 ) 及び 第 還 型 (アル サス 型 ) に し ば られ , 此 の 中 上 顕 過 
抽出 蛋白 質 抗原 に ょ る 反応 が , ツベルクリン 型 反 応 を 旦 
レ た と 述べ て いる 。 
以上 三種 類 の 鯛 東 体 腔 液 抗原 に 就 いて 夫々 の 肉眼 的 反 
応 型式 並び に 相互 関係 の 概略 を 説明 し た 。 猫 少数 例 で は 
ある が , 行 な つ た も の に 就 いて 更に 相互 関 
係 に 検討 た 加え て 見 た い 。 先ず 肉眼 的 な 皮膚 反応 の 発現 
es 生 は 埋 杜 の 有無 に ょ つて 脱 感 作 の 可否 を 検討 し て 
体腔 液 免 疫 群 で は , 和 蛋白質 成 分 又は 多糖 類 成分 
の mc っ て も 各 抗 原 に ょ る 皮膚 反応 は , 抑制 乃至 
軽減 され る が , 蛋白 質 成分 免疫 群 で は , 体腔 液 に より 抑 
制 され , 多糖 類 成 分 で は 抑制 され ! た か つた 。 


中 の 結果 か ら 想 像 する と , 和 蛋白 質 成分 及び 多糖 類 成 分 
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は , 夫々 異な つた 性 質 の 抗原 で は ある が , 細谷 (1956) 

が 腸管 反応 で 見 た 様 に , 両者 に よ つ て 一 応 体 膝 液 に 対す 
る 反応 を 軽減 妃 至 抑制 する 事 が 出来 , 前 記 皮 民 反 応 の 所 
見 と 合せ , 一 応 此 の 両 成分 は , 体腔 液 の 抗原 性 を 代表 し 
得る も の ゝ 様 で ある 。 

2. 組織 学 的 所 見 に 就 い て 

次 に 本 研究 の 重要 な 目的 で ある 組織 学 的 検索 成績 に 就 
いて 見 る 和志 くく 。 びそ の 
質 成分 並び に 多糖 類 成分 が 夫々 の 場合 に 於 いて , 肉眼 的 
に 異な つた 興味 ある 所 見 を 示し た 様 に , 組織 学 的 に も * 
此 等 三種 類 の 抗原 の 示し た 組織 反応 形態 も 双 夫 々 特徴 あ 
る 所 見 が 認め られ た 。 

を そして, 結論 か ら 先 に 云え ば , 多 精 類 成 分 に よ つ て 示 
され た 組織 反応 は , 肉眼 的 所 見 と 同様 に アル サス 型 に 属 
する も の で あり , 彼 白質 成分 の と それは, 同様 に ツ ベ ル ク 
リン 型 組織 反応 で あり , 又 体腔 液 は , 組織 学 的 に は 此 等 
岡 型 の 混合 型 と 思わ れる 形態 像 を 示す 。 
既に 衆 知 の 如く , 6 3, 形態 学 的 に 一 つの 
炎症 で ある 事 に 間違い は な い が , き ke 区 
ア レル ギー 性 炎症 と し て C 理解 る 所 以 は , Reessle, 
Biichner (1956) に よれ ば , PAS ) よ り は 量 的 

な 差 に 他 な ら な いし , 新保 (1955) は ,. ノル メル ギー 人 性 
炎 の 強い 修飾 像 と 【 Np て いる 。 此 の 事 は , 所 調 ア 
レル ギー 性 炎症 な る も の を 病理 形態 学 的 に 理解 する 上 に 
多く の 困難 を 予測 せしめ , 双 逆 た 組織 像 の 上 か ら そ の 反 
応 型式 を 推定 する 事 の 危険 性 を も 物語 る ある の で ある 。 

然し な が ら 今 日, アレ ルギー 人 性 反応 と し この 存在 を 
め ら れ た 多く の 現象 , 介 え は アル サス 現象 や ツ ベ ル ク 
リン 反応 を 中 心 と し て , その 病理 形態 学 的 研究 が 数 多く 
閉 に よっ て 試み られ 。 今日 で は ,。 お ば ろ げ な が ら 

る 固定 し : 生井 衣 像 を 作り 上 げ つ ょ ある 。 此 の 
も ea 記 じ 2 み ら , 者 も 又 あ く 迄 も 肉眼 的 な 実験 成績 に 基 


づき , 此 れ 抗原 が 。 示し た 反応 態度 を , 現在 確立 され た 






0 タス 性 反応 の 】 ルル 学 的 な 既成 概念 の 上 に か みう で 。 
多く の 研究 者 に ょ つて 為 さ 4 た 業 晴 に 類似 性 を 求め な が 
ら , その 形態 学 的 解明 を > 度 いと 思 う 。 


天野 (1948) は , その | 「 血 液 学 の 基礎 ] で , アル 
サス 型 反応 と ツベルクリン 型 反応 の ts な 差 は , 血 
管 障害 の 差 と 細胞 反 応 と PR 了 
者 は , 血清 親和 性 抗原 に ょ つて 惹起 され , と の 主要 た 反 
応 の 場 を 血管 AA に 求め る も の で : 
組織 親和 性 抗原 に よ つ て 惹起 され る 
な 反応 の 場 は , 汰 間 質 結 合 織 に を 


と 述べ て > 財 ち 衣 
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本 実験 に 於 いて も , 夫々 異な つた 性 質 の 顕 虫 抗原 を 使 
用 し , 双 度 膚 反 記 の 衣 度 に 可 成り の 差 を 認め た 実験 成績 
か ら 推 測 し て ゃ , 其 等 の 示す 組織 反応 に は 当然 何ら か の 
差 が ある だ ろう 事 は 想像 に か た く な い 。 

先ず 体腔 液 に よる 反応 の 形態 像 を 観察 し て 見 る と, 体 
膝 液 免 疫 群 で は 反応 の 極 く 早 期 , 即ち PR 
頃 ( 此 の 頃 に は , 肉眼 的 に は 殆 ん ど 変 化 が な い ) 《 

と し て 京 皮 上 層 に び ぴ び MC が の yh 
血球 の 浸潤 が 見 られ 極 期 と 思わ れる 24 時 間 頃 に は , 真皮 
上 層 及 び 下 層 に 非常 に 強く re EK に な る 。 つ いで 48 
時 多核 白血球 の 浸潤 は や ゝ 衰え 騙 変 性 崩壊 せ 
も の も 可 成 り 多 数 認め られ る 。 面 し て と の 頃 に は 単 球 
の 浸 は 増加 し , 72 時 間 に は 多核 白血球 浸潤 は 殆 ん ど 認 
め ら れず 大 郭 か の 混 満 胞 は 単 球 て ご 占め られ , 少数 の 
小 円 形 細胞 及び 組織 球 の 浸潤 を 混在 し て いる 。 猫 と の 頃 
に は 少数 で は ある が , 小 血 管 周囲 《 40 
の 形質 細胞 も 見 られ る 。 双 鼻 白質 成分 免疫 群 で も , 略 同 
する が , 形質 細胞 の 出現 は 銘 ん ど 見 られ し な 
い 様 で ある 。 猫 , 多糖 類 成分 免疫 群 で は 24 時 間 頃 , ぴ び ま 
ん 性 の タ 邊 血球 の 浸潤 見 る が 極め て 軽度 で ある 。 

次 に 血管 系 の 変化 は , 極 く oe 於 て は , 充血 を 見 る 
以外 特記 すべ き 所 見 は な い が , oh 0 員 か ら 
可 成り 高度 の 変化 が 見 られ る 。 小 動脈 で は 周辺 CR 
ど 変 化 の な いも の か ら , 内 皮 の 腫 張 , 外 膜 の 膨 化 , 壁 の 
変性 等 を 認め る も の が ある 。 静脈 で は , 拡張 , 壁 の 紫 
化 , 剣 離 性 静脈 炎 , 壁 の 破綻 , 出血 加 う る に 血行 停止 , 
血栓 形成 等 可 成り 高度 の 変化 を 示す 。 

Re 変化 は , 軽度 の も の で は , 肖 腫 性 膨 化 を 
の か ら 高 度 の 場合 に は , 類 線維 素 様 膨 化 乃至 は 壊 
は 融解 壇 死 等 も る 見 られ る 。 次 に 蛋白 質 成分 志 g 局 所 
で は , それ が 陽性 に 発現 し た 場合 に は , be 
及び 浸潤 経過 こ に は, 人 有 流 の 場合 と 大 差 が な い が , 幾 分 
浸潤 細胞 数 に 於 いて や ゝ 劣り 又 , 多核 白血球 浸潤 は や > ゝ 

早期 に 終息 し 体腔 液 に 比 し や ゝ 早期 に 単 球 浸潤 が 目立つ 
て 来る 。 然 も と の 欄 な 浸潤 単 球 は 大 型 の も ゃ の 又 胸 体 に 空 
胞 を 有する も の 等 も 多数 見 られ る 。 血管 系 に 於 いて は , 
然し 体腔 液 項 起 部 位 又 後に 述べ る 多糖 類 成 分 に よる 反応 
に 比 し 変化 は 少く な い 。 然し 静脈 で は , 拡張 , 壁 の 膨 化 , 
血行 税 止 像 等 を 認め 特に は 分 画 炎 形成 期 に は , 所 々 に 
白色 血栓 を 見 る 事 も ある 。 腰 原 線維 の 変化 は , 前 記 体 腔 
惹 記 部 位 と 略 同様 で ある 

最後 に 生類 成分 基 部 位 (勿論 皮膚 反応 陽性 例 ) に 
於 いて は , 極 く 早期 より ぴ びまん 性 の 周 管 性 の 好 酸 球 を 可 
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成り 含む 多核 白血球 の 浸潤 が あり , 寺 ab 壮 分 消 
枯 て いる 。 し か し 単 球 の 反応 は 未だ 非常 に 軽微 で あ 
る 。 作 ee 『 間 頃 に 於 いて も 血球 の 浸潤 が 軽度 3 あめ 
持続 し て いる 様 で ある 。 然し 皮膚 反応 が 軽微 と 
pa と も の に 訟 いて は , 此 の 頃 に は 浸潤 細胞 も びまん 性 
極め め て 軽度 で ある 。 72 時 間 頃 に は 最早 , 多核 白血球 は 
殆 ん ど 認め られ ず , ぴ びまん 性 双 集 導 性 の 単 球 反応 が 極め 
て 著 明 と な り 小 血管 周囲 に は 集 狭 性 の 小 円 形 細胞 の 温湯 
も 可 成 り 認 め ら れる 。 又 血管 で は 初期 に は , 強い 充血 及 
び 血 行 停止 像 を 見 る に 留 ま り 示 度 発現 し た も の で は 此 
れ 以 上 の 変化 を 欠く が や ゝ 高度 に 発現 し た も の で は 反応 
の 極 期 を や ゝ 過ぎ る 頃 か ら 小 動脈 及び 静脈 の 膨 化 変性 時 
に 壌 死 双 動脈 内 皮 の 弾 か 
観 窒 さ れる 。 
用 原 株 誰 の 変化 は , 前 記 二 つの 抗原 に 比 し 可 成 り 軽度 
ちる が 少数 例 で は 同様 な 変化 が 観 窪 され る 。 
以上 , 虫 体 有 流 同 算 白 質 成分 。 並び に 多糖 類 成分 
- よ る 皮膚 反応 発現 時 の 局所 皮膚 の 形態 学 的 変化 を 総括 
的 に 簡単 に 述べ た 。 と と で 叱 等 三種 類 の 抗原 に よる 皮膚 
反応 を 形態 学 的 に 比較 検討 し て 見 た い 。 
ssp: 効果 注射 後 2 時 間 頃 に 於 い 
て は 各 抗 原 惹 起 部 位 と も 程度 の 差 は ある が 多核 白血球 の 
浸潤 か 認め られ る 。 し 量 的 に は 多糖 類 成分 若 起 部 位 に 
最も 明 て ある ( 又 此 れ は 対照 胎 ち 無 感 作家 兎 に 多糖 類 
成分 の 皮 内 注射 を 行 つ た も の に 比 し 圧倒 的 に 多量 で あ 
ろ る ) 「 度 叱 の 頃 で は 肉眼 的 に 多糖 類 成 分 に ょ る 反応 が 
高度 Me こ ょ る 反応 の 未だ 発現 し な い 時 期 に あたり 
浸潤 9 関係 肉眼 的 な 皮膚 反応 の 程度 と よく 
平行 し て いる 。 然し ey 此 の 関係 は 逆転 し 
多糖 類 成分 反応 部 位 は , や ゝ 消 裾 の 傾向 を 示す の に 反し 
体腔 液 並 び K 由 質 抗 原 に ト る 反応 部 位 に は , 多核 白 血 
球 の 浸潤 が Pre し か も ゃ 前 記 多 糖類 成分 反応 の 
最盛 期 を た 更に 凌 騙 する 。 此 れ も 双 同時 期 に 於 ける 肉眼 的 
な 皮膚 反応 の 程度 よ Ne 然 期待 し 得る 変化 で ある 。 
し か し と の 頃 に は 既に 真皮 の 深層 等 の 単 球 反 応 も 叉 増大 
し て 来 て いる 。 PteNMem zh る と 何れ の 部 位 で も 
多核 白血球 の 浸潤 は , 可 成 り 消 裾 の 傾向 を 示し , 逆 に 単 
球 反応 が 夫々 の 場 に 於 いて , 中 心 的 な 役割 を 占め る 様 に 
つて 来る 。 耐 し て , その 量 的 内 容 は , 反応 の 強 さ に も 
る が, Ass 応 部 位 に より 多く ,。 以下 
体腔 液 , ao 分 の 順 で ある 。 更に 72 時 間 頃 に は , 温 
潤 細 胞 は 全て 単 球 と な り , び 軽 度 の 小 円 形 細 胞 


の 浸潤 を 混在 し て 来る 。 
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即ち , 杉 括 し て , 多糖 前 成分 に よる 反応 は , 肉眼 的 に 
皮膚 反応 の 消 宰 期 用 至 は それ を 可 成り 過ぎ こ か ら , 単 球 
反応 が 多核 白血球 の 浸潤 と 置換 され て くる が , 和 蛋白 質 成 
分 に ょ る 反応 で は , 極 期 刀 至 極 期 を や > 過ぎ る 頃 か ら , 
既に 単 球 反応 が 著 明 に 増量 し て 来る の で ある 。 し か し , 
武藤 (1955) が ツベルクリン 反応 で 認め て いる 様 な , 二 
つの ピー ク を も つた 単 球 反 応 の 消長 は , 本 実験 で は よく 
解 ら な か つた 。 
以上 , 此 等 炎症 性 細胞 の 量 的 , 質 的 双 浸 潤 の 時 間 的 消 
長 を 通 覧 し て 見 る と , と の 量 的 内 容 に 於 いて は 。 何れ も 
対照 と 比較 し て 圧倒 的 に 多量 で あり , 此 れ は , 注射 針 や 
注入 抗原 の 機械 的 又 化 学 的 刺 載 に ょ る 非 特異 性 炎症 に 加 
えて , 局所 の ア レル ギー 性 炎症 に 由来 する 血管 墜 苑 緩 及 
血 灯 次 出 と 関連 し て 招来 され た も の で ある の は 勿論 の 
事 で ある 。 然し 猫 局所 注入 抗原 の 種類 に よ つ て も 双 。 夫 
< の 組織 反応 に , 先 に 述べ た 様 な 可 成り の 差異 を 見 出し 
得る 。 此 れ は 要する に , 次 に 述べ る 理由 に ょ り 結 局 は , 
各 抗 原 の ア レル ギー 性 反応 の 場 に 於 ける 選択 的 な 性 格 と 
夫々 の 反応 局所 に 見 ちら れ る 血管 障害 性 の 差 に , 多く は 和 帰 
因 出 来る の で は な い だ ろ うか 。 即ち 天野 (1948) は , 血 
清 親 和 性 抗体 は 。 ショ ッ ク 臓 器 (血管 内 度 , 消 平 筋 , 外 
膜 細胞 ) 等 に 広く 吸着 され て 存在 する と 述べ て いる 。 此 
の : 場 合 に , 局所 に 注入 され た 対応 抗原 は , いち 早く 
と の 血管 上 壁 に 反応 の 場 を 求め る 事 は 当然 で ある 。 此 の 様 
な 意 明 い て 銅 虫 体腔 液 多糖 類 胡 分 が , 結核 菌 多 精 
類 と 同様 に 血清 親和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 と 考え れ 
病 早期 に - 血 管 の 隊 衝 用 世 8 の 涼 進 が 起り , 速やか 
供 液 性 湊 出 性 炎 が 発現 する と と も 理 の 当然 で ある 。 耐 
し て 他方 , 遅延 型 反 応 を ぶす 邊 白質 成分 は , 組織 親和 性 
抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 と 考え れ ば , 同種 抗原 に よる 反 
応 が , 血管 障害 性 の 少く な い 事 実 か ら , 当然 炎症 細胞 湊 
出 機転 に 何ら か の 相違 を 生む 事 が 予測 され る 。 し か る , 
此 の 血管 の 透過 性 及び 障害 程度 の 差 は , 前 記 ト リ パ ン プ ズ 
ラ 人 Mon ト つ て 認め ち れ た 局所 の 公 坪 楽 状態 の 
: か ら や 或 る 程度 覗 が われ し 多 理 付け と られ る 所 で あり 。 を 
れ が 双 局 所 友 購 組織 に 於 け ea 球 浸 油 と 単 球 浸潤 の 
時 間 的 消長 の 差 に も 関係 し て いる 様 に も 思わ れる 。 即 
ら 多糖 類 成分 惹起 部 位 で は , 反応 極 期 を 可 成 り 過ぎ て 
も , 単 球 反応 が 軽微 で ある に 反し , 算 白 質 成分 若 起 部 位 
で は 。 極 期 或 は 極 期 を や ゝ 過ぎ た 所 で , 白血球 の 変性 刀 
下 崩 壊 も 多く , 双 単 球 反 応 も 既に 可 成 り 多く , その 中 
は , 平田 (1947) の 所 詩 老 化 単 球 も 認め られ る 。 即ち 
多糖 類 成分 反応 局所 に 偽 好 酸 球 反応 が 長く 継続 し , 邊 白 
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留 成分 惹起 局所 で は , 変性 崩壊 白血球 の 処理 機転 と し て 
の 単 球 反応 の 早期 出現 が 見 られ る と と は , 同 部 の 偽 好 酸 
球 浸潤 か 前 者 に 比 し 早期 に 止む 事 を 示す も の で あき 
然し 一 面 , 蛋白 質 抗原 の 性 状 が 多糖 類 抗原 に 比 し , 局所 
の 弄 電 性 が 大 きい 事 も 充分 考え られ る 所 で ある 。 即ち , 
の 人 外人 所 
部 位 に 比 し , 血管 障害 性 の 軽微 な 事実 と , 非 特異 性 炎 と 
の 大事 て ご 説明 する 事 が 出来 る 。 と し て 婦 
叱 れ は , ツベルクリン 型 組織 反応 が , 比較 的 血管 障害 が 
少く な く , の の 4 主役 を 演ずる と 云う 事実 に 酷似 
する Ne ある 。 然し , 典型 的 ツベルクリン 型 組織 反応 と 
ょ く 知 られ て いる も の は , 本 実験 に よ つ て 得 ら れ た 
Ba PR 北 し , 沙 出 性 変化 が や ゝ 軽微 な 
様 で ある 。 と れ は , 種 ベ な 実験 条件 の 差 に よ る 事 が 大 き 
な 原因 で ある と 考え られ , 人 為 的 な 侵襲 を 加え な い 自 然 
な 方 法 で ,。 レ し か も 血管 外 性 抗原 抗体 反応 の 理想 方 式 に 合 
致す る 様 な 方 法 を と れ ば , 浜本 (1957) が 棟 鳥 住 血 吸 下 
モル カリ ア を 2 直し 得 ら れ た 様 な 純粋 な ツベルクリン 型 
組織 反応 を 得る 可能 性 が 当然 ある 管 で ある 。 
FAR2 に に ま ya は , 和 蛋白 質 成分 に よる 反応 
に 比 し , 血管 障害 管内 記 の 強い 腫 張 及 び 剣 離 , 台 
SRPMKRSRRTes 
び 恐 らく は 此 の 様 な 血管 障害 に 由来 する と 思わ れる 前 記 
多核 白血球 並び に 単 球 の 浴 出 態度 は , アル サス 現象 の 形 
能 像 に 大 い に 類 似 性 を 求め 得る 変化 で ある 。 そ し て 此 の 
RA 
ッ ク 状 態 に 初 ま る 変化 と し て 大 いと 妥当 性 を 有する 
と 考え られ る 。 双 血管 内 友 の 剛 下 友 び 間 は , 管内 必 
地 抗 体 原 反 応 に よる 疾患 等 で 吾 々 が , ci 
いる 所 見 で も ある 。 此 の 様 な 意味 に 於 いて , 靖 天 
em る 反応 を 純粋 に 血管 内 に の みみ 限ら れる 様 な 方 法 : 

れ ば , 坂 (1928) が 報告 し の 間 質 性 笑 を 欠 除 する 
上 ぎ 内 性 抗原 流体 反応 を 惹起 し 得る も の と 想像 
され る 。 

然し な が ら , 本 多糖 成分 に よ つ て 惹起 され た 組織 過 扱 
性 反応 が , 馬 血 清 等 に よる 原型 アル サス 現象 に 比 し , そ 
の 変化 が 可 成り 軽微 ご あり, 又 全 例 が 叱 の 様 な 血管 病変 
を 示し た わけ で は な い 。 此 の 事 は 既に , 松本 (1958), 山 
本 (1986) 等 も 指摘 し て いる 所 で ある が , 恐らく は 本 多 
精 類 成 急 の 抗原 と し て の 性 質 上 祥 体 腔 液 中 に 含ま れる 量 


め つ う 。 











的 関係 か ら 見 て , 同 抗原 に 対応 する 抗体 価 が 低 値 で あ -~ 
た 事 を 想像 せ し め る と 共に た ー? 本 抗原 に よる 反応 ま Pie 
親和 性 抗原 抗体 反応 を 欠く 為 で も あら う 。 
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ee う 事 が 少な い ヽ 為 と 考え られ 

俊 陸 液 と よる 反応 の 形態 学 的 特長 を 此処 で 解明 
する 。 既 ( mw びに 総括 で も 述べ た 様 に , 局所 の 
3 - 者 抗原 に よ YS より も 強い 。 
面 し て その 浴 出 細胞 の 消長 は , 軽度 の 差 は ある が , 肉眼 
用 か Ce た preo hase ee 
向 を 示し て いる 。 即ち 全体 と し て の 人 炎症 機転 及び 経過 は 
蛋白 質 成分 の 反応 に 一 巡 の 類似 性 が 認め られ る 。 然し と 
の 反面 , 反応 が 最も 強度 で あつ た No.18 に 見 られ る 如 
き 典 型 的 な 剣 離 性 静脈 炎 等 で も 解る 様 に 局所 の 血管 障害 
も 叉 認め られ る 所 で ある 。 但 し 動脈 は 周辺 部 血管 に 軽度 
の 内 度 腫 張 と 収縮 像 を 見 る 他 は 一 般 に 変化 に MM 
ち 体 腔 液 に よる 反応 は 和 蛋白 質 抗原 に よる 反応 の 基盤 に 
kn 
変 が 加味 され た 形態 像 を 示す も の で あり , と の 血管 変化 
が 算 白 質 成 分 に よる 反応 より ゃ 反応 程度 が 強く 双 浴 出 細 
胞 の 量 的 又は 消長 過程 に 壮 分 の 差 を 与え る 原因 で あろ 

以上 の 三種 の 顕 虫 体腔 液 抗原 の 示し た 皮膚 反応 の 病 
理 形態 像 を 天野 の 二 系 性 免疫 諭 を 参考 に 推論 すれ ば , 則 
昌 体 腔 液 は , 馬 血 清 と 同様 血清 親和 性 抗原 抗体 反応 及び 
組織 親和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 両者 の 性 格 を も ち , 多 本 
類 成分 は 血清 親和 性 , 蛋白 質 成分 は 組織 親和 性 の 性 格 を 
も つや も の に 類似 し て いる と 考え られ る 。 従 つて 夫々 に よ 
る 局所 過敏 性 反応 は 前 者 が アル サス 型 , 後者 が ツ ベ ル ク 
リン 型 組織 反応 を 呈し て 来 た も の と 考え られ る 。 此 の 関 
た も の が 第 2 図 で ある 。 8 種類 の 昌 
アレ ルギー 性 反応 の 肉眼 的 又 組織 学 
が よく 理解 され る と 思う 。 


| 
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昭和 34 年 4 月 


次 に ア レル ギー 人 性 炎症 に 極め て 普 辺 的 に 観察 され る 血 
栓 形成 或 は 腰 原 線維 の 変化 即ち , 類 線維 素 様 変 性 用 至 壊 
死 藤 は メタ クロ マジ ー 等 の 所 見 は , 本 実験 に 於 いて も し 
ば し ば 観察 され る 所 で ある が , 此 等 は 既に ,。 ツ ベ ル ク リ 
ン 反 応 。 アル サス 現象 或 は シュ ワル ツマ ャ ン 現 象 等 の 形態 
学 的 研究 を と り 上 げた 多数 の 研究 者 に より 詳し く 解 明 さ 
れ て お り て ed な いと 思わ れる 

と の 他 に ,。 少数 例 て は ある が 。 圭織 及び その 
Mie た 好 酸 和 炒 の 放 艇 像 は , 田部 ・ 神 保 ・ 浜 

・ 杉 安 (1958) 等 に よ り 鳥 個 骨 にょ る アレ ル ギ 
ーー 研究 と 於 いて 初め て 報告 され 観察 され て 来 た 所 で あ 
ei 
織 に 同様 な 所 見 を 見 て いる 。 そ の 中 で 浜本 (1957) は , 
と れ を 分 画 炎 形成 機転 に 2 も To 
述べ て お り , 本 実験 に 見 られ た 所 見 も 又 よ くそ れ を 


ュ ふ 、 ュ テン ラン ああ プ 
も で る る ある と 思わ れる 。 


〈* 


結 論 


1 豚 昭 虫 体腔 液 普 びに 体腔 液 息 白 質 成 急 及び 多糖 類 
成 分 を あぁ ke ジッ 充分 感 作 レ た 夫々 の 家 衣 に と 。 


各 抗 原 を て 放 膚 反応 を 施行 し , 局所 皮膚 の 肉眼 的 普 
( Me JRN 行 つた 。 


2 体腔 液 免 疫 家 兎 ご では , 何れ の 抗原 に よ つ て も 々 
特 en な 皮膚 反応 を 発現 する 。 又 衝 白 質 成分 免疫 家 兎 で 
は , 体腔 液 及 び 和 蛋白 質 成分 に よ SG ane 

本 類 成 分 に よ る 皮膚 反 応 は 発現 し な に 多糖 類 成 
分 此 Nd 家 兎 で は 。 ro ye- 特 
異 的 な 皮 剛 反応 は 発現 し な い 。 

9 叶 科 の 充 由 病 か ら 見 て , 本 多 精 類 成 分 は , 
ハ プ テ ン で ある と 思わ れる 。 

4 又 特異 的 な 皮膚 反応 発現 時 に は , 体腔 液 に よる 反 
応 が 最も 強く 発現 し , 以下 復 白 質 成分 , 多糖 類 成分 の 順 


リー 
で ある 。 
応 を 旦 も ーー ム 
する 。 

6 衝 抗原 に ょ る 皮膚 反応 発現 部 位 の 組織 学 的 検索 を 


行ない , 此 等 虫 抗原 の 示す ア レル ギー 性 反応 の 形態 学 
的 特徴 を 明らか に し た 。 

7 特に 局所 度 膚 に た が ける 決 出 細胞 の 種類 及び 漆 出 経 
過 並 びに 血管 障害 の : 多 妥 等 を 比較 検討 し , 此 等 三種 類 の 
映 虫 玉 原 に ょ つて 惹起 され た 血管 外 性 抗原 抗体 反応 の 
病態 機構 を 二 系 性 免疫 諭 の 立場 か ら 解 明 を 加え た 。 
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8 その 結果 , 顕 虫 体腔 液 多 糖類 成分 に ょ る 反応 は 
アル サス 型 組織 反応 を 示し , 顕 虫 体腔 液 和 白 質 成分 は , 
ツベルクリン 型 組織 反応 を 示し, 双 休肝 江 は は , 両者 の 
混合 型 と 思わ れる 組織 反応 を 呈す 

9 従 つて , 本 多糖 類 成分 は , 血清 親和 性 抗原 抗体 反 
応 を 起す 抗原 (serotrop 型 ), 双 衝 白 質 成分 は 組織 親和 
性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 (histeotrop 型 ) で あり , 体 
膝 液 は , 此 の 両者 の 性 格 を も つた 抗原 で ある と 思わ れる 。 


稿 を 終わ る に 当り , 終始 御 指導 並び に 御 校 関 を 賜 つ た 
浜本 教授 に 裏 心 よ り 深 謝 致 し ます 。 

本 論文 の 要旨 は 第 27 回 日 本 寄生 躍 学会 総会 に 於 いて 
講演 発表 し た . 


参考 文献 

1) 赤松 礁 夫 他 (1958) : 釣 虫 に よる アレ ルギー 性 廻 
腸炎 の 一 例 , 日 本 臨床 , 34 年 , 3 月 号 , 掲載 予定 . 
ー2) 天野 重 安 ・ 平 田 も と え (1947) : 敵 症 細胞 に 関 
する 研究 (6), 日 病 会 誌 。34, 3-6. 一 3) 天野 重 安 
(1948) : 血液 学 の 基礎 。 689-734. 一 4) 天野 重 安 
(1951) : 濾 出 性 出血 に 就 い て , 血液 学 討議 会 報告 , 
第 4 甲 , 195-213. 一 5) 天野 重 安 (1955) : 結合 織 線 
維 の 発生 の 構造 及び 病理 , アレ ルギー, 4( 2 ), 110- 
132. 一 6) 坂 正彦 (1958) : 腎臓 に 於 ける 拓 原 抗体 反 
応 に 関す る 研究 (1),。 アレ ルギー, 掲載 予定 . 一 7) 
Buchner, F. (1956) : All. Path. 367-369. 一 8) 
Buichner, F. (1956) : Handbuch d. All. Path. 497 
-531. 一 9) Campbell, D. HH., (1936) : An antigenic 
polysaccharide fraction of 4sczzzs みみ zzco2es。 」. 
Inf. Dis. 59 (3), 266-280. 一 10) Coventry, F. 
A. (1928) : Hypersensitiveness to helminth pro- 
teins. (2) Cutaneous and precipitin tests with 
ascariS extracts in infected and irmnmunized ani- 
mals. ], Prev. Med. 3, 43-62。 一 11) Flury, F., 
(1912) : Arbeiten aus dem Pharmakologischen 
Institut d.。 Univ.。 Wurzburg. 12. Zur Chemie und 
Toxikologie der Ascariden. Arch. fir Exp. Pathol. 
67(4 ),275-399. 一 12) 浜本 稿 二 ・ 赤 松 稚 夫 (1957) : 
抗原 抗体 反応 と シュ ワル ツマ ン 現 象 と の 関係 に 就 い 
て の 研究 (第 3 報 ), 大 阪 医 大 誌 。 17 (3 ), 115-119. 
ー13) 浜本 息 二 ・ 赤 松 奮 夫 (1957) : シュ ェ ワ ルツ マン 
現象 に 関す る 知見 補遺 , 大 阪 医 大 誌 。 30 周 年 記念 号 , 
11-12. 一 14) 浜本 稿 二 (1958) : 笹 外 性 拓 原 拓 体 反 
応 及 び 類 似 現象 , 大 阪 医大 誌 。 18 (4), 300-305. 
ー15) Hamamoto, Y. 錠 Akamastu, 丁 . (1958) : 
Intravascular antigen-antibody reaction and sirmi- 
]ar reaction、Acta Path. Jap. 8, Supple. 掲載 予定 , 
第 4 回 日 本 病理 学会 秋季 絵 会 護 演 要旨 ( 昭 33) . 一 16) 
浜本 稿 二 ・ 杉 安 兼 蔵 ( 未 発表 ) 一 17) 平田 も と え , 
(1947) : 組織 過敏 反 記 の 細胞 学 的 研究 (1 ), 日 血 会 
誌 , 10 (3), 46-54. 一 18) 平田 も と え を (1947) : 粗 











織 過 敏 反応 の 細胞 学 的 研究 (2), 日 析 会 誌 10, ( 4 ) , 
71-79. 一 19) 平田 も と え (1948) : 組織 過敏 反応 の 
細胞 学 的 研究 (3 )。 日 血 会 誌 。 11 (1), 1-10. 一 
4 衝 
究 (5), 日 血 会 誌 ,11 (2) .63-73. 一 21) 平田 も と え 
Re 日 血 会 
誌 , 11 (5-6) 血液 学 の 基礎 より 引用 . 一 22) 平田 も と 
え 948) : 組織 過敏 反応 の 細胞 学 的 研究 (7 ), 日 血 
会 誌 。12 (1), 33-41. 一 23) 細谷 隆 (1956) : 所 詩 
環 虫 毒 に 関す る アレ ルギー の 立場 か ら の 再 検討 (3) 
腸管 反応 を 指標 と し て の 研究 , 2) 顕 虫 体腔 液 分 画 成 
分 の 抗原 性 に つい て , アレ ルギー. 5 (4), 243-248 
ーー24) 池田 稔 正 (1952) : 映 虫 抽出 物質 の アレ ル ゲ ン 
性 並び に 拓 原 性 に 関す る 研究 (3) 画 虫 物質 に よる 
Arthus 現象 , 医学 研究 , 22 (1 ), 66-74. 一 25) 石 
川 光 昭 (1950) : アナ テ フ ィ ラキ シー 概論 . 一 26) 北村 
一 郎 (1941) : アル サス 現象 の 血清 学 病理 組織 学 的 研 


究 , 日 病 会 誌 , 30, 460-472. 一 27) 小泉 凡 (1954) : 


癌 虫 毒 の 研究 , 岩波 書店 , 東京 . 一 28) 小宮 山 隆三 
(1953) : 2 
応 の 研究 , (TI) 銅 虫 体腔 液 に よる 皮膚 及び 腸 壁 の 
Arthus 現象 , 寄生 虫 学 雑 計 3 (3), 220-227. 一 
29) 小宮 出 隆三 (1953) : 虫 物質 に よる 腸 肺 皮 膚 の 
アレ ルギー 人 性 反応 の 研究 (II) 顕 虫 乳剤 経口 感 作 に 
よる 皮膚 及び 腸 壁 の Arthus 現象 , 寄生 虫 学 雑誌 , 3 
( 4 ), 36-43. 一 30) 松本 普 三 (1958), 虫 アレ ル ギ 
ー に 就 い て ,。 アレ ル に 6 (5), 323-330. 一 31) 
松村 意 雄 ・ 由 上 修三 (1957) : 虫 症 の 発症 機転 に 関 
9 研究 , 臨床 内 科 小 児 科 , 12 (5), 433-448. 一 
) 松村 竜 雄 (1958) : 所 調 句 虫 毒 に 関す る アレ ル ギ 
デー で Ye アレ ルギー, 6 (5), 331- 
335. 一 33) 宮川 逸 郭 (1950) : 鯛 虫 性 アレ ルギー に 
関す る 研究 , 続 合 医 学 , 7 (15), 728-732. 一 34) 宮川 
逸郎 (1952) : 画 虫 体 成分 に よ つ て 起 る 内 臓 の アレ ル 
ギー 性 反 記 に 関す る 研究 , 臨床 内 科 小 児 科 , 7, 454- 
455. 一 35) 森下 募 (1953) : 虫 及び 庫 虫 症 , 一 
Morisita 本 層 Kobayasi, M., (1953) : Experimental 
Studies on ascarid and hook-worm immunity. Acta 
Scholae. Medicinalis in Gifu. 1 ( 2 ), 153-171.。 
37) 森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 (1954) : 問 虫 の 免疫 に 関す 
る 研究 補遺 , 衛生 動物 特別 号 , 79-88. 一 38) 武藤 敏 
文 (1955) : 人 体 ツ ベル クリ ン 反 応 の 組織 学 的 研究 
1), 結核 , 30, 573-578. 
人 体 ツ ベル クリ ン 反 応 の 組織 学 的 研究 , 結核 , 30, 
615-620. 一 40) 武藤 倫 文 (1955) : 人 体 ツ ベル クリ 
ジ 反 応 の 組織 学 的 研究 。 結核 , 30, 691-697. 一 41 ) 
中 村 文 昭 (1958) : 躍 卵 に ょ る 肉芽 腫 形成 に 関す る 
験 病理 学 的 研究 (1), 寄生 虫 学 雑誌 掲載 予定 . 一 
42) 中 島 三 夫 . (1954) : 融 虫 毒 に 関す る 研究 , (II) 句 
虫 毒 の 拓 原 性 並び に アレ ル ゲ ン 性 に つい て , 寄生 理 
学 雑誌 , 3 (2)。 149-152. 一 43) 緒方 富雄 (1940) : 
Arthus 現象 を 規定 する 因子 に つい て, 日 病 会 誌 。30 


ー39) 武藤 人 敏 文 (1955) : 


(寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 号 


386-389. 一 44) 緒方 富雄 (1948) : 理論 血清 学 , 第 
一 書 〔 上 ). 一 45) 緒方 富雄 (1948) : 理論 血清 学 , 第 
一 書 (中 ). 一 46) 岡林 篤 (1950) : 免 症 た と アレ ル ギ 
ー, 一 47) 小野 江 為 則 (1953) : 細菌 性 アレ ルギー と 
異種 看 折 ア レル ギー, アレ ルギー。 2 (2)。 57-62. 
ー48) Opie, E. 上 上., (1924) : Acute infammation 
caused by antibody in an animal previously trea- 
ted with antigen. J. Immunol. 9, 255-257。 一 49) 
Opie, E. 工 ., (1924) : Pathenesis of the speciic 
infammatory reaction of immunized animals. ]. 
TImmunol. 9, 259-268. 一 50) Pathgeb, P. ez g/ 
(1954) : Fractionation studies on the tumornecro- 
tizing agent from Sez727Z 777C6se2S$. JJ. National 
Cancer Institute., 14 (5 ), 1099-1108. 一 51) 酒井 
深 他 (1949) : 問 虫 ア レル ギー の 臨床 と 実験 , 臨床 内 
笠 小児科 , 4(10), 632-637. 一 52) 佐藤 真 武 (1941) : 
所 調 問 虫 毒 に 関す る 研究 , 第 二 編 , 名 古屋 医学 会 雑 
誌 , 54 (4), 441-454. 一 53) 島村 虎 緒 ・ 藤 井 一 
(1916) : 内 臓 寄生 虫 特に 虫 の 有毒 成分 Askaron 及 
び 其 の 生理 的 作用 H に つい て ,。 細菌 学 雑 誌 , 249, 785- 
820. 一 54) 鳥 村 虎 箱 ・ 藤 井 一 (1916) : 内 騰 寄 生 
虫 特 に 映 虫 の 有毒 成分 及び 其 の 生理 的 作用 に つい て 
細 貞 学 雑誌 , 250, 851-892. 一 55) Sinosaki, 本 . の 
67 (1954) : Immaunological study with Huid in bo- 
dy cavity of pig ascaris. Acta. Path Jap, 1, 4. 
ー56) 新保 幸太 郎 (1955) : 結核 性 アレ ルギー の 組織 
反応 , アレ ルギー。 4 (2), 63-72. 一 57) Sprent, 
]. F. A., (1951) : On the toxic and allergic mani- 
festations caused by the tissue and fluids of asca- 
risS。 (3 ) Hypersensitivity through infection in the 
guinea pig. ]. Inf, Dis. 88 (2 ) 168-177. 一 58) 
武田 勝男 (1955) : アレ ルギー 性 反 応 の 組織 像 , ア と 
ルギー, 4 (2), 104-109. 一 59) 田部 済 ・ 神 保定 吾 
( 未 発表 ). 一 60) 辻 昇 三 ら (1940) : 細胞 毒 血 清 に ょ 
る 皮膚 反応 の 研究 , 日 病 会 誌 。 30, 460-472. 一 61) 
山本 好 明 (1956) : 映 虫 体腔 液 に よる アル サス 現象 に 
つい て ,。 1) モル モッ ト を 用 いた 実験 , 寄生 虫 学 雑誌 
5 (1), 78-83. 一 62) 山本 好 明 (1956) : 遇 虫 体 
腔 液 に よる アル サス 現象 に つい て 2) 家 兎 を 用 いた 実 
有 験 , 寄生 虫 学 雑誌 , 5 (3 ) 342-349. 一 63) 山本 好 明 
(1956) 遇 虫 体腔 液 に よる アル サス 現象 に つい て (3) 
抗原 性 及び 特異 性 に 関す る 研究 , 寄 生 虫 学 雑誌 ,5( 3 ) 
350-357. 一 64) 山下 照子 (1948) : Shwartzman 渡 
液 の 有効 因子 に 関す る 研究 (1 ), 新潟 医学 会 雑誌 , 
4917, 64-73. 一 65) 安平 公平 ・ 山 本 寛 (1950) : 病 的 
橋 管 透 過 性 , 血液 学 討議 会 報告 , 第 3 甲 , 160-197. 


Summmary 


An experiment was made on the allergy of pa- 
rasite using the body fhid of pig ascaris. The 
author devided it into two fractions, which was 
protein fractions and polysaccharide one。 
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Rabbits were sensitized with the body fuid 
protein fractionS and polySaccharide one. 

The results of skin test in sensitized rabbits with 
the body fuid and protein fractions developed posi- 
tive reactions. It indicated that the polysaccharide 
fractionS were hapten. The cutaneous reactions 
by the cavity fuid and protein fractions showed the 
delayed type and the reactions by polysaccharide 
fractions developed the immediate type. 

Microscopically, the sections of biopsies from the 


277 


area, in which the polysaccharide fractions wer9 
injected, revealed the feature of the Arthus type 
reactions. The sites in which the ascaride cavity 
fuid and protein fractions were injected showed the 
tuberculin type reaction。 

Consequently, the polysaccharide fractions weer 
considered to be serotropic antigen and the protein 
fractions to be histeotropic antigen.. The ascaride 
cavity fuuid showed to have the characters of these 
two antigen. 


写 真 説 明 


第 1 図 体腔 液 免疫 , 体腔 液 項 起 , 24 時 間 後 著 明 な 多核 
白血球 の 浸潤 及び 高度 の 浮腫 HE 染色 , 100 倍 . 

第 2 図 体腔 液 免 疫 , 多糖 類 成分 惹起 , 2 時間 後 , 周 管 
性 及び びまん 性 の 可 成り の 多核 白血球 の 浸潤 , 静脈 は 
や ぃ ヽ 拡張 し 血行 停止 像 が 認め られ る. HE 染色 , 200 倍 

第 3 図 体腔 液 免 症 , 蛋白 質 成分 惹起 , 48 時 間 後 , 責 潤 
細胞 の 大 多数 は 単 球 で ある . や は り 静 脈 に 血行 停 正 像 
が 見 らち られる. H.E 染色 , 200 倍 . 

第 4 図 体腔 液 免 疲 , 多糖 類 成分 惹起 , 48 圭 間 後 , 偽 好 
酸 球 及び 好 酸 球 の びまん 人 性 浸潤 , 少数 の 単 球 を 混在 し 


て いる . ギュ ム ザ 染色 , 400 倍 . 


第 5 図 体腔 液 免 疫 , 体腔 液 惹起 , 72 時 間 後 多核 白血球 
は 全然 認め らち れず, 浸潤 細胞 の 大 多数 は 単 球 で あり , 
少数 の 小 円 形 細胞 及び 組織 球 も 見 られ る . 時 .E 栄 色 , 


400 倍 . 


第 6 図 体腔 液 免疫 , 多 類 糖 成 分 惹起, 48 時 間 後 , 放 
散 さ きれ た 好 酸 上 粒 が 壊死 組織 に 略 々 線 状 に 配列 し て ぃ 


る 。 ギュ ザ 人 染色 , 400 倍 . 


第 7 図 体腔 液 免 症 , 体腔 液 項 起 , 48 時 間 後 典型 的 な 剣 
離 性 静脈 内 及び 著 明 に 拡張 し た 静脈 と 初期 の 血栓 P. 


A.S 栄 色 , 400 倍 . 


第 8 図 体腔 液 免 波 , 多糖 類 惹 起 , 72 時 間 後 著 明 な 血管 
内 皮 細 胞 の 腫 用 と 壁 よ り の 軽 度 の 制 離 像 ,H.E 染 色 


600 倍 . 
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肺 吸虫 症 (小型 大 平 肺 吸虫 ) に 関す る 実験 的 研究 ッ ト 


* た 内 ュ 三 - 吸引 

(1) 小型 大 平 肺 忠 郊 成 昌 の 自 誠 腹 腔 内 移植 試験 
本 

昌 村 保 平均 

大 阪 府立 大 学 美学 部 験 医学 科 病 理学 教室 (指導 一 色 共 区 四 族 教授 する 
(昭和 34 年 1 月 17 日 受領 ) G と 

合 は 

に 取 

常に 一 定 し た 試験 白水 を 作成 する こと と に 成功 し た 。 と ia 

と 同時 に 及 騰 に おけ る 虫 大 の 発生 分 布 と 了 卵 の 糞便 内 拓 上 、" 


小型 大 平 肺 吸虫 ZzzgozZ2zes 0 を 7szeZe252S (以下 ア Z 浴 状 況 と の 相互 関係 な ど に つい て ぁゃ 若干 の 検索 を 行っ 最後 
と 略記 ) 感染 白 痢 を 用 いい ろ い ろ な 実験 。 例え ば 治療 試 た 。 そ の 結果 , 興味 あ NF と ゝ と を (24X 
験 を 実施 し よう と いう ょ うな 場合, 先ず 保有 虫 数 の 一 定 れ ら 鍋 察 諾 所 見 の 大 要 を 記載 し て , 御 参 考 に 供し た いと 動 導 








し た 感染 白熊 を 作成 し , 予め , 該 動物 に お ける 寄生 体 の 思う 。 ン 録 
生物 学 的 性 質 。 虫 卵 の 糞便 内 排 浴 状 況 な ど に つき , 詳細 に した 
な 検索 を 行 つ て お く と と が 試験 の 目的 を 達成 する 上 に 重 材料 と 方 成 
要 で ある と 思う 。 mc は 最初 宮崎 ら (1944) 次 いで 筆者 ら C1957) の 調 ロボ 
と と ろ が , アア 。z の 披 斉 幼虫 encysted metacercaria 企 に より 木 邦 に お ける ど 。 の 模式 的 産地 ご ある と と が と 」 
(以下 11C と 略記 ) 6 と の 形態 が 他 の 肺 吸 息 所 明 カ ヵ かと な つた と 大 阪 府 新 淀川 : 河口 附近 産 S と た 寄生 じ 事 お ぉ お け : 
765eZ が aaa 952 の て 以下 夫々 到 。 万 の: と 暗 記 ) いら ふ の を 用 いた 。 即ち 寄生 確実 な カ こ の 肝臓 を 教室 
の それら に 比べ て 若干 小さ く , 且つ Po. の 内 膜 に 相当 育 の 婦 康 白 当 (生後 8 て 5 ヶ月 。 体重 110 250g) に 
する も の を 欠 除 し , た め に クロ ベン ケイ SesgZ2z2 の 2- 試食 感染 せしめ , 感染 後 2025 日 目 に クロ ロホ ルム 譜 酔 得 : 
(以下 の と 略記 ) な どの 肝臓 か ら me だ け を 完 3 に て 致死 , 主として 腹腔 内 に 介在 する 効 成 を 予め 滅菌 頭 の 
に 分 離 じ 。 PS 食塩 水 (88 で C, 小 量 の マイ シリ ン 激 ミ 加 ) を 盛 ~ フ / を 硝子 由 中 た 。 E 
で ある と きれ て いる 。 加え る に mc の 経口 投写 は 。 いく に 取り 出し た 後 (無菌 的 ), その 一 定 雪 を 可 及 的 志 速 (15 上 ん 
ら 注意 深く 行 つて も 捕 化 管内 て 死 小 あ る い は と れ を 素 通 1 盾 し た 。 該 白 淫 の 糞便 目 は 
りす る も の る 着 干 あり , 従 つて 投 馬 mc 数 の 割 に 感染 。 は 功 成 史 征 後 7 日 目 頃 より 試験 管 ( 径 3cm, 高き 10 目 品 8 
虫 数 が 少 い の みな ら ず , また と の 感染 率 も 艇 し て 不定 の cm) に 採集 し , 長野 氏 の 顕 下 卵 分 離 採集 法 に ょ り 糞便 あ 
傾向 が ある 。 中 に 排 演 さ れる 最初 の 卵 を 証明 し た 。EPG ( 業 便 1g Ei 
今回 , 筆者 は 白 濃 価 内 に お いて ,。 あ る 程度 に まで 発育 中 に 含ま れ て いる 上 下 卵 数 , Eggs per gram of feces の 移植 F 
させ た 功 成 虫 を 健康 白 肖 の 腹腔 内 に 移植 し , 感染 下 数 の 略 ) の 算定 に は Stoll 氏 の 変 法 を 用 い 上 述 の 長野 氏 法 を 未 の 。 
TAMOTSU TOMIMURA : Experimental studies も 併用 し た 。 即 ち 糞 便 内 に 含有 され て いる 貼 卵 数 の 多い 日 目 , 
on paragonimiasis. (1 ) Intraperitoneal infection 場合 は , 先ず 2 g の 糞 5 科 量 し , と # 「 と 表 間 て 良 た 。! 
of rats with young adults of zzZgo272ZS 70 を ZSzee- く 磨 砕 。 泥水 状 と な し 細目 の 金 綱 に と 結党 し と 。 濃 液 は トロ 
22S2S (Chen, 1940) and its egg production in early 北 激 管 C50cc) ( MR っ ( 1 分間 1.500 8.000 2 
stageS of infection (Department of Veterinary に 受け 如 に り 和信 才 3 立 。 
Science, College of Agriculture, University of 回 転 。 3 分 間 ) の 後 , 沈 溶 を 大 試験 管 に 移し , 信 和 食 排卵 B 
Osaka Prefecture, Sakai, Osaka) 水 を 加え て 全量 を 50cc と し た 。 内 容 を 充分 混和 する た め 数 ) に 
本 研究 費 の 一 部 は 交 部 省 科 学研 究 費 ( 肺 表 昌 研究 班 ) の 補助 を 受け た . と ヽ に 附 記 し て 謝意 を 表し ます : 和 
一 色 於 欧 四 郎 記 。 紀 
日 数 
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に ゴム 栓 を 施し て 約 100 回 上 下 に 強く 振 疾 し, 直 に ビ ペ 
ッ ト (乳頭 付 ) で 試験 管 の 略 中 心 部 か ら 0.5cc の 内 容 を 
ao な 革 硝 
子 (24X24mm) を か け て 会 面 の 衣 床 を 人 ^ 75。 
動 装置 使用 ) に 計算 し た 。 上 述 の 操作 を 人間 pe 
平 均 値 を 求め 。 と の 実測 値 で 0.5cc 中 の 貝 卵 数 ) を 50 倍 
て 可 検 甘 便 1 g 中 の 貝 卵 数 に 換算 し EE 
次 に , 糞便 中 に 含ま れ て いる 正 卵 数 が 少 い 場 
合 は , 先ず 2 g の 糞便 を 試験 管 


> eys 
LY 


( 健 8cm, 高き 10cm) 





と これ に 水 を 加え て 前 回 同様 泥水 状 と な し , 細目 
の 金網 に て 濾過 し た 。 濾過 は 沈 激 管 (50cc) に 受け 遠心 
離 ( 1 分 間 1.500 3,000 回 転 , 3 分間) の 後 。 光 溶 
を 時 計 皿 .( 径 8cm) に 注ぎ スポ イド を 用 いて 良く 水洗 , 


最後 の 溶 を 2, Ne 上 に 取り 出し , 善 硝子 
(24X24mm) を か け て 全面 の 虫 卵 数 を 鏡 下 (XY75, 可 


前 考 時 人 
動 装 ま 






使用 ) に 計算 し た 。 と の 操作 を 沈 注 が 無く な る ま 
反し 。 その 総和 を 以 つ て 可 検 糞便 2 g 中 の 息 卵 数 と 
し た 。 と の 実測 値 を 】.g に 換算 し 選 PG と し た 。 

成 幼虫 移 征 白 涼 は 糞便 内 排卵 開始 後 8040 日 目 に クロ 
P ホ ルム 麻酔 致死 剤 検 し ,。 ホル マリ ン 固 定 の 後 , 法 の ょ 
り た バ パラ フイ ン 切 片 を 作成 HH 一 染色 を 施し て 肺 臓 に 
お ぉ おけ る 虫 栓 な ら び に ! 虫 体 の 分 布 状 況 を 調べ た 。 


成 績 


得 ら れ た 結果 は 第 1 肖 の 通り で ある 。 表 示 の よう に 27 
。 細 試験 白 渡 を 移 感 幼 成虫 数 の 多 宴 に ょ つて 4 群 に 分 け 
。 即ち 第 1 群 の 7 頭 に は 夫々 1 ea 第 2 群 の 7 頭 に は 
4 2 隻 , An 7 頭 に は 夫々 3 隻 , 第 4 群 の 6 頭 に 
は 夫々 4 隻 の 幼 成 虫 を 移 征 し た 。 な お , 移 征 幼 成虫 の 貝 
齢 は 20 て 25 日 で ある 。 
(1 ) 効 成虫 移 征 後 糞便 内 排卵 開始 まで の 日 数 
上 述 の 通り 長野 氏 の 魚 虫 卵 分 離 採集 法 を 用 い , 季 
移植 白洲 の 糞便 内 に 排 注 さ れる 最初 の 卵 を 証明 し た 。 
ホホ の よう に 第 2 群 の 7 頭 は 10~17 日 目 , 第 3 群 は 9 >21 
日 目 , 第 4 群 は 8 ~15 日 目 に 夫々 裏 便 内 排卵 を 開始 し 
第 1 群 の 7 頭 で は , いずれ も を 検査 期間 を 通 
じ て 虫 卵 の 排 浴 が 認め られ な か つた 。 な お , mc の 感染 
ト り 糞便 内 排卵 開始 まで の 通算 日 数 ( 統 上 幼 成 虫 移植 後 
排卵 開始 まで の 日 数 に 移植 幼 成 虫 の 虫 齢 を 加算 し た 日 


ドコ 『 < 


だ 。 (の 
に ンダ /* レタ s 


数 ) は 第 2 群 の も の 30-38 日 , 第 3 群 の も の は 31ー42 日 
また 第 4 群 の も る の は 80 一 89 日 で あつ た 。 
( 2 ) mc の 感染 より 幼 成 虫 の 移植 後宮 検 まで の 通算 


日 数 
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第 1 表 小型 大 平 肺 吸 虫 幼 成 虫 の 白 原 腹腔 内 























移植 試験 成績 

成 申 - 和 数 時 8 よ び 数 
番 判 価 東 束 壮 卵 剖 胸 肺 感 
号 の 日 数 排 迄 迄 (日 ) 腔 腰 () 
1 215 ず 23 1 一 '@7 90 1 0O 1 100 
2 190 ぴ 22 1 一 8 5 1 0 3 100 
3 170 の @ 1 1 一 34 55 1 0〈 1 1090 
4 140 % 20 1 一 35 55 1 @⑳⑩ 1 190 
5 149 $ 20 1 一 44 64 .1 0〈O 1 100 
6、 99 ず 24 1 一 姓 72.1.10 1 す 3 科 
7 220 ざ @ 21 1 一 55 76 1 Q〈 1 100 
8 170 ? 20 2 10 13 33 0 2 2 100 
9 180 @ 21 2 17 23 44 0 2 2 100 
10 110 9 21 2 14 22 43 0 2 2 100 
計 、.170 ぴ 24 2 8 乱 82 0 3 ..2。 10M 
12 210 ? 25 2 10 40 65 0 2 2 100 
13 150 ぴ び 21 2 .12 41 62 0 2 2 100 
14 150 の 21 2 16 43 64 0 2 2 100 
15 120 9 21 3 15 16 37 0 3 3 100 
給 3 科 を で) 全 - を 人 が 但 生 6 まあ 
17 1390 9 21 3 21 23 44 0 3 3 100 
18 200 ? 22 3 9 40 62 0 3 3 100 
19 210 9 22 3 11 41 63 0 3 3 100 
20 170 % 20 3 20 47 67 3 0 3 100 
21 170 ヴ 21 3 13 49 70 0 3 3 100 
22 170 や 22 4 10 13 35 0 4 4 100 
23 220 や 24 4 12 42 66 0 4 4 100 
24 195 ?% 24 4 15 46 70 0 4 4 100 
25 200 ?% 24 4 15 48 72 1 3 4 100 
26 200 @ 22 4 8 38 60 0 4 4 100 
27 140 ? 20 4 13 53 73 0 4 4 100 
幼 成 虫 移植 後 剖 検 ま で の 全 検 査 期間 に 移 f ee 
齢 を 加算 し た 日 数 で , 試験 | H 渦 の 剖検 に 際 し 6 ある い 
は 肺 臓 な ど よ り 検 出さ れ た 寄生 体 の 虫 齢 を 示し て いる 。 


第 1 表 の ょ うに 第 1 群 の 0 第 9 閑 
の も の は 夫々 33-65 日 , 第 8 群 の も の は 夫々 770 日 , 
第 4 群 の 6 頭 は 夫々 95-78E 日 で ある 。 

C 3 ) 虫 体 の 介在 部 位 お ょ び 数 な ら び に 肺 臓 に お ける 
昌 裏 の 分 布 状 況 

幼 成 虫 移植 白水 は 糞便 内 排卵 開始 後 直 に , ある い は 90 
て 40 日 間 虫 卵 の 糞便 内 卵 状 況 CEPG の 消長 ) に つい て 
の 観察 を 行 つた 後 , クロ ロホ ルム 麻酔 致死 剖検 し , 虫 体 
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第 1 図 虫 体 の 介在 部 位 如 よび 数 な ちび に 肺 臓 に ける 和 ら 布 状 況 丈 数 字 : 折原 番号 
4 : 胸 腔 内 で の 人 遊離 虫 体 2 , 軟化 杜 性 の 無 虫 時 i 
b : 気管 支 反 張 性 虫 論 内 の 忠 体 0 2 段 目 : 第 2 群 森 
c  : 軟化 枝 姓 虫 医 内 の 忠 体 3 段 目 : 第 3 群 , 最 下段 : 第 4 群 豪 の 
d : 気管支 拡張 性 の 無 虫 虫 度 E 


* 


の 介在 部位 お よび 数 な ら び に 肪 臓 に お ける 了 虫 豪 の 分 布 状 第 2 図 ′ ( 図 21<16)。 外層 
5 四 を 追 つて で を 述べ る 。 ii) 第 2 群 の 所 見 ^ パ ( 

ij) 第 1 群 の 所 見 本 群 7 頭 に お ける 虫 体 の 介在 部 位 む お ょ び 数 な ら び と 邊 = の 
SN 7 頭 に お ける 虫 体 の 介在 部 位 お よび 数 な 0 裏 の 分 布 状 況 は 第 1 図 (2 段 目 ) に 示し た 通り て ある 。 cm 
臓 に お ける 虫 衰 の 分 布 状 況 は 第 1 図 (最上 B ) に 示し た 図示 の よう に 7 頭 の 試験 白 汽 中 , 幼 成 虫 移 征 後 割 検 ま て GR 
通り と ある 。 図示 の よう に, 白眼 6 号 で は 1 ek の 経過 日 数 が 比較 上 Po 即ち 糞便 内 排卵 開 0.8 
左 胸 腔 内 ( 肺 背 側面 左 葉 中 央 部 附近 ) に 認め と ーー 始 直後 に 剖検 し た 白 渦 8 号 お よび 9 号 , また 排卵 開始 人 大 ? 
と ろ が 残り の 6 頭 で は 右 胸腔 内 (白眼 1 号 お よ び 4 9 は 9 日 目 に 剤 検 し た 10 号 で は ,。 了 職 に 可 民 り 大 きい , 触診 6 
樹 隔 膜 附近 。 5 号 お ょ び 7 入 Ws 『 面 右 和 横隔膜 葉 附 近 に 際 し て 波動 を 感ずる 下 裏 ( 白 肖 8 号 は 左 肺 に 1.2 X 
2 号 は 同右 上 葉 附 近 。 中 葉 附近 ) より 夫々 検出 0.9X0.75cm 大 の も の , 9 号 は 右 肺 上 葉 に 1.2X 0.8 
され た 。 即ち 。 い ずれ の の て ある 中 体 腔 内 に て 0.8cm 大 の も の , 10 号 は 右 肺 8 葉 分 岐 部 に 1.0X 97 
遊離 の 状態 に あり , 肉眼 的 に 肺 臓 は 所 芝 赤 色 乃 玉 赤 得 0.9X 0.8cm 大 の も の ) を 夫々 1 コ 多 認 め る に 過ぎ な 字 
色 を 呈し , 及 助 膜 と 胸 助 膜 ・ 縦 隔 膜 ・ 欄 隔 膜 な ど と の 癒 か つた 。 と と ろ が 。 効 成 昌 移 岳 後 剤 検 ま で の 経過 晶 数 が 白 ) 











王 
着 , 右 肺 3 葉 相 互 問 の 閣 着 , 肺 助 肛 ・ 縦 内 膜 ( 心 衰 ) の 若干 長 か つ た 残り の 4 頭 で は , 前 2 者 と 同 様 の 大 きき 』 の) 


肥厚 , 織 毛 増生 お よ の 久 着 な ど が 所 見 され た 。 し か し の も の 各 1 コ 以外 に , と れ よ り 尊 分 小さ く , 且つ や ゝ 人 0.8 
肺 職 に は ト ょ いわ ゆめ ゆる 定 型 的 虫 斉 の ) 形成 が 認め られ な か つた 央 な 虫 要 が さら に や ろ 1 コ 宛 な 、 り 結局 , 後 4 者 の 肺 臓 0.9 
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昭和 34 年 4 月 (1959)〕 
に は 夫々 大小 2 コ の 虫 裏 ( 白 滑 11 号 で は 右 肺 3 葉 破 事 
に 1.4X 1.2X 0.7cm 大 の も の お ょ び 左 肺 に 0.9X0.6 
X 0.6cm 大 の も の , 12~14 号 で は いずれ も 左 肺 に 夫々 
1.6X 1.2X 1.2cm 大 の も の と 0.6※ し 0.6x < 0.4cm 
大 の も の ,。 1.8X 1.2X 1.2cm 大 の も の と 0.7X 0.6 
x 0.4cm 大 の も の , 1.8X 1.8X 0.8cm 大 の も の と 
1.2X 0.8X 0.5cm 大 の も の ) の 形成 が 認め られ た 。 
し か し な が ら , 途上 の 頭 は 第 1 群 の も の に 比べ て 肺 
人 肝 と 胸 助 膜 ・ 縦 隔 膜 ・ 横 隔 膜 な ど と の 癒着 か 著 明 で な 
, 特に 白 肖 8 号 , 9 号 お よび 10 号 で は 上 述 の よう な 癒 
が 殆 ん ど 認 め ら れ な い の み な ら ず 〈 虫 青 の 占 居 部 位 を 
本 の 肥厚 お よび 卵 沈着 も 割合 軽微 で あつ た 。 
次 に , と れ ら 7 頭 の 肺 臓 の 組織 所 見 で は , 白 単 11>14 
390 大 小 2 コ の 虫 杜 の 中 , 小さ い 方 は いずれ も る 気 
き 才 拡張 性 (第 3 図 190。 20, 24 お よび 26) で あつ て , 
NE が 認め られ な か つた 。 し か し , 大 き ! Wet 
ら は 軟化 座 性 で あり , 裏 内 に 各 2 隻 の 虫 体 が 証明 され 
た (第 8 図 28 お よび 25)。 な お , 白 当 9 号 な ら び に 10 号 
の 刺 裏 は 気管 支 拡張 性 。 また 白 渦 8 号 の それ は 軟化 斉 性 
虫 裏 内 に 各 2 隻 の 虫 体 が 認め られ た (第 3 図 
17, 18。 21 お よび 22)。 
ii) 第 3 群 の 所 見 
木 群 7 頭 に お ける 息 体 の 介在 部 位 お ょ び 数 な ら び に 虫 
裏 の 分 布 状態 は 第 1 図 (3 段 目 ) に 示し た 通り で ある 。 
図示 の ょ うに, 7 頭 の 試験 白骨 の 中 , 幼 成 了 虫 移 値 後 剖検 
者 MMPeEA 頭 , 即ち 糞便 内 排 
卵 開始 直後 に 割 検 し た 白 単 15<17 号 は , 第 2 群 の 白 抽 8 
<10 号 と 略 同 議 の 到 の 分 布 状 況 を 示し , 肺 有職 に 夫々 1 
= の 孤立 性 虫 衣 ( 白 濃 15 号 で は 左 肺 に 1.2X 0.6X 0.4 
cm 大 の も の お よび 右 肺 3 葉 分 岐 部 に 1.0X 0.9X 0.5 
cm 大 の も の , 16 号 は 右 肺 8 葉 分 岐 部 に 0.9X 1.2 x 
0.8 cm 大 の も の 。 17 号 は 左 肺 に 1.8X 1.2X 1。0cm 
SM を 認め る に 過ぎ な か つた 。 と と ろ が , 
中 後 沖 検 まで の 経過 日 数 が 若干 長 か つ た 6 の 4 頭 で 
人 こ て 了 虫 体 が 数 回 に 理 り 居所 の 移動 を 行い , 
初 に 形 胡 さ れ た と 思わ れる 虫 裏 ( の 
8 次 の 下 裏 形成 が あり 。 さら に , それ ら の 融合 が 所 見 さ 
た 。 即ち 白 単 18 号 。20 号 お よび 21 号 の 左 肺 。 なら びに 
白水 19 号 の 右 肺 に は 夫々 1 コ の 可 成 り 大 きい 融合 性 由 胡 
の 形成 が 認め られ た ( 白 肖 18 号 で は 左 肺 に 1.7X 1.8X 
0.8 cm 大 の 融合 性 虫 組 お ょ び 右 肺 3 葉 分 岐 部 に 1.3※ 
0.9 X 0.7cm 大 の 孤立 性 虫 衰 , 19 号 は 右 肺 上 ・ 中 両 葉 
に 理 る 1.7※ 1.3X 1.0cm 大 の 融合 性 束 衣 お よび 同 箇 


て あり 





Pe 


28T 


隔 膜 葉 後 鈍 緑 部 に 1.0X 0.5X 0.5cm 大 の 孤立 性 下 
要 , 20 号 な ら び に 21 号 1 1.6X 1.6X 1.0 
cm 大 , また 後者 で は 1.5X 1.4X 0。9em 大 の 融合 性 
虫 論 が 認め られ た 

結局 。 林 語 の 7 頭 中 白 洗 18 号 で は 都合 4 コ , 1921 
紀 の 3 頭 で は 各 3 コ 宛 の 虫 井 形成 が あり , 肺 助 膜 ・ 縦 隔 
膜 の 肥厚 , 組 毛 増生 , 卵 沈着 な どの 諸 所 見 も 認め られ た 
が , 第 2 群 の 白 虐 1114 号 と 略 同様 , 第 1 群 の も の に 比 
べ , 右 肺 3 葉 相 互 問 の 癒着 , 肺 助 膜 と 胸 助 膜 ・ 縦 則 膜 ・ 
横隔膜 な ど と の 癒着 は 割合 軽度 で あり (但し , 虫 裏 の 占 
居 部 位 を 除く ) 特に 白 上 15 こ 17 号 で は 上 述 の よう な 殺 液 
膜 相互 問 の 癒着 が 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い ば か り で は な く ,, 
縦 隔 膜 の 肥厚 お ょ び 卵 沈着 も 一 層 軽 微 の 傾向 か あつ た 。 
統 上 7 頭 の 肺 職 を 組織 学 的 に 調べ た と こと ろ , 白 渦 18 号 
の 肺 騰 に 形成 され た 4 コ の 虫 槍 の 中 , 2 コ は 気管 攻 拡 張 
性 , また 2 コ は 軟化 裏 性 で あつ て , 左右 両 肺 の 軟化 性 
虫 府内 に 夫々 1 お よび 2 隻 , 計 3 隻 の 虫 体 が 証明 され た 
(第 4 図 29, 34~36)。 白 19 号 お ょ び 20 号 で は , 右 肺 
(9 号 ) ある い は 左 肺 C20 号 ) に 夫々 2 コ の 気管 支 拡張 
性 虫 喪 と 1 コ の 団 化 井 性 虫 衰 の 形成 が あり , 前 者 , 即ち 
人 Me 8 隻 の 虫 体 が 認め ・ 
られ た が , 後者 で は , 虫 体 が 左 胸腔 内 (横隔膜 附近 ) よ 
り 施 区 の 状態 ご 検出 され , 従 つて いずれ の 三 無 取 
あつ た (第 4 図 30 お よび 87)。 次 に 白 肖 21 号 の 左 肺 に 形 
成 さ れ た 3 コ の 虫 裏 は ぃ ずれ も 気管 支 拡張 竹 で あつ て , 

2 コ の 小さ い 下 辻内 に は 東 体 が 認め ちら れ な か つた が , 大 
ch 証明 され た 。 な お , 糞便 内 排 
卵 開始 直後 に 剤 検 し た 残り の 3 頭 の 中 , 白 涯 15 号 に 見 らち 
れ た 2 コ の 虫 井 は 夫々 軟 化 坦 性 お ょ び 気 管 族 拡張 性 で 
つて 前 者 に より 1 隻 , また 後者 より は 2 隻 の 虫 体 が 検出 
され た (第 4 図 27。 31<32) 。 こ と れ に 反し て 白眼 16 号 
な ら び に 17 号 の 虫 衰 は いずれ も 軟化 裏 性 で あり , 各 虫 愛 
内 より 夫々 3 隻 の 正体 が 証明 さ (第 4 図 28 お よび 
33) 。 

iv) 第 4 群 の 所 見 
本 群 6 頭 に お ける 
概 の 分 布 状 況 は 第 1 図 ( 
図示 の ょ うに 6 頭 の 試験 白水 中 , 
剤 検 し た 白 渦 22 号 は 第 2 群 の 白 単 8 <10 号 , 第 3 群 の 白 
単 16<17 号 と 略 同 様 の 虫 栓 の 分 布 状況 を 示し , 右 肺 に 1 
Me ( 右 肺 8 葉 分 岐 部 に 1.4X 1.3X 0.7cm 
大 の も の ) を 認め る に 過ぎ な か つた 。 と と ろ が 。 効 成虫 
簡 検 まで の 経過 明 2 若干 長 み つた 他 の 5 頭 で は 


れ た 
れ た 


下 体 の 介在 部 位 お ょ び 数 な ら び に 虫 
最 下 段 ) に 示し た 通り で ある 。 
糞便 内 排卵 開始 直後 に 


(127 ) 
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頃 臓 に て 虫 体 が 居所 の 移動 (1 2 回) を 行い , た め に 
最初 に 形成 され た と 思わ れる 上 虫 裏 に 隣接 し て 2 次 ある い 
は 3 次 の 虫 斉 形成 が あり , さら に , それ ら の 融合 が 所 見 
され た 。 即ち 白 洗 24ー25 号 の 右 肺 な ら び に 26 一 27 号 の 左 
肺 に は 夫々 1 コ の 可 成 り 大 きい 融合 性 虫 井 の 形成 が 認め 
られ た ( 白 単 28 号 で は 右 肺 に 2 コ の 孤立 性 虫 衰 , 即ち 
1.8 X 1.2X 1.0cm 大 の も の お よび 1.7X 1.2X 1.2 
号 で は 右 肺 に 前 者 2.2 

よ 3.0 メ 1.5 メ 1.2cm 大 の 





cm 大 の も の , 24 号 な ら び に 2 
1.5 X 1.2cm 大 , 和 
融合 性 虫 組 , 26 号 で は 左 肺 に 8.0X 1.2X 1.1cm 大 の 
融合 性 虫 衰 , 27 号 で は 左 肺 に 2.2X 2.0X 1.2cm 大 の 
融合 性 虫 衣 お よび 右 肺 に 1.2X 1.2X 1.0cm 大 の 孤立 
性 虫 衰 の 形成 が 認め られ た )。 

即ち , 第 1 図 に 明らか な ょ うた, 白 旧 27 号 で は 左右 両 
肺 に 虫 衰 形 成 が 認め られ , 2 > 4 隻 の 下 体 も 2 急 さ れ て 
1 衰 内 2 虫 と な り , 肺 助 膜 ・ 縦 隔 膜 の 肥厚 , 毛 増生 
卵 沈着 , 右 肺 3 葉 相互 の 着 , 肺 助 膜 と 胸 par ・ 縦 隔 
膜 ・ Ne ど と の 癒着 も や し 顕著 の よう で あつ た 。 ど と 
れ に 反し , 残り の 5 頭 で ( は 隊形 放 が 2 左 両用 の 中 , 
どちら か 一 方 に 限定 され , 従 つ て 肺 組織 ある い は 胸腔 内 
ご の 東 体 の 移動 が 比較 的 少な か つた ょ うう で 
めか , 寄生 数 の 多い 割 に 葵 液 膜 相互 間 の 癒着 な ら び に 卵 
oe ゃ ゝ 軽い 傾向 か あつ た 。 

と これ ら 7 頭 の 肺 臓 C で は , 白 滑 28> 
Wen な 3" も うい の 滴 の 中 , 

いずれ も 軟化 裏 性 で あつ て 内 部 に 3 一 4 衝 の 了 体 が 放 
CM た が (95 号 に お ひ る > 他 の 1 隻 は 遊離 虫 体 で あ 
つた ), 小さ い 気 管 到 拡張 性 虫 衰 か ら は 虫 体 が 検出 され な 

同様 , 自 汽 26 号 の 左 肺 に 形成 され た 大 小 2 の 

5 ト 夫 ス 軟化 裏 性 お ょ び 気 管 攻 拡 張 性 を 示し , 前 者 よ 
り 4 隻 の 虫 体 が 検出 され た (第 5 図 39, 42 お よび 43)。 






な 、 デー の ) 
し の ェ ソ ノブ / て ご 


25 号 の 右 
大 きい 方 





次 に 白 単 27 号 で は ,。 上 述 の 通 0 左右 両 肺 に 夫々 92 隻 宛 
の 虫 体 を 入れ ※ - 当 化 裏 性 お ょ び 気 管 攻 拡張 性 虫 誤 の 形成 
が 1 コ 宛 認め られ た ( 左 肺 に は RCOPPRE 


杜 2 コ あり , 第 5 還 40, 44 て 46)。 な お , 糞便 内 排卵 
開始 直後 に 剖検 し た 白 渦 22 号 の 右 肺 3 葉 分 岐 部 に 見 られ 
た 下 衰 は 気管 波 拡 張 性 ご で あり, 内 部 に 4 隻 の 虫 体 が 証明 
され た (第 5 図 38, 3 

(4 ) 虫 卵 の 糞便 内 排 浴 状 況 

感染 各 群 の 試験 白 用 に つい て は EPG の 算定 を 行い , 
ORCHaPaizontdhsheaasw 
移調 べた 。 以 下 そ の 成績 に つい て 述べ る 。 
j) 第 1 群 の EEG 








【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 王 


上 述 の 通り , 長野 氏 の 虫 卵 分 離 採集 法 を 用 い 
る だ け 丁 寧 に 肺 吸虫 卵 排 湯 の 有無 を 議 べ た 。 し か し , 閉 
査 期間 を 通じ て , 本 群 Y 頭 の 糞便 に は 殆ど 取 卵 が 証明 き 
れ な か つた 

ii) 第 2 群 の EPG 

5 5 頭 の 成績 は 第 6 図 に 示し た 通り で ある 。 即ち 自 
単 13 号 の 業 便 内 排卵 P 日 目 に お ける ETPG の 値 細 
較 め て で 僅か 1 を 数 える に 過ぎ な か つた が , 3 日 目 
54, 5 日 目 500 と 日 を 追 つ て 増加 し 。 7 日 目 こ は 遂 編 
2.000 の 多き た 達し た 。 と と ろ が , 翌 8 日 目 の EPG 繊 
1.500,。 さら に 9 日 目 に 至れ ば 750 と 日 数 の 経過 と と 幸 

減 の 傾向 を 示し , 11 日 目 に は 50 に 減少 し た 。 その 篠 
3 日 間 。 EEPG の 値 は 10 以 下 を 示し , 特に 13 日 目 の 側 
に は 躍 卵 の 排 洪 が 認め られ な か つた が , 15 日 目 頃 か ら 爾 

び 増 加 の 兆 が 見 え , 19 日 目 に は 8,200 の 多き に 達し , 
み も 検査 期間 を 通じ て の 最高 値 を 示し た 。 しかし, る 苺 
以後 は 日 を 追 つ て 減少 し , 24 日 目 頃 に は 日 25 内外 を 六 
える の みみ と な つた 。 

次 に , 白 単 12 号 な ら び に 14 号 の EE PG 申 線 は 図示 の 夢 
り で , 相互 に 若 : 『 の ずれ が ある に せよ ょ , 白衣 18 号 と 略 同 
様 の 傾向 か 見 られ た 。 即ち 排卵 開始 第 1 日 目 こ お ける 一 
PG の 値 ! は 比較 的 少く 1 5 で あつ た が , 日 数 の 経 遇 き 


と る 似 次 増加 し て 12 号 は 18 日 目 ,。 ま ? 0 は 8 日 目 加 
夫々 83.480 お よび 5,850 の 多き に 達し と と ろ が , 尋 


(UI 彼 BTG の 価 は 6 と 減少 し , 問 も な た く 日 々 30 内 
ye る の み と な つた 。 さ ら 人 日 数 が 経過 する と, 尋 量 
加 線 は 再び 上 四 の 傾向 を 示し , 前 者 は 26 日 目 に , ま 洛 
em 21 日 目 に 夫々 5,480 お よび 3,670 の 多き と 数 え 押 
2 の 山 を 描い た 。 な お , 白 渦 10 号 は 糞便 内 排卵 開始 第 9 
日 目 (EPG 晶 線 の 山 の 所 ) に , また 白 渦 11 号 は 同 第 夫 
日 目 (EEPG 曲 線 の 谷 の 所 ) に クロ ロホ ルム 麻酔 に て 鞭 
死 , 排卵 中 期 の 肺 臓 に お ける 下村 な ら び に 虫 体 の 分 布 拉 
況 の 観察 9 従 つ っ て,。 と れ ら の 2 頭 に お ける 更 里 
G の 消長 に つい て は , その 全貌 を 見 極め 得 な か つた 。 
所 ) ed 
森 群 4 頭 の 成績 は 第 7 図 に 示し た 通り で ある 。 即ち 自 
単 20 号 の 糞便 内 排卵 開始 第 1 日 目 こ お ける ER PG の 値 ほ 
代 か 1 に 過ぎ な か つた が , Me 5 日 目 2,800 と 壮 
増し て 8 日 目 に は 3,985 の 多き に 達し た 。 と と ろ が , 翌 
9 日 目 の EPG は 2,600 で , さら に 10 日 目 に 至れ ば 400 
と 日 数 の 経過 と と > に 清洲 の 傾向 を 示し , 11 日 目 に ! 
100 に まで 減少 し た 。 そ の 後 数 日 間 , 糞便 内 の 貝 卵 数 が 
比較 的 少く 。 EEPG の 値 は 日 々 185~ 350 を 数 える の み 
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第 2 図 健康 戸 原 な ら び に 幼 成 虫 1 隻 移植 白 原 (第 1 群 ) の 肺 臓 
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3 図 幼 成 虫 2 隻 移植 白 原 (第 2 群 ) の 肺 肛 
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第 4 図 幼 成虫 3 叙 移 植 白 必 (第 3 群 ) の 肺 肛 
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半 便 内 排卵 開始 後 の 経 過 日 数 
第 6 図 第 2 群 白 原 10 こ 14 号 の EPG 曲線 第 7 図 第 3 群 白 尿 18 こ 21 号 の EPG 曲 線 
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糞便 内 排卵 開始 後 の 経 過 日 数 
集 8 図 a 第 4 群 白 原 23>25 号 の EPG 曲線 


( 134 ) 
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糞便 内 排卵 開始 後 の 経過 日 数 
第 8 図 b. 第 4 群 折原 26<27 号 の FPG 曲線 


第 6 図 - 第 8 図説 明 


第 6 図 : ベー スラ イン 上 の 零 (0) は EPG 0 を , ま 
た 黒点 (・) は , 白 原 11 号 で は EEPG20 以 下 。 同 13 号 で は 
25 以 下 , 同 10 号 。 12 号 お よび 14 号 で は 40 以 下 を 夫々 
示し て いる 。 ・ 

第 7 図 : ベ ー ス ライ ン 上 の 懇 (0) は EPG 0 を , ま 
た 黒点 (・) は , 碧 原 18 こ 19 号 で は EPG40 以 下 , 同 20 
と 21 号 で は 67 以 下 を 夫々 示し て いる 。. 

第 8 図 ab: ベ ー ス ライ ン 上 の 寺 (0) は EPG 0 
を , また 黒点 (・) は , 白 原 23>24 号 で は EPG 100 
以下 。 同 25>27 号 で は EPG 67 以下 を 夫々 示し て 
いる 。 
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で あつ た 。 し か し , 15 日 目 頃 より 再び 増加 の 兆 が 見 え ,。 
16 日 日 8.850 さら に 17 日 目 に は 8,600 と 日 を 追 つて 潮 増 
し レ , 18 日 目 に は 遂に 検査 期間 を 通じ て の 最高 て 11,.850) 
に 達し た 。 以後 , EEPG は 日 数 の 経過 と と ゃ 価 減 の 傾 
向 を 示し , 24 日 目 頃 に な る と 日 々 100 内 外 を 数 える の みみ 


と メー 


ご / ふ ご / こ o 


次 に , 白 滑 18 号 ,19 号 お よび 21 号 の EEPG 曲 線 は 図示 


の 通り で 。 相互 に 若干 の ずれ が ある に せよ 。, 白 単 20 号 の 
と それ と 略 同 様 の 傾向 が 認め られ た 即ち, いずれ の 例 に 
お いて も , 排卵 開始 第 1 日 目 の 選 PG の 値 は 極め て 少な 
みつ た が , 日 数 の 経過 と と も に 尊 増 し , 白 肖 18 号 は 14 日 
卓 , 19 号 は 10 日 目 , 21 号 は 5 日 目 に 夫々 3,180 と 5,130 
お よび 1,350 の 多き に 達し た 。 し か し , それ 以後 色 PG 
3 と 減少 し , 間もなく 日 々 50 内 外 を 数 える の み 

な つた 。 さらに ke 
上 衝 の 傾向 を 示し 。 自 水 18 好 は 28 日 目 19 号 は 25 日 目 , 
21 号 は 22 日 目 に 夫々 5,465, 1,780 お よび 8,250 の 多き 
を 数 え 第 8 の 山 を 描い た 。 

iv) 第 4 群 の BPG 

本 群 5 頭 の 成績 は 第 8 図 に 示し た 通り で ある 。 即ち 白 
単 26 号 の 糞便 内 排卵 開始 第 1 日 目 に お ける EEPG の 値 は 
極め て 少く , 僅か 2 に 過ぎ な か つた が , その 後 選 PG 曲 
線 は 小さ な 山 を 描き な が ら 日 を 追 つ て 上 昇 し , 9 日 目 に 
は , 2,400, さら に 11 日 目 に 至る と 3,265 の 多き に 達し 
た 。 と と ろ が 翌 12 日 目 か ら は 日 数 の 経過 と と も に 瀬 減 の 
傾向 を 示し , 16 日 目 に 至れ ば 僅か 100 を 数 える の み と 
な つた 。 し か し , MAReereir 
再び 増加 し , 25 日 目 に は 12,660 の 多き を 数 え , 遂に 
検査 期間 き os EPG の 値 
は 急激 且つ 著 明 に 減少 し , 28 日 目 頃 に な る と 日 々 200 内 
ako: 生か みみ と な つた 。 

鱗 に 。 白 上 23 号 。 24 号 。 25 号 お eo 
は 国 示 の 通り て 。 相互 と 若干 の ずれ が ある に せよ 。 折 上 
09 の それ と 電 織 の 林 人 衣 あせ た 半 人 : 3 
の 例 に お いて る, 排卵 開始 第 1 日 目 の 刀 PPG の 値 は 極め 

て 少な か つた が , 日 数 の 経 通 と と も に ヒ 池 増 し , 白 渦 23 号 
は 10 日 目 ,24>25 号 は 15 日 目 , 27 号 は 13 日 目 に 夫々 7,915, 
3.965, 4.088 お よび 4,835 の 多き に 達し た 。 し か し , 
それ 以後 包 PG の 値 は 急激 に 減少 し , 間もなく 100 内 外 
を 数 える の みみ と な つ た 。 さ ちら に 日 数 が 経過 する と, 巨 也 
G 上 曲線 は 再び 上 昇 の 傾向 を 示し , 白 渦 23 号 は 20 日 目 , 24 

て 25 号 は 29 日 目 , 27 号 は 89 日 目 に 夫々 21,150。26,315, 
7,900, 10,200 の 多き を 数 え 第 2 の 山 を 描い た 。 
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C1) 移 征 幼 成 昌 の 感染 率 

移 征 幼 成虫 の 感染 率 と は , 試験 白湯 の 腹腔 内 に 移植 し 
た 幼 成 虫 数 に 対す る 寄生 虫 数 , 即ち 宿主 の 肺 臓 (胸腔 ) 
に 達し , 概ね , その 剖検 時 ( 幼 成 虫 移 征 後 8 一 67 日 目 ) 
まで 寄生 生活 を 営む と と が で きた 正体 数 の 百分率 を い 
フ o 

本 論 で 述べ た よう に 筆者 は , 27 頭 の 試験 白眼 を 移 征 幼 
成虫 数 の 多 宴 に よ つ て 4 群 に 分 け , 第 1 群 Y 頭 の 腹腔 内 
に は 夫々 1 隻 宛 , 第 2 群 7 頭 に は 夫々 2 隻 宛 , 第 3 群 7 
頭 に は 夫々 8 隻 宛 , 第 4 群 6 頭 に は 夫々 4 隻 宛 , 都合 66 
YAS な 00 多 に 感染 きせ る と と 
- 芋 人 筆者 ら (1958) は 本 移植 試験 と は 別に , あ ち ぇ の 
mc の 一 定数 を 白 単に 経口 投与 し , 本 虫 の 感染 率 そ の 他 
に 関し て 若干 の 検索 を 行い つ > あ る が , 今日 まで と 得 た 
RT 
1530 の mc を 投与 し , その 中 の "18 頭 (86.7) に 感 
梁 せ し め る と と が で きた 。 な お , 陽性 者 18 頭 に お ける 感 
感染 率 は 最高 86.722, 最 底 26.722 (平均 46.6 多 ) で あつ 
従来 。 及 到 。 と り わ け 刀 %. の 宿主 体内 (人 ・ 犬 ) 
に お ける 移行 経路 を 解明 せん が た め , 同 mc, 幼 成 虫 あ 
る い は 成虫 を 実験 動物 ( 犬 ・ 白 肖 ・ 海 無 ・ 家 兎 な ど ) の 
皮下 , 腹腔 , 胸腔 その 他 の 臓器 組織 内 に 注入 乃至 移植 
し , それ ら が 如何 な る 運命 を 辿る か を 仔細 に 追求 し た 実 
験 成績 は ある が , 筆者 の よう に 。 用 え の 区 成虫 を その 用 
腔 内 に 移 征 す る つて 保有 虫 数 の 常に 一 定 し た 試 
験 白骨 を 作成 し , さら に , と れ ら を 用 い 寄 生体 の 生物 学 
的 必 質 , 放 の 糞便 内 排 汰 況 た ど に つい て の 詳細 な 鈴 
府 を 行 つ た 報告 は 区 どの な い 。 そ の 上 , ア %w. と ア どの , か 
と で は 実験 動物 に 対す る 感受 人 性 な ど に も 若干 の 差異 が あ 
り , 従 つ て 筆者 の 感染 率 と 従来 の それ と を 相互 比較 検 
討 す る と と は 困難 で ある が , 刀 の 幼 成 虫 の 感染 率 は 
どの mc の それ に 比べ 著しく 高い よう で あり , 移 征 
し た 効 成 上 の 殆ど すべ て が 宿主 の 肺 臓 (胸腔 ) に 達する 
と と が 本 実験 に ょ り 明 か と な つた 。 

(2) 効 成 虫 移 征 後 便 内 排卵 開始 まで の 日 数 

本 論 で 述べ た よう に , 27 頭 の 試験 白 淫 の 中 , 第 1 群 の 
7 頭 で は 肺 臓 に いわ ゆる 定型 的 虫 裏 の 形成 が な く , 虫 体 
は 宿主 の 胸腔 内 ょ り 遊 離 の 状態 で 検出 され , 従 つて , 検 
査 期間 を 通じ て 息 卵 の 糞 便 内 排 洪 は 殆ど 認め られ な か つ 


だ 作 よ 
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た 。 と れ に だ 反し , 残り の 20 頭 で は , 肺 臓 に 定型 的 な 虫 斉 
が 形成 され , 幼 成 虫 移 征 後 間もなく 虫 卵 の 排 演 が 見 られ 
た 。 即ち , 第 2 群 の 7 頭 は 10~17 日 目 , 第 8 群 は 9 ~21 
日 目 。 第 4 群 は 8 15 日 目 に 夫々 排卵 が 開始 され た 。 
宮崎 (1944) が ア z mc の 和 生 確 売 な Sg の 肝臓 た 
用 い , 白 滑 へ の 還 4 了 つ た 成績 に よる と , mc 感 
染 化 便 内 排卵 開始 まで の Met 日 で あつ た 


Ma 
* ハ うっ 。o 


wty 筆者 ら (1958) は ア 。 の mc の 一 定数 を 白 

に 試 儲 せ し め , mc 試食 後 糞 便 内 排卵 開始 まで の 日 数 
nae と 関し 若干 の 検索 を 行 つ て いる が 。 現在 まで に 得 た 
成績 を 外 括 すれ は 次 の 通り で ある 。 即ち , mc1530 を 
試 信 せしめ た 3 頭 の | 』 沙 に を ける 葉 便 内 排卵 開始 まで の 
日 数 は 夫々 84 日 (寄生 数 9 隻 ),87 日 ( 同 15 隻 ) お よび 40 
日 ( 同 11 隻 ) で あつ た 。 

次 に 安藤 (1915) は , 妃 %. の 宿主 体内 に お ける 移行 
経路 を 究明 せん が た め , mc みか ら 出発 し て 犬 の 腹 膝 内 よ 
実験 的 に 得 た 区 成 虫 を 白 肖 お よび 海 手 (腹腔 内 ) に 移 
植 し た 。 そ と の 結果 , 移 盾 され た 幼 成 虫 の 中 , 若干 の も る の 
が 該 動物 の 腹腔 内 に て 再び 発育 し , 寄生 生活 を 継続 し 得 
る 事実 , お ょ び 極 め て 少数 な が から 胸 腔 内 に 到達 し 得 た 虫 
体 が ある の を 認め , 同氏 は 効 成 上 中 を 移 征 する と と に ょ り 
ち %. の 実験 動物 へ の 感染 か 容易 に 成立 し , 且つ 移 征 幼 
成虫 は 極め て 迅速 ( 移 後 3 日 以内 ) に 宿主 の 胸腔 内 に 
達する と 述べ て いる 。 

ま た, 河村 (19151916) は , mc か ら 出 発し て 実験 
的 に 得 た ア w. の 幼 成 虫 ( 犬 系 ) を 健康 仔犬 に 試食 せ 
し め , 本 幼 成 虫 の 感染 力 有 無 を 調べ た 結 3 p い の 細 成 
虫 は 消化 液 な どの 作用 良く 抵抗 を 示し , 再び 小腸 末 疾 
部 乃至 大 腸 起 始 部 の 腸 壁 を 宰 通 し て 試験 RNNmMa 
入 す る と と , お よび 腹腔 に 達し た ccp 
と と な く , 速 か に 肺 臓 に 向 つて 移住 する と いう 諸事 実 を 
明か に し た 。 そ うし て 同氏 は , EN 
する 宿主 の 反応 , と り わ け 腹 腔 の 病変 は me 試食 犬 の て そ 
れ に た 比べ 著しく 軽い 傾向 が あり , 前 者 の 肝臓 に は "cree- 
ping disease " 様 の 疹 痕 形 成 が 認め られ な か つた と 記 吉 
し て いる 。 

前 頃 で 述べ た よう に , 従来 , 宿主 の 体内 に て ある 程度 
に まで 発育 さ 僅 た 幼 成 虫 ( ヵ ) の 一 定数 を 鍵 康 白 淫 の 
了 内 k 移 盾 し , RY まで の 日 数 な ど 
に つき 詳細 な 検索 を こ 0 その 上 , 肺 吸虫 
は 釣 虫 ・ 虫 な どの ょ うな 腸管 内 寄生 虫 と 異 り , 虫 卵 が 


蘭 


! 


実験 動物 の 糞便 に 大 注 され る ま て の 機構 は 基 だ E 雑 で 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・* 第 2 呈 


に 者 た : 


ある よう に 思わ れる 。 従 つて , 全く 同一 条件 下 で 感染 試 
験 を 実施 し た 場合 と 難 も , 感染 後 間 便 内 排卵 障 8 始 き まで の 
日 数 に は 動物 個体 に ょ り 溢 干 の 区 異 を た 生ずる 可能 性 が な 
いと は いえ な い 。 

以上 の よう な わけ で , 筆者 の 成績 を 直 に 従来 の 諸 成績 
ei 彼 と これ 論ずる と と は 妥当 で な いか も 知れ な い 
が 。 正和 和 後 3 便 内 排卵 開始 まで の 日 数 か , 宮崎 ・ 
者 ら の mc 感染 後 糞 便 内 排 卵 開始 まで の 日 数 に 比べ て 
若干 坊 か > つた の は , 入 上 , 人 本 ・ 河 持 の 玩 肌 で 明か 
よ ょ うに, 腹腔 内 へ の 移 征 功 成虫 が 極め て 迅速 に , 再び 宿 
モ の 時 隊 に 侵入 す る と と な く 肺 膝 に 向 つて 移行 し 。 陸 
を 形成 し た > めで あろ うと 推察 され る 。 

(3) 肺 臓 に お ける 息 細 の 発生 分 布 と 虫 卵 の 業 便 内 
排 港 状況 (EPG) と の 関係 

i) 第 1 笠 の 放 見 

幼 成 虫 各 1 隻 を 移 征 し た 本 群 7 頭 の 白 削 で は , 肺 臓 に 
定型 的 虫 細 の 形成 が な く , 下 体 は 宿主 の 胸腔 内 ょ り 遊 苑 
の 状態 で 検出 され , 従 つて 検査 期間 中 に , 息 卵 の 糞便 内 
排 江 は 殆ど 認め られ な か っ た 。 枯 ょ うに 単数 寄生 の 
自 当 で は , 何故 東 語 が 形成 され な いか と い うぅ 問題 の 謎 を 
解く こと は 難し い が , 虫 体 の 移行 に 起因 する 胸腔 の 病変 
( 肺 助 膜 と 胸 助 膜 ・ 縦 曲 膜 ・ 模 隔 膜 な ど と の 癒着 。 右 肺 
8 葉 相互 問 の 癒着 , 肺 助 膜 ・ 縦 隔 の 膜 肥厚 , 織 毛 増生 , 
卵 沈着 た ど ) が 杉 し て 著 明 で あつ た の は , 貝 体 が 虫 衣 を 
形成 する に 必要 な 相手 を 求め て , 盛 に 胸腔 内 を 歩き 廻 つ 


た ゝ めで あろ う 。 人類 に お いて き * 適齢 に 達 ! し 2 が 倉 
- 意 と 協力 の も と に “sweet home" を 作る に , 肺 


吸虫 の 場合 も 虫 細 形 成 に は , 2 隻 の 中 体 あ る い は そ 渦 以 
上 の 協力 が 必要 の よう で ある 。 

ii) 第 2 て 4 群 の 所 見 

幼 成虫 2 4 隻 宛 を 移 盾 し た 都合 20 頭 (第 2 群 頭 , 
第 8 群 Y 頭 , 第 4 群 6 頭 ) の 試験 白 沙 の 中 , 移 征 和俊 剤 検 

まで の 経過 日 数 が 比較 的 往 か > ゝ > つた 7 頭 ( 白 肖 8 <10 
号 。15 一 17 写 お ょ び 22 号 ) で は , 肺 臓 に 夫々 1 コ の 虫 誠 
(但し , 白 渦 15 号 は 2 コ ) を 認め る に 過ぎ な か つた 。 
と ろ が , 経過 日 数 が 若干 長 か つ , た 他 の 18 頭 で は 。 夫々 2 
ー 4 コ の 虫 裏 が 形成 され て いた 。 と れ ら 18 頭 に お ける 虫 
卵 の 糞便 内 排卵 状況 て EPG の 消長 ) を 調査 し た と と ろ 
REPG 山 線 は 糞便 内 排卵 開始 後 5 一 15 日 目 , 18~39 日 目 
の 間 に , 夫 々 著しく 上 昇 し て 1.850 一 7.950 お ょ び 1,780 
ー 26,315 の 多き を 数 え , EPG 消 長 の 山 を 描い た 。 

と の ょ うに ETPG 曲 線 が , 検査 期間 中 に 2 回 に 互 り 著 
し い 変 動 示し た 原因 に つい て の 真相 を 究明 する と と は 
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胡 和 34 年 4 月 (1959)]〕 

な か な か 難し い 。 し か し な が ら , 下 卵 の 糞便 内 排卵 開始 
後 | も な 剤 検 し た 白 洗 で は , 肺 有職 に 夫々 1 コ の 虫 斉 
認め る に 過ぎ な か つた の を 反し , YE 長引い た も 
りら では , 夫々 3 4 コ の 虫 裏 形成 が あつ た と いう 事実 か 
ら 。 便 内 排 痢 始 後 の あ る 時 期 。 即ち 恐らく は 。 区 王 


G 曲 線 の 谷 の 所 で , 由 体 が 居所 の 移動 ネ 行 い 。 これ が EE 
PG の 消長 に 若干 の 影響 た 及ば し た の で は な か ろ ろう か と 
筆者 は 考え て いる 


即ち , EEPG の 値 が 急激 に 増加 し た の は 。 産卵 能力 吐 
盛 な 寄生 体 に よ つ て 新生 息 要 内 に 産 下 され , 著 積 さ れ た 
多数 の 虫 卵 が 1 時 に 排 湯 さ れ た ょ めで あり , その 後 当分 
の 間 , EEPG の 値 が 非常 に 少 か つた の は , 寄生 体 の 同一 
虫 栓 内 て の 潮 在 期間 が 長引く に つれ て , 導 了 人 g 時 産物 な 
が 鬱 積 し , さら と 宿 主 の 防 紛 反応 な ど に ょ り 生 活 環境 
が 悪化 し , 貝 体 が 肺 騰 の 新しい 場所 に 向 つ て 居所 の 移動 


ぁ 行 つた ゝ め , eS の 気管 朗 内 へ の 排 浴 が 一 時 停止 され 
バ と ) 原 因 て ろう 。 
むす び 


小型 大 平 肺 吸 息 効 成 遇 の 白 県 腹腔 内 へ の 移 征 試 験 を 行 

い 。 効 成虫 の 感染 率 , 幼 成 虫 移 征 後 糞便 内 排卵 開始 まで 

日 数 , 肺 有職 に お ける 下 須 の 発生 分 布 と 東 卵 の 糞便 内 排 

浴 状 況 ( 也 re と の 相互 関係 な ど を 検討 し 。 大 
体 次 の ょ ぅ な 結果 を 得 た 。 

1 人 | 所 27 頭 の 腹腔 内 に 小型 大 平 肺 吸虫 の 幼 成 

虫 。 夫々 1 4 隻 宛 計 66 便 を 移 征 し ,。 これ ら を 100 多 に 


ゼ や + 


感 注 せ 1 め ー 本 ト 」 が ンー に た 。 
9 ) 幼 ) 「 貞 全 移植 ビ 1 渦 ] C は 。 検査 期 間 か 通 【 じ て 忠 卵 
炉 便 内 排 浴 な ら び に 肺 臓 に お ける 貞 要 の 形 成 が 認め ら 
な か つた が , 2 て 4 隻 移 針 白 当 ご は , いずれ も 肺 臓 に 


定型 的 虫 井 の 形 成 が あり , 効 成虫 移 丁 化 8 一 21 日 目 に 糞 
便 内 排卵 を 開始 し た 。 

3) 幼 成 虫 2 て 4 隻 移植 白 当 の 須 職 に 形成 され た 最初 
の 辿 は , 主として 気管 攻 拡 張 性 虫 半 , 最後 (2~8 
次 ) の それ は 主として 商 化 辻 性 上 結 で あり , 虫 体 の 前 者 
か ら 後 者 の 移動 は 3 糞便 内 排卵 開始 後 | 3 な く 行 われ た 
も の と 思わ れる 。 一 方 , EEPG 曲 線 は 糞便 内 排卵 開始 後 
5 15 日 目 , また 18~39 日 目 の 間 に , 夫々 著しく 上 昇 し 
て 1,800 て 7.950 お よび 1,780 一 26,815 の 多き を 数 え 


人 描い た 。 よ つて RE PG 則 線 の 変動 は , 
体 の 居所 の 移動 に 若干 の 関係 が ある の で は な か ろう か 
> 相 像 され る 。 
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終り に 臨み , 御 指導 頂い た 一 色 於 葛 四 郎 教授 , 種々 御 
教示 に 与 つ だ 森田 平治 郎 教授 な ら び に 望月 宏 助教 授 。 御 
征 さき つた 荒川 申 , 大 艇 豊 照 。 梶本 卓 の 3 君 に 護 ん で 

謝 の 意 を 捧げ る 。 
宮村 な 人 は 日 本 寄生 虫 学 会 西日本 支部 第 14 回 大 会 
(1958。11, 2) に お いて 報告 し た 。 
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SurmmarY 


The auth@&r has already reported a survey on 
the incidence of larval lung-fluks, /Z7Zgo2722S 
27 を ZSZzse26SZS, in esZ7Z の eZ77 collected from 
Shin-yodo River in Osaka Prefecture. 

In the present study,immature ア 0 ん /sze7622SZS 
obtained from the abdominal cavity of white rats 
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20 to 25 days after their infection by metacercariae, 
were transplanted into the peritoneal cavity of 
uninfected rats. It was the purpose of this work 
to produce rats harboring a known number of 
these lung-fiukes, as well as to gain a better under- 
standing of the biolgical natures of these implanted 
fukes and the course of the infection in the ex- 
perimental hosts. 

The experiment was made on a total of 27 adult 
white rats exposed, individually, to from 1 to 4 young 
adult worms: of these, seven received 1 worm 
each, seven received 2 worms each, seven received 
3 worms each and six received 4 worms each. 
These animals were killed between the 13th to 
67 th days after the infection, and the distribution 
of the adult worms and worm cysts in the host 
was examined macroscopically and microscopically. 

The results obtained are as follows : 

(1) The number of young adult worms reco- 
vered from the lungs and pleural cavity of the 
hosts as adult worms, namely, the rate of infection 
of these implanted fukes, was 100 as shown jn 
Table 1. 

(2) In the rats individually exposed to only 
one young adult worm, all of the implanted fiukes 
had remained free in the pleural cavity of the host 
without invading into the lung tissue, throughout the 
entire period of the investigation.、 Therefore, in 
these animals no clear evidence of elimination of 
the eggs in the feces, or their entry into the cavity 
formation in the lungs, were observed. On the 
other hand, in the rats individually exposed to 
from 2 to 4 young adult worms, all of the implan- 
ted Hiukes entered into the lung tissue of the host。 
where they formed the typical worm cysts. These 
rats also began to pass the eggs in their feces 
between the 8th and 21 st days after the infection 
by immature 2 を /Sz4e24622S2S。 

(3) The innplanted fiuukes that reached the lung 
of the host and formed the first worm cysts there, 
moved one to two timnes into the other intact lung 
tissue. where they formed the second or the third 
ones. Most of the first worm cysts formed in the 
lung were cavites due to the dilation of the bron- 
chus. On the contrary, the second or third one 
was uSually a cavity due to softening of the lung 
tiSSue. 

(4) As to the daily examination of egg out- 
puts in the feces, each animal showed, twice, the 
peak egg count throughout the entire period of the 
investigation,a8 Shown in Figs. 6 to 8. The first 
peak egg count (1.350 to 7.950 EPG) occurred be- 
tween the 5th ane 15th days, and the second one 
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(1.780 to 26.315 EPG) between the 18th and 39 th (5) It is suggested, therefore, that the transi- 
days after the beginning of patency. As soon as tory decrease in the egg count to negative or 
the fecal egg production reached a peak, it rapidly near negative may be connected with a removal of 
fell to a low level of between 0 and 188 eggs per the dwelling place of the implanted fnkes in the 


gram of feceSs. 


lungs of their hosts. 


写 真 説 明 


1>2 健康 白 原 , 3>4 白 原 2 号 , 5<6 同 3 号 、7<8 同 4 号 , 9>10 同 5 号 , 11>12 同 6 号 , 15<16 同 7 号 


13~>14 白 原 5 


17 
18 
19 


30 


38 
39 


40 


白 民 8 号 : 
同 9 号 :: 
: 左 肺 に 大 小 2 = の 忠誠 形 成 あ り , 大 きい 上 忠 究 の 割 面 は 23 (軟化 檎 性 虫 寄 ), 


同 13 号 


同 14 号 : 


百 厩 , 15 


同 20 号 


白 必 22 号 : 
同 26 号 ・ 


同 27 号 


ほ ヶ の 横隔膜 (上 面 ) お よび 胸壁 . 
幼 成虫 1 稚 移 西 白 販 で は 肺 助 膜 の 肥厚 , 緒 毛 増生 , 右 肺 3 葉 相互 問 の 療 着 , 縦 隔 膜 ( 心 論 ) の 肥 
厚 , 卵 沈着 な どの 族 変 化 が 所 見 きれ る . が 。 忠 栓 の 形成 は 認め られ な い 、. 
E 肺 に 1 コ 忠誠 形 成 あ り , その 割 面 は 21 (軟化 誠 性 虫 基 ). 
右 肺 (上 葉 ) に 1 っ の 忠 医 形成 あり , その 割 面 は 22 (気管 支 拡張 性 虫 誠 ) , 
また 小さ きい ぃ 忠宏 の 割 面 は 24 (気管 支 拡張 性 の 無 虫 虫 奏 ) . 
左 肺 に 大 小 2 = の 昌 訳 形成 あり , 大 きい ぃ 忠 椅 の 割 面 は 25 ( 鞭 化 姜 性 躍 放 ), 
も た あさの 誠 間 に 3 気管 支 拡張 性 の 無 忠 虫 楽 ). 


号 : 左右 両 肺 に 夫々 1 ュ 殆 計 2 っ の 忠誠 形 成 あ り , 左 肺 に お ける 忠 医 の 割 面 は 31 (軟化 真性 中 放 ) 


ま kp よ 32 (気管 支 拡張 性 忠誠 ) . 


号 : 右 肺 3 葉 分 岐 部 に 1 ュ の 忠 朗 形成 あり , その 割 面 は 33 (軟化 放 性 虫 諾 ) . 


と 


号 : 左右 両 肺 に 4 っ の 忠 杖 形成 あり , 即ち 左 肺 の それ は 融合 性 虫 誰 で ,。 1 っ = の 団 化 対 性 虫 寄 (34) 


と 2 ュ の 気 和 支 拡張 性 無 虫 只 35 の a お 8 よび Db) か ら 成 る . な 3 お 8, 右 肺 3 葉 分 岐 部 の 虫 誠 


ズ V 守 


の 割 面 は 36 (軟化 訟 性 虫 誠 ). 


: 左 肺 に 1 = の 可 成 り 大 きい 融合 性 虫 論 の 形成 あり , 3 隻 の 串 体 が 左 胸腔 内 ょ り 検 出さ れ た . 該 


6 


] 


旦 の 割 面 は 37 の 通り で, 1 っ の 大 きい 団 化 性 の 無 虫 虫 宏 (37a) と 2 ュ の 小さ きい 気管 支 拡張 
性 の 無 虫 虫 苦 (37b) か ら 成 る . 
右 肺 3 葉 分 岐 部 に 1 っ の 忠 楽 形成 あり , その 割 面 は 4 れ 気管 支 拡張 性 虫 絡 ) . 


: 左 肺 に 大 小 2 = の 下 褒 形成 あり , 大 きい 取 誰 の 割 面 は 42 (軟化 言 性 虫 褒 ), また 小さ い 下 楽 の 


割 面 は 43 (気管 支 拡張 性 の 無 虫 虫 誰 ) 

腹面 ) : 右 肺 に 1 =, 左 肺 に は 大 小 3 ュ , 都合 4 = の 下 諾 形成 あり , 右 肺 に お ける 中 導 の 割 面 
は 44 (気管 支 拡張 性 虫 拓 ), 左 肺 に な ける 大 きい ぃ 忠誠 の 割 面 は 45 (軟化 枚 性 虫 宏 ), また 小さき 
い 忠 奏 (2 =) の 割 面 は 46 (いずれ も 気管 支 拡張 性 の 無 虫 束 誠 ) . 


( 139 ) 
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腸管 外 に 置か れ た 各種 岬 虫 卵 の 態度 
並び に 運命 に 関す る 研究 
(1) マッ ウス の 腹腔 内 に 投与 きれ た 場合 


科 。 作 語 夫 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 躍 原 束 学部 (部 長 礎 下落 教授 ) 
(昭和 34 年 1 月 29 日 受領 ) 
特 別 掲載 


る と いう と と が 考え られ る 。 祥 他 の 幅 東 類 , 例え ば 肺 吸 


ま 


AI 
令 
0 只 


了 , 日 本 住 血 吸虫 肝 吸 孔 等 の 了 卵 が , 宿主 体内 の いろ 
上 成虫 が , その 本 来 の 寄生 部 位 で ある 腸管 か らし は な れ いろ の 暴 所 組織 , 特に 脳 等 に も 見 出 だ さ れ て お り , それ 


て 還 膝 只 に 迷 入 する こと は 。 左 々 道 遇 する と と ろ で あ ら に よる 病変 報じ られ て いる と と ょ り し て ゃ , 取 卵 の 
る 。 と れ が た また ま 雌 虫 で ある 場合 , と れ ら の 部 位 で る 移行 の 事実 や , と の 経路 を 明確 に する と と は 重要 な 問題 
当然 産 す る 。 と の ょ 5 に し て 腸管 外 で 産 下さ れる か , で ある と 考え られ る 。 
又は それ 以外 の 何ら H 由 に ょ つて , 和 宿主 で ある 人 体 怠 虫 卵 に 関し て は , 石川 920), 三 宅 924), 
PPriaair 侵入 し た 上 取 卵 に まつ て 。 一 定 の 病室 谷 918), 則 (1929, 安楽 984) 等 に よる と , 由 
物 巨 細胞 等 の 出現 に ょ つて 包囲 呑 喰 

- 共 に, 結局 は 結合 織 の 増生 
と 考え られ る 様 な 像 を 報じ て 
。 MO 組織 内 で 須 調 に 発育 











変 を お と し た と いう 報告 は 内 外 に か な り 多 い が , その 究 卵 さ 多く の 場合 
ど が 倫 然 に 見 5 れ た 症例 で あり 。 これ ら に 関し て 我々 と を 
の り も つ 知 工 は 。 断片 的 で ある 。 又 異 所 で 多数 に 産 下さ れ 
た 下 卵 が 。 一 体 ど こ へ 行き ,。 と し て どう な る の か と いう 
様 な 虫 卵 の 運命 に 迄 及 ん だ 報告 は あま り 見 な い 。 員 選 蔵 狼 生 完成 ( 
銅 東 卵 の 侵入 に ょ つて , 一 定 の 病変 た お と し た と 云う る 。 す な 4# の Makai (1922) は 肝臓 膜 瘍 中 に 5 隻 の 顕 
報告 は , 主として 肝臓 , 騰 臓 , 胆 斉 , 用 膝 内 世 は 網膜 起 め , Africa ら (1936, 1938) は 
に 於 ける も の で ある が , 石川 て 1920) は 腹腔 内 腫瘍 と 手 E 亡 し 7 婦人 の 腹腔 内 の 貝 
術 し た 例 の 大 酒 膜 に , 約 小児 頭 大 の 辻 腫 様 腫 | の , X な お 実 用 的 に 猿 の 』 腹腔 内 ( - 細 | 
汐 巴 節 が あり , と の 光 巴 節 の 壊死 層 に 多数 の 顕 取 卵 を 投与 し て 活発 に 運動 する 仔 虫 避 三 卵 に 3 の ee レ て い 
玉 が ある の を 見 て , と 』 ある と 報 ! 


光 巴 流 に ょ つて 水 思 餅 
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粗 江 学 的 所 見 あら , 虫 卵 は る の を 見 て , 自家 感 


“[ ・ cs (に こ 異物 結 信 形成 し (6 う し \ う 報告 





た も の で あら 多 な お 肝臓 や 膝 臓 や 腸 組織 内 に 侵入 し た ! - 体 どう な る の か , 喝 に くわ 
舞 睦 に 於 ける , に 基 因 する 病変 に つい て し く 検 討 し て みる 必要 を 感ずる 。 





古く か ら 胆汁 や 騰 液 の 沙 に よる 、 卵 の 機械 的 押込 説 や - 、 に 於 いて 著者 


し 3。 宿主 体内 異 所 に 置か れ た 種々 の 
血行 説 , 或 は 光 過 説 等 が ある が , と うい うと と か ら , 不 遇 虫 卵 に - 
動 性 の 頭 虫 卵 で も 何ら か の 機転 に ょ つて , 体内 を 移行 す 1) 谷 に つい て 。 ら 異 所 又は 組 江 内 


へ 行き 。 結局 は 。 どう な る の か 





TOMIO YANAI : Studies on the behaviour and (お か 
fate of various ascariq eggSs placed outide intestine し いい うど と 
of host U) Experiment with eggs placed in abdo- 
minal cavity of mouse (Department of Parasi- 
tology, Research Institute for Microbial Diseases, 
Osaka University) と り 得 る i 


2) 忠 卵 の 時 庁 2 若 し そ の 順調 な 発育 を 遂げ 
た 場合 に , 運動 仔 虫 期 卵 を 完成 し 。 と ゝ に 自家 感染 が お 


Ao 丘 = 2 症 が 22S 
* か と いう と と 。 又 と うい う 修 
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育 の 事実 と , と の 発育 し 得る 場合 の 因子 は 何かと 云う と 


1 
た 
こと 


8) それ ら の 占 昌 卵 に よ つ て お と る 病変 の 比較 系 統 的 
な 観察 
等 に つい て 検討 する と と と し た 

こう いう 目的 を も つて 実験 を 行う に あたり , 実験 動物 
* 用 いる と , 占 把 卵 に つい て は , 非 固有 宿主 の 異 所 組織 
と いう と と に な り , 人 体 の 場合 と 自ら 条件 が 上 異な つて く 
る が , Africa ら も 猿 を 用 いて いる の で , 著者 は 便宜 の 
た め , 先 ゴ ャ ウス を 用 いて , と の いろ いろ な 組織 に 種々 
の 遇 虫 卵 を 投与 し て , 人 体 組織 内 に 於 ける 場合 を 考察 す 
る 間接 的 な 知見 を 得 よ うと 考え た の で ある 。 
5 し て , マウ ス の 脳 , 用 時 大 馳 筋 等 の 一 定 部 位 
に , 種々 の 顕 虫 卵 を 注入 し て 本 研究 を 続行 し se 


応 の 所 見 を 得る に 至 つ た の で , と ゝ だ 報告 する と と と 


ちと ! 


まず 。 第 一 報 と し て 。 マウ ス PP 
豚 , 犬 , 馬 等 各種 昭 虫 卵 に この 成績 を 述べ る 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 


実験 に 使用 し た 貢 虫 卵 は , 豚 , 犬 及 び 還 の 生鮮 昌 の 
子宮 ょ り , 可 及 的 無菌 的 に 採取 し た 受精 単細胞 期 卵 で , 
\ じ め , 20 狗 アン チ ホ ルミ ン で 15< 90 分間 脱 
時 上 際 じ 5 縛 陽 8 その 他 , 培養 し て 得 た 豚 顕 貝 完熟 
仔 由 包 蔵 卵 も 用 いた 。 対 賠 と し て , 豚 魚 昌 単 細胞 期 卵 を 
60'C30 分 間 て た 卵 , 及び と れ を 1.5 多 硝 酸 銀 
間 日 光 に さら し て 得 た 黒 染 虫 卵 を も 


こう つう 半 、 表 と は 
) 支 、 赤 ッ 


液 に 入れ , 約 101 
使用 し 

実 : 験 動物 に は , 平均 15g の マウ ス を 用 い 
顧 上 店 し な か つた 

昌 卵 注 部位 は 常に 一 定 に こし た 。 す な わ ち , 腹腔 の 
合 ば , 毎 党 マ ウス の 騰 輸 と 左前 腸 骨 球 を 結ん だ 線 , す 
7 0 人 人 し, er 四 ? を 傷 つ 
け な い よ 導 注 射 針 の 先端 を 鈍 こ し て 使用 し た 。 

証 入 K に は , 和 理 食塩 水 に て 上 記 虫 卵 の 濃厚 な 浮 潮 液 を 
つく り , 注射 量 は 0.1cc 中 約 2000 個 浮 漠 せる も の を 0.2 
ー 0.3cc,。 すなわち , 4000 一 6000 個 見 当 と し た 。 

検査 方 法 は ,。 上 記 の ょ うに し て , 下腹 部 腹腔 た 注射 し 
則夫 
友 を 症 離 し て , 腹筋 上 の 肉眼 的 所 見 を 検 し た 後 , 腹壁 を 
騰 輪 を 中 心 に 4 部 に 分 ち , 腹筋 を 摘出 し て て ー 覆 の 載せ か 
ラス だ ょ AN け で ある が , 一 般 に , 組 
織 内 に 於 いて 由 卵 が 或 程度 つて いる と, 強 拡大 ル 


, 凌 雄 は 特に 


乾 
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ー ペ (10※, 20X), ま た は , 解剖 顕微 鏡 に より , その 大 
体 を 観察 する 事 が 出来 る の で , 腹腔 内 の 検査 に は , ま づ 
と の 方 法 で 充分 観察 する と と と し た 。 その後 。 細部 に つ 
いて は , 腹腔 の 各部 の 臓器 や 組織 を , 可 及 的 正確 に 解剖 
学 的 部 位 を 確 め つつ , 生 材 料 の ま ゝ 摘出 し , 上 記 の 圧 平 
頂 本 を 作製 し て 検査 する か , 摘出 し た 生計 料 を , その ま 
ま ラ クト フェ エノール て で 遂 徹 し て 頭 微 鏡 下 に 検 し , ダー 方 
ホル マリ ン 固 定 し て , 型 の 如く 連続 組織 切片 標本 を 作製 

レ 。 へ マト キシ リン ・ エ オジ ン 染 色 し て 観 窒 し た 。 

胸部 を 特別 に 検査 する 場合 に は , 腹部 に は 一 切 触 れ 
ず 。 直接 胸 部 の 表 度 を 剣 離 し て 胸腔 に 達し , 上 記 の 方 法 
ooo 

顕 虫 卵 発 衣 骨 程 の 表現 は 種々 ある が , 主 に Brown, 
伏見 の 分 類 に よ つ た 。 す な わ ち , 下 卵 の 各 発 育 段 階 を 単 
軍 誠 早期 系 実 , 後期 系 実 期 , 肉 期 , 運動 仔 虫 期 
の 5 期 に 分 け ,。 と れ に 変性 卵 を 加え て 観察 し た 。 

第 1 て 4 表 に 示し た 志 症 士 は , 数 百 個 , 数 十 個 , 数 候 
の 虫 卵 の 意味 で ある 。 又 虫 卵 結 飾 の 項 の 一 は , 単に 形 
成 の 有無 生 示 し , 士 は , 非 定型 的 な 結節 の み を 認め た 場 
合 に 使用 し た 。 


実験 成績 


豚 占 虫 単細胞 期生 卵 15 例 , 豚 下 死 卵 10 例 , 豚 虫 完 
熟 仔 虫 包 蔵 卵 Y 例 , 犬 映 虫 単細胞 期生 卵 15 例 , 馬 下 単 
細胞 期生 卵 14 例 , 合計 61 例 に つい て 実験 を 行い , 第 1 一 
4 表 の 如き 成績 を 得 た 

と これ ら 個 < の 実験 例 だ け か ら 。 夫々 の 結果 を まとめ る 
に は , 少数 例 に 過ぎ て , 見 不備 の 様 に 思え る ガ が , と れ 
ら 各 種類 虫 卵 の 相互 の 間 に は , 一 応 の 共通 点 と ー つ の 傾 
向 が 認め られ , とれ を 全体 と し て も , 一 つの 成績 と し て ま 
と め う る ろ と と , 双 著 者 は , 本 実験 と 俳 行 し て , 約 80 例 の 
マツ ウス の 脳 及び 大 服 筋 だ Ke に 各種 虫 卵 を 注入 し , 
様 な 観 窒 を 行 つ て , と れ ら か ら も ゃ 0 
た と と 等 か ら , と れ ら の 成績 を 基礎 に し て , 検 Ye 
る と と ゝ し た 。 ち を そし て 豚 顕 虫 単細胞 生 卵 の 成績 を 


っ 2 ano 
代表 と し て 詳細 と 記載 し , その 他 の 場合 は , それ と の 


【 


違 点 を 主として 記載 する と と と し た 。 

I. 豚 咽 虫 単細胞 期生 卵 

2 人 詩 間 目 

注 Nat 下腹 部 の 腸 壁 腹膜 や 腸 間 膜 等 に は 勿論 多 ィ 
い が , 大 部 分 の 虫 卵 は 注射 局所 より も 上 部 の 大 網膜 胃 
腫 間 有 , 胃 結 腸 間 膜 等 に 多く 認め られ , 又 胃 小 女 か ら 肝 
門 部 附近 の 上 腹部 腹膜 中 に も 多数 認め られ る 。 如 深 部 の 
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第 1 表 豚 虫 単 細 胞 生 久 

ーー 

ーー 48 時 間 。 72 時間 5 日 8 日 11 日 15 日 25 昌 
ks ー 伯 数 6 iu る EZ ea Pe 2 レー な も ae バ mc」 

虹 の 移行 部 位 及 発育 人 0 
腹 人 年 - 桁 性 - 桂 キキ キオ 圭二 キキ ーー キ 中 本 
上 腹 部 腹 膜 世 過 提 手 サ 十 持寺 十 圭 制 提 十 呈 十 
骨 朋 腔 腹 有 すか. 本 > に 2 2 9 中 。 2 
腸 間 膜 リン ズ 節 ーー を キ アデ キー ーー 才 、m 一 ーー - 一 、 才 、. キ 1 
小 丘 状 自 斑 まこ 本 っ 漆 二 む - 中 
放 訂 様 郭 結節 ーー 一 ーー 一 キ キキ 圭二 寺 + 一 
前 綻 隔 RC 5KHTC2 に 3 DA 
筋 横 隔 壮一 杜 幸 件 村 一 革 キ 、 守 キキ ネル キキ す 、 
爾 腹 筋 内 - キ 村 革 革 せ ー 本 一 す チ 音 + 桂 
都 骸 部 乱 肉 一 一 一 ーー ーー キー ーー 一 の 
隊 林 義春.、 二 ニー ーー キー デー ーー ーー ーー キ デー ー ーー 
肺 騰 ーー ー 
器 脳 そ の 他 ーー ー = 
発 育 程度 (細胞 数 ) 1 1 >2 の 衝 基本 あき ok な 。 、 天 :、- 章 


証 : 1) 左下 腹部 腹膜 は 注射 局所 附近 の 腹膜 及び 腸 間 膜 を 意味 す , 2) 
及び 左右 の 側 肝 間 膜 , 肝 門 部 , 小 絹 , 大 綱 , 胃 有 間 膜 , 
3) 骨盤 腹膜 は 直腸 , 子宮 , 卵 管 , 勝 肥 等 を 履 ろ 腹膜 で ある . 
5) 縦 隔 洞 は 肺 門 部 及び , 大 動静 脈 管 
左下 腹部 筋 , 左上 腹部 筋 , 右 下 腹部 筋 , 右上 腹部 筋 等 全部 を 含む . 


び 長 側 腹膜 を 意味 す , 
様 虫 卵 結節 は 本 女 参 照 . 


小腸 間 膜 根部 や 腹 大 動静 脈 を 覆う 腹膜 か ら , 横隔膜 と 肝 
識 の 間 の 左右 の 側 肝 間 膜 0 こも 多数 の 下 卵 を 
認め る 事 が 出来 る 。 息 卵 は 多く の 場合 , 数 士 ケ は 十 数 
ケ の 集団 を な す が 1 ケタ は Pe 学 し て いる 事 も あ 
る 。 時 に 連鎖 状 に 半 了 ほし 間 膜 や 腹膜 の 鍼 台 に 数 条 の 


帯状 を な し て いる 事 も ある 
双 1 例 に - 腸 間 肛 根 部 沙 人 を 圧 平 し て , 十 数 ヶ の 忠 卵 
を 検 す る 事 が 出来 た 。 
1 例 に は 胸腔 に も 証明 し た 。 す な わ ち , 縦 隔 洞 の 食道 


及び 胸 大 動静 脈 附近 と 肺 門 部 か ら 夫 々 十 数 ケ ヶ の 下 卵 を 証 
明 し た 。 

2 例 に は 横隔膜 か ら も 証明 し た 。 す な わ ち , 横隔膜 の 
み を 注意 し て 摘出 し 圧 平 し て 検 し た が , 数 十 ケ の 貝 卵 が 
-。-ACOYei0 の MK 

腹 に も 多数 の 下 卵 か 認め られ た 。 壁 剛 股 膜 を 可 及 的 
ec し た が , 最も 多い も の は , 常に 注 
射 部 位 の 左下 腹部 で , 次 いで 左上 腹部 , 右 下 腹部 , 右上 
腹部 の 順に , 夫々 数 百 ケー 数 ケ の 虫 卵 が 認め られ た 。 と 
の 下 卵 は 筋 東 に 沿 つて 数 珠 状 に 連鎖 し て いる 事 も 展 々 で 


上 腹部 腹膜 は 横隔膜 下面 の 舌 査 即 ち 前 
胃 結 腸 間 膜 , 小腸 間 膜 根部 等 , 上 腹部 の 臓器 腹膜 及 
4) 小 丘 状 白斑 及び 普 
壁 , 食道 周囲 及び 心 枚 筐 を 含む , 6) 腹筋 は 
以下 の 表 は 同様 に 表現 す . 
遇 Ps こ は 左 胸部 の 肝 j 間 ) カ ( こ て 認め られ た 。 肝 , 硝 。 
腸 , 脳 等 の 臓器 中 に は 認 % ) ら : 
貝 卵 の 発育 は 未だ 全部 単細胞 期 で ある 。 


うだ 
4 し よい 


48 時 cs 芝 

腹腔 内 で は 大 部 分 の 虫 卵 は , 24 時 間 目 と 同様 に 上 行 し 
て 上 記 の 上 内 に 認め られ る が , 1 例 は 上 腹 
部 腹膜 中 に は 少く , 骨盤 腔 に 多数 の 貝 卵 を 認め た 。 す な 
わ ち 。 導 腸 や 旨 及 の 久 和 を 覆う 腹膜 上 に 集団 を な し て 


認め られ た 。 
人 人 cs 叶 旨 と 共に 摘出 し , 圧 
F し て 検 す る と , 下 卵 集団 は , 薄く 透明 な 光線 を 屈 虎 す 
る 粘液 様 の も の で 周囲 か ら 境 さ れ て いる の を 認め る 事 が 
又 1 例 に は 腹 区 に 
粒 大 の 斑点 が あり , 検 す る と , 


肉眼 的 に や ゝ 白色 を 帯び た 不透明 栗 
と の 内 容 は 多数 の 虫 卵 で 


あり , その 殆 ん ど が 単細胞 期 久 で ある が , 中 に 2~-3 細 
胞 ( と 分 死 し た や も の や ゃ 認め と : れ た 。 
横隔膜 部 を 特に 圧 平 し て 見 る と 。 その ど と に で も 邊 卵 
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る が , 特に 中 央 の 膜 様 部 及び 胸 稚 部 附近 に 集 
て み ら れ る 事 が 多い 。 
に 2 例 共 認め られ , 圧 平 し て 検 す る と , 顕微 鏡 
下 に は マウ ス の 三 層 の 筋 層 の 内 。 い づれ の 剛 に も 侵入 し 
C い る よう に 見 える 。 又 左下 腹部 の 注射 口 附近 に 密集 し 
C い る 事 が 多い が , 左 旧 験 汐 巴 節 附 近 に 多く 認め られ る 
事 が あり , 又 遠 く 右 上 腹部 に も 認め られ る 。 1 例 に 洗 験 
泊 巴 節 を 圧 平 し て 中 に 数 ヶ の 昌 卵 を 証明 し た 。 

2 例 に は 胸腔 に も 発見 し た 。 

72 時 間 目 

注射 局所 , 及び 大 網 , 小 網 , 腸 間 膜 
左右 の 側 肝 間 膜 等 の 上 腹部 腹膜 や 
横隔膜 , 腹筋 ( 左 F 下 肛 部 た 上 妥 部 
数 の 了 虫 卵 を 認め る 

邊 卵 は 24 時 間 | | 。 4 時間 ! | と 同様 に これ ら の 部 に 大 部 
か は 集団 を な し , 又 北 条 か の 連鎖 状 を な し , 或 は 時 に 1 

ヶ の み 遊 離し て 認め られ る が , 中 に 肝臓 や 腫 臓 の 実質 騰 
器 上 に , 又は 胃 や 腸管 朋 に も , 粟 粒 大 乃至 器 実 大 の 白 
と し て , 明確 に 限局 せら れ て 認め られ る も の が あり 、 

は 小 丘 状 に や ゝ 隆起 し , 臓器 腹膜 に 固着 し て いる 。 

これら の 臓器 腹膜 か ら 肖 し て , 全 く 孤 立 し た 白色 の 
結節 と し て 認め られ る も の が ある 。 と の も の は , 秋 粒 大 
か と 半 米 粒 大 で , 多く は 商議 の 形態 を な し , 真珠 様 又は 
時 上 の 光沢 が あり , や ゝ 硬く , 弾力 性 が ある 。 腹膜 と 
ー 部 連絡 し て いる 事 も ある が , 多く は 全く 遊離 し 


O 


良 部 , 前 肝 間 膜 , 
。 腸 恒 膜 可 選 : 部 洒 巴 節 , 
右 下腹 部) 等 に 多 


上 [ 


NN 


V 


「 員 芝 員 る 2 
[ パ 


く 
これ ら 2 種 の 白色 結節 の 内 容 は , 多数 の 虫 卵 で ある 。 
単細胞 期 の も の と 2 ~ 4 細胞 に 発育 し た も の と 混 じ て い 
る 。 中 に 卵細胞 ( に 大 小 の 粒 状 物 や 空 胸 状 の も の を 混 じ 

性 卵 も 認め られ る 。 

上 記 の 識 器 は 腹膜 に 固着 し た 虫 卵 結節 と , 遊離 し た 商 尿 
形態 の 二 種 の 虫 卵 結 逢 は , 村内 に 相当 硬 の 包 生 卵 
注入 し た 場合 , 顕 虫 卵 の 種類 に 関 せ ず , 毎 常 , 殆 ん ど 腹 
腔 に 特異 的 に 形成 せ られ る も の で , 著者 は こと れ ら を 便宜 
上 , 以後 , 前 者 を 「 小 丘 状 白斑 」 後者 を 「 蔽 虫 卵 結節 」 
と 呼ぶ と と と する 。 

これ ら の 虫 和 昌 卵 の 運命 を 追 夫 す る の に 倫 好 
の 目標 と する 事 が 出来 る 。 

5 日 目 

銅 虫 卵 の 移行 部 位 に つい て は , 
72 時 間 目 と 同様 で ある 。 

東 卵 の 限局 性 傾向 は 強く , 腹腔 内 に は 2 例 共 小 正 状 白 
斑 や 黄 様 虫 卵 結 館 を 認め る が , まだ 1 ケー 数 ケ の 遊離 の 


状態 に ある 東 卵 も ある 。 

と これら 虫 卵 結 節 内 で は , 虫 卵 は 2 ~4 細胞 に 発育 を 示 
す も の , 未だ 単細胞 の も の , 種々 の 程度 の 変性 卵 等 を 認 
め る 。 

腹筋 に 認め られ る 下 卵 に つい て , 左下 腹部 筋 の 連続 組 
織 切 庁 塚 本 を 作製 し , 検 し た 所 , 虫 卵 は 三 剛 の いずれ に 
も 侵入 し て いる が , と の 際 , 筋肉 層間 の 緩 王 結合 織 の 中 
に 多数 侵入 し て お り , 筋肉 組織 の 中 に 介在 し て いる も の 
は , 稀 で ある 。 す な わ ち , 下 卵 は 外 筋 周 膜 と 外 筋 周 膜 の 
間 に 多く の 肉芽 様 細胞 浸潤 に ょ つて 限局 せら れ , 稀 と 内 
筋 周 膜 の 間 に も 介在 し て いる 事 に な る 。 内 側 の 腹 貸 筋 に 
接し た 民 側 腹膜 に は , 常に 多数 の 束 卵 集団 か 附 着 し て い 
8 日 目 
虫 卵 の 移行 間 計ら つて 結 生 時 48 時 間 目 等 と 同 
様 で ある 。 腹腔 内 に は 2 例 共 , 小 丘 状 白斑 や 黄 様 虫 卵 結 
節 は 形成 せ られ て いる が , その 他 の 腹腔 内 に は 顕著 な 肉 
眼 的 変化 は 認め られ な い 。 腹膜 上 に は 未だ 1 ケー 雪 ケ ヶ の 
遊離 し た 息 卵 を 認め る 事 が 出来 る 。 こ とれ ら 二 種 の 下 卵 結 
ke ルー ペ で 拡大 し て 見 る と 細い 毛 様 血 管 の 時 輪 が 認め 

し る や の が あ ? の 5 

と この 導 謙 政和 餅 を 圧 平 禁 本, 又は ラク ト フ エノール 
で 箕 徹し て 観察 する と , 8 日 目 の も の で は , 種々 の 程度 
の 変性 卵 が 多数 に 出現 し て いる の を 知る 。 すなわち , 上 
虫 卵 の 卵細胞 に は 多数 の 大 小 の 頸 粒 や 空 胞 状 物 が 出現 
し , 色調 も 混濁 し て 透明 化 し , 卵 親 も 変形 し , 卵 内 容 の 
月 壊し て いる 虫 卵 が 。 一 方 と は 生 。: 2 4 細胞 と 発 
育 す る 由 卵 と 同時 に 混在 し て る 。 中 に は 卵 内 容 は 汚 概 
内 て , 遂に 流出 し , 卵 疲 の み が 認 め ら 
れる 事 が ある 

他 の 腹 膝 内 に 認め られ る 由 卵 の うち ,。 上 記 の 顕著 な 東 
卵 結節 を 形成 し な いも の , 及び 腹筋 等 に 見 られ る 虫 卵 集 
団 の 顕微 鏡 的 所 見 は , 始め 薄く , 透明 な 膜 様 に 見 られ た 
撤 腕 も 。 次 第 に 黒 づ ん て 来 て 大小 馴 粒 の 不明 瞭 な 限界 
を も つ 和紀 こ ょ つて 包囲 さき れる ょ うに な る 。 と 
れ ら の 下 卵 集団 の 中 で も , 一 方 で は 発育 し , ー カ で て は 3 
性 , 崩壊 し て いく 下 卵 が 混在 し て いる 。 

商 1 例 に 脳 の 脳 底 桜 付近 の 科 質 中 に 十 数 ケ の 鯛 虫 卵 を 
発見 し た 。 

11 日 目 

虫 卵 の 移行 に つい て は , 上 記 の も の と 同様 で ある 。 と 
0 提 大 考 の 5 ci 米粒 大 の 様 虫 卵 結節 が ある 

*。 色調 が 帯 灰 褐色 で 周囲 と 癒着 し て いる 。 と の も の ゝ 


6 
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表層 に は 新生 血管 を と も な つた 薄い 肉芽 の 増殖 が ある 。 
内 容 は , 汚 乏 帯 黄 灰 白色 泥 状 の 膜 様 物 で 充 た され , 中 に 
を 数 ケ 包 蔵 する が , 少数 の 単 胞 期 及び 2 4 
胞 の も の の 外 は 大 部 分 が 種々 の 程度 の 変性 卵 で あぶ つた 。 
と れ ら の 所 見 か ら , と の 息 卵 結 館 に は , 細菌 の 混入 も 考 
え ね は - 粟 粒 大 , 刀 至 財 粟 実 大 の 白色 陶 
器 欄 Re 卵 結節 や 小 丘 状 白 斑 も あり , と れ 
ら に は , 細い 毛 様 血管 の 時 輪 が ある 。 こと これら の 内 容 に は 
談 性 卵 の 増加 も 目立つ 。 祥 全体 と し て 発見 され る 東 卵 数 
が 著 減 し て いる 様 に 思わ れ た 

腸 間 膜 恨 部 光 巴 節 に も 虫 卵 を 証 

その 他 の 腹腔 内 の 多数 の 虫 卵 は 


つて 包囲 され て , も は や 1 ヶ の 


っ 。 > ラグ の 7 
よら ぬ め 。 その他 ( 


. 状 物 や 


フ ,) 寺 南 寿 ) ご 1 > テ 、 の ) か 到 ! 
和 ン て マリ シン セッ ンジ 


彼 膜 に よ 
め な か つた 。 

15 日 目 

腹腔 内 に は 特に 強し 
ケ ヶ の 粟 粒 大 及び 賭 粟 実 大 の 小 丘 状 白 
を 認め る 

東 卵 結節 周囲 の 新生 血管 の 
肉芽 組織 の 増殖 で 栗 粒 大 小 岳 状 白 


ヶ 中 キキ ユ 


さだ ) 、 寺 キ ぇ 昨 を て ノ テ テア ee 
薄い 帯 褐 紅色 を 星 す る も の が ある 


> が 化 7 キ ミ 妹 > ) と # * テ = + が 
ヌコ ロリ っ 員 放 っ 、 ソ 


。 然し 10 数 
[及び 雅 様 虫 卵 結節 








ー つ は 腸 と 同色 の 
ら 下 細 i 節 内 の 


変性 卵 ! ) ょ 誠 し ヶ ee 4 ー 8 了 D た 貝 
卵 等 と 混在 す AA 両 祭 』 sw 
) 1 つ を 圧 平 し て も 。 内 容 0 も の て 





上 腹部 腹膜 に 2 個 の 小 丘 状 白斑 が ある 。 と の うち 1 個 
の 岬 粟 実 大 白斑 中 に 1 個 , 他 の 和栗 粒 大 白斑 中 に 10 数 個 の 
as 証明 し た 。 虫 卵 は 4 て 8 細胞 に 発育 し , 敵 状 の 汚 

灰白色 流動 物 に 』 - 充 た され て , その 中 に 虫 卵 が 浮 


症 周 胃 に は , 未だ 細い 血 





湖 7 デリ スト ろ ア な 
好 レ この や みょう つて に @ 


管 の 結 輪 が ある 

左下 腹部 の 腹筋 中 に 栗 粒 大 
数 10 個 の 変性 卵 及 の 

叉 涼 映 部 の 腹筋 中 に も 4 細胞 に 発育 し : た 下 夏 4 
明 し た 。 と れ は , 名 こ 
の 間 に 間 隙 す ら 認め られ た 。 

『. 豚 顕 虫 完熟 仔 虫 包 

豚 占 忠 単 細胞 期 卵 を 2.522 ホ ル マ リ ン 水 に て 30'C25 日 
間 培 差し て 旬 た 完 部 仔 虫 包 蔵 卵 を , 単細胞 期 卵 の 場合 と 
同様 に 左 下腹 部 , 須 腸 線 中 央 ヵ ee 個 注入 し て , 

24 時 間 目 , 48 時 間 目 , Y2 時 間 目 , 5 日 目 , 8 日 目 と 経過 

同様 に 観察 し た 。 


白色 の 班 点 が あ 1 


4 8 細胞 の 虫 卵 を 証明 し た 









< に 追 て あ 


( 144 ) 


[寄生 躍 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 再 


(1 ) 下 卵 の 移行 に つい て (第 2 表 ) 
単細胞 期生 卵 の 場合 と は 差異 が 認め られ な い 。 す な 
らち, 大 部 分 は 上 行 し て 上 腹部 腹膜 及び 人 稼 隔 膜 に , 一 部 は 
eo 左 旧 只 部 及び 右 下腹 部 等 の 腹筋 中 に , 丸 
48 時 間 目 , 1 目 の も の の 1 例 に は 胸腔 の 縦 陥 洞 等 及び 
条 ド は の , 8 日 目 の 例 は 明 き ら か な 仔 虫 包 蔵 卵 を 脳 

の 脳 底 核 附 近 の 科 質 中 に 認め た 
(3 ) 息 卵 結 館 に つい て 
5 日 目 の も の の 肝 門 部 付近 , 8 日 目 の 上 腹部 腹膜 及び 
隔 膜 部 に , 粟 粒 大 灰白色 の 様 虫 卵 結節 を 認め た 。 中 
に 多 数 の 仔 虫 包 蔵 卵 を 証明 し メ 
(3 ) 遇 化 仔 束 の 検索 

24 時 間 目 , 48 時 間 目 , 72 時 間 月 の も の に は 如何 な る 都 
に も ゃ 脱 帝 し た 幼虫 を 認め る 事 は 出来 な か つた 。 

5 日 目 の も の の 1 例 の 横隔膜 を / es 多数 の 仔 皮 
包 蔵 卵 の 集団 中 に 2 隻 の 遊走 する 幼虫 を レ し た 。 と の 
効 豆 は , 加 温 に ょ り 活 発 に 運動 し た が , NUM 月 から 
れ た 部 位 の 体腔 内 や 筋肉 組織 及び 臓器 中 に は , 遂 と 幼 東 
-。 又 他 の 1 例 に も 遊離 幼虫 は 認め な 
て , 圧 平 する 時 の 外力 に よる も の か , 
yy は 困難 で あつ た 。 双 8 日 目 

虫 包 蔵 卵 中 に も 脱 殻 し た 幼 邊 を 認め 


ば 来 な か つた 


V ユ 発見 ! | IN 
か つた 。 し た が つ 


自然 に 朋 化 し た も 


の 脳 に 認め られ た 





% 順 虫 死 卵 

対照 と し て , RE =60fC。 30 分 加 温 し て 

ス の 左下 腹部 の 騰 腸 線 の 中 央 か ら 約 

, 48 時 間 目 , Y2 時 間 目 , 4 
- 抽 察 し た 結果 は 次 の 如 


) 個 注入 し た 。 
日 目 。 5 日 目 , 10 日 目 。 15 日 目 と 


て ) 。 同様 マウ 


24 時 間 目 


(1 ) 東 卵 の 移行 に つい て (第 2 表 ) 
移行 部 位 に つい て は 生 卵 の 場合 と の 間 に 差 は 認 
め ら れ な い が , 死 卵 の 場合 , 日 時 の 経過 し た も の で や, 昆 
較 的 に 下腹 部 腹膜 や 小腸 間 膜 に も 相当 数 の 虫 卵 が 小 集 団 
を な し て 散在 し て いる 。 大 部 分 の 虫 卵 は , 同様 に 大 網 , 
小 網 , 肝 門 部 , 胃 有 間 膜 : 前 及 Meet の 上 腹部 腹 
有 や , 械 隔 膜 , 一 部 は 胸腔 の 縦 隔 洞 等 で = と し て 上 行 し 
て いる が , 腹筋 ( 主 に 左下 腹部 筋 ) や , 月 般 膨 に : も 移行 
( 2 ) 肉眼 的 所 見 の 特徴 に つい て 
死 久 生 卵 に 比 し て 限局 され る 傾向 が 著しく 
強く , 且つ 早期 で あり 双 虫 卵 周囲 の 反応 も 比較 的 顕著 で 


2 で あき フ 
) の や よ と 


24 時 間 目 の や も の 


の )t 目 の ルキ 
】6 Ce きき 


の は , 既に 殆 ん ど が 限局 され て いる 。 軒 





昭和 





肛 


ブタ 


生 参 


県 


系 


の た 
ゆみ / さ 


H 目 
ぉ め 


[aa! 


* 翌 


て べべ へ 





骨 和 34 年 4 月 


(1959) ] 
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第 2 表 豚 融 虫 死 卵 及び 先 半 仔 虫 包 罰 





政 の 移行 部 位 及 発育 
を 下部 腹 腹膜 ( 注 貞 局 所 ) 一 持 一 持寺 
持 


豚 画 中 死 卵 懇 占 虫 完 凌 仔 虫 包 蔵 卵 





日 時 「 


例 数  ] >? 


48 72 4 人 放 が yo RS 2 
時 時 時 時 時 
人 間 間 間 


(本 全う 信和 っ 3 の 


切 


「- 全 生 WY 
日 日 





0 0 te 志 


骨 盤 腔 腹 展 2 


ー 一 ー 士 一 
aa 導 所 


まま 
キキ 


二 キ 
キ 

| キネ 
主 
ま キ 


ーー ーーーー 一 一 一 + 十 





キキ | 
ます | 
+ | 
+ | 
十 | 
キオ 1 
まま |+ | 


移 都 人 稀 内 im 一 人 人 
肝 上 腫 肛 一 一 一 ーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー キー 一 
肺 人 
脳 ーーーーー ie 


変 変 変 変 月 吸 全 /、 任 : 任 合 給 住人 本 





そい 。 作 條 性 條 性 壌 収 東 昌 虫 東 離 昌和 曳 
第 3 表 大 瑞 虫 単 細 胞 期 卵 
て 日 時 HE 


昌 卵 の 移行 部 位 及 発育 


腹 





例 数 1 
左下 腹部 腹膜 (注射 局所 ) 壮 
EE 鹿部: 妥 本 : 暫 

骨 盤 腔 腹 膜 十 


48 時 間 4 日 5 日 


括 宇 
1 ま キ | こ Iimal 

| 

| 

| 

| 

| 





小 
な は と 
功 様 虫 卵 結 


| 
3 
+ 十 | 二 ま 
| 
+ 二 |+ キ 
| 


十 
十 
+ 二 
+ 二 








+ | キ 二 | 二 キ キ | 


| 本 
| 


隔 月 一: 一 一 キ ー ro は 
村 隔 有 所 革 + + t 


腹 筋 志 十 


に = 
土 キ 


+ キ 
お 1 
人 ・ 

主 


部 胸 ji 筋 肉 寺 一 ー 一 一 キ 一 一 ー ーー 一 一 
淫 肝 隊 . 卓 . 隊 ニー-ー キ ーーー ニ ーー デーー-+ ーー 壮 ー 才 ー 
肺 騰 一 ー 一 一 -ーー 一 一 一 一 ー ーー 一 ーー 
脳 そ の 他 一 一 ー ーー 一 一 キー 一 一 + ー 
発 育 程度 細 胞 数 ) 2>4 8 8<16 8<16 16 16 16 16 16 
示 に 沿 つて , 半 米 粒 大 の 灰白色 衣 包 の ょ う の も の が あ 等 の 点 で 異な つて いる 。 内 容 は 多数 の 変性 卵 で あり , 月 


り , 周囲 組織 と 固着 し 周囲 は 軽く 充血 し て いる 。 
生 卵 の 場合 に 見 られ た よう な , 陶器 様 光沢 を 


邊 卵 結節 と は , 色調 , 光沢 , 硬度 , 周囲 組織 の 反応 状態 


常 び た 蘭 様 


光 


壊し , 卵 形 を と さめ な いも の も 多い 。 
48 時 間 目 : 2 例 中 1 例 の 腸 間 膜 汐 思 節 は 著しく 腫 大 レ 


て お り , 左下 腹部 の 台 側 腹 に 半 米 粒 大 灰白色 状 包 様 の 
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も の が あり , 多数 の 崩壊 し た 東 卵 を 蔵 し て いる が , 腹腔 
中 に は 貝 卵 は 認め られ な か つた 。 

72 時 間 目 : et 及び その 附近 の 小腸 間 膜 の 細 小 血 
管 に 沿 つ て 回 栗 実 大 に 被 包 さ れ た 小 下 卵 集団 和 を 多数 認め 
る 。 筋肉 中 の 下 卵 周 | 囲 の 反応 る 強い ヽ 。 

4 日 目 : 小腸 韻 膜 の 細 小 血管 に 沿 つ た 回 粟 実 大 乃至 徴 
細 点 状 の 小 虫 卵 集団 は 透明 な 披 膜 に ょ つて 完全 に 彼 包 さ 
れ , 周囲 は 著 明 に 充血 し , 軽い 人 k 胡 像 を 時 呈す る 。 騰 壁 腹 
膜 に も 同様 の も の が ある 。 腸 間 膜 泡 巴 節 は 隆 大 し て い 
る 。 県 験 部 光世 節 も 腫 大 し , と の 中 に 顕 虫 死 卵 を 認め 


15 日 目 : 腹腔 内 に 貝 卵 を 認め ず , She に も な く 
た さ 左 下 用 筋 に の み 小 数 の 基 壊 し た 卵 帝 及び, 率 黒 色 に 
限局 され た 。 不明 瞭 団塊 を 証し 介 た 。 

iV。 犬 頭 虫 単細胞 期 卵 

ャ ウス グ の 左下 腹部 の 同様 の 一 定 場所 か ら , 犬 遇 東 単 細 
胞 卵 を 約 5,000 個 注 入 し て , 24 時 間 上 日, 48 時 間 目 , 4 日 
目 , 5 日 目 , 7 日 目 , 8 日 目 , 1 日 20 日 目 , 60 日 日 
と 観 窪 し て 第 8 表 の 様 な 所 見 を 中 
体内 に 於 ける 上 の 移行 部 位 や 。 卵 < の 人 及び 死滅 等 に 
対す る 下 卵 の 運命 に つい て は , 豚 名 由 生 電 有 間欠 と 根本 
的 ea 異 を 見 出す 事 は 出来 な か つた 。 し か し , 次 の よ ょ : 
な , 或 程度 の 特徴 は 見 出す 事 ぶ 出来 る 。 

(1 ) 犬 遇 虫 卵 の 移行 部 位 に つい て 

24 時 間 目 に 於 ける 貝 卵 の 移行 部 位 は , 豚 頭 虫 卵 の 場合 
と 殆 ん ど 同 様 ご で ある 。 す な わ ち 。 た 施 か は cw て 。 大 
網 , 小 網 , 肝 由 部 , 胃 腫 間 膜 , 横 隆 膜 の 前 及 eee 
等 の 上 腹部 腹膜 か ら , 一 部 は 横隔膜 を 突破 し て 胸腔 
移行 する 。 時 に 一 部 は 下行 し て 直腸 , 卵 管 , 子宮 等 を 了 
) 腹膜 へ , 又 一 部 は 主として 左下 腹部 及び 左上 浪 只 部 の 腹 
ao に 移行 する の が 主 な 移行 vg ある 。 

これ ら の 移行 部 位 に 於 ける 特徴 は , 犬 遇 虫 卵 の 場合 は 
朋 人 ト り も ゃ , 早期 に 且つ 比較 的 明瞭 な 限界 な 
や つて 彼 包 され る 様 で ある 

すなわち , 24 時 日 に は 下 卵 集団 の 周囲 に は ,。 薄い 大 
明 な 彼 膜 を 認め 得る も る の が 多く , 1 例 に は 肝臓 や 腫 臓 表 
面 の 虫 卵 集 | ee 小 白斑 と し 

48 時 間 目 に は , 殆 ん どす べ て の ke 小 集 団 を 形成 


ンー 。 . う うー oe 
すなわち らち 。 マゾ ピス 


中 ロ 











デ 誠 め ) 得 >- 
こ 中 選 の 侍 。 この 


し , 比較 的 透明 な 薄い 被膜 に よ つ て 限局 され る 事 が 多 
い 。 と の 時 期 に は も は Se に ある 下 卵 は 殆 ん ど 
認め る 事 が 出来 な い 。 肝 門 部 や 骨盤 腔 か ら 落 い 和 被膜 に つ 

まれ た 虫 卵 集団 を 井 包 の ま > 捕 出 し 得 た り , 又 1 例 の 
如き は 胸腔 の 且 下 1 部 灯台 節 附近 及び 師 隔 膜 に 面 し た 心 
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時 か ら 里 粟 実 大 の 薄い 披 膜 に 包ま れ は 下 卵 集団 を 摘出 し 

72 時 間 日 以後 に は , 表 開 5 有 有 の 彼 膜 は 潤い 透明 な も の 
みか ら 次 第 に 不透明 と な り , 遂 厚 い 白 色 の 被膜 を 形成 す 
る に 至る 。 

腹腔 内 に 於 いて , 典型 的 な 小 丘 状 白 才 や 蘭 様 虫 卵 結 生 
と し て 認め られ る の は 。 8 日 目 以 後 か ら で あ る 。 18 日 目 
の も の の 1 例 は , 上 腹部 腹 冊 に は 虫 卵 を 認め ず , 骨盤 陵 
の 直腸 に 接し た 部 に 半 米 粒 大 腫瘍 状 の 白色 虫 卵 結節 を 証 
明 し た 。 

( 2 ) 犬 環 虫 卵 の 発育 に つい て 

山下 単細胞 卵 の 発育 は , 豚 頭 虫 卵 と 同様 に マウ ス 林 
内 の 如何 な る 場所 で も 営ま れる 。 す な わ ち , 腹腔 内 の い 
た る と ころ の 腹 腕 上 , MPN 
卵 結節 や , 胸腔 内 や , 又は 横隔膜 , 腹筋 等 の 筋 問 結合 
内 で あ 

祥 その 発育 は 豚 頭 東 卵 の 場合 よ ! 
間 目 に 3 て 4 細胞 , 48 時 間 目 に し て 8 細胞 , 4 日 目 に は 
殆 ん どの 東 卵 は 8 細胞 期 一 多 細 胞 期 に 迄 発育 し て いる 。 
併 し 4 日 目 以後 , 如何 日 時 も 経過 し て も 多 細 胞 期 以後 
発育 た 示し た も の は 遂に 認め る 事 が 出来 な か つた 。 ま 
な わ ち 犬 顕 虫 単細胞 卵 の マウ ス 体 内 に 於 ける 発育 は , 』 


咽 虫 卵 の 場合 と 同様 に , 早期 柔 実 期 迄 と 云う 事 が 出来 


1 セ し 
コ k 
玉 
人 1 
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ン 
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た 


(3 ) 犬 顕 虫 卵 の 運命 に つい て 
腹腔 内 に 注入 され た 犬 由 単細胞 卵 は 2448 時 間 目 に 
され る 。 こ とれ ら の 中 で も , 東上 
5 人 発育 を 示す が , 革 盛 な る 生体 の 反応 に よ つ で て, 
いずれ は 種々 の 程度 の 変性 卵 に 変 つて いく 様 に 思わ 
れ ら の 観察 に は , 腹腔 内 に 形成 され る 小 正 状 白 牙 
中 結 飾 に つい て , 経過 を 追 つて 調査 し た 。 
大 瑞 虫 単細胞 卵 は 。 豚 銅 虫 単細胞 卵 よ り も や ゝ 大き 
く , 円 形 で 卵 帝 も 薄く , 卵細胞 は 殆 ん ど 卵 殻 を 充 た し 息 
黒色 に 黒 づ ん で いる 。 
これ ら の 取 卵 の 上 記 東 卵 結 矯 内 で の 発育 は 24 時 間 
目 , 48 時 間 目 で は 殆 ん どの も の が 2 8 細胞 に 発育 し で 
お り , まだ ご 変性 卵 な 見 見 る 事 は 少 い が , Y 8 日 経つ た る 
の で は , 多 細胞 期 迄 の 種々 の 生理 的 発育 段階 の 虫 卵 の 人 
に 。 多 く の 種 々 の 変性 卵 タ : 特 に 日立 - っ て くる 。 
大 映 昌 卵 の 卵細胞 に は , 大 小 の 昭 粒 や 空 胞 状 物 が 出 琵 
し て , 色調 も 透明 化 し 卵 形 も 椿 円 型 叉 は 長 知 円 型 に 変 形 
し て , あたかも 豚 顕 虫 卵 の 変性 に 陥 つ た も の と 形態 的 に 
は 独 ん ど 区 区 が っ か な く な る 。 到 に 旬 移 の みみ 拓 し 
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昭和 34 年 4 月 1959)〕 
ones ペー や もの, 卵殻 も 
ちる も の 等 が , 同時 に 認め られ 


て 遂に 融解 消失 し , 
卵 内 容 5 
る 。 と れ ら の を * 生 人 し 発育 し レ し つ ょ ある ,。 黒 づ ん だ 円 
形 の 虫 卵 と 混在 3 の に , と の 時 期 の 虫 卵 結 節 内 の 顕 
微 位 像 は 非常 に 特徴 が か あ る 。 

変性 卵 に も 単細胞 期 卵 か ら 変性 に 陥 つ て いく も の と , 
基 。 多 細胞 期 卵 等 か ら 種々 の 程度 の 変性 に 陥 つ て い 
区別 さ れる 。 

中 に 18 日 目 20 日 目 と 日 時 の 経過 す る に し た が つて 変 
性 卵 像 が 顕著 に 増え , 遂に は 蔽 税 虫 卵 結 人 節 の 内 容 は 全く 
治 三 区 白 色 流動 物 と 化し , その 中 だ 卵 や , 小数 の 発育 
記 程 の 虫 卵 が 浮 漠 し て いる よう に 見 える も の が ある 。 

(4 ) 肉眼 的 所 見 の 特徴 に つい て 

組織 学 的 所 見 に つい て は 人 後 報 に 詳説 し, 肉眼 的 所 見 に 
一 般 に で 本 の の 場合 は 押 挟 半 放 よ より や 
ま 化 は 比較 的 強く 且つ 明瞭 ご で ある よ 


くも の と 


つい て 述べ る 


腹腔 内 に 見 られ る 人 次 


て 


に 思わ れる 
いい < 


8) 被 包 化 傾向 迷 早期 で 且 ・ 細 ghe 
b) 白色 の 陶器 様 光沢 も 明 膝 で ある が , 一 面 肉芽 の 新 
て 腹腔 内 の 病変 は 比較 的 著 明 


生 も 星 成 で あり , し た が ・ 


で ある 事 
18 日 目 の も の の 一 例 は , 骨盤 腔 に 回 着 し た 米粒 大 の 東 
卵 結 館 が あり , ae と も な 2 淡 
い 混濁 し た 肉芽 の 増 将 で , た め に 淡紅 色 で ある 。 双 他 の 
ー 例 は , 左下 腹部 の 壁 章 胸 の 米粒 大 肉腫 様 の 了 虫 卵 結 節 
が 固着 し , 大 網 と 癒着 し , 一 方 は 大 綱 か ら , 一 方 は 下腹 
議 動脈 附近 か ら , 夫々 新生 血管 を 随 え た 混濁 し た 肉芽 が 
杖 に の び て , あたかも フリ ク テ ン 性 パン ヌス を 思わ せ 
る も の が あつ た 。 と の 例 で る 横隔膜 部 , 肝 門 部 , 胃 大 閉 
き に は 典型 的 な 小 丘 状 白 斑 や , 孤立 し er TTF 
, 検 鏡 す る と 細い 毛 様 血 管 の 常 輪 が 著 明 で ある 。 
20 日 月 の も の の , 肝臓 表面 の 横隔膜 に に 面 し た 部 に に 
科大 万 至 微細 点 状 の 白色 結節 が , 多数 砂粒 状 に 散 播 
槍 す る と , 同様 に 肝臓 組織 と 明 礁 に 境 す る 旧 結 逢 て あ 
60 日 目 の も の は , 腹腔 内 に は 東 卵 結節 は 認め ず , 腹筋 

に の み 数 ケ 認 め ら れ た が , これ ら は 皆 , 筋 線維 束の間 に 
単 在 し て , 完全 な 庫 包 を 形成 し , 灰白色 泥 状 の も の の 中 
に 初期 桑 実 期 の 下 * 浮 済 し て いた 。 

V. 馬 顕 虫 単細胞 期 卵 

マウ ス の 腹腔 や 脳 に 馬 顕 虫 単細胞 期 卵 を 注入 し て , 今 


ま て の よう に その 移行 部 位 や 発育 に つい て 観察 中 , た ま 
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た ま , 馬 買 単細胞 期 卵 の み は , マ ウス 体内 で 順調 な 発育 
を 遂げ て , 活発 に 運動 する 運動 仔 虫 期 卵 に まで 発育 する 
の を 見 た 。 と ゝ に 訟 いて ,。 も し , と の 仔 昌 が マウ ス 体 内 
て 成 部 し , 一 定 の 感染 力 を 持ち , し か も 組織 内 で 貞 化 し 
介 て , 一 定 の 体内 移行 を な し , 同 下 凍 だ 湖 生ずる 事 が 
出来 れ ば , Africa ら (1936, 1938) の 主張 する 自家 感 
染 の 可能 性 が 生じ て くる わけ で ある 。 

馬 遇 昌 卵 の 場合 に は , し た が つて 豚 や 犬 上 東 単細胞 卵 
と 同様 に , その 移行 や 発育 過程 を 追究 する と共に, その 
運動 仔 虫 期 卵 に 迄 発育 し た 仔 虫 の , その 後 の 運 命 に つい 
て も 鍋 察する こと に 興味 が ある 。 

そこ と で, 著者 は , 始め 6 例 , 
験 し , 以前 と 同様 の 方 法 に より , 24 時 間 目 , 48 時 間 目 , 
72 時 間 目 , 6 日 目 , 8 日 目 , 12 日 目 , 15 日 目 , 30 日 目 , 
150 日 目 と 時 間 的 経過 を 追 つ て 観察 し , 第 4 表 の ょ うな 
成績 を 得 た 。 

と れ ら の 結果 で は , 還 昭 虫 単細胞 期 久 は , マウ ス の 腹 
腔 内 で 運動 仔 虫 期 に 迄 は 達し 人 る が ,。 と れ が 骨 化 し 得 た 
5 提 遂に 得 ら れ な か つた 。 し か し 材料 等 の 都 . 
合 上 ,。 まだ 少数 例 に 過ぎ 衝 て 」 喝 に 実験 を 追加 し て , 
検討 る と と と し た 。 と の 結果 に つい て は 。 次 報 以 下 に 
の べた - い と 思 2 

(1) 上 放 の 欧 行 に つい \ て 

馬 占 虫 単細胞 期 卵 の 場合 も , 虫 卵 の 移行 部 位 に つい て 
は , 第 4 表 の 如く , 豚 及 び 犬 顕 虫 卵 の 場合 と 差 位 は 認め : 
られ な か つた 。 

東 卵 の 披 包 化 傾向 は , 
い 。 即ち , 72 時 間 目 の も の 
結節 を 認め る が , まだ 1 ケー 数 ケ の ま 
卵 も ある 。 

6 日 目 の も の で は , 腹腔 内 の 東 卵 結節 の 形成 は 顕著 で 
殆 ん どの 虫 卵 は 被 包 され , も は や 遊離 の 状態 の も の は 3 
見 出来 な か つた 

( 2 ) 東 卵 の 発育 に つ 

マウ ス 体 内 に 於 ける 選 器 虫 卵 の 発育 は , 豚 や 犬 遇 虫 卵 
に 比 し て 著しく 早く , そし て 活発 に 運動 する 仔 虫 包 蔵 卵 
を 完成 する と いう 特徴 が ある 。 す な わ ち , 24 時 間 目 に し 
て 既に 4 8 細胞 期 一 多 細胞 期 に 迄 発育 し て いる 。48 時 
間 目 に は 殆 ん どの も の が 初期 或 は 後期 又 実 期 に , 72 時 間 
目 に し て 2 ~5 多 の 割合 に 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し て いる 
6 日 目 の も の は 20 て 50 多 が 仔 虫 包 被 蔵 卵 で あつ た 。 

72 時 間 目 の 仔 虫 は , 体 全 体 が 粗大 頼 粒状 或 は 油 滴 状 の 
や も の に よ ょ つて 充 た され , 何ら の 配列 も 示さ な い が , 加 温 . 


あと か ら 8 例 に つい て 実 


犬 遇 虫 卵 の 場合 程 顕著 で は な 
に は 癌 黄 色 の 粟 粒 大 六 様 虫 卵 
まっ ゝ 遊離 し て いる 由 
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第 4 表 馬 映 


〔 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 2 墓 





日 時 24 時 間 48 時 間 
52oe こ ズ 0 
後 の 移行 部 位 及 発 育 ーー-、 、 " ! < 
左下 腹部 腹膜 (注射 局所 ) 填 理 十 
トド 胡 都 ,/ 義 . 諾 、 桂 、 圧 慎 
膜 





腹 


ま キ + 


臓 朋 層 用 臓 EN ーー 
肪 肛 Pr ーッ 

g 且 そ の 他 一 2 
AH だ 8 2 
発 育 程 度 4<8 計 楽 茶 


6 日 目 
> 体 の 


する 事 に より , と の 和 本 馬 和 な 運動 を 示し た 
の も の は , 仔 虫 を 充 た す 頼 粒状 物 も 策 細 小 と 
両端 に 透明 な 部 分 も 現われ て くる 。 8 日 目 の 
仔 虫 の 皮 軟 は , 明確 に 光線 を 届 折 し , 体内 の 周 小 頼 粒 に 
も , や ゝ 整然 た る 排列 が 見 られ る 。 体 の 前 端 は 透明 で 円 
味 を 帯び , 後 端 は や ゝ 和 失 る 。 室温 に 於 いて も 活発 二 
を 示し , 明らか に マウ ス 体 内 に 於 いて も , 仔 虫 は 
成長 を 遂げ 得る も の と 思わ れる ょ うな 所 見 を 得 た 

( 3 ) 中 卵 の 運命 に つい て 

腹腔 内 に 形成 され る 著 林 虫 卵 結節 や 小 丘 状 白斑 は 
日 以後 の 腹腔 内 に は , 殆 ん ど 常 に 形成 せ ち られ て いる 。 忠 
卵 は , 必ず し も 上記 二 種 の 虫 卵 結 侵 の み を 作る も の で は 
な く , 他 の 種々 な 組織 に も 餅 入 し て , 種々 の 形 で 彼 包 さ 


れる の で ある か みか, 犬 遇 虫 卵 と 








れる の で と 同様 に , 便宜 上 上 記 二 種 の 
由 卵 結節 に つい 

馬 争 虫 単細胞 期 は , 豚 及 び 
ゝ 大 きく ,。 形 も 犬 虫 卵 の 如く 円 形 で ある が , 
や ゝ 透明 で , 卵殻 は 三 者 の う 

マッ ス の 腹腔 内 に 思 馴 虫 単細胞 期 卵 が 投与 され る と, 
24 時 間 目 , 48 時 間 目 と 経つ に し た が つて , 虫 卵 は aa 
急速 に 発育 する が , 一 方 生体 も 直ちに 吐 盛 な 反応 を お と 
レ , 種々 の 相 胞 の 増殖 に ょ つて 躍 卵 集団 を 彼 名 し , と ゝ 
に 上記 二 種 の 虫 卵 結節 を 形成 する 。 


いて 観察 し 


いり 


両 下 単 細胞 期 卵 より パ 
卵細胞 は 


ら 最 も 厚 V *o 


) あ や C か 内 ・ 


虫 単 細 胞 期生 卵 
日 


72 時 間 6 


1 


| |+ ま + 


二 


徐 仔 虫 仔 中 仔 申 


150 
ca 日 


2 4 : ] 1 1 1 
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主 
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し 馬 光 
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十 
| 
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まる 
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| キキ 
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六 
まま 
ま 


| 
- 
| 
| 
| 
| 


任 虫 仔 虫 仔 虫 壊死 
2 50 20 20 10。、 50 2 20 1 


72 時 間 目 の 虫 卵 結 黄 内 に は , 単細胞 期 卵 , 2 て 4 細 胸 
期 卵 , 多 細 物 期 卵 , 後期 桑 実 期 卵 等 の 種々 の 発育 段階 の 
も の の 中 に , 2 て 5 の 割合 に 運動 仔 虫 期 卵 を 証明 する 
まだ 極め て 少 い 。 

ご は , 1 例 に 50 多 , 他 の 1 例 に 20% の 括 
合 に 運動 仔 貝 期 卵 を 認め , その 他 に 上 記 の 種々 の 発育 殿 
階 の 虫 卵 を みとめ , 次 第 に 変性 卵 の 割合 が 増加 する 。 

8 日 目 の も の は この 変性 卵 の 増加 が 著 明 で ある 。 

すなわち 。 電 | 胞 に は 大 小 の 団 粒 状 物 や 空 胸 状 物 が 出現 

色調 も 辿 色 化し 誠 する も の , 或 は 著 明 に 透明 化 表 
る も の 等 が 現われ て , 卵細胞 は 固有 の 形態 を た 失い, 或 ほ 
卵殻 内 に 充満 し , 不 は 送 6 - 姜 縮 し て 卵 毅 の 一 極 に 偏 位 ま 
る も の 等 が 現われ る が , 卵 毅 の 変形 され る も の は 少 い 。 
れ ら の 変性 卵 は , 初期 桑 実 期 か ら も 移行 する 。 一 方 穫 
卵 結 節 内 で 順調 に 発育 【 完成 し た 卵 内 の 仔 良 は , 上 記 の 
ト う な 多少 の 形態 的 変化 を 示し 年 ら ,。 マウ ス 体内 で も , 
今 迄 に 検索 し 人 た た 結 人 
ず 如 何 な る 部 位 の 卵子 で も , 組織 肉 
得 た 幼虫 は 1 例 も 認め っ は 7 


得 た 幼 


変性 卵 


1 エ ジ 認め < 


) 品 選 


6 日 目 の も の で は 








成 部 し 得る 事 を 示す が 。 
昌 卵 * の みな ら 


ご 自ら 脱 帝 し 剛 化 し 





30 日 目 の も の の 卵 内 仔 虫 に は , 汚 機 混濁 し た 色調 の 大 
中 粒 状 物 受 は 油 滴 状 物 が 出現 し 全体 と し て も 著 明 に 代 
明 化 ! レン だ 加 温 に 削 OK ゃ 運動 を 示さ な いよ ょ うな, 種々 
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昭和 34 年 4 月 (1959)〕 


の 程度 の 変性 仔 虫 の 出現 を 見 る 。 

150 日 目 の 例 で は , 大 部 分 の 仔 虫 は 粗大 題 粒 状 物 又は 
完 胞 状 物 に よ つ て 充 た され , 大 明 化し , 不定 形 に 変形 
し , 或 は 単 一 な 短 可 状 と な り , 中 に は 壮 縮 し て , あ た か 
る 金 米 糖 の 如く に な り , 全く 卵 受 から 遊離 し て , 卵殻 の 
ー 極 に 偏 位 し , 単細胞 期 卵 や 桑 実 期 腔 か ら , 変性 た 陥 つ 
も の と 区 別 が つか な く な る 。 と の 時 期 で も 卵殻 の み 
。 豚 や 犬 遇 虫 卵 に 見 られ た よう に , 著 明 な 変形 や 崩壊 
る も の は 少く て , 卵細胞 が 消失 し た も の で も , 比較 的 
著 明 こ 元 の 形 の ま ゝ 下 卵 結節 内 に 認め 得る る の が 多い 。 
し た が つて 東 卵 結節 の 内 容 は , 単細胞 期 卵 , 初期 桑 実 期 
卵 , 役 期 桑 実 期 卵 , 仔 息 期 卵 等 か ら の 種々 の 程度 の 変性 
卵 に よ つ て 充満 し て いる 。 

(4 ) 肉眼 的 所 見 の 特徴 に つい て 

馬 映 虫 卵 の 場合 , 腹腔 内 に は , 犬 融 虫 卵 に 見 られ た よ 
うな 顕著 な 病変 は 認め られ な い 。 

腹 松 内 に 形成 され る 蔽 様 息 卵 結 卵 や 小 丘 状 白 上 の 色調 
が 多少 黄色 又は 綱 色 味 を 帯び , 形 も 凹凸 の ある 不 整 形 の 
る の を 形成 する 事 が 多い 。 
12~15 日 と 日 時 の 経過 し た も の で も, 犬 釧 虫 卵 の よう 
な 著 明 な 肉芽 の 増殖 は 見 ちら れず, 細い 毛 様 血 管 の 常 輪 を 
認め る 程度 で ある 。 

150 日 目 の も の の 腹腔 内 に は , まだ 多数 の 上 記 二 種 の 
息 卵 結節 が あり , 特に 侍 隔 膜 部 は , 白色 又は 帯 黄 得 色 の 
栗 粒 大 又は 暑 粟 実 大 の 虫 卵 結 館 が , 斑点 状 に 分 散 し , 牙 
は 融合 し て 地図 状 を 星 し て いる 。 と の 虫 卵 結 節 の 外 緑 に 
る 細い 毛 様 血 管 が 認め られ た 。- 

W. 胸腔 へ の 移行 経路 に 関す る 小 実験 
これら の 成績 に ょ つて , 虫 卵 の 移行 に 関し て は , 顕 虫 
卵 の 種類 に 関 せ ず , 24 時 間 目 に は 上 腹部 腹膜 か ら 横 隔 膜 
部 の 前 肝 間 膜 及び 左右 の 側 肝 間 膜 中 に 多数 が 移行 し , 多 
胸腔 中 に る 縦 隔 洞 及び 肺 門 部 等 に も , 相当 移行 し うる こ 
と が わか つた 。 
こと ゝ で 問題 は , 虫 卵 の 移行 経路 , 特に 腹腔 か ら 胸 腔 へ 
如何 な る 経路 を 通 つ て 移行 する か と いう 点 で ある 。 と れ 
に つい て , 上 記 の 成績 か ら , 豚 釧 虫 生 卵 と 死 卵 と の 間 に 
差異 が 店 られ な い 事 が わか つた の で 。 硝酸 銀 で 顕 虫 卵 を 
黒 染 し て , 生体 組織 と 判別 し て 検 し た と と ろ , 15~30 分 
と 云う 短 時 間 内 に , こと れ ら の 部 へ 移行 し て いく 事 を 知 つ 


*Y 完 宮 


か 
(So 


すなわち , 次 記 の 通り で ある 。 
15 分 後 ・ 虫 卵 は 腹腔 内 全体 に 散 播 し , 一 定 の 排列 を 示 
す 事 も 少 い 。 横隔膜 下面 に も 移行 し て いる 。 
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20 分 後 : 横隔膜 下面 の 前 肝 間 膜 及び 側 肝 間 膜 の 鍼 朋 の 
間 に , 多数 の 虫 卵 が 帯状 に 連 な つ て いる 。 と の 間 膜 か ら 
肝臓 上 面 と 横隔膜 膜 様 部 に 由 卵 は 浸潤 し て いる 。 

90 分化, 胸腔 の 心 裏 と , 助 膜 の 横隔膜 部 と 連絡 する 租 
計 に , 十 数 ケ の 虫 卵 集 団 か ある 。 双 胸腔 み ら 横 隔 膜 膜 欄 
部 を 透 し て , 前 及び 舞 肝 間 膜 等 の 鍼 災 中 に 多数 の 虫 卵 を 
透 見 する 事 が 出来 る 

1 時 間 後 : 胸腔 の 縦 隔 洞 の 心 衣 須 に 十 数 ケ ヶ の 虫 卵 が 小 
集団 を な し て いる 。 腹腔 で は 上 腹部 腹膜 及び 横隔膜 下 
面 , 殊 に その 中 央 膜 様 部 と 胸 稚 部 附近 に 多数 の 虫 卵 を 認 
め る 。 

2 時 間 後 : 直接 胸壁 みか ら 縦 隔 洞 に 達し , 注意 し て , と 
の 部 を 精査 する と , 大 動脈 及び 大 静脈 管長 に 連鎖 状 一 
列 に 排列 する 虫 卵 を 発見 し た 。 食道 壁 に は 特に 認め な か 
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十 …… 注 入部 位 
1 ・…・ 横 隔 膜 下面 (前 及び 側 肝 間 膜 ) 肝 門 部 
小 網 , 小腸 間 膜 根部 上 腹部 
…… 大 綱 , 肝臓 部 腹膜 
… 胃 腫 間 膜 , 肛 臓 部 
胸腔 ( 縦 隔 洞 , 肺 門 部 ) 
左下 腹部 筋 ! 。. 
2 友和 


ー・ 骨 盤 腔 
… 胸 部 助 間 和 


の の 員 必 の いう 
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つた が , と の 附近 の 緩 壮 組織 中 に は 肺 門 部 に 至る 迄 , 小 
few 認め た 。 

3 時 間 後 : 腹腔 全体 か ら 上 腹部 腹膜 へ と 散 拭 し て い 
東 卵 は , 早く も 限局 され る 傾向 を 示す 、 財 粟 実 大 , ポ 各 
大 の 黒色 斑点 と し て 肉眼 的 に も 認め 得る 。 上 腹部 腹膜 か 
ら 横隔膜 下面 に 多い 。 


胸腔 に は 認め られ な か つた 。 


総括 及び 考察 


1。 束 卵 の 移行 に つい て 
上 記 の 成績 に ょ る と , 左 : 下 膜 部 の 一 定 場 提 み ら , 腹腔 

内 に 注入 され た 東 卵 は , 主として 上 行 し て , 上 腹部 腹膜 
みか ら 横 隔 膜 下面 の 腹膜 鍼 朋 に 移行 する が , その 他 , 腹腔 
以外 の 種々 の 部 位 に も 移行 し て いる 。 虫 等 の 場合 と 異 
り 東 卵 の 場合 に は , 

(1 ) 虫 卵 の 移行 し た 範囲 

( 2 ) その 移行 経路 及び 移行 機転 

(3) 胸腔 へ の 移行 は 如何 に し て 行わ れる か 

(4 ) 何時 頃 迄 移行 し 得る か , この 場合 頭 虫 卵 の 種類 
(にょ つて 差 が ある の か 


(5) その 他 の 部 位 へ の 移行 は 如何 に し て 行わ れる の 


て と 


等 が 主 な 問題 点 で あろ う 。 

(1 ) 腹腔 以外 に 発見 され た 虫 卵 の 範囲 は , os 
隔 洞 及 び 肺 門 部 附近 , 胸部 助 間 筋 , 腹筋 (左下 腹部 , 左 
on 右 下腹 部 , 右上 腹部 ) 左右 の 少 史 光 巴 節 , 左 大 
有 尿 筋 上 部 , 脳 の 脳 底 核 附近 。 等 で あつ た 。 

Warren 2 
る も の と , 腹腔 以外 の 部 へ の 移行 の 場合 が 考え られ る 。 

一 般 に 非 固有 組織 に 虫 卵 ゲ 侵 達 する 機転 に つい て 
は , 肝 臓 や 膝 臓 の 場合 に は , 安藤 (1934), 室 谷 (1929), 泉 
(1913), 石川 1920), up 
の 横瀬 に よ る 機 克 押込 AA 説 を あげ ,。 桂 田 (1908), 高安 
(1905), 三宅 (1923) 等 は , 血行 説 を , 又 胆 裏 壁 の 頭 
虫 卵 に つい て , 大 内 (1952), 佐藤 955) ぎ は 胆汁 の 
参 滞 と 胆 宜 の 吸収 力 を あげ て いる 。 と れ ら の 文献 で は , 
了 卵 の 移行 に は , 汐 思 説 と 血行 説 と の 他 に 機械 的 典 転 か 
考慮 され て いる る の が 多い 。 

腹腔 内 に 於 ける 顕 虫 卵 の 移行 経路 に つい て , 石川 
(1920) ば 腹腔 内 腫瘍 の 手術 例 の 知見 か ら , 大 網膜 汐 巴 
筋 の 腫 張 と , その 中 に 多数 の 顕 虫 卵 を 見 て 光 巴 説 を 主張 
し て いる 。 著者 も 上 記 の 成績 か ら , 腸 間 膜 光 巴 節 等 に 
数 の 顕 虫 卵 を 認め , 又 腹 膜 短 朋 及 び 血 管 周囲 ( 之 伯 と こ 
列 ぶ 虫 卵 を 諾 々 見 て , 腹腔 内 で は 了 虫 卵 は , 主として 光 巴 


( 150 ) 
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流 に よ ょ つて 移行 する の で ば な いか と 思う の で ある 。 と と 
ろ が 木原 (1938) は , 家 兎 の 腹腔 内 に 黒 汁 を 注射 し , 時 
間 を 追 つ て 調査 し た が , 暴 汁 は た と え 腹 膜 腔 の どの 部 基 
に 注射 され て も , 必ず 横隔膜 下 に 集 つ て ぐる と と , 更 作 
黒 汁 は と の 部 に 分 布 し て いる 光 過 管 に 流れ と むと と を 報 
告 し , 又 と の 研究 と は 無関係 に , 人 体 の 腹腔 内 に 造影 放 
リ ビ ヨ ドー ル を 注射 し た 人 が あり , その 移動 キレ ント 
ン 像 に ょ り 調べ て , リ ビ ヨ ドール は , た と ええ 比重 の 大 き 
な も の で も , 重力 に 反 し て 下腹 部 か ら 横隔膜 部 に 向 つ で 
移動 すろ る と と に な つて いる と 記載 し て いる 

DX 上 の と と か らち 。 一 定 の 大 き さ と 重力 まや つ 中 旧 9 
合 で も , 下腹 部 か ら , 上 腹部 腹膜 腔 の 横隔膜 下面 と 移 和 
し 得る と と は 一 応 考え られ る が , と の 場合 , 次 の 移行 機 
転 も 考慮 され ね ば な ら ぬ と 考え る 。 

(a) 多数 の 貝 卵 注 入 に よる 腸管 敵 動 の 志 進 

(b) 横隔膜 , 腹筋 等 の 緊張 及び 運動 の 丸 進 

Cc) 腹腔 内 圧 上 昇 

Cd) 胸腔 の 陰 圧 

(e ) 組織 間 緊 張 度 の 変調 

(CE) これ に と も な 2 う 腹腔 液 ( 獲 液 ) 交流 の 丸 進 
等 で ある 。 
事実 マウ ス の 腹壁 の 表 度 の 一 部 を 創 いで 虫 卵 を 注入 し 
た 場合 , 腸管 の 激烈 な 蜂 動 元 進 , 及び 渦 縮 等 を 腹筋 上 か 
ら 透 見 する 事 が 出来 る 。 

隊 の rem 

る 重要 な る 意味 を 有する も の と 思わ れる 。 

て) 胸腔 へ の 移行 経路 に つい て は , 銭 銀 上 虫 卵 に ま 
る 実験 に て 観察 し た よう に , 2030 分 に し て 既に 横隔膜 
下面 の 前 及び 側 肝 間 膜 中 に 多数 の 息 卵 が 集 つ て お り , 外 
胸腔 の RON 
る 。 と れ ら 二 つ の 組 朋 は , 横隔膜 膜 様 部 に 連 ら な つて 災 
り , これ ら は 心 辻 角 朋 の 虫 卵 と , 何ら か の 0 か る 様 
な 印 貸 を 受け る 。 

2 時 間 後 の 所 見 で は , 大 動脈 及び 大 静脈 の 管 有 と 多 
数 の 虫 卵 が 連鎖 状 に 列 ぶ の を 見 て , これ ら の 虫 卵 は , 大 
動静 脈 周囲 の 緩 疎 組織 か ら 移行 し た も の で は な いか と 考 


川 1915) は , 肺 吸 虫 の 幼虫 が , 犬 に 於 いて 横隔膜 
上 通 し て 胸腔 に 入る 場合 , 横隔膜 の 如何 な る 部 位 か ち 
ぁ 信 入 し 得る が , 特に 中 央 の 腕 質 部 に 於 いて 容易 で あり 
出 般 乃 至高 度 の 療 痕 を 残さ な い 事 を 指摘 し , 又 脳 へ の 移 
行 の 場合 , 大 動静 脈 周辺 の 緩 不 組 織 内 を 上 行 す る も の の 
如く で ある と 報告 し て いる 。 
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虫 卵 の 移行 に は , と れ ら 幼虫 の 場合 と 異な つて , 一 応 
自動 的 要素 は 考え られ な いと し て る 近似 の 所 見 が 得 ら れ 
た 事 は 興味 ある と と で ある 。 

( 4 ) 虫 卵 が 移行 し 得る の は , 遊 苑 の 状態 に ある 場合 
の み で あつ て , 限局 され , 完全 に 被 包 され る と 移行 が 終 
了 す る も の と 考え る 。 し た が つて 上 記 の 成績 か ら , 死 卵 
の 場合 が 最も 早く , 生 卵 の 場合 に は , 犬 顕 虫 , 馬 顕 虫 , 豚 顕 
東 の 順に 貝 卵 の 体内 移行 は 終 革 する の で は な いか と 思わ 
れる 。 豚 虫 単細胞 期生 卵 で は 7 て 8 日 目 の も の で も , 
まだ 1 ケ の み 遊 離し た 虫 卵 を 認め た が , 犬 虫 単細胞 生 
卵 で は , 48 時 間 目 の も の は 完全 に 被 包 化 せ られ て いる 。 

(5) と ゝ で , 腹筋 や 胸 筋 や 脳 へ の 移行 が 問題 と な 
る 。 上 記 の 成績 に 於 いて , 腹筋 に は 常に 認め られ , 組織 
学 的 検索 に よ つて, 三 層 の 筋肉 層 の 間 の 緩 王 組 織 , す な 
わ ち 外 筋 周 膜 と 外 筋 周 膜 の 聞 に 多く 見 られ る 。 妨 注射 部 
位 の 左下 腹部 に 多く , 時 に と の 部 に 虫 卵 結節 を 作 つ て い 
る 事 も あり , 注射 時 の 創 口 か ら 侵入 する 場合 も 充分 考慮 
され ね ば な ら な い 。 

双 ー 方 肖 内 光 巴 節 に も 顕 虫 卵 を 認め , 又 筋 層 と 腹膜 は 
多く の 血管 。 光 巴 管 , 神経 等 に よ つ て 貫 ぬ か れ て いる で 
あら う 。 い づれ に せよ , 腹腔 内 圧 の 上 昇 , 組織 の 緊張 索 
引 等 の 機転 に ょ る 虫 卵 の 長 入 も 充分 考え られ る 所 で あ 
る 。 又 何ら か の 機転 に よ つ て 血管 中 に 虫 卵 が 侵入 すれ ば 
各所 へ の 移行 も 可能 で ある と 思わ れる 。 

2。. 虫 卵 の 発育 に つい て 
恒温 動物 の マウ ス 体内 異 所 で 豚 , 犬 , 馬 各 種 虫 単 細 
胸 期 卵 か ら 発育 し 得 た 限界 は , 上 記 の 実験 結果 か ら , 豚 
及び 犬 鍋 虫 卵 の 場合 は 初期 桑 実 期 迄 で , 馬 顕 虫 卵 の み が 
3 6 日 に 於 いて 20~50 多 の 割合 に 運動 仔 虫 期 卵 迄 の 発 
『 を 示し た 。 そ と し て と れ ら 体内 に 於 ける 卵 の 発育 に つい 
て , 卵細胞 数 の 少 い 間 に お ける 発育 の 速 さ は , 30'C 培 養 
時 に 於 ける 場合 より も 一 般 に 速い 様 で ある 。 
宿主 体内 異 所 に 於 ける 顕 虫 卵 の 発育 に 関し て , 安楽 
(1924), 室 谷 (1929), 石川 1920) 等 は , 人 体 の 解剖 例 
に つい て 肝臓 或 は 騰 臓 等 の 虫 卵 結節 か ら 2 8 細胞 に 迄 
発育 し た 顕 虫 卵 を 記載 し て いる が , 一 方 Makai(1922) 
は 重症 の 肝臓 騰 瘍 を 手術 し た 際 , 肝 切 開 部 より 3>6 
cm の 5 隻 の 顕 虫 と 全く 成 吉 し た 卵 を 見 て , 仔 虫 包 蔵 卵 
の 形 で も 肝臓 に 侵入 し 得る と と も ある の で は な いか と 推 
論 し , 又 Africa, Garcia (1936) は 約 1000 隻 の 重症 虫 寄 
生 に ょ る 宣 孔 性 腹膜 炎 に て 死亡 し た 一 婦人 の , 腹腔 中 の 
真珠 様 小結 節 中 に , 多数 の 運動 仔 虫 期 卵 を 認め た 事 を 報 
じ , 又 更に Africa, De Leon (1938) は 猿 の 腹腔 に 4sg- 
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ZS の zzco42es の 単 細 胸 期 卵 と , 培養 し た 完 吉 仔 虫 包 
蔵 卵 を 夫々 別個 に 注入 し て , 単細胞 期 卵 は 運動 仔 虫 期 卵 
を 完成 し , 後者 の 場合 は 腹腔 内 で 妥 化 し て いる の を 見 て 
と れ ら か ら 自 家 感 染 の お それ が ある と 論じ て いる 。 
組織 内 に 於 いて , 各種 昌 卵 が 発育 し 得る 場合 に つい 
て 。 一 般 た 考え られ る 因子 を 上 げ て みる と, 

由 卵 側 の 因子 

1) 顕 虫 卵 の 生理 的 発育 能 の 強弱 

2) 顕 虫 卵 の 発育 の 速度 : 28YC 人 工 培養 時 に 於 ける 
T. V. D (発育 指数 ) の 400 に と 達する の は , 豚 顕 卵 
11 日 , 犬 釧 虫 卵 Y 日 , 馬 顕 虫 卵 4 日 で ある 。 

宿主 側 の 因子 

1) 体温 : と の 場合 , マウ ス の 体温 は 88Cー40'C と 云 
う 虫 卵 の 発育 に は 不適 当 な 温度 域 で ある と と 。 

2) 生体 の 種々 の 反応 機転 : すなわち , 体液 的 及び 組 
織 的 な 侵 朋 を 受け る と いう と と , 等 で あら う 。 

上 記 の 著者 の 成績 ざ は , マウ ス 体 内 に 於 いて , 豚 及 び 
犬 鍋 虫 卵 の 場合 は , 初期 桑 実 期 以 後 の 発育 が 阻止 され , 
馬 虫 卵 の み が 運 動 仔 虫 期 卵 を 完成 し た が , と の 場合 で 
や 100 多 と 云う 仔 了 虫 完成 率 を 示さ な か つた 。 と れ ら の 場 
合 , 自然 界 や 培養 の 場合 と は 人 違 つ て , と れ ら 宿主 側 の 因 
子 が , 卵 の 発育 に 抑制 的 に 作用 し て いる も の と 考え られ 
る 。 双 馬 顕 虫 卵 の み が 運 動 仔 虫 期 卵 を 完成 し た と 云う と 
と は , 馬 虫 卵 の 生理 的 発育 速度 が 非常 に 速く ,。 た め に 
と れ ら の 宿主 の 影響 を 受け る と と が 少な い の か 。 又は 選 
顕 虫 卵 の み が , マウ ス の 体温 や 生体 の 反応 機転 と 抗 し 得 
る 性 質 が ある の か , と に か く と の 発育 の 事実 は 種々 の 興 
味 あ る 問題 を 提供 する の で ある 。 

著者 は , と れ ら の 異 所 に 於 ける 顕 虫 卵 の 発育 に 関し 。 
その 後 実験 を 重ね て , 後 報 に 詳説 する 如く , その 発育 を 
抑制 する 因子 の うち, 先 づ その 体温 の 影響 を 考慮 し て , 
807C<32%C 室 温 の 里 の 腹腔 , 及び 25C>32'C 水 温 の 金魚 
の 腹腔 内 に , 豚 顕 虫 単細胞 期 卵 を 投与 し て , と の 豚 顕 虫 
卵 の 場合 で も 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 する の を 見 て いる 。 と ゝ > 
で Makai 及び Africa 等 の 報告 は 。 いずれ る 重症 の 顕 
虫 感染 者 で ある と と 注目 する 必要 が ある と 思わ れる 。 

自家 感染 の 問題 を 論ずる に は , 既に 記 し た 様 に , 生体 
内 で 完成 し た 卵 内 の 仔 東 が , な お 一 定 の 成熟 を 遂げ て 感 
染 力 を も ち 。 し か る ゃ 鋼 化 する と と が 必要 で ある 。 吉田 
(1923), 大 場 (1929), 村上 (1981) は , 培養 し た 人 或 
は 豚 顕 昌 卵 を 用 い , 豊田 (1931) は 犬 虫 卵 を 用 いて , 
その 培養 成熟 卵 を 夫々 モル モツ ト の 上 放 下 及び 腹腔 内 に 注 
入 し て , と れ ら の 腸管 以外 の 場所 に 置か れ た 場合 で も 負 












306 








化し 得る と 報告 し , Africa, De Leon も 猿 の 腹 乏 に 豚 
顕 虫 成熟 卵 を 注入 し て , 同様 の 所 見 を 報告 し て いる 。 

著者 の 成績 では , 豚 顕 虫 完熟 仔 虫 包 蔵 卵 に 於 いて , 少 
数 例 で ある が , マウ ス の 腹腔 内 で 遇 化し 得る の は 甚だ 例 
外 の 場合 に 属す る の で は な いか と 思わ れる 様 な 所 見 を 得 
た 。 双 運 動 仔 了 虫 期 卵 に 迄 発育 し た 馬 顕 虫 卵 の 場合 で も , 
と の 卵 内 の 仔 虫 は , な お 一 定 の 成熟 を 思わ せる 様 な 形態 
的 変化 を 遂げ 得る が , 今 迄 の 検索 で は , と の 運動 仔 虫 期 
卵 か ら も 鋼 化 し 渡 走 する 仔 虫 を 検 す る と と は 出来 な か つ 
た 。 

と れ ら 各種 顕 東 単細胞 卵 の 宿主 体内 異 所 に 於 ける 発育 
及び 昧 化 に 関す る 研究 , 及び それ ら の 因子 を 追究 する と 
と は , 自家 感染 及び 経 気道 感染 等 の 重要 な 問題 と 関連 し 
て 興味 が ある 。 

8. 虫 卵 の 運命 に つい て 

上 記 の 成績 か ら , マウ ス の 腹腔 内 に 注入 され た 魚 虫 卵 
は , 或 程度 体内 を 移行 し て も , その 殆 ん どの も の は 間 も 
な く , 生体 組織 の 吐 盛 な る 反応 機転 に よ つて 被 包 さ れ , 
結局 と > で 変性 , 崩壊 し て , 遂に は 融解 , 吸収 され る と 
いう 運命 を た どる も の と 思わ れる 。 

腹腔 内 に 形成 され る 下 卵 結節 に つい て , 著者 は ,「 小 下 
状 白斑 」 と 「 蘭 様 虫 卵 結 飾 」 の 二 型 を 区 別 し た 。 前 者 は 
特に 臓器 等 に 固着 し た 増殖 性 の 結節 で , 後者 は 流離 し た 
可 働 性 の 衰 腫 様 の 小結 節 と し て 認め られ る も の で ある 。 
勿論 両 型 は 視 然 と 区 別 さ れる も の で な く , 両者 の 移行 型 
も あれ ば , 混在 し て いる 場合 が 多く , 形態 も 大 き さ も ,。 
区 さく で ある が , 便宜 上 二 型 を 区 別 し , 主として この 下 卵 
結節 内 の 虫 卵 に つい て 運命 を 追 宛 し た 。 

各種 虫 単細胞 生 卵 を 注入 し た 場合 , これ ら の 虫 卵 結 
人 節 内 に 見 られ る 斑 虫 卵 の 形態 に つい て , 少く と も 3 て 5 
日 以上 経過 し た も の に つい て は , 次 の 6 期 の も の が 区 別 
出来 る 。 

1, 単細胞 期 
初期 桑 実 期 (分 裂 期 , 多 細胞 期 ) 
後期 又 実 期 , 及び 昭 斗 其 
運動 仔 虫 期 
虫 卵 変性 期 
, 卵 帝 期 

上 記 の 成績 あら マウ ス 体 内 に 於 いて , 馬 咽 虫 卵 の 場合 
の み に こ れ ら 全 期 の も の を 同時 に 見 る 事 が 出来 る が , 豚 
及び 犬 顕 虫 卵 の 場合 に は , 3, 4 期 像 を 見 る 事 が 出来 な 
い 。 

7 … 8 日 目 の 息 卵 結節 内 に は , と れ ら 一 方 に 発育 し 。 
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双方 に は 変性 に 陥 つ て いく 種々 の 虫 卵 像 を 同時 に 混 然 
と し て 見 得る が , 尚 日 時 の 経過 する に つれ て , 衝 種 発育 
段階 か ら 移行 し た 5 一 6 期 像 の 増加 が 著 明 に な る 。 し た 
が つて 虫 卵 結節 内 の 発育 卵 及 び 変 性 卵 等 の 状態 か ら , あ 
る 程度 虫 卵 結節 の 陳 旧 度 を 推定 する 事 も 可能 で ある 。 

虫 卵 の 変性 像 に つい て は , 柳沢 (1955) の 詳細 な 記 
載 が ある 。 柳沢 は 人 顕 虫 感染 者 の 内 の 顕 貝 変性 卵 に つ 
いて , 単細胞 期 卵 の 場合 , 卵細胞 の 眠 粒 化 , 鞭 縮 , 転位 
胞 形 成 , 透明 化 , 変形 , 崩壊 等 に 分 類 し , 叉 初期 桑 実 期 
卵 , 後期 桑 実 期 卵 に つい て も その 変性 像 は , 概ね 単細胞 
変性 形態 に 準じ て 分 類 し 得る と 述べ て いる 。 著 者 の 観察 
し た 組織 内 顕 東 卵 の 変性 形態 も , 概ね と の 分 類 に よ つ て 
表現 出来 得る と 思わ れる 。 た だ , 組織 内 で は 卵殻 も 圧縮 
され , 卵 全体 の 変形 , 離 断 , 壮 縮 等 も 認め られ る 。 と れ 
は 犬 咽 虫 卵 の 場合 に 特に 著 明 で ある 。 

犬 咽 虫 卵 で は , 卵細胞 に 大 小 の 天 粒 や 空 胞 状 体 が 出現 
する と 間もなく 卵 全体 が 椿 円形 に 変形 する も の が 多く , 
透 明 化 が 著 明 で ある 。 選 顕 虫 卵 の 場合 に は と の ょ うな 
卵 帝 の 変形 形態 は あま り 見 られ な い 。 と れ ら は 卵殻 の 構 
造 の 差 に よる も の と 思わ れる 。 佐藤 (1955) は 組織 内 人 
句 虫 卵 の 組織 像 に つい て , 大 内 型 (大 内 が 称え た 異常 型 ) 
と 正常 型 に 分 け て 記載 し て いる 。 

ダー 方 マウ ス 体 内 で 順調 に 発育 し て 運動 仔 貝 期 卵 を 完 
成 し た 馬 顕 虫 卵 等 の 場合 , 或 条 件 下 に 於 いて 生体 内 で 角 
化し 感染 せしめ 得る か は , 和尚 今後 充分 に 検討 を 要する 問 
題 で ある 。 

双 各 種 虫 卵 の これ ら 異 種 組織 内 で 生存 せしめ 得る 限 
界 は , 投与 され た 下 卵 数 , 宿主 の 個体 差 , 惑 虫 卵 の 種 
類 , 虫 卵 の 生命 力 の 強弱 等 に 関与 する と 思わ れる が , と 
れ ら に 関し 目下 検討 中 で ある 。 

腹腔 内 の 肉眼 的 所 見 は , 顕 虫 卵 の 種類 に ょ つて 多少 異 
な つて いる 。 犬 久 虫 卵 の 場合 が , その 病変 は 最も 顕著 で 
次 いで 選 顕 虫 卵 , 豚 問 虫 卵 の 順 で ある 。 豚 顕 虫 卵 の 場合 
で も , 生 卵 の 場合 と 死 卵 の 場合 に は 著 明 な 差 が 認め られ 
る 。 正 卵 結 節 の 周囲 に は , いずれ の 場合 で も , 12~18 晶 
頃 に は 細い 新生 血管 の 量 輪 が 閉 明 で ある が , 犬 鯛 虫 卵 の 
場合 に は , 著しい 肉芽 の 増殖 で 肉腫 様 に 見 える 事 も 展 々 
で ある 。 い ずれ に せよ ょ , と の 頃 に は , 革 盛 な 器質 化 の 機 
が 著 明 で ある 様 に 思わ れる 。 


むす び 


マッ ウス の 左下 腹部 の 一 定 部 位 か ら , 腹腔 内 に , 豚 , 
犬 , 馬 等 の 各種 虫 単細胞 期生 卵 , 豚 台 虫 仔 虫 包 蔵 其 
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卵 , 豚 虫 死 卵 等 を 注入 し て , 主として , これ ら の 異 所 
に 置か れ た 躍 卵 の 態度 並び に 運命 , 及 び 宿 主 の 反応 に つ 
いて , 時 間 的 経過 を 追 つて 観察 し , 次 の 結果 を 得 た 。 

(1 ) 下 卵 の 末 行 に つい て : 注入 し た 由 卵 の 大 部 分 は 
上 行 し て , 主として 上 腹部 腹膜 及び 横隔膜 下面 の 腹膜 寺 
本 中 に 移行 し , 一 部 は 更 と 胸腔 中 に 移行 し て いる 。 双 腹 
筋 , 助 間 筋 等 の 筋 間 結 合 織 中 に も 認め られ た 。 

( 2 ) 虫 卵 の 発育 に つい て : 豚 虫 , 及び 犬 鯛 貝 単 細 
胞 期 卵 は , マウ ス 体 内 で 初期 桑 実 期 に 迄 発育 し, 馬 虫 
単細胞 期 卵 の み が , 運動 仔 虫 期 に 迄 発育 し た 。 と の 選 魚 
了 運 動 仔 虫 期 も マウ ス 体 内 で 肝 化 し た も の は 見 られ な 
か つた 。 

(3 ) 由 卵 の 運命 に つい て : 投与 され 各種 争 虫 生 卵 
は , 腹腔 内 で 早晩 彼 包 され て , 多く は 由 卵 結節 を 形成 す 
る 。 と れ を 増殖 型 の 小 正 状 白斑 と , 朗 腫 型 の 黄 翌 虫 卵 結 
節 と に 分 け て 観察 し 。 主として 。 と れ ら 二 種 の 結節 内 に 
於 ける 顕 虫 卵 の 運命 に つい て 追 宛 し た が , 今 返 の 鋼 察 結 
果 で は , と の 中 で 発育 し た も の も , し な いも の ゃ , 結局 
は 正 卵 は 変性 し , 崩壊 , 吸収 され て いく よ ょ うに み ら れ 

(4 ) 腹腔 内 に 於 ける 病変 , 及び 虫 卵 結節 形成 等 の 場 
合 に 見 られ る 虫 卵 の 被 包 傾向 及び 宿主 の 反応 の 程度 は ,。 
虫 卵 の 種類 に よ ょ つて 差 が ある 。 犬 顕 虫 卵 の 場合 に は 最 
も 強く , 馬 顕 虫 卵 , 豚 鮮 虫 卵 の 順 で あつ た 。 

(5 ) 胸腔 へ の 虫 卵 の 移行 経路 を 知る た め に , 鐵 銀 昭 
息 卵 を 用 いて , 実験 を 行 つ た と と ろ , 20<80 分 に し て 上 
和 腹 部 腹膜 及び 横隔膜 下面 の 鍼 朋 か ら , 胸腔 中 に 認め られ , 
X 2 時 間 目 の も の は 縦 隔 洞 の 大 動静 脈 管 朋 に 虫 卵 が 連鎖 
状 に 連なる を 見 た 。 

と れ ら に つい て 若干 の 考察 と 推論 を 試み た 。 


終り に 臨み , 本 研究 の 御 指導 並び に 御 校 闘 を 賜 わ つ た 
恩師 森下 薫 教授 に 深謝 し , 終始 御 鞭 皇 御 助言 を 戴 いた 伏 
見 純一 博士 , 並び に 荘 保 忠 三郎 博士 に 裏 心 感謝 の 意 を 捧 
ザ る. 
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Summary 


Tt iS well known that human ascariS may often 
migrate from the intestine, itSs original location, 
into various erratic places where they can live at 
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least for a short time, and in the cases with female 
worms, the eggs may be laid. As to the fate of 
the eggs thus placed in the tissues or closed organs, 
辻 iS commonly accepted that they might be killed 
by mohilized cells before they can reach maturity. 
TNotwithstanding this common knowledge Africa and 
Garcia (1936) offered a problem on the possibility 
of auto-infection by such eggs as they observed the 
presence of the embryonated eggs in the peritoneal 
cavity of a woman dyeing from heavy ascariS im- 
ection. Furthermore, Africa and Leon (1938) proved 
experimentally this finding in rmonkeyS. 

For the purpose to reproduce their finding and 
to clear up the factors responsible for such pheno- 
menon, the present author carried out a serial ex- 
periment with monocellular eggs of 4sczzzs 7 の - 
ZZCO2S, oOCZ7 の CZS, and /ZZ2SC77S 62077272, 
which were inoculated into brain, peritoneal cavity 
and muscle of thigh of mice, and followed for their 
fate. This paper deals with the result of experi- 
ment on the eggs inoculated into peritoneal cavity。 

Regarding the developmental ability of the eggs, 
some of them were found in the stages till to the 
early morula in 44csgzzs 7 の ZZcoZ7es amd 7oxocg 婦 
cg2S, While in ZZZsc の ZZS 6 の ZZ222 Tmany reached 
embryonated stage within 3 to 6 days, although 
no hatching out was confirmed. The eggs, irresp- 
ective of species, were found at peritoneurn of an- 
terior Dart of the peritoneal cavity and even ip 
the thoracic cavity。 In the Iatter cases streptococcal 
arrangement of the eggs were often encountered 
along large vessels in the mediastinal room. Rarely 
Some were Seen also between thoracic or abdominat 
mnuscle layers. The intensity of the tissue reaction 
against inoculated eggs was diferent according to 
Species, being observed in order of 7. cgzs, 万 
e9 の ZZz22, and 44. /zz の zzcoZ2es. The eggs Surro- 
unded by reactive tissue mmay Sooner or later und- 
ergo degeneration and be finally absorbed, irreSD< 
ective of their developmental stages. 

As mentioned above, the experiment did so far 
not prove the possibility of auto-infection by egg85 
placed outside the intestine, but the author should 
ke to retain the conclusion for the following 
reDOrtS. 
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写 真 説 明 


1. 腹筋 中 に 於 ける 犬 映 虫 罪 の 圧 平 標本 , 筋 束 c 沿 
つて 数 珠 状 に 配列 す 。 24 時 間 目 の も の . 670X. 
2. 助 聞 筋 中 に 於 ける 犬 遇 虫 卵 の 圧 平 標本 . 4 日 目 , 
120 メ . 

3. 横隔膜 中 に 於 ける 犬 虫 卵 の 圧 平 標本 、 矢印 は 
変性 卵 。 120X。 

4. 腹筋 中 の 豚 融 虫 罪 。 8 日 目 , 透明 な 被膜 に より 
被 鍋 さ し れる.。120X。 

5. 腹筋 中 の 犬 映 虫 卵 。 12 日 目 , 120X。 

6. マウ ス の 横隔膜 下面 の 小 丘 状 白斑 , 矢印 に て 示 
す , 馬 顕 虫 卵 , 150 日 目 。 

7. マウ ス の 横隔膜 下面 の 小 丘 状 白斑 , 矢印 に て 示 
す , 150 日 目 。 

8. 遇 様 虫 卵 結節 , 豚 遇 虫 卵 。100X. 


9. 黄 様 虫 卵 結節 , 馬 虫 誰 ラク ト フ ょ ェ ノール で 透 


徹し た も の ,。 100X. 


10. 黄 様 虫 卵 結節 , 豚 虫 卵 , 切片 標本 、 
11. 商 様 虫 卵 結節 を 圧 平 し て , 犬 映 虫 卵 の 変性 , 崩 


震 し て いる 像 を 示す , 670X. 


12. 小 丘 状 自 間 , 犬 映 昌 卵 , 圧 平 標本 , 670X. 
13. 組織 内 で 完成 し た 馬 回 虫 仔 虫 包 蔵 卵 , 3 日 目 の 


14. 


15. 


16. 


も の , 1500X。 

直 織 内 で 完成 し た 馬 虫 仔 虫 包 蔵 誹 。 8 日 目 の 
も の, 1500X 。 

腹筋 の 三 層 の 筋肉 層 の 和 免 間 結合 織 中 に 於 ける 豚 
虫 卵 。 120X . 

腹筋 の 筋肉 層 に 侵入 し た 豚 昌 卵 。 120X. 





会 


記 





日 本 学術 会 議 第 5 期 会 員 選 挙 に つい て 日 本 学術 会 議 中 
央 選挙 管理 会 稲田 正 次 委員 長 よ り 下 記 の 通 短 が あり , 大 
会 開催 又は 機関 紙 発行 の 機会 に 会 員 各 位 に 周知 徹底 する 
よう 依頼 が な あり まし た の で お 列 ら せ 致 し ます 。 な お 登録 
用 カー ド 及 び 暴 動 届 は 選挙 管理 会 に 御 連 絡 下さ い 。 


記 


1. 選挙 期日 お よび 選挙 権 , 被 選 挙 権 に つい て 

従前 の 選挙 期日 より 20 日 早く , 本 年 11 月 20 
日 に , 日 本 学術 会 議 第 5 期 会 員 の 選挙 が 行なわ れ 
ます が , 選挙 し , また は 選挙 され る た め に は , 日 
本 学術 会 議事 務 局 に 備え た 有権者 名 簿 に 玉 録 され 
る 手続 を と ら ね ば な り ま せん 。 

2. 選挙 規則 改正 の 要点 に つい て 

今般 日 本 学術 会 議会 員 選挙 規則 の 一 部 が 改正 さ 

れ ま し た か ら , 特に 下記 事項 に 御 留意 下さ い 。 
1 第 4 期 (昭和 31 年 の 選挙 ) 有権者 の 登録 手続 

第 4 期 の 有権者 で あつ た 者 は , 引続き 次 回 選挙 
の 有権者 と な る た め に , あら た め て 登録 用 カー ド 
を 提出 する 必要 は な く な り ま し た 。 第 4 期 有権者 
に つい て は , 第 5 期 会 員 選 挙 の た め の 資 格 審査 を 
第 4 期 会 員 選挙 の 際 提 出さ れ た 登録 用 カー ド に よ ょ よ 
り 行 な い , その 結果 不 認 定 と な つた 方 に は , 不 認 
定 通 知 を 既に 発送 し ま し た 。 そ れ 以 外 の 第 4 期 有 
権 者 は すべ て 認定 され て いま すか ら 。, 今回 あら た 
め て 登録 の 手続 を する 必要 は あり ませ ん 。 

し か し , 第 4 期 に 登録 さん て いる 所 属 以 外 の 部 
また は 専門 で 第 5 期 の 登録 を 求め よう と する 方 
は , 「 第 5 期 の 登録 に 際 し て は , 現在 の 所 属 部 また 
は 専門 へ の 登録 を 希望 し な い 旨 」 の 申請 書 (本 人 
か 署名 押印 の こと ) を 漆 え て , きた る 5 月 8 日 ま 
で に , 次 の 2 項 に 準じ 新た に 登録 を 求め て 下さ い 
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2 第 4 期 有 権 者 以外 の 有 資 格 者 の 登録 手続 

第 4 期 有 権 者 以外 の 有 資 格 者 が 新た に 登録 を 求 
め よ うと する と き は 登録 用 カー ド を 随時 提出 で き 
ます 。 但し , 第 5 期 会 員 選 挙 の 有権者 と な る た め 
に は , きた る 5 月 8 日 まで に 本 管理 会 に 同 カ ー ド 
必 落 する よう に 提出 し な けれ ば な り ま せん 。 6 

5 月 9 日 以後 に 到底 し た 登録 用 カー ド は , 本 管 
理 会 で 整理 保管 し て , 次 回 (昭和 37 年 ) の 会 員 選 
挙 の 登録 用 カー ド と し て 取扱 いま す 。 
3 有権者 の 異動 届 

有権者 は , 氏名 , 現住 所 , 本 籍 地 , 勤務 機関 お 
よび 職名 , 勤務 地 の い ずれ か に 暴動 が あつ た と き 
は , その 都度 直ちに , 本 人 か ら 直 接 様式 第 一 に よ 
り , 本 管理 会 に 届け 出 な けれ ば な り ま せん (本 人 
欧 亡 の と き は 遺族 より ) 。 も し これ を 怠る と き は , 
選挙 権 を 行使 で き な い とこ と が あり ます 。 投票 実施 
後 も この 届 は 励行 し て 下さ い 。 

登録 用 カー ド 用 紙 の 請求 に つい て 
1 登録 用 カー ド 用 紙 の 請求 は 個人 ご と に 請求 する 
政 前 に な つて いま すか ら , 様式 第 二 に より 葉書 で 
本 管理 会 宛 に 請求 し て 下さ い 。 
2 便宜 上 大 学 , 研究 機関 に 対し て , 第 4 期 有 権 者 
以外 の 有 資 格 者 の 名 科 提 出 を 依頼 し , その 提出 さ 
れ た 名 科 に 基き 本 管理 会 より 登 録 用 カー ド 用 紙 を 
各 人 あて 送付 し ます 。 従 つて , 本 管理 会 より 名 等 
提出 を 依頼 され た 大 学 , 研究 機関 に 現在 勤務 し て 
いる 方 は 。 な る べく その 所 属 機関 を 通じ て 登録 用 
カー ド 用 紙 を 請求 し て 下さ い 。 

この 際 大 学 , 研究 機関 か ら の 各 等 に ょ る 登録 用 
カー ド 用 紙 の 請求 と 個人 請求 と が 重要 し な いよ ょ 5 
特に 注意 し て 下さ い 。 
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本 こ 其 朋 必 cg 旬 本 ん 0。 釣 多 % 
イル 


に 用 法 ・ 用 明 
. 優れ た 高度 の 陰 転 率 (85 錠 以上 ) を 示す 。 年 齢 別 純 末 | 台 粒 | 糖衣 錠 


. 副作用 玩 ん ど な を < 下剤 の 俳 用 、 食 餌 制 限 の ド 、 陸 15 誠 以上 (高校 生成 人 )| 4 瓦 | 5~6 瓦 | 40 錠 
必要 だ い 。 計 12 上 15 療 未満 (中 学 前 菩 30 錠 




















.、 皿 者 に より 禁 記 な く 反 復 投与 可能 。 の ec 
、 集 団 豚 除 に 好 層 , be | | 満 7 歳 12 歳 未満 ( 小 3 学生 )|2 瓦 3 瓦 | 20 錠 
*. 上 記 の 量 を 2 日 間 連 用 。 
包 装 2. 就寝 前 と 翌朝 食前 に 、 惑 は 湖 食 前 と 夕食 前 
糖衣 錠 40 錠 120 錠 1000 錠 何れ も 水 又 は 湯 に て 分 服 。 
題 粒 50 瓦 200 瓦 500 瓦 3. = テ 人 及び 幼児 は 年 令 に 応じ て 減 較 。 


純 末 25 瓦 100 瓦 500 瓦 
他 に 何れ も 集団 用 あり 新 挫 虫 駆 除 剤 1 一 プロ モー ナフトール ー(2) 


(健保 適用 ) 

化学 工業 株 式 会 社 ー 和 1 
富 山 市 下 奥井 8 吉 、、 / 
東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3 の 9 hh 


大 阪 市東 区 道修 町 1 の 3 














名 古屋 市 東 区 中 市 場 町 3 の 22 、 
高 山 市 下 奥 井 8 rr 














お 知 ら せ BN 等 生 虫 学 琴 計 
本 年 二 月 発行 の 寄生 晶 学 雑誌 第 8 巻 第 1 号 に 製本 の 手 (Japanese Journal of Parasitology) 
落ち に より 落 本 乱丁 が 御座 居 ま す の で 御手 許 の 同 号 雑誌 人 
御 検討 下さ い . 若 し 不備 の 雑誌 が 御座 居 ま したら, 誠に キッ を 生生 を 性 だ て - 
御手 数 生 ら 当 学 会 宛 御 返送 願 ひ ます . 早速 御 取 換 へ の 上 
御 送 附 申 し 上 げ ま す . 編集 係 と し て 此処 に 会 員 各位 に 深 | 編集 和 発 行 日 本 寄生 虫 学会 
く お 詫び 申し 上 げ ま す . 柳沢 記 | 印 刷 人 向 82 SE 
印 刷 所 一 ツ 橋 印刷 株 式 会 社 








学会 事務 所 東京 都 品川 区 上 大 崎 長者 丸 
立 予防 衛生 研究 所 内 
電話 白金 (44) の 0 
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